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　　　序章　　想い出は、敗北の青ペインブルー







「何な故ぜだ、何な故ぜなんだ……?!」

　肩かたで息を吐はきながら、ぶつけるように叫さけぶリク。紅ぐ蓮れんの勇者と呼ばれるリクのトレードマークである赤い短たん髪ぱつは、血であちこち固まってしまい、更さらに額から滴したたる流血が片目を塞ふさいでいた。

「………………」

　リクの見上げる先には、氷のように冷たく光る魔ま王おうの青い瞳ひとみ……冷れい徹てつにこちらを見る双そう眼がんからはなんの感情も感じられず、ただただ敗者であるリクを冷たく見下していた。

　黒魔法攻撃呪文を放とうと右手をかざしても、炎ほのおの一ひと粒つぶ氷の一ひと欠片かけらすら発生させられず、白魔法回復呪文を使おうと左手を胸に当てても、傷は塞ふさがらず体力は微み塵じんも戻もどらない。

「何な故ぜ、こんな事を……？」

　尚なおも返答を求めるリクだが、魔ま王おうは唇くちびる一つ動かさす事さえなく、ただ黙だまって面前で拝むように両手を合わせた。

　パンっと乾かわいた音を立て、続いて大きく広げた魔ま王おうの両手から、黒と白の魔ま法ほう陣じんが展開すると、やがてそれらは溶とけ合あうように燃もえ盛さかり、赤く巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんを紡つむぎ出していく。

「《輪廻天征ウロボロス》!?　そんな、じゃあやっぱり……」

　それは、リクの知り得る中で最強の赤あか魔ま法ほうであり、先程までリクが使えた筈の魔ま法ほうであり……恐らく二度とリクは使えないであろう魔ま法ほうだった。

　破は壊かいの力と癒いやしの力、二つの相反する魔ま力りよくがバチバチと赤い火花を撒まき散ちらし、今まさにリクを消し去らんと膨ふくらんでいく。

「……は、はは……ははは」

　懸けん命めいに掲かかげていた右手も、食くい込こむように押おし付つけていた左手も、どちらも小刻みに震ふるえ、やがて自然と下がっていった。

　愛あい剣けんは既すでに消失し、馴な染じみの鎧よろいも所々剝はがれ落おち、立ち上がる気力さえ湧わかないリクに、あの赤き極大の暴力を防ぐ術すべも避さける手段もある筈はずがない。

「ははは…はは……はぁ」

　不思議と笑えみがこぼれてきたが、同時に自分が泣いている事にも気が付くリク。

　──志半ばで死にたくなかった。魔ま王おうを倒たおし故国ユーフェミアへ戻もどった暁あかつきには、勇者として最高の栄えい誉よである護国四神将ガーデイアンズの一人に任命される筈はずだったのに。

　──まだまだやりたい事がたくさんあった。誰だれも成し得なかった赤あか魔ま法ほうを極きわめ、〝紅ぐ蓮れん〟の二つ名を授さずかり、これからもっともっと武ぶ勲くんを積み立てていく筈はずだったのに。

「なんで、どうして……」

　徐じよ々じよに重くなっていく思考と体が、リクの気力と体力を容よう赦しやなく削けずり取とっていく。

　こんな筈はずじゃなかった。リクの輝かがやかしき栄光は、こんな閃せん光こうのように眩まばゆくも一いつ瞬しゆんで終わってしまうような物ではなかった筈はずだ。これまでの輝かがやかしき日々を、膨ふくれ上あがる赤い魔ま力りよくの奔ほん流りゆうが走そう馬ま灯とうのように押おし流ながしていく。

「どうしてこんな……」

　今一度見上げた先には、瞳ひとみ同様冷れい酷こくさを纏まとった青い長ちよう髪はつが、北風のようになびいていた。悔くやしさも後こう悔かいも全すべては今となってはどうでもよく、リクに残されたたった一つの感情は、どうしてこんな事をという疑問だけだった。

「さらばだ、紅ぐ蓮れんの勇者リク……今まで楽しかった」

　ようやく口にした魔ま王おうの一言。それはリクにとって理解し難がたく、もっとも聞きたくない言葉で……最悪に残ざん酷こくな処しよ刑けい宣告だった。

「《全すべての魂たましいが帰する場所、輪りん廻ねの輪より出いでし蛇へびよ。全てを無にする顎アギトを我わが前に示せ……輪廻天征ウロボロス》」

　大だい魔ま術じゆつ発動の為ための詠えい唱しようを紡つむぎ、魔ま王おうがゆっくりと両手を振ふり下ろすと、転輪する赤い蛇へびをかたどった魔ま法ほう陣じんから最強の消しよう滅めつ呪じゆ文もんが解放される。全すべてを諦あきらめたリクはただ黙だまってそれを受け入れ、極光に飲のみ込こまれる体と共に、リクの意識も赤い光に塗ぬり潰つぶされていった。







　それが、リクの紅ぐ蓮れんの勇者としての最後の記き憶おくであり、魔ま王おうに敗北したこの上ない証あかしであり……最も信しん頼らいしていた友に裏切られた想おもい出でだった。













　　　一章　　教官は、落スちカこーぼ・れレのツ赤ド







「ウォーグライト！　リク＝ウォーグライト!!　いい加減起きろ！　貴様一体、ここをどこだと思っているんだ!!」

「んん～……また、あの夢か」

　王都ユーフェミア、豪ごう華かな机に突つっ伏ぷして寝ねていたリクは、寝ね起おきの頭痛と共に五年前の悪夢に苛さいなまれていた。

「どこって、俺おれの家……じゃない、みたいね」

　寝ね惚ぼけるリクがぼんやりと周囲を見み渡わたすと、そこには怒いかり心しん頭とうでこちらを睨にらみつける顔が並んでいた。

「……まだ夢の中にいるのなら教えてやる。ここは王立兵へい役えき学校で、今は勇者科の卒業試験の最終面接中だ！　そしてお前は面接官！　面接官が居い眠ねむりだなんて聞いた事もないぞ!!」

「あーはいはい。そうだったそうだった」




　だらしなく髪かみが伸のびた頭をボリボリと搔かきながら、あくびをかみ殺すリクはゆっくりと現状を認にん識しきし、夢との齟そ齬ごを埋うめ合あわせていった。

　五年前、幸運にも極大消滅魔法ウロボロスが直ちよく撃げきしなかったリクは、命からがらユーフェミアまで逃にげ帰かえってきたものの、待っていたのはありとあらゆる罵ば詈り雑ぞう言ごんに勇者の資格の剝はく奪だつだった。そして、剝はく奪だつされた〝紅ぐ蓮れん〟の称しよう号ごうの代わりに、新たに呼ばれるようになったあだ名は──、

「全く……陛下もどうしてこんな落スちカこーぼ・れレのツ赤ドに面接官の大任を……」

「そんなのこっちが聞きたいっての。面めん倒どう臭くせぇ……俺おれもう帰っていい？」

「いいわけないだろ！」

　年配の試験官が、禿はげ頭あたまを真っ赤に怒おこらせ机をバンと叩たたくと、先さき程ほどから完全に放置されてしまっていた受験生の少年が不安そうに尋たずねてきた。

「あのー……面接って」

「あー悪い悪い、始めていいよ。誰だれクンだっけ？」

「は、はい！　カーチス＝チューピッド、レベルは８。得意なスキルは《一文字斬ぎり》です！」

　頰ほお杖づえをつき、気け怠だるそうに尋たずねるリクはお世辞にも面接官らしくは見えないが、少年は背筋をピンと伸のばしハキハキと答えていく。

「真面目だねぇ。まぁいいけど」

　最終面接は、リクを含ふくめた四人全員に認められない限り合格にはならない。故ゆえに、いかにリクが他の面接官よりも群を抜ぬいて若かろうと、面接中に居い眠ねむりをしようとも、王に任じられた面接官である事には変わりないのだから、受験生も気が抜ぬけないのだろう。

「卒業後のパーティは、戦士科と僧そう侶りよ科の友人で組もうと考えています」

「前衛二人に後衛一人かぁ。無難でいいんじゃね」

「ウォーグライト、真面目にやらんか！　我々は全員合格判定を出した。お前一人の為ために、わざわざ答え直して貰もらっているのが分からんのか」

　リクが適当に相あい槌づちを打っていると、隣となりに座すわる面接官がキッと睨にらみ怒ど鳴なりつける。一方受験生のカーチス少年は、どう反応していいか分からずあわあわとリクと老面接官を見比べていた。

　ユーフェミアの若者達たちは、十二歳さいからの三年間ここ王立兵へい役えき学校で、魔ま物ものと戦う為ための力を磨みがく事を義務付けられている。

　戦士や僧そう侶りよに魔ま導どう士し、そして勇者など……学科ごとに教わる内容こそ違ちがえども、皆みな卒業したら世界を巡めぐり、各地に蔓延はびこる魔ま物ものを倒たおし、やがては魔ま王おう城じようにいる魔ま王おうを倒たおさんという目的の元、この三年間日々鍛たん錬れんを積んできたのだ。

　中でも、パーティに必ず入っていなければならない勇者は冒ぼう険けん者の花形であり、勇者の証あかしとはそれ即すなわち名めい誉よと栄光の証あかしといっても過言ではないが、兵へい役えき学校の中でも最難関の学科である勇者科は、入るだけでも血の滲にじむような努力を要し、卒業までこぎ着けられる者などごく僅わずか……だった頃ころもあったらしい。

「わーってるって。はい合格。ご苦労さん、帰っていいよ」

「えっ、えっ？　え、合格……で、いいんですか？」

　なんでも近年勢力を広げ続ける魔ま王おう軍に対たい抗こうすべく、よりたくさんの人員を輩はい出しゆつせんという思おも惑わくがあるらしく、卒業試験などいわば通過儀ぎ礼れいであり、かつては卒業率１％未満と言われた勇者科も、今では受ければ誰だれでも九割九分合格は決まっているのが実情だ。

　現にリクはこれまでの試験には一いつ切さい関わっていないおかざり試験官だし、初対面のこの少年にけちの付け所などそうそう見つかる筈はずもなければ、わざわざ粗あら探さがしをする気もない。

「真面目にやれと言っているだろ！　貴様神聖な勇者の試験をなんだと思っているんだ！」

「真面目もなにも、特に問題点なんてねーし。それにどうせ、旅なんて出てみない事にはなんも分かんねーって。学校で勉強した事なんてどのみち大して役に立たないんだから、別にいいじゃねぇか」

「威い厳げんというものを考えろと言っているんだ!!」

「あ、あの。失礼します」

　老試験官が神経質に怒ど鳴なり散ちらしている内に、受験生はさっさと退室していってしまった。このどさくさで合否が覆くつがえるかもと心配になったのだろう。とりあえず状じよう況きよう判断力はあるようだと、適当な事を考えながらリクは懐ふところから煙草たばこの箱を取り出し咥くわえると、右手の指先から黒い魔ま法ほう陣じんを小さく展開した。

「……《ふブれレいイふズ》」

　虫も殺せないような小さな炎ほのおで煙草たばこに火を付けると、リクは肺一いつ杯ぱいに紫し煙えんを満たしていく。少し前にようやく成人になったので吸い始めてみたが、大人が皆みなこれを吸うのも分かる気がした。大人はきっと、ほんの一時でもいいから煙けむりと一いつ緒しよに吐はき出だしたいのだ……溜ため込こんだ鬱うつ屈くつな現実を。

「城内は禁きん煙えんだ！　煙草たばこを吸いたければ他よ所そでやれ！」

「誰だれも見てないんだしへーきだって。受験生もいないんだしさ。あんたらだって、本当は一服したいだろ？」

　ぼへーと煙けむりを吐はき出だすと、欠伸あくびを混ぜながら返事をするリク。老面接官は今や、血管が切れてもおかしくない程ほど激げつ昂こうしていた。

「知った事か！　大体貴様──」

「ファイム卿きよう、こんな男に構ってないで、試験を続けましょう。これではあまりに受験生が不ふ憫びんです」

　試験官の一人が仲ちゆう裁さいに入ると、禿はげ頭あたまの試験官は納なつ得とくはいっていないようだが、深呼吸をしてぐっと怒いかりを飲のみ込こんだ。

「しかしサンドロス卿きよう！　……確かに。次代を担になう若き勇者達たちを、こんな落スちカこーぼ・れレのツ赤ドの戯たわ言ごとで不安がらせてもいけませんしな。フリザード卿きよう、サンドロス卿きよう、取り乱して失礼した」

「いえいえ。教育熱心なファイム卿きようならば致いたし方ないかと……次の者、入ってきなさい。ウォーグライト、さっさと火を消せ」

「へいへい。まだ全然吸ってないのに」

　流石さすがに受験生の前で吸うのもなんなので、嫌いや々いやながらも机に押おし当あて煙草たばこの火を消すリク。いかにも高そうな小こ奇ぎ麗れいな机が円形に焦こげてしまったが、これくらいならバレないだろうと指で焦こげ跡あとをもみ消すリクなのだった。

「失礼しまーす！」

　リクが吸いかけの煙草たばこをポケットにしまったのとほぼ同時に入室してきたのは、陽ひの光を纏まとったような眩まぶしい白髪を湛たたえた小こ柄がらな少女だった。

「……あんたが居い眠ねむり面接官か？　っていうか、伝統ある試験の最終面接官にしては、ちょっと若すぎるんじゃないか？」

　白髪の少女はリクを見るなり腕うでを組むと、まるで犯罪者でも見ているかのような辛しん辣らつな視線を容よう赦しやなく送ってくる。仮にも面接官のリクを完全に舐なめ切った傲ごう岸がんな口調、そして小こ柄がらながらも人を見下す事に慣れている様子から、恐おそらく貴族の出なのだろうと予想するリク。

「ガキに若いって言われてもな。そういうお前は、受験生にしては随ずい分ぶん偉えらそうだな」

「この馬ば鹿かが！　貴様二大貴族のヴァイスフリューゲル家も知らんのか!?」

「あー……あの白しろ魔ま法ほうだけならそこそこ使える奴やつらか」

　白しろ魔ま法ほうに特化したヴァイスフリューゲル家、そして黒くろ魔ま法ほうに特化したシュヴァルツファング家、ユーフェミアの貴族の中でも特に血筋が古い両家を二大貴族と呼こ称しようするのだが、平民のリクにははっきり言ってどうでもいい話である。

「そこそこだって？　笑わせんなよ。ヴァイスフリューゲルは白しろ魔ま法ほう最強の一族だ。その歳としで面接官に選ばれるくらいだから、ちょっとは自信があるのかもしれないけど、あたし達たちはあんたが[image: 100]レベルになったって覚えられないような、極大白しろ魔ま法ほうだって覚えられるんだぜ」

　得意気に胸を張り、白い少女はクリッと大きな瞳ひとみでリクを見下してきた。自分がその極きよく致ちに達した訳でもないのに、それを確信している口ぶりからも、プライドの高さが窺うかがえる。

「貴様は伝統や格式というものがとことん分かっていないようだな……すまんなレシーロ嬢じよう、こいつは平民出ゆえ常識というものが欠けつ如じよしているのだ」

「いいよ先生、平民じゃ仕方ない。あたし達たち選ばれし勇者の凄すごさが、平民なんかに理解出来る筈はずがないからな」

[image: ]

　レシーロと呼ばれた白い少女は、小ばかにするようにフンとリクから目を背そむけると、そのままさっさと受験生の椅い子すにふんぞり返って腰こしかけた。

「平民出の勇者だっていると思うが……まぁいいか」

　かく言うリクがそうだったし、手元の資料を見てみると、先さき程ほどのカーチス少年もまた平民出だったが、それをこの偉えらそうな白い少女に言ったところで何がどうなる訳でもなしと、リクは言いかけた言葉を飲のみ込こむのだった。

「それじゃあ、さっさと面接を始めようぜ。このあたしが落ちる筈はずなんてないけど、これも大事な伝統ってやつだからな。レシーロ・アレイ＝ヴァイスフリューゲル、レベルは14。これは卒業生の中でもトップクラスだった筈はずだ」

　受験生でありながら勝手に始めだすレシーロ。しかも他の面接官たちが誰だれもそれを指し摘てきしないのだから、二大貴族の銘めい柄がらというのも大したものである。

「へぇ、14ね。中々高いじゃんか」

「ヴァイスフリューゲル家なら、こんくらい当然だっての」

「あーそうかい」

　──チビの癖くせに本当に態度がでけーなぁと、ぼんやり見つめるリクだが、流石さすがに今それを口に出したらファイム卿きように絞しめ殺ころされかねないので、口には出すまいと我が慢まんする。

「習得したスキルは、前衛用が５つに後衛用が５つ、つまりあたし一人でも……っておい、聞いてんのか？」

「ん？　あぁ、聞いてる聞いてる。続きをどーぞ」

　流石さすがに手元の資料を一いち瞥べつもせず、じっと見つめているのはまずかったのか、レシーロは怪け訝げんな眼めでリクを睨にらんだが、リクは涼すずしい顔ですっとぼける。

「本当か？　まぁいいか。つまり、あたし一人いれば、攻こう撃げきも防ぼう御ぎよも完かん璧ぺきって事だ」

「完かん璧ぺきって、殴なぐりながら回復は出来ないだろうに。お得意の白しろ魔ま法ほうで、素す直なおに後衛やったらいいんじゃないか？　攻せめと守りで忙いそがしい勇者になるより、回復に専念出来る僧そう侶りよの方が合ってると思うが」

　リクの指し摘てきに、レシーロは両手を上げやれやれと首を振ふる。

「あんたよくそれで面接官になれたな。白しろ魔ま法ほうが回復だけと思ったら大おお間ま違ちがいだぜ」

「資料をよく見てみろ。レシーロ嬢じようは、レアスキルの《自己再生オートヒール》を習得している。それに加え、補助魔ま法ほうも《筋ブ力レ強イ化ヴ》・《耐シ久ー強ル化ド》・《速ア度ク強セ化ル》と三さん拍びよう子し揃そろっているんだぞ。このスキル構成なら、単ソ独ロで旅に出たくなるのも頷うなずける」

　ファイム卿きようの援えん護ごに、レシーロはお得意のドヤ顔でうんうんと頷うなずいてみせる。

　リクは億おつ劫くうそうにレシーロの資料を覗のぞいてみると、確かに習得スキル欄らんには全ぜん盛せい期きのリクも覚えられなかったレアスキル《自己再生オートヒール》の文字があり、卒業後のパーティは誰だれとも組まない旨むねが書かれていた。

「へぇ、ソロでねぇ。一人で旅したって、なんのメリットもないと思うけどな。ソロの冒ぼう険けん者しやの死亡率とか、学校で習わなかったのか？」

「勿もち論ろん習ったぜ。要はそいつらが弱かったって事だろ？　あたしはそんな雑ざ魚ことは違ちがうんでね」

「成なる程ほどな、ヴァイスフリューゲルの名は伊だ達てじゃないって事か」

「そういう事だな。あたしの凄すごさが分かったら、さっさと合格判定を寄よ越こしな」

　ふふん、と微ほほ笑えみ胸を張るレシーロは、その小さな身長の所せ為いか威い張ばり散らす貴族というより、褒ほめて欲ほしがっている子犬のように見えなくもないが、生あい憎にくレシーロには決定的に可愛かわいげが足りないなとリクは思った。

　レシーロは自分が勇者になる事を確信しているのか、面接中なのに今や腕うでと脚あしを組んでふんぞり返っているものの、老面接官達たちは誰だれ一人ひとりそれを指し摘てきする事なく、むしろレシーロに媚こびへつらい口々に褒ほめ称たたえた。

「当然合格だ。文句のつけようがない」

「私も合格です。レシーロ嬢じようの輝かがやかしい未来を祝福させて頂きます」

「同じく合格で。後でご当主にもご挨あい拶さつしなければなりませんな」

「父上にはあたしからも言っておくよ。それじゃあ先生、また後でな」

　老人達たちの称しよう賛さんを、レシーロは当然のものと受け取りうんうんと頷うなずくと、リクの回答を待たずに席を立ち、さっさと部屋を出て行こうとする。

「おいおいシロ、俺おれはまだ何も言ってないぞ？」

「あぁ、そういやまだあんたがいたっけか。っていうか、シロってなんだよシロって。あたしにはレシーロ・アレイ＝ヴァイスフリューゲルっていう立派な名前があるんだ。平民が気安く呼ぶんじゃねーよ」

「長くて覚えらんねーんだよ。シロって呼びやすくていいじゃないか」

　本当は犬っぽいからシロとつい呼んでしまったのだが、やはりそれも言わない方がいいだろうと胸に留とどめるリク。

「貴様、いい加減に──」

「別にいいって先生。もう会う事もないだろうしな。で、さっさと合格って言ったらどうだ？」

　変なあだ名をつけられようと、一いつ貫かんしてリクの事など眼がん中ちゆうにないレシーロだが、流石さすがに伝統は無視できないのか、リクが合格というのを心待ちに身構えていた。

　握にぎった両手を腰こしに当て、澄すまし顔で胸を張る様さまはお預けをくらっている犬そのものだが、生あい憎にくリクはレシーロになんの愛着もないし……ヴァイスフリューゲル家になんの遠えん慮りよもない。

「不合格だ、お前を勇者と認める訳にはいかないな」

「ま、当然だ──は?!　ちょっと待て、今なんて言った!?」

「聞こえなかったのならもう一度言おうか？　お前は不合格だ。シロはなんつーか、勇者として色々足りないな」

　レシーロはリクの言葉が認にん識しき出来なかったのか、あんぐりと口を開けたまま《石ソ化リ呪ツ文ド》でもかけられたかのように固まってしまっていた。代わりにリクに摑つかみかかってきたのは、とうとう我が慢まんの限界がきたファイム卿きようだった。

「もう許さんぞ！　貴様のような落ちこぼれが面接官になること自体、何かの間ま違ちがいだったのに、才能ある若者の未来を潰つぶそうとしおって！」

「落ち着けよ爺じいさん。真面目にやれって言ったのはあんただろ？　俺おれは面接官として、このガキを勇者と認める訳にはいかないと判断しただけだぜ。それとも何か？　四人全員が認めない限り勇者になれないってルールを捻ねじ曲まげようってのか？」

「ぬっ、ぐ……しかし……！」

　流石さすがのファイム卿きようも一面接官に過ぎない以上、開国以来脈々と受うけ継つがれてきた伝統に異を唱えられる筈はずがなく、リクの反論に心底悔くやしそうに歯は嚙がみするものの、それ以上何も言い返してこなかった。

「……そこまで言うなら聞かせて貰もらえんか？　レシーロ嬢じようの一体何が不満だと言うのだ？　確かに目上を敬う態度は──」

「いやいや、そんなのどうだっていいんだよ。魔ま物もの相手に家いえ柄がらなんて関係ないからな。不満もなにも、こいつは勇者として大事なものが欠けているってだけさ」

「あたしはオートヒールレアスキルが使えるんだぞ！　レベルだってトップクラスだ！　それなの──」

「なんだ、お前まだいたのか。試験は不合格って言っただろ。とっとと退室しな」

　ようやく我に返ったレシーロがキャンキャンと吠ほえてきたが、リクは面めん倒どう臭くさそうにしっしと追おい払はらう。

「なっ、お前……覚えておけよ。ヴァイスフリューゲル家をバカにして、ただで済むと──」

「やられそうになったら、魔ま物ものにもそう言うつもりか？　話にならないな」

「う、このぉ……ばかばかばーか！　うわあああああああンッ」

「待つんだレシーロ嬢じよう！　まだ追試が……行ってしまったか」

　老面接官の呼び止めも気付かず、レシーロは悔くやしそうに叫さけびながら部屋を去ってしまった。開けっ放しのドアから、次の受験生が何事かと様子を窺うかがってくる。

「あらら、泣いちゃったか。あー、そこ一いつ旦たん閉めてくれないか。準備出来たら呼ぶからさ」

「あ、えっと。はい」

　目をパチクリとさせ、面接室と走り去るレシーロを見比べた受験生は、漂ただよう空気から状じよう況きようを察したのか、それ以上何も言わず静かにドアを閉めた。それをいいことに、リクが再び煙草たばこに火を付け始めたものの、意気消しよう沈ちんする老人達たちは誰だれ一人ひとりそれを指し摘てきしなかった。

「なんという事だ。我々の面接で不合格者を、それもヴァイスフリューゲル家から……」

「陛下にはなんとご説明しましょうか」

「いや、その前にまずはヴァイスフリューゲル家の当主殿どのに釈しやく明めいを……」

「そんな事ばっか気にしてるから、ろくな面接が出来なくなるんだよ」

　紫し煙えんと共にリクが吐はき出だすも、それに答える者はやはり一人もいなく、面接室には煙草たばこの煙けむりと沈ちん黙もくだけが漂ただようのだった。




　レシーロの面接後、更さらに数人の受験生を面接したものの、リクは先さき程ほどの騒そう動どうなどまるでなかったかの如ごとく、淡たん々たんと「合格」の一言だけを吐はき続けていた。

　名門貴族の娘むすめを不合格にしたにもかかわらず、他の生徒をどうでもよさそうに合格させるリクの奇き行こうを、他の面接官達たちは皆みな一いち様ように不ふ審しんがったものの、彼かれらの中で今度こそリクを極力いない者として扱あつかおうと誓ちかい合ったのか、レシーロ以降の最終面接はただただ黙もく々もくと消化されていくのだった。

「次で最後か……最後は、うっ」

　ようやく最終面接が終わると安あん堵どしかけたファイム卿きようは、捲めくった資料を覗のぞくと顔を強こわ張ばらせ、久方ぶりにリクを睨にらみつけた。どうかしたのかと思ったリクだが、気け怠だるそうに指先でペラリと捲めくった先に、シュヴァルツファングと書かれている事に気付き納なつ得とくする。

「あぁ、そゆことね」

「ウォーグライト……分かっていると思うが、余計な事をするでないぞ」

「わーってるって、真面目にやるよ」

「む、くっ……いや、いいだろう」

　恐おそらく老人達たちは、リクに何もせずただ合格と言って欲ほしいのだろうが、リクは涼すずしい顔でその期待を無視した。別にリクだって、この老人達たちやレシーロ、引いては貴族が憎にくくてあんな事をした訳ではないのだが、あの状じよう況きようでは言ったところで信じて貰もらえないだろう。

「……では、呼びますぞ。次の者、入ってきなさい」

　フリザード卿きようが恐おそる恐おそる声をかけると、まるで忍しのび込こむかのように、音も立てずに最小限の広さでドアが開かれた。レシーロは道場破りでもする気なのかというくらい豪ごう快かいに開けていた気がするが、現れたのははたしてレシーロとは対照的な、見るからに内気な黒くろ髪かみの少女だった。

「あ、あの……失礼します」

　伸のばした前まえ髪がみで目元が隠かくれた少女は、やはり音を立てずにそろそろと面接室へと滑すべり込こんできた。髪かみや歩調に加え、長い前まえ髪がみから見みえ隠かくれする黄色い瞳ひとみが黒くろ猫ねこのような印象を与あたえる。
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　黒い少女はおずおずと椅い子すへ向かうと、ペコリと小さく頭を下げ挨あい拶さつした。

「クローゼ・フレイ、シュヴァルツファング、です…よろしくお願い、します」

「シロの次はクロってか」

「え？　なんです、か？」

　ポツリとリクが呟つぶやくと、怪け訝げんそうに顔を傾かしげるクローゼに、キッと眉まゆをしかめるサンドロス卿きよう。うっかり口を滑すべらせたと、リクは片手で口を覆おおう。

「いんや、なんでもない。続けてくれ」

「は、はい。すみません」

　リクがもう片方の手をヒラヒラと揺ゆらすと、クローゼは委縮するように肩かたを竦すくめた。

「クローゼ嬢じようが謝あやまる必要はない。この男の事は放っておきなさい」

「はい、ごめんな……えと、レベルは15…です」

　レシーロがあくまでトップクラスとしか言わなかったのは、クローゼに一歩劣おとるからだったらしい。弱々しい見た目ながらも、存外努力は怠おこたらないのか、あるいはそれも才能故ゆえか。

「レベル15、今期卒業生最高のレベルではないか！」

「あの──」

「しかもこのスキル数を見てみよ。攻こう撃げきスキルが16個も！」

「えと──」

「基本となる黒くろ魔ま法ほうに加え、レアスキルの《魔法剣エンチヤント》を軸じくとした剣けん術じゆつまで！　いやはや、遠近隙すきのないスキル構成ではありませんか！」

「……──」

　クローゼが何か言うよりも早く、あろうことか面接官達たちが口々にクローゼを褒ほめていく。余よ程ほどリクになにもさせたくないのだろうが、クローゼもクローゼでそれをよしとして黙だまり込こんでしまうのだからたちが悪い。

「これ、面接なんだろ？　こいつになんか言わせなくていいの？」

「あう…ごめん、なさい」

　挙句、申し訳なさそうにペコペコと頭を下げ始めるクローゼ。こんな茶番に付き合わされては、リクでなくても溜ため息いきの一つや二つ出てもおかしくないだろう。

「はぁ……なぁクロ。お前さ、なんで敢あえて勇者になろうと思ったの？　黒くろ魔ま法ほうが得意なら、別に魔ま導どう士しでもよくね？」

「えっ？　えっと、その…シュヴァルツファング家の、誇ほこりと名めい誉よの、為ために……立派な勇者に、なりたい…から、です」

　たどたどしくも答えるクローゼ。しかし前まえ髪がみの奥おくでチラチラと揺ゆれる視線が、クローゼの不安をこの上なく物語っていた。

「別に魔ま導どう士しだって、お国の為ために戦う立派な職業ジヨブだろ？　そんないかにも覚えてきましたみたいな言葉じゃなくて、お前がどういう思いで勇者になりたいかが知りたいんだけど」

「貴様、不敬にも程ほどがあるだろう！」

　ファイム卿きようが先さき程ほどのように机を叩たたきつけるものの、リクはそれを一いつ切さい無視し、クローゼを正面から見み据すえ問とい質ただす。

「じゃあさ、質問変えるけど……クロも卒業後は単ソ独ロで旅に出たいみたいだな。でも回復も防ぼう御ぎよも出来ないクロじゃソロはきついと思うんだが、どうしてソロで行こうと思ったんだ？」

「ちち、父上が、じゃなくて、えと…レシー…………ごめんなさい」

「大方、ヴァイスフリューゲル家に負ける訳にはいかーん、とか言われたんだろ？」

　呆あきれたようにリクが尋たずねると、クローゼはもじもじと指を弄いじりながらも、数秒後僅わずかにコクリと頷うなずいた。やれやれと大きく溜ため息いきをつき、リクがその言葉を口にしようとすると、それまでおっかなびっくり様子を見ていた老面接官達たちが、露ろ骨こつに狼狽うろたえ止めに入ってきた。

「合格！　合格だ！　合格以外あり得ない！」

「回復などアイテムで補える。そう心配する必要はないだろう！　シュヴァルツファング家の資産を考えれば尚なお更さらだ」

「そもそも、攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよという。やられる前に倒たおしてしまえば心配ないのではないか？」

「もっと根本的な部分が足りてねーだろ。不合格だ。とっとと帰りな」

　レシーロの時より若じやつ干かん棘とげを含ふくんでしまったのは、クローゼ本人にまるでやる気がないのが癇かんに障さわったのか、それともいい加減この茶番劇にうんざりしていたからか。

「はい。ごめんなさい」

　リクが冷たく吐はき捨すてると、クローゼは俯うつむいたまま一いつ切さい異を唱える事なくスッと立ちあがり、来た時同様音を立てずに退室していった。

「クローゼ嬢じよう！　待って……あぁ、なんという事だ」

　落らく胆たんする老面接官を尻しり目めに、リクは懐ふところから煙草たばこの箱を取り出す。丁ちよう度ど最後の一本を咥くわえ、最も早はや周囲の目を気にすることなく煙草たばこに火を付ける。

「ふぅ。やっと終わりか。それじゃあ、俺おれも帰──グエッ」

　ヒラヒラと手を振ふり部屋を出ようとしたところ、背後からむんずと摑つかまれリクは危あやうく咥くわえていた煙草たばこを飲のみ込こみかけた。

「そうはいくか！　今回の一件、全すべて貴様一人の責任だ！」

「左さ様よう。何か考えがあるのか知らないが、いずれにしろこれだけの騒さわぎを放置して帰るなど許される筈はずもないだろう」

「陛下への報告、お任せしますぞ……その際、不合格は自分一人の判断だと、必ず陛下に伝えて貰もらいますからな」

　老人達たちは次々に脅おどしつけると、そそくさと逃にげるように退室していった。一人残されたリクは、飲のみ込こみかけた煙草たばこを再び咥くわえると、机に腰こしかけ面めん倒どう臭くさそうに溜ため息いきと煙けむりを吐はき出だした。

「今いま更さら誰だれになんて言われたってどうでもいいし、別にこのまま帰ってもいいんだがな……丁ちよう度ど煙草たばこ切らしちまったし、ジジイにせびるついでに報告でもしてやるか」

　ボリボリと後頭部を搔かいたリクは、吸い終えた煙草たばこを右手で握にぎり込こむ。同時に極小の黒い魔ま法ほう陣じんを展開し、火傷やけどするよりも早く吸すい殻がらを焼やき尽つくすと、気け怠だるそうに兵へい役えき学校の隣となりにある王城へと向かっていった。




「おうジジイ、報告に来てやったぞ」

「来たか紅ぐ蓮れんの。随ずい分ぶんと荒あらしたそうだの」

「その名で呼ぶなっつってんだろ。っていうか、もう知ってんのかよ」

　露ろ骨こつに眉まゆをしかめたリクは、初老の男性が座すわっている大きな椅い子すの、これまた大きな肘ひじ掛かけにドカッと腰こしかけた。

　宝石や金細工といった装そう飾しよくがこれでもかと付けられた巨きよ大だいな腰こしかけは、世間一いつ般ぱん的に言うならば玉ぎよく座ざというものであり、それに腰こしかける事をこの国でただ一人認められているこの老人は、常識的に言うならばユーフェミア王その人である。

「どうしてもって言うから出てやったのに、とんだ茶番に付き合わせやがって」

「前々から試験制度を改革したいと思っておったのじゃが、何か切きっ掛かけが欲ほしくてのう」

「俺おれが好き勝手したのも、ジジイの思おも惑わく通りだったって訳か」

　しかし、リクは礼れい儀ぎ作法など一いつ切さい気にする事なく、国王とフランク……というより、最も早はや無ぶ礼れい千せん万ばんに接していた。国王が人ひと払ばらいをしていなかったら、この場で首を刎はねられても文句は言えなかっただろう。

「ほっほっほ。まさか二大貴族の跡あと取とり娘むすめを、二人とも不合格にするとは思わなかったがの……あの二人についてだが、来月に追試を受けて貰もらおうと思っている」

「へぇ……今のまんまじゃ、一カ月あけようが一年あけようが無む駄だだと思うが、まぁ頑がん張ばってくれよ。それよりほら、約束のもん寄よ越こせよ」

　玉ぎよく座ざの間であろうとお構いなしに、遠えん慮りよなく国王に煙草たばこを要求するリク。その瞳ひとみには既すでに、自分の所せ為いで合格出来なかった少女達たちなど微み塵じんも映っていなかった。

　家いえ柄がらや慣習に縛しばられ、才能ある若者が実力を発揮出来ないでいるのはさぞ不ふ憫びんなのだろうが、生あい憎にくリクにとってはどうでもいいのである。

「仕方ないのう、城内は禁きん煙えんだと言うとろうに」

　そうは言いつつも、渋しぶ々しぶと煙草たばこをカートンで手て渡わたした国王は、同時に金細工のゴテゴテした灰皿もリクに差し出す。

「わーったわーったって。しっかし、二大貴族だかなんだか知らねーが、ジジイもご苦労なこったな。まぁ俺おれには関係ないが」

　早さつ速そく受け取った煙草たばこを取り出し、他人事だと笑い捨て煙草たばこを咥くわえたリクに、国王はにっこりと微ほほ笑えみ返す。

「いやいやいや、関係なくはないぞ？　リク＝ウォーグライト、追試までの一カ月間、そなたにあの二人の専属顧こ問もんを任ずる」

「は？　……ジジイ、ついにボケたか。まだ王子も若いのに可哀かわい想そうに」

「何を言う、ワシはまだまだ現げん役えきじゃ」

「ボケじゃないなら混乱状態だな。万ばん能のう薬やくでも飲んでみたらどうだ？　とてもじゃないが、まともな判断とは思えないね」

　付き合い切れないとリクが立ち上がると、国王がそっと掲かかげた右手と共に、リクの周囲を三人の兵士が音も立てずに取り囲んだ。その実力と身に着けた装備からして、王直属の親衛隊に違ちがいあるまい。

「……俺おれに気付かれずに、ここまで近づくとは大したもんだ。クロも長生き出来れば、これくらいになれたろうにな」

「そなたの助けがあれば、あるいはそれも可能だとワシは思うぞ？」

　リクの適当な冗じよう談だんに、初老の王は静かに微ほほ笑えみながら軽口で返す。この王とは、リクが現げん役えきの勇者だった頃ころからの付き合いだが、昔から物好きで考えが読めないでいる。こうして落ちぶれたリクと、未いまだ変わらず接しているのが酔すい狂きようである事の何よりの証あかしだろう。

「ジジイも知ってんだろ？　もうろくに戦えない今の俺じゃ、教えられる事なんてたかが知れてるぞ？」

「だからこそ、そなたにあの二人を託たくしたいのじゃ……というか、これもう決定じゃから。もし逆らうようなら、王都郊こう外がいにあるそなたの屋や敷しき、あれ没ぼつ収しゆうな」

「はっ?!　あれは曲がりなりにも俺おれの領地で俺おれの所有財産だろ？　他の誰だれでもない、あんたが俺おれに──」

「ワシがくれてやったのじゃから、ワシが奪うばい返かえしたところで問題あるまい？　嫌いやならユーフェミアから出ていく事じゃのう」

　五年前、財産のほとんどを紅ぐ蓮れんの二つ名と共に没ぼつ収しゆうされたリクに、代わりとばかりに王から授さずけられたのが、王都の外れも外れにある寂さびれた屋や敷しきだった。

　庭こそちょっとした公園くらいの広さはあるが、家族もおらず一人で暮らしているリクに屋や敷しきの手入れが出来る筈はずもなく、ほとんど放置しているのが現状なので、屋敷自体に未練は全くない。しかし……、

「もっとも、そなたが丹精込めて育てた家庭菜園は、そっくりそのままワシが頂くが」

「汚きたねぇぞジジイ！　それが王様のやる事か！」

「王だからこそ、まかり通ることもあるのじゃよ。なに、案ずる事はない。そなた特製の煙草は、余す事なくワシが活用して進ぜようぞ」

　……そう、リクが庭一杯ぱいに植えたのは、煙草たばこに使う葉っぱなのだ。それもただの煙草たばこではなく、この五年間でリクの唯ゆい一いつの趣しゆ味みの産物と言ってもいいそれは、市し販はんの物とは雲うん泥でいの差さを生み出していて、リクも普ふ段だんから愛用している程ほどである。

「……ちっ。分かったよ、やればいいんだろ、やれば」

「流石さすがリクじゃ！　ワシは最初から信じていたぞ」

　観念したリクがガックリと頭を下げると、国王は満足そうに両手をパンパンと叩たたいた。それが合図だったのか、リクが首を上げると親衛隊は影かげも形も消えていた。

「どうだか……でも、あのガキ共が素す直なおに俺おれの言う事聞くか？　二人共方向性こそ違ちがうけど、筋金入りの箱はこ入いり娘むすめじゃねぇか」

「そこはほれ、そなたの腕うで次し第だいというやつじゃな……そう心配するでない、追試に落ちたからと言って、また没ぼつ収しゆうだなどと言うつもりはない」

「本当だろうな?!　言げん質ち取ったからな！」

「まぁもっとも、そなたが手を抜かなければ、合格は当然じゃとワシは信じておるがの？」

　……つまり、リクが適当にやったらどうなるかはお察しという訳だ。この抜ぬけ目めのない王のことだから、リクに気付かれないよう監かん視しを手配する事など造作もないだろう。

「分かった！　分かったよ！　ジジイの頼たのみだ、やれるだけの事はやるさ」

「信じておるぞ。紅ぐ蓮れんの勇者よ」

「……だから、その名で呼ぶなっつーの」

　ニコニコと微ほほ笑えみを絶やさない老人の真意は見み抜ぬけないが、実際のところ初めからリクに断るという選せん択たく肢しなどないのだ。

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしたまま、すごすごと退室する事しかリクには出来なかった。




「はぁ……まさかこの俺おれが、次代の勇者の育成とはな」

　帰りの道中で、受け取ったばかりの煙草たばこを次々と吸っていくリク。それで悩なやみが尽つきる訳ではないが、ジンと頭に響ひびく煙けむりは一時的にもリクの心に平へい穏おんを与あたえてくれた。

　さっさと帰宅して、今後の方針を考えねばならないと頭では分かっていても、体がどうしてもいう事を聞いてくれず、リクは少し歩いては煙草たばこを吸うため立ち止まり、また数歩歩いては立ち止まりを繰くり返かえす。

「う～さむっ。帰るのだりーなぁ。やっぱ断りてぇ……」

　指先に付けた小さな火では、春先の夜の肌はだ寒さむさは拭ぬぐえない。もっとも今城下町は、街中祭りのような熱気と明るさが灯ともっているのだが、それでも寒さを感じるのは、それがリクにとってなんの縁えんもないからかもしれない。

「ま、卒業記念日だもんな。約二名除いてだが……っていうか、何から教えりゃいいんだ？　そもそもどこで……ん？　こんな時間に誰だれだ？」

　いつのも何倍も時間をかけ、ようやく我わが家やが見えてきたと思いきや、誰だれもおらず真っ暗になっている筈はずの屋や敷しきに、灯あかりが点ついている事に気付くリク。

　日はとうに沈しずみ、こんな王都の端はしも端はしにあるゴミ屋や敷しきに一体誰だれが何の用だと、リクは余分な灰を落とし煙草たばこを咥くわえ直すと、面めん倒どう臭くさそうに正門へと向かっていった。

「もしかしてジジイか？　何か伝え……なんじゃこりゃ」

　無む駄だに長い外がい縁えん部ぶを終え、やっと正門まで回り込こんだリクが目にしたのは、この五年ろくに手入れもせず荒あれ放題だった我わが家や……の筈はずが、すっかり見み違ちがえたというか、最も早はや建て替かわったと言った方が良い程ほど綺き麗れいになった屋や敷しきの姿だった。

「住所間ま違ちがえ……てる訳ないか。どうせジジイの仕し業わざなんだろうが、それにしたって仕事が早すぎんだろ。もしかして、俺おれが家を出てすぐ工事し始めてたのか？」

　だとすると、最終面接を始めるよりもずっと前から既すでに、ユーフェミア王は今の状じよう況きようを読んでいたという事になる。悪友の底知れなさに溜ため息いきをつくリクは、ふと玄げん関かんに兵士が一人静かに立っている事に気付く。

「……また親お衛前隊らか。リフォームご苦労さん。だがこんな事頼たのんだ覚え──」

「……………………」

　親衛隊は有う無むを言わさず、懐ふところから手紙を取り出しリクに突つき付つける。最も早はやツッコむ気力もないと、リクは渡わたされた手紙を開いてみると、案の定それは国王からだった。

『追試までの一カ月間、レシーロ嬢じようとクローゼ嬢じようはそなたの屋や敷しきに住まわせる事となった──』

「はぁ?!　あのガキ二人をここで？　おいおい冗じよう談だんだろ、俺おれは嫌いやだぞ！　なんだってわざわざそんな面めん倒どう事ごとを。大体あいつらの親に──っ」

　ユーフェミア王がここにいる訳ではない事など百も承知だが、読みかけの手紙をクシャッと握にぎり潰つぶし反論しようとしたリクの喉のど元もとに、親衛隊の短たん剣けんがピタリと添そえられた。

「分かった、分かったよ。続きを読めばいいんだろ……ったく」

　降参とばかりに両手を上げ、しわくちゃになった手紙を引き延ばすと、親衛隊は無言のままスルリと短たん剣けんを懐ふところに仕し舞まう。

『両家にはワシから伝えておくが、とりあえずそなたのゴミ屋や敷しきは掃そう除じ・改修させて貰もらう。費用は今回の報ほう酬しゆうという事で』

「……そーいや、ジジイのペースに乗せられて、すっかり報ほう酬しゆうを要求し忘れてたな。煙草たばこ一年分くらい頼たのんでおくんだった。まぁ、ただで掃そう除じしてくれんならありがたいか」

　受領して以来一度も手入れをしてない屋や敷しきは、既すでにあちこちの床ゆかが抜ぬけ、余す事なく埃ほこりが被おおっている有あり様さまだ。リクの生活圏けん内ないや、収しゆう穫かくした煙草たばこの葉を一いつ旦たん保存する部屋などは、最低限の掃そう除じはしているものの、それでもやはりゴミ屋や敷しきの汚お名めいを雪そそぐには至らない。

「なぁ、掃そう除じして貰もらっておいてなんだけどさ、やっぱりこの話なかった事に──……って、聞いてないか」

　ダメ元で頼たのんでみようとするリクだが、言い終えるよりも早く親衛隊は、先さき程ほど同様音も立てず一いつ瞬しゆんで消えてしまった。

　それと引ひき換かえとばかりに正門から現れたのは、白い塗と装そうを施ほどこされた大型の馬車だった。

　街中だというのに豪ごう華かな鎧よろいを着させた白馬に引かれた馬車は、白と金を基調とした装そう飾しよくに彩いろどられ、まるで英えい雄ゆうの凱がい旋せん式にでも使われていそうである。

　平均的な馬車よりも一回り大きく豪ごう華かなそれは、もしかしなくてもリクの想像通りの者を乗せているのだろう。

「はっでな馬車だなぁ……っていうかもう来たのか。まだ綺き麗れいになった屋や敷しきを見てもないんだが……あーあ、面めん倒どうくせーな」

　玄げん関かん前の地べたに座すわり、誰だれに向けてでもなくリクが溜ため息いきをつくと、大きな馬車から予想通り白い少女が飛び降りてきた。

「着いた！　まさかこんな近くに、あの伝説とまで言われた紅ぐ蓮れんの勇者が住んでたなんて！」

　馬車から飛び出してきたレシーロは、昼間の制服姿と打って変わり、白しろ魔ま導どう士しの伝統的なローブを纏まとっていた。もっともかなり大だい胆たんな着崩くずしというか、所々を革かわ鎧よろいで覆おおい、裾すそをまくってマントの大半を切り捨てたそれは、フード以外にローブ要素が残っていなかった。

「やっぱシロだったか。しっかしお前、なんだその格好？　それじゃ魔ま導どう士しって言うより放ほう浪ろう者しゃみたいだな」

「げっ!?　お前は……!!」

　リクが吞のん気きに声を掛かけると、レシーロは本気でびっくりしたのが文字通り飛び上がり、逃にげるように馬車へと後退あとずさりしてしまう。その顔は既すでに半泣きで、リクがレシーロに与あたえた精神的ダメージの高さを物語っていた。その時、門前に新たな馬車が到とう着ちやくした。

「……なんだあの馬車、幽ゆう霊れいでも乗ってるのか？」

　次に到とう着ちやくした大型馬車は、骨を模もした装備を纏まとった黒い馬が引いている上に、レシーロの乗ってきた馬車とは対照的に、黒と銀をメインとしたおどろおどろしい装そう飾しよくが目を引いた。

「二大貴族だかなんだか知らんが、たかが馬車一つに無む駄だに金かかってるなぁ」

「わっ、とと…やっと着いた……なんで、レシーロが？　場所、間ま違ちがえた…かも？」

　レシーロと入いれ替かわりに屋や敷しきの門を潜もぐったのは、全身暗黒騎き士し風の鎧よろいに身を固めたクローゼだった。終始猫ねこ背ぜでペコペコしていた試験中と違ちがい、鎧よろいに包まれたクローゼは存外スタイルが良いようだが、凜り々りしい女騎き士しというイメージを抱いだけないのは、全身の鎧よろいが明らかに体にフィットしていない上に、目元どころか地じ肌はだ全すべてを隠かくし切っているからだろう。

　黒くろ魔ま導どう士しの伝統衣い装しようであるとんがり帽ぼう子し風の兜かぶとを被かぶっていなければ、リクとてクローゼと断定出来なかったかもしれない。

「今度はクロか。ここがお目当ての屋や敷しきで合ってるぞー」

「あうっ?!　ご、ごめんなさい！　あいたっ」

　首を傾かしげるクローゼに声をかけてみたところ、驚おどろいたクローゼはリクに気付くなり深々と謝あやまろうとするが、兜かぶとの重さを失念していたのか、そのままべしゃりと前のめりに倒たおれてしまった。

「……大だい丈じよう夫ぶか？　手貸そうか？」

「ひうっ、大だい丈じよう夫ぶ、です。ごめんなさい、ごめんなさい」

　一人で起き上がれそうにないクローゼに近寄るも、クローゼはバタバタと手を振ふる事でリクの助けを拒こばみ、そのままズルズルと這はって下がっていった。

「随ずい分ぶんと嫌きらわれたもんだなぁ。無理もないけど」

　リクが諦あきらめるように煙草たばこを吸って眺ながめていると、意を決したのか身を低く構えたレシーロが、恐おそる恐おそる近づいてきた。

「や、やいやいやい！　あたしは紅ぐ蓮れんの勇者リクに、立派な勇者にしてもらう為ために来たんだ！　邪じや魔ますんなら、今度こそ容よう赦しやしないぞ！」

「キャンキャンキャンキャンと。シロは本当によく吠ほえるなぁ」

　一周回って微ほほ笑えましくなってきたリクが笑ってみせるも、レシーロにはそれが威い圧あつしているように見えたらしく、及および腰ごしで再び後退してしまう。

「怖こわく、怖こわくないぞ！　お前なんか怖こわくもなんともないんだからな！　あたしは、立派な、立派な勇者、に……」

　見るからに重そうなメイスを必死に握にぎり威い嚇かくするレシーロだが、完全に怯おびえ切った姿は尻尾しつぽを丸めた子犬そのものだ。戦士と言うより、神に助けを求めるシスターの方が近いだろう。

「おいおい……そうだな。実は、もう追試への試練は始まってるんだ。紅ぐ蓮れんの勇者に会いたきゃ、この俺おれを倒たおすくらいして貰もらわないとな」

　このままビビられっぱなしでは話が進まないかと、ちょっとしたテストを思いつくリク。二人の強さは書類の上では既すでに見たが、やはり実力を測るには直接戦ってみるに限るだろう。

　どうやらレシーロはリクの正体を知らないばかりか神聖視しているので、適当な話をでっちあげてみたところ効果は覿てき面めんだったのか、すっかり心が折れていたレシーロの眼めに闘とう志しが宿る。未いまだバタバタともがいていたクローゼも、興味深そうな視線をこちらに向けていた。

「なにっ！　本当か?!　本当にあんたを倒たおせば、勇者リクに会えるんだな!?」

「あぁ、約束しよう……あーっと、ちょい待った」

　片手を上げ戦せん闘とう体勢に入ろうとしていたレシーロを制止したリクは、中ちゆう途と半はん端ぱに吸いかけていた煙草たばこの火を一いつ旦たん消すと、懐ふところから新しい煙草たばこを取り出した。

「なんだそれ？　……煙草たばこか？」

「俺おれの作った自家製巻まき煙草たばこだ。これ吸い終わるまで耐たえきったら、シロの勝ちって事にしてやるよ。勿もち論ろん逃にげ回まわっても構わないぞ」

「は？　なにそれ。あたしの事舐なめてんの？　っていうか、別に煙草たばこじゃなくてもいいじゃん」

　流石さすがにカチンときたのか、先さき程ほどまでリクに会おうと目をキラキラとさせていたレシーロは、途と端たんに機き嫌げんの悪そうな視線を向けてくる。

「ま、いいじゃんか。俺おれにとって、これが一番分かりやすい目安なんだよ」

　レシーロは疑わしい目でこちらを見ていたが、首を傾かしげながらもメイスを構えたという事は、一応は納なつ得とくしてくれたらしい。

「んー……なんかよく分からないけどまぁいいや。どの道あんたには借りがあるからな。ぶちのめしていいってなら、願ったり叶かなったりだ。言っとくけど、怪け我がしても文句言うなよ」

「はいはい。俺おれの事は魔ま物ものだと思っていいから、遠えん慮りよなくどっからでもかかってこい。んじゃ……火ー付けるぞー」

　大きく右手を掲かかげ、続いて口元まで持っていった指先がシュボッと火を灯ともしたまさにその瞬しゆん間かん、両手でメイスを構えていたレシーロは、瞬しゆん時じに片手をメイスから離はなし自身の足に添そえた。

「いくぞ、《速ア度ク強セ化ル》！」

　白い魔ま法ほう陣じんがレシーロに溶とけ込こむと、加速呪じゆ文もんの掛かかった体が弾だん丸がんのような突とつ撃げきをかけてきた。しかし少々ズルいが、リクは先せん達だつての面接でレシーロの手の内を知っているのだ。この程度の奇き襲しゆうは想定の内である。

　レシーロの突とつ進しんに先さきんじて、同じく加速呪じゆ文もんを掛かけてリクも急接近を仕し掛かける。するとレシーロの狙ねらっていた地点に既すでにリクの姿はなく、高速ですれ違ちがいリクを見失ったレシーロの背後を容易に取る事に成功した。

「なっ、消え……いつの間に白しろ魔ま法ほうを?!」

「んー、秘密」

　細工は二つ。まずは詠えい唱しよう破は棄きで発生のタイミングを隠かくし、さらに口に咥くわえた煙草たばこに火を付けるという動作を主張することで、白しろ魔ま法ほうをかける左手の動作を隠かくしたのである。

「こっんのおおおおおおおおお！」

　背後を取られ慌あわてるレシーロだったが、偉えらそうにふんぞり返るだけはあるというか、瞬しゆん時じに体勢を立て直すのと同時にリクの位置に狙ねらいを絞しぼると、重いメイスを片手で振ふり切きった。

「お、やるなぁ。でも、肩かた壊こわすなよー」

「問題ないね！　その為ための《自己再生オートヒール》だ！」

「あぁ成なる程ほどね。シロも白しろ魔ま法ほうを詠えい唱しよう破は棄き出来んのか」

　詠えい唱しよう破は棄きは呪じゆ文もんを即そく座ざに発動出来るだけでなく、魔ま力りよく消費も抑おさえられる高等技術だが、威い力りよくが若じやつ干かん落ちる上に、効果の持続時間も大おお幅はばに短くなってしまう。そして、自身の魔ま力りよくを魔ま法ほうへ変へん換かんする為ための言こと霊だまを省略するには、それこそ血の滲にじむような努力を要するのである。

「口と才能だけだと思ってたが、ちゃんと鍛たん錬れんも積んでたんだな。見直したぞ、シロ」

「当たり前だ、ヴァイスフリューゲル家をなめんな！　……って、そうか。さっきのは詠えい唱しよう破は棄きだったんだな!!」

「おー、よく気付いたな。偉えらい偉えらい」

「くっそおおおお！　馬ば鹿かにしやがって、《筋ブ力レ強イ化ヴ》！」

　リクとしては素す直なおに称しよう賛さんしたつもりだったのだが、馬ば鹿かにされたと思ったらしく、レシーロは《筋ブ力レ強イ化ヴ》も付ふ与よし、片手のままメイスを振ふる速度を上げていく。

　どうやら常に補助呪じゆ文もんを自分にかけ続けるスタンスのようだが、その小さな体とさして変わらない大きさのメイスを振ふる負担は相当な筈はずだ。

「レベル高いって言ってもまだ14だろ？　補助魔ま法ほうやら《自己再生オートヒール》にばっか頼たよってると、すぐに魔ま力りよくが切れちまうぞ。それじゃいざって時、パーティの回復が出来ないんじゃないか？」

「全然余よ裕ゆうだっての！　それに……あたしにパーティなんていらないんだよ！　食らえ《兜かぶと割り》！」

　紙かみ一ひと重えで避よけ続けるリクに、大きく振ふりかぶった攻こう撃げきが繰くり出だされるも、やはりメイスはリクに当たる事なく宙を切り、玄げん関かん先の地面を大きく抉えぐり取とった。

「おっと、あぶな──」

「今だ！　《筋ブ力レ強イ化ヴ》、《速ア度ク強セ化ル》、からの……《正せい拳けん突づき》!!」

　地面にめり込こませたメイスをどう回収するのかと、一いつ瞬しゆんメイスを注視したリクに、敢あえてメイスを手放し、さらに補助呪じゆ文もんを掛かけて速度を増したレシーロ渾こん身しんの一いち撃げきが襲おそい掛かかる。

　棍こん棒ぼう術だけでなく、格かく闘とう術まで習得していたのは資料で把は握あくしていたが、リクが驚おどろいたのはあれだけ白しろ魔ま法ほうを使った後に、まだ保護呪じゆ文もんを連発するだけの魔ま力りよくが残っていた事だ。

「やるな。だが、《防御強シー……──」

「防げると思うなぁ！」

　攻こう撃げき力と速度を上げた一いち撃げき、確かに今のリクでは、正面から防ぐのは厳しいが……、

「そんな、膝ひざに防ぼう御ぎよ呪じゆ文もんを……」

「こういう使い方もあるって事だな」

　伸のばしたレシーロの拳こぶしは、ピンポイントで強化したリクの膝ひざで僅わずかに逸それ、さらにカウンター気味に刺さし込こまれたリクの拳こぶしが、レシーロの眼前でピタリと止まっていた。

　どうやら、一人で充じゆう分ぶんだと豪ごう語ごするだけの才能は確かにあったようだ……しかし残念ながら、まだリクに一発当てるには、圧あつ倒とう的てきに経験値が足りていなかった。

「ま、惜おしかったがこれで一本って事で……煙草たばこは半分って所か、思ったよりてこずったな」

　咥くわえていた煙草たばこを、一いつ旦たん手に取り確かく認にんするリク。やはり現げん役えきを退しりぞいて久しく勘かんが鈍にぶっているのか、想定よりもずっと減ってしまっていた。

「ま、負けた。あたし、負けた……？　こんな胡う散さん臭くさい奴やつに？　う、うう…うわああああん」

「おいおいシロ、善戦したんだから泣くなよ。面めん倒どうくせーな……まいっか。そんで、クロはどうすんだ？　起き上がれたみたいだけど、試験受けるのか？」

　泣きじゃくるレシーロを放置したリクは、門の傍そばでそっとこちらを見つめていたクローゼに問いかける。レシーロと違ちがい、クローゼは強く言えば言う事を聞きそうではあるが、やはり直接実力を見られるのなら、この機会に見ておきたいところだが……。

「で、でも……」

「これ受けなきゃ、紅ぐ蓮れんの勇者の稽けい古こは受けれないぞ」

「じゃ、じゃあやります。勇者にならないと…いけないんだもの」

　相変わらず消極的なのが鼻につくが、そこはすぐには改善出来る問題でもないので、今は目を瞑つぶるしかないだろう。

「……まぁいいや。そんじゃ、いつでもどうぞ」

「え、煙草たばこ…そのまま、ですか？　それ、吸い終るまでに……私を倒たおすん…ですよね？」

　咥くわえ直した煙草たばこは既すでに残り僅わずかで、唇くちびるの先から仄ほのかに熱気が当たってくる程ほどだ。

　ほとんど同等の実力なのだろうが、少なくともレベルはレシーロより上回っている以上、クローゼが若じやつ干かん不満に思うのも無理はない。しかし、

「一々新しいの吸い直すと勿もつ体たいないじゃん。まだこんだけあるし、平気平気」

「うぅ……なめ、なめないで…下さい！」

　瞬しゆん殺さつ宣言をし接近してくるリクを見て覚かく悟ごが決まったのか、腰こしに帯びた剣けんを引ひき抜ぬくクローゼ。鎧よろい同様持て余すのかと思ったが、流石さすがに武器はクローゼの身みの丈たけに合わせたのか、やや短めの両手剣けんをクローゼは上段で構えた。

「いきます、《魔法剣エンチヤント・ブレイズ》っ」

　クローゼが弱々しく叫さけぶと、掲かかげた黒こつ剣けんに炎ほのおが纏まとわりつく。黒くろ魔ま法ほう《魔法剣エンチヤント》、自身の魔ま法ほうを剣けんに纏まとわすレアスキルの一つである。

　確か資料によれば、クローゼは《ブレイズ》のさらに上位呪じゆ文もんである《メガブレイズ》も覚えている筈はずだが、そちらを纏まとわせなかったのは遠えん慮りよ故ゆえか弱気故ゆえか。

「ありゃ流石さすがに詠えい唱しよう破は棄きじゃキツイな……《防シ御ー強ル化ド》！」

　左手に防ぼう御ぎよの白しろ魔ま法ほうをかけるリク。しかしどれだけ硬こう化かしたところで、リクは防具さえ一いつ切さい身みに着けていない徒と手しゆ空くう拳けんだ。クローゼもそれが気がかりなのか、高く上段に剣けんを構える両りよう腕うでは、よく見れば微かすかに震ふるえていた。

「け、怪け我がしても知りませんよ」

「お前が気にすることじゃない」

　──後十歩。

「さっきの、レシーロの時みたいに、防ぼう御ぎよ呪じゆ文もんで、弾はじくつもり…なんですか？」

「さぁな」

　──後五歩。

「無む駄だ、です。それじゃ剣けんは逸そらせても、纏まとった炎ほのおを防ぐ事は…出来ない、です」

「あのなぁクロ……魔ま物もののつもりでかかってこいって言ったよな？　お前、魔ま物もの相手にそうやって一々確かく認にんするのか？」

　──よし、準備完かん了りよう。

「で、でも…怪け我がしたら、大変、ですし」

「お前こそ、俺おれの事ナメてんじゃねぇぞ？　お前如ごときの剣けん、防ぐ必要も避よける必要もねーよ……っていうか、アタッカーのクロがそんな事気にしてどーすんだ」

「う、でも……ごめんなさいっ。《一文字斬ぎり》！」

　今度こそ意を決したクローゼが放ったのは、カーチス少年も得意とする一文字斬ぎり。剣けんを真まっ直すぐ振ふり下ろすだけの初歩的な技わざとはいえ、クローゼの場合《魔法剣エンチヤント》により馬ば鹿かに出来ない威い力りよくを持っている。しかし……、

「今だ、《アイス》！」

　振ふり下ろされる炎ほのおの剣けんに対し、リクは硬こう化かした左手……そして、氷結の黒くろ魔ま法ほうを発動した右手を合わせるように掲かかげる。

「赤あか魔ま法ほう《抗炎硬化アンチフアイア》！」

「うそっ、真しん剣けん、白しら刃は取り…?!」

「言ったろ。防ぐ必要も避よける必要もねーってな」

　リクの眼前で拝むように合わさった両手は、赤い魔ま法ほう陣じんを輝かがやかせながらクローゼの剣けんをガッチリと止めていた。計った間合いはこれを計算してのこと。僅わずかでもタイミングが合わなければ、左手に大おお火傷やけどを負うか、最悪脳天が砕くだけていただろうが、リクは難なくやってのけたのだ。

「これが、赤あか魔ま法ほう…きゃっ！」

　クローゼが呆ほうけた一いつ瞬しゆんの隙すきをつき、両手で挟はさんでいた剣けんを取り上げるリク。バランスを崩くずし尻しり餅もちをついたクローゼの眼前に、奪うばった両手剣けんの切っ先を当てると、クローゼは両手を上げ降参した。

「紅ぐ蓮れんの、勇者に…勝てる訳、ない、です」

「ま、クロも結構善戦したと思うぞ」

　勝てる訳がないと言いつつも流石さすがに悔くやしかったのか、しょんぼりとするクローゼをリクが励はげますと、半泣きのままリク達たちの戦いを見ていたレシーロが口を挟はさんできた。

「はぁ!?　ちょっと待てよ。そいつが紅ぐ蓮れんの勇者？　じゃあそいつが、リク＝ウォーグライトだっていうのか?!　こんな、胡う散さん臭くさい平民のおっさんが……？」

「多分、そうだと──」

「多分ってなんだよ！　っていうか、知ってたならそう言えよ！　なんで黙だまってたんだよ！」

「だって、確信したの、赤あか魔ま法ほう使ったからで、ご…ごめん」

　レシーロがキャンキャン喚わめくと、すぐに謝あやまってしまうクローゼ。もしかしたら、以前から虐いじめられていたのだろうか？

「そうクロを責めんなよ。シロが勝手に勘かん違ちがいしてただけだろ？」

「シロって呼ぶな！　っていうか、あたしはまだあんたがリクだって認めてないんだからな！」

「認めないって言われてもなぁ」

　落スちカこーぼ・れレのツ赤ドと呼ばれる事は慣れたリクだが、まさかリクである事そのものを否定される日がくるとは思わなかったので、どうしたものかとぽりぽりと頭を搔かく。

「大体、紅ぐ蓮れんの勇者は魔ま王おうにやられた怪け我がで、引退を余よ儀ぎなくされた筈はずだ。あんたぴんぴんしてんじゃねーか！」

「今じゃそういう事になってるのか？　まだ五年しか経たってないんだがなぁ」

　かつては稀き代だいの英えい雄ゆうとまで謳うたわれた紅ぐ蓮れんの勇者が、魔ま王おうに負けて惨みじめに逃にげ帰かえったでは、ユーフェミアの威い信しんに関わると判断でもされたのだろう。

「そういう事って……じゃあなんだ？　今は魔ま王おうにリベンジする為ため、療りよう養よう中って事なのか？」

「リベンジ？　する訳ないだろ。俺おれじゃ魔ま王おうには勝てないって分かり切ってるんだから」

「そんな……！　そんなの、やってみなきゃ分かんねーじゃねーか！　紅ぐ蓮れんの勇者が、そんな簡単に諦あきらめていいのかよ!!」

「無理無理。出来もしない事を頑がん張ばるなんて、馬ば鹿かのする事だよ」

「……そうか。本当に、紅ぐ蓮れんの勇者リクはもういないんだな」

　失望と軽けい蔑べつの眼めでリクを見るレシーロ。無理もないだろう。憧あこがれていた先せん輩ぱいが、こんな燃もえ尽つきた灰はい殻がらのような男だと知ったのだから。

「じゃあ、さっきからあたしらでも使えるような、初級呪じゆ文もんしか使ってこないのも、面めん倒どう臭くさかったからなのか？」

「……まぁ、大体そんな感じだな」

「レシーロ…赤あか魔ま法ほう、使えるの……ユーフェミアで…この人だけだよ」

「噓うそだ噓うそだ噓うそだ！　さっきのはどうせインチキなんだろ！　あたしは絶対認めないからな！」

　クローゼから説得が入るも、レシーロは納なつ得とく出来ないのか首をブンブンと振ふるばかりである。正確には使えるのがリクだけなのではなく、敢あえて赤あか魔ま法ほうを使おうとする物好きがリクだけなのだが、今言っても話がこじれるだけなので黙だまっておく事にした。

「ごめんなさい。レシーロ…前から、貴方あなたのファンだったから…」

「あんたじゃない、紅ぐ蓮れんの勇者のだ！　なんだよ……ちょっと髪かみが赤いからって、あたしは騙だまされないからなっ」

「クロが謝あやまる事ないって……そうだな、じゃあ自分の眼めなら信じられるか？」

　そう言うと、リクは先さき程ほど同様両手を拝むようにパンッと合わせる。右手に《黒魔法ブレイズ》、左手に《白魔法ブレイヴ》。白と黒の魔ま法ほう陣じんが、合わせた両手に溶とけ合あい赤い魔ま法ほう陣じんを形成すると、リクの両手が炎ほのおを纏まといだす。

「《魔法剣エンチヤント》?!　違ちがう、これは……」

「疑ぎ似じ的に再現しただけだな。赤あか魔ま法ほう《火イ炎グ付ニ加ス》っていうんだが、これで信じられたか？」

　レアスキルの《魔法剣エンチヤント》をいとも容易たやすく再現され驚おどろくクローゼ。そしてレシーロも、いよいよもってリクをリクと認めねばならず、悔くやしそうな顔で揺ゆれる炎ほのおを見つめていた。

「なんでもありじゃねーか……じゃあやっぱり、さっきの試験は手を抜ぬいてたのか？」

「赤あか魔ま法ほうだって万ばん能のうって訳じゃない。シロの《自己再生オートヒール》が万ばん能のうじゃないのと同じようにな」

「もしかして、《自己再生オートヒール》も再現出来るのか？」

　レシーロの問いに答える前に、リクは両手に纏まとう炎ほのおを消すと、懐ふところから巻まき煙草たばこを取り出して火を付ける。レシーロが露ろ骨こつに不快な顔をするも、構わず肺の奥おくまで紫し煙えんを吸すい込こんだ。

「ふぅー……やろうと思えば出来る。だが、燃費も悪いし敢あえてやる意味はあまりないな。ま、俺おれの事はもういいだろ？　今後の事を話し合おうぜ」

　吸いかけの煙草たばこを咥くわえ、綺き麗れいになった屋や敷しきに戻もどろうとするリクだが、レシーロもクローゼもついて来ず、互たがいに不安そうに目を合わせていた。

「ん、どうした？　まだ俺おれがリク＝ウォーグライトか不安なのか？」

「あ、すみません。別に…そこはもう疑ってないんです、けど……」

「あたしはまだ半信半疑だけどな。まぁそれはそれとして……あんたについてって、本当に勇者になれるのか？　そもそも、あたしらを不合格にしたのはあんたなんだぞ？」

　クローゼも同意見なのかと、リクが視線で訴うつたえかけると、クローゼは気まずそうにとんがり帽ぼう子しの兜かぶとを被かぶり直し、コクンと頷うなずいた。

「ん～……そうだなぁ、逆に考えてみろよ。お前らを不合格にした俺おれは、他の誰だれよりもお前らの欠点が分かってるんだぜ？」

「まずそっから疑問だっつーの。瞬しゆん殺さつされたクローゼはともかく、あたしは結構粘ねばったじゃねーかよ」

「でも…レシーロ、赤あか魔ま法ほう……使わずに倒たおされてる」

「んだと?!　あたしに赤あか魔ま法ほうは使うまでもなかったって言いてぇのかよ！」

「そうは、言ってないけど……私だって、別に…瞬しゆん殺さつなんかされてないもん」

　今の今まで同調していたかと思いきや、今度は一転して反発し合うレシーロとクローゼ……そういえば、二大貴族は昔から仲が悪かった事を思い出すリク。

「あー、その辺も纏まとめて説明してやっから、とりあえず屋や敷しきに戻もどろうぜ？　外は寒いし」

「確かに、汗あせかいたからちょっと寒いな。なぁあんた、風ふ呂ろ借りてもいいか？」

「あ、私も…すみません」

「それは構わないんだが……」

　心配そうに屋や敷しきを見つめるリクを見て、不ふ審しんに思ったレシーロが眉まゆ根ねを寄せる。

「もしかして、お湯でねーのか？」

「そもそも、お水…流れるんですか？」

「んー……分からん。少なくとも、俺おれの部屋のなら使える筈はずだが、他はどうだろ……今朝まではゴミ屋や敷しきだったからなぁ」

　浴室は各部屋に取りつけられているが、まともに使っていたのはリクの部屋の物だけだったので、他の部屋がそもそもどうなっていたのか、改修でどうなったのか、屋や敷しきの主あるじであるリク自身入ってみない事には分からないのだ。

「まじかよ!?　……じゃあ、早い者勝ちってことで！　お先！」

「あ、ずるい。待って、じゃんけんで決めようよっ」

　我先に屋や敷しきへ駆かけだすレシーロの後を、クローゼも必死に追いかけようとするものの、軽装のレシーロと全身鎧よろいのクローゼでは、勝敗は言うに及およばずである。

　ドタドタと屋や敷しきに入っていくクローゼを見送るリクは、今いま更さらながら年とし頃ごろの娘むすめ二人と共同生活を送らねばならない不安に駆かられるのだった。




「あれ？　二人とも、まだそんなとこにいたのか？　俺おれの部屋なら一階の奥おく──」

　トボトボと歩きながら屋や敷しきに戻もどったリクは、二人が未いまだ玄げん関かんで立ち止まっていた事に驚おどろくも……変わり果てた我わが家やを見て、さらなる驚おどろきで眼めを丸くする。

「おいあんた、人が悪いじゃねーか。これのどこがゴミ屋や敷しきなんだよ」

「綺き麗れいだと、思います…」

「そうみたい、だな」

　リクのゴミ屋や敷しきは、僅わずか半日で極きわめて豪ごう華かな屋や敷しきへと変へん貌ぼうしていた。これでは最も早はや改修というより、中身を一から建て直したようなものである。

「ま、平民の屋や敷しきにしてはそこそこだな！　勿もち論ろんうちには敵かなわないけど」

「お部屋、どこ使っても…いいんですか？」

「そうだな……三階と四階ならどこでもいい……筈はずだ」

　二階の部屋は、全すべて煙草たばこの葉の倉庫代わりに使っていたのだが、果たして今二階がどうなっているのか、そもそも蓄たくわえた葉はまだこの屋や敷しきに残っているのかすら分からないリクには、歯切れの悪い答えしか用意出来なかった。

「なんだそりゃ……まぁいいや。あたし、一番広い部屋使おーっと♪」

　四階の奥おくの部屋に当たりをつけていたのか、そそくさと階段を駆かけ上あがるレシーロ。一方クローゼは、今度は最初から諦あきらめていたのか、レシーロには構わず一階の様子を見ていた。

「あれ？　おいクローゼ、あたしが一番いい部屋取っちまうぞ？」

「別に。私…鎧よろいがあるから、一階がいい……いいですか？」

「一階には多分俺おれの部屋があるから、他の階にした方がいいんじゃないか？」

　リクが恐おそる恐おそる尋たずねるも、クローゼはキョトンと首を傾かたむけ、重心の傾かたむいたとんがり帽ぼう子しを落としかける。

「あぶなっ、えと…なんで、ですか？」

「なんでって……俺おれ、一応男なんだけど？」

「別に…気にしませんから。空いてる部屋、使わせて、貰もらいますね」

　リクの言いたい事がいまいち伝わらないのか、クローゼはとんがり帽ぼう子しを被かぶり直すと平然と奥おくへ向かってしまう。普ふ段だんは他人を気にしてばかりの癖くせに、変なところがマイペースなのも、やはり猫ねこそっくりだと思うリクなのだった。

「あ、おいクロ！　……行っちまったよ…………で？　シロはいつまでそこにいんだ？　一番広い部屋なら、多分四階の奥おくだぞ」

　クローゼを見送るリクは、ふくれっ面つらで未いまだ階段の途と中ちゆうからこちらを見下ろすレシーロに、最上階を指差しながら声を掛かけた。

「……あたしも、一階の部屋でいい」

「どうした急に？　悪いが、一階の広い部屋は俺おれが──」

「それはもう別にいい！　……よく考えたら、まだここに泊とまるって決めた訳じゃないんだから、一々自分の部屋決めるとか馬ば鹿からしくなったんだよ！」

　そう言うとレシーロは、階段を駆かけ下おりるとクローゼの後を追い奥おくへ向かっていく。

「おいシロ、クロも分かってなかったみたいだから言うけどさ、一つ屋根の下に男といるって意味、もうちょっと考えた方がよくないか？　せめて階だけでも離はなすとかさ」

「あんたこそ分かってないみたいだが、あたしらは日ひ頃ごろから召めし使つかいに着き替がえを任せてんだ。つまり、平民に体を見られるなんざ、ペットに見られるくらいにしか思ってねーんだよ」

　何が気に入らないのか知らないが、レシーロはイライラしながら答えると、空いてる部屋を探す為ため足早に奥おくへ行ってしまった。

「……年とし頃ごろの娘むすめの考える事は、俺おれにはよく分からんな。あ、そうだ。二人とも！　湯ゆ浴あみしたら俺おれの部屋に集合な！　一階のどっかにあるから……って、我ながら馬ば鹿かっぽいなこれ」

　やれやれと溜ため息いきをついたリクは、懐ふところからいつもの煙草たばこを取り出すと、願わくば間取りが変わってない事を祈いのりつつ、我わが家やの探たん索さくに入るのだった。




　数十分後、存外早く自室を見つけたリクは軽く湯浴みを終え、入浴後の一服と腰こしにタオルを巻いたまま浴室を出ると……そこには既すでに、二人の少女がリクを待っていた。

「……二人とも早くね？　あ、クロもちゃんと私服を持ってきてたのか。よかったよか──」

「おまっ！　なんて格好で出歩いてんだよ！　っていうか、あたしも普ふ通つうに私服着てんだろ、なんでクローゼにだけ言うんだよ！」

「あぁ、さっきの……そういう事だったんですか？　気付かなくて、すみません…私、これから襲おそわれるんですね……」

「まぁまぁ、お前ら少し落ち着けって」

　少女二人を前にしても、半はん裸らのリクは平然と煙草たばこに火を付ける。確かに部屋に来いと言ったのはリクだが、まさか女の子の身み支じ度たくがリクより早く済むなんて思わなかったのだから、これはもうただの事故なのだと開き直ったのだ。

「ふぅー……普ふ通つうこういうのって、俺おれが見ちゃう側だと思うんだがなぁ……いや別に、見たい訳じゃないんだが」

「なんでもいいから、さっさと服着ろ服！」

「平民なんて、ペットと同じようなもんなんだろ？」

「見られるのと見せつけられるのじゃ話が違ちがうだろ！」

　片手で顔を隠かくしながら、必死にバタバタともう片方の手を振ふるレシーロ。一方クローゼは全てを諦あきらめきったような顔で、膝ひざをつきなにやら物ぶつ騒そうな祈いのりを始めだす。

「お父様、お母様…言いつけを破り、鎧よろいを脱ぬいで…ごめんなさい。クローゼは…先に御お爺じい様さまの待つ天国へ……参ります」

「お前ら、見てて飽あきないなぁ」

「いい加減にしろ！　ぶっ飛ばすぞ！」

「ケダモノに襲おそわれて死ぬなんて…私らしい、死に方」

　見る見る内に顔が真っ赤になっていくレシーロに対し、どんどん血色が悪くなっていくクローゼ。やる事為なす事悉ことごとく対照的な二人だが、むしろ息は合っているのだから不思議なものだ。

「悪かったって。これ吸ったら──」

「今すぐだ！」

「良い事のない人生だったけど、後こう悔かいはない…あぁ、天にまします我らの──」

「分かった分かった。すぐに着き替がえてくるから待ってろって。あとシロ、クロのそれ止めておいてくれ」

　シロと呼ぶなと文句が聞こえたが、すぐさまドアを閉めたリクは聞かなかった事にした。これが国王に知られたらどうなるのかと、薄うす着ぎという事もあり身み震ぶるいするリクだが、恐おそらく全すべて筒つつ抜ぬけなのだろうと即そつ刻こく諦あきらめると、泣く泣く吸いかけの煙草たばこの火を消し着き替がえるのだった。




「そんじゃ盛せい大だいに今いま更さらだが改めて、俺おれが一カ月間お前らの面めん倒どうを見るよう国王に頼たのまれた、元勇者のリク＝ウォーグライトだ。短い間だがよろしくな」

「ちょっと待て！　なにしれっとさっきのなかった事にしようとしてんだ！」

「まぁまぁシロ、幸い見られた当人が気にしてないんだし。あ……シロの服、結構可愛かわいい趣しゆ味みしてんだな。お人形さんみたいって奴やつか？」

「見せつけられた方が気にしてるんだよ！　……っていうか、あんたに可愛かわいいなんて言われても、ちっとも嬉うれしくないんだが」

　興奮状態が一周回ったのか、疲つかれ切きったレシーロはお決まりのシロと呼ぶなすら言わずに、がっくりと長なが椅い子すに深く座すわりこむ。先さき程ほど指し摘てきされたから頑がん張ばって褒ほめたのに、汚お物ぶつを見るような視線を向けられ内心傷つくリクなのだった。

　かたやクローゼは一見平静そのものだが、リクが着き替がえている間に取ってきたのか、目ま深ぶかに被かぶったとんがり帽ぼう子しが未いまだ動どう揺ようしている事を主張していた。

「クロのそれ、兜かぶとだけじゃなくて普ふ通つうの帽ぼう子しもあるんだな」

「黒魔導士私たちの、伝統衣い装しよう…ですから」

　クローゼはクロと呼ばれる事に不平不満を言わないが、どこか「呼びたければ勝手にすればいい」という空気を感じるのは、恐おそらくリクの気のせいではないだろう。先さき程ほどの模も擬ぎ戦せんで若じやつ干かん見直されたような気がしたが、相変わらず二人の中でリクの評価は最低値のようだ。

「それで、今後の話ってなんなんだよ。言っておくが、あたしはまだあんたの教えを受けると決めた訳じゃないんだからな」

「私たち、どうして…その……不合格だったんですか？」

「まずはそこからか。二人の欠点についてだが……お前ら、魔力回路セフイロトって学校で教わったか？」

　煙草たばこに火を付けながらリクが尋たずね返すと、二人は目を見合わせながら順々に答えた。

「セフィロト？　……あーあれだろ、スキルを覚えるのに必要な、才能みたいなもんっつーか」

「体の中にあって、スキルが刻きざみ込こまれてる…ですよね」

「正解だが、それじゃ百点はやれねーな。他にも大事な事があるだろ？」

「「……？」」

　それこそが二人の欠点の一つなのだが、あろうことかユーフェミアを代表する魔ま導どう士し一族である筈はずの二人は、それ以上の答えを知らないようだった。

「まじで？　……成なる程ほどな、こりゃジジイが教育制度を弄いじりたがる訳だ。そんじゃまぁ、結論から言っちまうが、お前らのセフィロトは育て方がちぐはぐなんだよ。このままだと、折角の才能が開花する事なく潰つぶれちまうぞ」

「セフィロトを育てる？　セフィロトって才能の事だろ？　才能が育つってどういう事だ？」

「スキルの数が、増えるんですか？」

　どうやら本気で教わっていないらしく、どこか他ひ人と事ごとのように宣告を聞く二人に、リクは絶句すると共に深い憐あわれみを感じるのだった。

　リクが兵へい役えき学校に通っていた頃ころも、決して教育の質がいいとは言えなかった。生徒の家いえ柄がらばかり気にする教職員……リクのように才能があっても平民出の生徒は何かと冷れい遇ぐうされ、その癖くせ卒業後に成果を出すと、平然と手のひらを返してくるのだからたまったものではない。

　恐おそらくこの二人も、家いえ柄がらが貴とうといばかりにやる事全すべて肯こう定てい的に受け取られ、おべっかを使われろくな教育も受けられないまま卒業試験まできてしまったのだろうが、その結果がこれなのだから、これを哀あわれと言わずなんと言おうか。

「魔力回路セフイロトは確かに才能そのものだ。セフィロトが短い奴やつはすぐにレベルが上がりにくくなるし、細い奴やつは太い奴やつと比べて覚えられるスキルが少ない」

　リクの説明に、うんうんと頷うなずき合うレシーロとクローゼ。ここまでは習ったようだが、セフィロトの真しん髄ずいとはむしろここからだ。

「そして……セフィロトは刻まれたスキルに適応する為ため変化していくんだ。剣けん技わざを重点的に覚えていけば筋力なんかが上がりやすくなるし、魔ま法ほう重視で覚えていけば魔ま力りよくが伸のびやすくなる……逆に言うと、自分のスタイルに合っていないスキルを無理に覚えていくと、本来の才能を枯からす恐おそれがある」

「本来の才能が……枯かれる？　馬ば鹿か言うなよ、あたしはレアスキルの《自己再生オートヒール》だって覚えられたんだぞ？　あれを活いかすには、あたしが前衛になった方がいいじゃねーか」

「《自己再生オートヒール》は確かに珍めずらしいし強力だが、シロの使い方は強引なんだよ。同じ前衛でも、重装備の聖騎士パラデインなんかが覚えてりゃ、タフな盾たて役になれるのかもしれないが……シロのスキル構成は、どっちかって言うと修モ道ン僧クタイプなんだよな」

「攻こう撃げきと回復どっちもこなすモンクで何がダメなんだよ。前衛に出る為ために補サ助ポ呪ー文トだって──」

「サポートありきの前衛なんて、すぐに通用しなくなるぞ？　補助はあくまで補助。補助なしで前衛こなすには、シロはスピードもパワーもちょっと足りないな」

　とどのつまり、今のレシーロは前衛として攻こう撃げきするにしろ、中衛としてサポートに回るにしろ、どっちつかずの中ちゆう途と半はん端ぱになってしまっているのだ。リクとの模も擬ぎ戦せんで粘ねばれこそしたが、決定打をまるで与あたえられなかったのが良い証しよう拠こである。

「じゃ、じゃあ……もっと攻こう撃げきスキルを覚えて、生きつ粋すいのアタッカーになればいいって事か？」

「その場合、お前が面接で言ってたような極大白しろ魔ま法ほうは、必要レベルがすげぇ高くなるか、最悪覚える前にレベルが止まるかもしれないが……それでもいいのか？」

　それはつまり、ヴァイスフリューゲル家白魔法の名家の誇ほこりを捨てる事に等しい。あれだけ貴族と平民の違ちがいに拘こだわっていたレシーロに、その選せん択たく肢しはあり得ない筈はずだ。

「そもそもシロは、肝かん心じんの回復呪じゆ文もんが《自己再生オートヒール》以外は初級呪じゆ文もんの《ヒール》しか覚えてないみたいだが、どうして《メガヒール》とかを覚えなかったんだ？　《ヒール》なんてすぐに通用しなくなるぞ？　レベル14ならとっくに覚えててもおかしくないだろう」

「そ、それは……──」

「あ、あの……」

　返事に窮きゆうするレシーロを差し置き、先さき程ほどから不安そうにとんがり帽ぼう子しを直していたクローゼが口を挟はさむ。

「《魔法剣エンチヤント》、黒くろ魔ま法ほうです。私…《魔法剣エンチヤント》を使いこなす為ために、攻こう撃げきスキルばっかり、覚えました…それじゃ、だめなんですか？」

「クロの問題はもっとはっきりしてるだろ。お前……剣けん士し向いてないんだよ」

「あぅ、ごめんなさい」

「後それだよそれ。クロは性格的に、シロみたいにガンガン前に出ていきたがるタイプじゃないんだから、素す直なおに後ろから黒くろ魔ま法ほうをバンバン撃うってけばいいじゃないか。そりゃまぁ、《魔法剣エンチヤント》もかなりのレアスキルだぜ？　正直言って、昔の俺おれなら喉のどから手が出る程ほど欲ほしかった……だが残念ながら、クロには合ってないと思うな」

　紙に書かれたクローゼのスキル構成は、成なる程ほど確かに豊富な黒くろ魔ま法ほうにそれを纏まとわせられる《魔法剣エンチヤント》と、一見遠近隙すきの無い構成かもしれない。しかし模も擬ぎ戦せんで示したように、接近戦の才能がまるでないクローゼが《魔法剣エンチヤント》を振ふり回まわしたところで、当たらなければなんの意味もない。習得出来たスキルが、必ずしも本人の才覚と適合しているとは限らないのだ。

「まぁだからこそ、魔力回路セフイロトは刻まれたスキルに応じて、その才能を変化させていくんだが、折角黒くろ魔ま法ほうが得意な家系に生まれたのに、無理に前衛スキルを覚える必要はないと思うぞ？」

「私、このまま…《魔法剣エンチヤント》を使ってくと、どうなるんですか？」

「どんだけ努力しようと、剣けん士しとしては四流のままだ。それだけじゃなく、本来ならすぐに覚えられた筈はずの上級黒くろ魔ま法ほうも、身につかず仕じ舞まいだろうな」

　セフィロトは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは育たない。だからこそ人はたゆまぬ鍛たん錬れんを積むのだし……だからこそ、失敗したら最後諦あきらめるしかないのだ。

「ちょっと待てよ、あんたは白しろ魔ま法ほうに黒くろ魔ま法ほう、それに赤あか魔ま法ほうも使えたんだろ？　しかも、紅ぐ蓮れんの勇者リクは魔ま法ほう剣けん士しタイプだった筈はずだ……どうしてあんただけ、そんなあれこれ覚えられるんだよ！」

　半泣き状態でリクを糾きゆう弾だんするレシーロ。薄うす紫むらさきの瞳ひとみは、今日一日で何度も泣いた所せ為いか、既すでに真っ赤に充じゆう血けつし始めていた。自分が兵へい役えき学校で身に着けた事の大半が、実戦では役に立たないばかりか自身の成長を阻そ害がいさせていると知ったのだから、泣きたくなるのは当然だろう。

「ま、言い分はごもっともだが、赤あか魔ま法ほうはセフィロトには刻まれないんだ。だから俺おれが身に着けたのは、白しろ魔ま法ほうと黒くろ魔ま法ほう、それに最低限の片手剣けんのスキルだな」

「は？　なんで赤あか魔ま法ほうだけ例外なんだよ。ずるいじゃねーか！」

「ずるいもんか。俺おれの《火イ炎グ付ニ加ス》じゃ、クロの《魔法剣エンチヤント》より燃費が悪い。当然の話だろ？　だって俺おれは毎度黒くろ魔ま法ほうと白しろ魔ま法ほうを同時に唱えなきゃならないんだからな。ちなみに、同じだけの魔ま力りよくを消費したら、威い力りよくは《魔法剣エンチヤント》の方が上だからな」

　故ゆえにいつの世も、赤あか魔ま法ほうは誰だれも使おうとはしない。単純な話である……そんなものを使うよりも、パーティに白しろ魔ま導どう士しと黒くろ魔ま導どう士しを入れた方がずっと強力だし手っ取り早いのだ。

「二つの魔ま法ほうを合わせて、それっぽい効果を生み出しているだけで、正確には習得した訳じゃないんだ。だから魔力回路セフイロトにも刻まれない」

「そっか、誰だれも使えないっていうより、敢あえて使う理由が、その…ごめんなさい。ないって事ですよね？」

　クローゼの容よう赦しやない指し摘てきに、リクは苦笑いしつつも首を縦に振ふる。確かに赤あか魔ま法ほうを使えるのはユーフェミアでリクただ一人だが、リクより優ゆう秀しゆうな者などこの国にいくらでもいる。

「赤あか魔ま法ほうなんて、自分だけで何でも出来ると勘かん違ちがいしてる、独ひとりよがりの馬ば鹿かが使う欠けつ陥かん魔ま法ほうなのさ……どこぞの紅ぐ蓮れんの勇者みたいにな」

　圧あつ倒とう的てきな万ばん能のう感を持っていながらも、一度の敗北で全すべてを失ったかつての自分を思い返し、寂さびしげに自じ嘲ちようするリク。

「ほんと馬ば鹿かな奴やつだよ。模も倣ほう品ひんを使う為ために、二種類の魔ま法ほうを必死こいて覚えるくらいなら、どっちかに絞しぼった方がよっぽどパーティには貢こう献けん出来ただろうにな……まだずるいと思うか？」

「い、いや……あの……」

「赤あか魔ま法ほうが、万ばん能のうじゃないって事は…よく分かりました。でも、白しろ魔ま法ほうと黒くろ魔ま法ほう両方を極きわめられたのは……どうしてですか？」

　口ごもるレシーロに代わり、今度はクローゼからの質問がくる。リクは紫し煙えんを吐はき出だすと、短く……そして軽く問いを投げ返した。

「なぁクロ、俺おれのレベル……いくつだと思う？」

「え、すみません。質問の意図が……」

　とんがり帽ぼう子しの中で困こん惑わくするクローゼに、リクは悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えみ返す。

「レベルだよ、レベル。クロが卒業生で一番高かったレベルだ。勘かんでいいから言ってみな」

「えと……ごめんなさい、疑ってる訳じゃないんですが、魔ま王おう城じようまで辿たどり着ついたのは、本当なんですよね？」

「あぁ、本当だぞ」

「じゃあ…歴代の勇者と同じくらいの……70、くらい、ですか？」

　確かに、これまで魔ま王おう城じようまで辿たどり着ついた勇者の平均レベルは大体それくらいだ。しかし、

「もっと高いな」

「え、すみません…えと、じゃあ……90？」

「もっと高いな」

「あぅ、ごめんなさい」

　この問答の主しゆ旨しが分からないのか、一々オドオドするクローゼを見て、イライラが募つのっていくレシーロ。

「あーもう面めん倒どうくせーな！　どうせ[image: 100]って言いたいんだろ！　つまり、最高レベルまで鍛きたえれば、二つの系統を極きわめるくらいは出来るって事か？」

「違ちがう。[image: 289]だ」

「は……？　にひゃ、え……今なんていった？」

「え、うそ……ごめんなさい、冗じよう談だん…ですよね？」

　リクの言葉が信じられなかったのか、二人の少女は同様に絶句し聞き返すも、リクは平然と同じ数字を答え直す。

「[image: 289]レベルだ。幸い魔力回路セフイロトが人より太く長かったみたいでな、気付いたらそうなってた……流石さすがに限界なのか、この五年では全く上がってないがな」

　記録上過去最高値は、ユーフェミア建国にも携たずさわった伝説の勇者の[image: 100]レベルなのだが、実を言うとリクはそれをゆうに抜ぬき去り、三倍近くのレベルまで鍛きたえ上あげていたのだ。

　しかしどうやら、魔ま王おうに負けて逃にげ帰かえってきた落スちカこーぼ・れレのツ赤ドが最高記録を刻む訳にはいかないと、なかった事にされたようである。

「そんなに大した事じゃない。むしろ、これだけレベルを上げたのに、俺おれは白と黒の極大魔ま法ほうを何一つ覚えられなかった……ウロボロスそれつぽいのなら編み出したが、まぁどの道、労力には合ってないわな。どっちかに絞しぼってりゃ、お前ら二大貴族にも負けないような魔ま法ほうを覚えられたろうに」

　リクの自じ嘲ちように、レシーロもクローゼも何も答えられず口をつぐむ。[image: 289]レベルという途と方ほうもない数値を聞いてという事もあるのだろうが、それ以上に、自じ分ぶん達たちが進もうとしている道の途と方ほうもなさに怖おじ気けづいたのかもしれない。

「ま、お前らが自分の才能を信じて、これからも今のスタイルを貫つらぬくっていうなら、俺おれも無理に止める気はないぜ？　俺おれはお前らが勇者になれればそれでいいからな」

　実際のところ、リクがほんの少し手ほどきをすれば、才能あるこの二人ならば追試どころかすぐに卒業を認めていいくらいの実力はつけられるだろう。

　先祖代々脈々と受うけ継ついできた有力貴族の血、本人達たちもそれに恥はじない努力をし、使いこなせてないとはいえ、全ぜん盛せい期きのリクでさえ覚えられなかったレアスキルだって習得した二人なら、そんじょそこらの魔ま物もの程度相手にもならない筈はずだ。

「……あんたに教われば、あたしら勇者になれるのか？」

「そりゃお前ら次し第だいだな。試験でも言っただろ？　お前ら勇者として根本的に足りないもんがあるんだよ」

「それ…魔力回路セフイロトの、ことじゃ……ないんですか？」

「勿もち論ろんそれも大事だけど、ステータスとかスキルよりも、もっと根本的なとこだな」

　それは教わったところで学べず、さりとて教わらずとも自然と身に付く筈はずのもの……しかし、それが決定的に欠けている今の二人では、なんの事か見当もつかないのか、目を合わせて首を傾かしげるばかりである。

「で、どうすんだ？　最初に言ったが、お前らの欠点を一番よく分かっているのはこの俺おれだ。勇者になりたきゃ、俺おれに教わるのが一番の近道だと思うぜ？」

「あの…ごめんなさい。そもそも、貴方あなたの目的は……なんなんですか？」

「そうだよ！　不合格にしたと思ったら、今度は勇者になる為ため色々教えてやるって……何が狙ねらいなんだ？」

「狙ねらいって、そりゃ勿もち論ろん──」

　煙草たばこ畑ばたけを手放したくないだけ……などと言ってしまえば、間ま違ちがいなく二人のひんしゅくを買うに決まっている。リクの教えを断り、先々二人が冒ぼう険けんの最中命を落としたり、あるいは志半ばでステータスが頭打ちになったりしても、心底どうでもいいというのがリクの本音だが、それをここで隠かくさず伝える程ほどリクだって馬ば鹿かじゃない。

「──可愛かわいい後こう輩はいが、その有り余る才能を発揮出来ないでいるんだ。俺おれはもう引退した身だが、出来る事があんなら手助けしてやりたいって思うのは、先せん輩ぱいとして当然の事だろ？」

　我ながらいけしゃあしゃあと噓うそくさい理由を吐はいたものだと、紫し煙えんの陰かげで自じ嘲ちようするリク。

　こんな口から出まかせ信じて貰もらえるとはリクだって思っていないが、魔力回路セフイロトについて知った今、二人だってきちんとした知識を持った者の指導が必要なのは充じゆう分ぶん理解出来た筈はずだ。

　であれば迷う余地などないと思うのだが、やはり二大貴族のプライドが邪じや魔まするのか、答えを探すように俯うつむいてしまうレシーロとクローゼ。リクはそんな二人に対し、答えを急かすでもなく二人の葛かつ藤とうを見守る訳でもなく、ただただどうでもよさそうに煙草たばこをふかすのだった。

　そうして待つ事数分後、意を決し口を開いたのは二人ともほぼ同時だった。

「「……めんなさい」」

「ん？　なんだって？」

「その、ごめんなさい。師し匠しようがそこまであたしらを心配してくれてたのに、あたし酷ひどい事ばっか言って……認めないとか、胡う散さん臭くさいとかいって、ごめんなさい！　あたしなるよ！　師し匠しようの弟で子しになって、きっと立派な勇者になってみせるから！」

「私も……その、先生のご厚こう意いを、疑ったりして……本当に、すみませんでした。虫が良いいのは、分かっていますが……勇者になる為ため、先生の指導を受けさせて貰もらえないでしょうか？」

　薄うす紫むらさきと黄色い瞳ひとみ一杯ぱいに涙なみだを浮うかべ、深々と頭を下げ懇こん願がんするレシーロとクローゼ。どうやらリクの言葉を本気で信じてしまったらしい。

　騙だましておいてなんだが、いくら根っからの箱はこ入いり娘むすめとはいえ、こうちょろ過ぎるのも些いささか考え物の気がするが、リクとしてもこの方が何かとやりやすいのは事実だ。

「ん……ま、まぁそんな気にするな。二人の立場なら、これくらい当然の反応だと思うぞ……あー、二人が分かってくれたなら、俺おれはそれで構わないからさ」

　柄がらにもなく極力爽さわやかな笑えみを浮うかべようと試みてみたが、果たしてこの五年間ムスッとした顔以外してこなかった表情筋で、狙ねらい通りの笑え顔がおを作れたかは疑わしい。

「それはそうと……俺おれは師し匠しようになればいいのか、先生になればいいのかどっちなんだ？」

「学校じゃないんだから、師し匠しように決まってんだろ」

「師し匠しようって、なんか…馬ば鹿かっぽい。やっぱり、教えて貰もらうんだから……先生がいい」

「馬ば鹿か?!　馬ば鹿かってなんだ馬ば鹿かって。ちょっと勉強出来るからっていい気になりやがって。もーあったまきた、表出ろ！　どっちの呼び方にするか、勝負で決めようぜ！」

「そうやって、すぐ喧けん嘩かで決めようとする…自分が、体動かすの好きだからって……別に、レシーロが師し匠しようって呼びたいなら、そう呼べばいい…私は、先生って呼ぶから」

　どうやらお互たがい譲ゆずる気はないらしい。レシーロの短気さも勿もち論ろんだが、クローゼのマイペースさも中々どうして問題だ。一ひと癖くせも二癖くせもある教え子を前に、早さつ速そく面めん倒どう臭くさくなってきてしまったリクは、笑え顔がおの仮面を早々に剝はぎ取とり、溜ため息いき混じりに紫し煙えんを吐はき出だす。

「お前ら、すこしは仲良く出来ないのか？」

「無理だね。こんなボソボソ喋しやべるやつとなんて」

「ごめんなさい、単たん細さい胞ぼう過ぎて…理解に苦しみます」

「はぁ……まいっか。追試まで一カ月もあるし、その内なんとかなんだろ。とりあえず今日のところはここまでにして、今晩はそれぞれ部屋でゆっくり休んでおいてくれ」

「あぁ、わかった師し匠しよう。明日からよろしくな！」

「はい先生…お休みなさい」

「師し匠しようだ！」

「あっそう……」

　尚なおもいがみ合いながら退室する二人を見送りがっくりと肩かたを落とすリクは、吸い終えた煙草たばこを灰皿に押おし付つける。

「さてさて、我ながら面めん倒どうな事引き受けちまったもんだな……しっかしあの二人、なんだってわざわざこんな面めん倒どうな鍛きたえ方してたんだ？　折角覚えたレアスキルを使いたいからってだけでもないみたいだが……明日辺り、ジジイに調べさせてみるか。あーあ、面めん倒どうくせーな」

　ひとまず二人にリクの事を認めさせる事には成功したようだが、今後の為ためにももう少し二人について知っておく必要があるのかもしれない。

　寝室に戻ったリクはバフンとベッドに寝ねっ転がると、面めん倒どう臭くさそうに欠伸あくびをする。レシーロとクローゼの将来など微み塵じんも興味がないが、しっかりやらねば煙草たばこを取り上げられてしまう。

　もう一服吸おうかとリクは枕まくら元もとをまさぐるも、それ以上に強まった睡すい魔まに身を委ゆだねる事にし、明日からの面めん倒どう事ごとを嫌いやがりつつも、大人しく瞳ひとみを閉じるのだった。













　　　二章　　課題は、治せぬ白クラツシヤーホワイト／壊せぬ黒マザーブラツク







　翌朝、すっかり陽ひは昇のぼっているのに、未いまだ開き切らぬ瞼まぶたを擦こすりつつ、リクは庭園に広がる煙草たばこ畑ばたけに水を与あたえていた。

　今はまだ芽が出始めた程度だが、後何カ月かすれば青々とした葉を広げ、やがて収しゆう穫かくし加工し煙草たばこに変わる様さまを想像すると、今から鼻び孔こうをくすぐられ自然と鼻歌が零こぼれ始める。

「早く芽を出せ煙草たばこちゃん♪　出さぬと……ん？」

　広大な庭園を順じゆん繰ぐりに回っていたリクは、ふと裏庭に人の気配を感じ取る。何事かと顔を覗のぞかせてみると、そこにいたのは鎧よろい姿で素す振ぶりに励はげむクローゼだった。

「ふっ！　ふっ！　ふっ！　ふっ！　ふ、わぁっ……とと。ふぅ」

　クローゼの振ふるう両手剣けんは、一いつ般ぱん的なものよりも刀とう身しんが若じやつ干かん短いので、握にぎり以外は完全に片手剣けんと呼んだ方が正確である。恐おそらくこれだけ短くしても、クローゼの筋力では片手では持てなくて、仕方なく両手剣けんとしてあつらえたのだろう。もっとも、それでも使いこなせているとは言い難がたいようだが……。

「おはようさん、朝から熱心だな」

「えっ？　あ……先生。おはよう、ございます」

　ようやくリクに見られている事に気付き、素す振ぶりを止やめ律りち儀ぎにお辞じ儀ぎするクローゼ。ずれ落ちたとんがり兜かぶとを被かぶり直す所まで、最も早はや見慣れた一連の動作となりつつあった。

「…………」

「…………」

　珍めずらしく屋や敷しき内に他人がいたもので、つい声をかけてみたものの、正直リクは五つも六つも年下の少女と、ポンポン会話が出来る程ほどコミュニケーション能力は高くない。

「魔力回路セフイロトに対人スキルなんてもんがありゃよかったのになぁ」

「……え？」

　おまけに普ふ段だん家にずっと一人でいた所せ為いか、独ひとり言ごとが漏もれてしまうのだから、本当に救いようがない。キョトンと首を傾かしげるクローゼに、照てれ隠かくしでブンブンと手を振ふるリク。

「なんでもない、気にするな。それより、素す振ぶりは日ひ頃ごろからやってるのか？」

「えと、はい。日課なので……」

　日課にしては随ずい分ぶん慣れていないように見えたが、裏を返せばそれだけまだクローゼのセフィロトは、剣けん士しのそれに寄っていないという事であり、修正がより容易である事の証あかしとなるのだから、リクにとっては好都合と言えるのかもしれない。

「素す振ぶりが日課とか、なんだか懐なつかしいな。俺おれも勇者やってた頃ころは毎朝欠かさなかったが」

「…………」

「あー……えーっと、今じゃ日課なんてこれくらいだな。まぁ日課っつっても、面めん倒どう臭くさくてサボる時もあるんだが」

「水やり、ですか」

　ようやくクローゼが反応らしい反応を返してくれて、なんだか妙みような達成感に満たされるリク。今までそっぽを向かれていた黒くろ猫ねこが、少しだけこちらに関心を示してくれた光景を、脳内で思おもい浮うかべたのは言うまでもない。

「あぁ、まぁ煙草たばこの為ためにやってるだけだから、そんな威い張ばれたもんじゃねーよ」

「これ…煙草たばこの畑、なんですか？　煙草たばこ、本当に……その、お好きなんですね。昨日吸ってた、煙草たばこ…ですよね？　自家製の」

「お、よく覚えてたな。そうなんだよ、自分で育てた煙草たばこを自分で吸うのは、まぁ達成感はあるが……好きって言うより、やめるにやめれないもんって感じかなぁ」

「……えと、じゃあ…私の剣けんと……一いつ緒しよ、ですね」

　──別に煙草たばこと違ちがい、中毒になっている訳でもないだろうにと、クローゼの不可思議なコメントに内心困こん惑わくするリク。しかしクローゼは、それがどういう意味合いなのか説明する様子を見せず、再び黙だまりこくってリクの反応を待つばかりだ。

　まさかそこまで剣けんに思い入れがあったのかと、リクは改めてクローゼの黒い魔ま剣けんを観察してみる。一いつ般ぱん的なものよりリーチで劣おとるそれは、純じゆん粋すいな刃は物ものとしては名めい剣けんとは言い難がたいが、よくよく見れば刀とう身しんにはめ込こまれた宝石は、一流の黒くろ魔ま導どう士しが杖つえに埋うめ込こんでいる魔ま石せきのようだ。

「その剣けん、売りもんじゃないよな？　もしかして、オーダーメイドか？」

「えと、はい……立派な勇者に…なれるようにって、お父様が」

「あぁ成なる程ほどな、実家で作って貰もらったのか。確かに黒魔法の名家シユヴアルツフアング家なら、その手の工こう房ぼうだって抱かかえてたっておかしくねーわな」

　一いつ緒しよとはそういう意味だったのかと、納なつ得とくすると共にリクはどうにか会話を繫つなげたと安あん堵どする。最も早はや何が目的なのか、自分でもよく分からなくなってきている件については、心の隅すみに押おしやる事にした。

「でもよー、魔ま石せきだって安くないんだし、クロの筋力なら杖つえでもこしらえて、それに魔ま石せきを仕し込こんだ方が良かったんじゃないか？　クロの実家なら、杖つえの材料だってたくさんあんだろ？」

　魔ま法ほうとは、術者と触しよく媒ばいに込こめられた魔ま力りよくを相乗し威い力りよくを上げるものだ。故ゆえに魔ま導どう士しは、物理的な攻こう撃げき力のある剣けんよりも、それ自体に魔ま力りよくが籠こもっている杖つえを武器に選ぶのが常識である。

「まぁクロくらい魔ま力りよくがあれば、杖つえの魔ま力りよくに頼たよらなくたって、魔ま石せきの補助程度で充じゆう分ぶんな威い力りよくは出せるんだろうけどさ、にしたってその剣けん捌さばきじゃなぁ」

「そう、ですよね……」

　そう言うと、もぞもぞと魔ま剣けんの握にぎりを弄いじりながら、クローゼはシュンと俯うつむいてしまった。何か事情があるのだろうが、言い出す雰ふん囲い気きには到とう底てい見えないし、さりとて聞ける筈はずもなく……。

　そういえばと、リクはクローゼとの面接を思い出す。あの時クローゼは、勇者になるのは本意ではなく、親の意向に従ったような事を言っていなかっただろうか？

　ユーフェミアで勇者を名乗るには、王立兵へい役えき学校の勇者科を卒業する必要がある。王立兵へい役えき学校では最終学年三年生に上がる際、戦士科や魔ま導どう士し科等、自身のなりたいジョブに合わせてクラスを分けるのだが、勿もち論ろん勇者科は入るだけでもそれなりの能力は求められるものの、別段武器に縛しばりはないし、戦せん闘とうスタイルも個々人の個性が尊重される。

　しかし……ユーフェミア建国の祖にして、最高位の栄職である護国四神将ガーデイアンズの由ゆ来らいともなった四人の勇者のリーダーが魔ま法ほう剣けん士しタイプだった所せ為いか、勇者＝魔ま法ほうの使える剣けん士しというイメージが定着している節があるのも否いなめない。

　そして、そんなジンクス以下のくだらない先入観を、クローゼの父親が抱いだいていたとするならば、クローゼがこんな合ってもいない鎧よろいに身を包み、使いこなせていない剣けんに振ふり回まわされているのも納なつ得とくというものか。

「親の期待に応こたえるのも大変だな。なまじクロは才能がある分、期待もでかいだろうし」

「いえ……そんな、ことは」

　更さらに魔ま石せきは、黒くろ魔ま導どう士しは勿もち論ろん魔ま法ほうを使う者なら誰だれでも欲ほしがる高級品なのだが、一度武器に組くみ込こんだ魔ま石せきは、外すとそれだけ純度が落ちて、宿す魔ま力りよくも低下してしまうのだ。合っていないからと言って、そうほいほい杖つえに付け直す訳にもいかないのである。

「……まぁ実際、《魔法剣エンチヤント》を使うなら杖つえと剣けん両方覚えるより、魔ま剣けんを使った方が合理的ではあるんだが……ちょっと貸してくれるか？」

「あ、はい…どうぞ」

　リクは手て渡わたされた黒い魔ま剣けんを右手で握にぎると、上に向けスッと突つきを放ってみた。鋭するどい突つきと共に右手から刃やいばまで伝でん播ぱしていった黒い魔ま法ほう陣じんは、切っ先に達するのと同時に小さな雷かみなりを生み出し虚こ空くうへと放射する。

「すごい……」

　クローゼが本気で魔ま法ほう剣けん士しを目指すなら、これくらい目を瞑つぶってでも出来るようになってくれなければ困るのだが、やはり元紅ぐ蓮れんの勇者という補正がかかっているのか、とんがり兜かぶとの奥おくに隠かくれた黄色い瞳ひとみから、若じやつ干かんの敬意が感じられた気がして、リクもまんざらではないという気分になってくる。

「いい剣けんだな。ほとんど魔ま力りよくを込こめなかったのに、これだけの威い力りよくが出るなんて……なっと！」

　昨夜も少しだけ手に持ったが、久しぶりに真しん剣けんを握にぎったという事もあり、柄がらにもなくテンションが上がったリクは、魔ま剣けんを上空へ放り投げ、その隙すきに赤あか魔ま法ほうを発動する為ため両手を強く打ち合わせた。

「赤あか魔ま法ほう《雷ス電ル付ポ─…─…いってぇ！」

　しかし落ちてきた黒こつ剣けんは、右手をするりと抜ぬけ落おちて、脳天に直ちよく撃げきした柄つかは雷かみなりの魔ま法ほうを生み出さず、ただリクの頭部にビリビリと衝しよう撃げきだけを伝えたのだった。

「あの…すみません、大だい丈じよう夫ぶ…ですか？」

「いつつ……気にしないでくれ、ちょっと年とし甲が斐いもなくはしゃいだだけだ」

　かつてのリクは、こうやって剣けん戟げきの隙すきを縫ぬって赤あか魔ま法ほうを発動させていたのだが、無ぶ様ざまにも失敗した原因は二つある。

　一つ、クローゼの黒こつ剣けんが余りに短かったのでつい失念したが、リクの獲え物ものはあくまで片手剣けんであり、たとえ長さがほとんど同じであろうとも、リクの魔力回路セフイロトは両手剣けんを扱あつかうようには出来ていないのだ。

　二つ、セフィロトを抜ぬきにしても、単純に訛なまり切っていた所せ為いでもある。恐おそらくこれが片手剣けんであったとしても、キャッチには失敗していただろう……流石さすがに頭で受け止めはしなかったと信じたいところだが。

「そう、ですか……」

　じーっと、信じられないような目つきでこちらを見つめるクローゼ。慣れない会話を頑がん張ばってまで築き上げたクローゼからの尊敬が、崩くずれていない事を祈いのるばかりである。

「ゴホンっ。それはそうと……素す振ぶりしてたって事は、クロはまだ《魔法剣エンチヤント》を諦あきらめる気はないのか？」

　ヒリヒリと痛む頭を我が慢まんする為ため、懐ふところから取り出した煙草たばこを咥くわえ尋たずねるリクだが、おずおずとリクから黒こつ剣けんを受け取ったクローゼは、前まえ髪がみの奥おくで思おもい悩なやむような顔を見せる。

「ごめんなさい…まだ、なんて言えば、いいか…考えが纏まとまらなくて。すみません……」

「そっか……あー、気にするな。時間はまだ充じゆう分ぶんあるんだから」

「はい。えと…すみません、失礼します」

　リクとしては極力朗ほがらかに笑って見せたつもりだったが、煙草たばこの煙けむりが嫌いやだったのか、クローゼはトテトテと逃にげるように屋や敷しきへ戻もどって行ってしまった。道中で一いつ旦たん振ふり向むき、お辞じ儀ぎ[image: やじるし]兜かぶとがずれる[image: やじるし]被かぶり直すの恒こう例れい行事があった事は言うまでもない。

　あと一歩という所で懐ふところからスルリと逃にげた黒くろ猫ねこを見送るリクは、がっくりと肩かたを落とすと共に紫し煙えんを吐はき出だした。

「はぁ……流石さすがにこっちから聞くのは失敗だったかな？　面めん倒どうくせーけど、俺おれからクローゼの親おや父じさんに一言添そえるべきかもなぁ」

　恐おそらくあの剣けん一いち振ふりだけで、そんじょそこらの新米パーティ全員の装備よりも高くついている筈はずだ。勿もち論ろん金の問題だけではないのだろうが、クローゼの性格上、そう簡単に手放せなくても仕方がないのかもしれない。

「良く言えば優やさしいんだろうが……どの道アタッカー向きの性格じゃないな」

　未いまだジンジンと痛む頭を擦さすりつつ、水まきを再開しようと裏庭を出るリクなのだった。




「あれ、なんだ師し匠しよう。やっと起きたのかよ、おっせーな」

　リクが門付近の苗なえに水をやっていると、どこからか帰ってきたレシーロに声をかけられた。

「遅おそいってまだ八時じゃ……っていうかもしかして、シロ俺おれを起こしにきたのか？」

「は？　別に……日課のジョギングに行こうと思ったから、一声かけようと思っただけだっつーの。師し匠しようが起きた時、あたしがいなくなってたらびっくりするだろ。っていうか！　その呼び方いい加減止やめろっつーの！」

　びっくりするどころか、レシーロが屋や敷しきからいなくなっていた事に気付きすらしなかったのだが、いくらリクのコミュニケーション能力が低いからといって、何やら機き嫌げんの悪いレシーロにそれを言う程ほど愚おろかではない。無論、散歩につれていって欲ほしかったのか等と、挑ちよう発はつで返すような真ま似ね、思っても絶対に口にはしなかった。

「そりゃ気を遣つかわせて悪かったな。どこまでジョギングに行ってたんだ？」

「大した距きよ離りじゃねーよ、この辺はまだ不慣れだからな。丘おかをぐるっと何周かしてただけさ」

「あぁ、それでそんな汗あせかいてんのか」

　どこか得意気に胸を張るレシーロに、リクはとりあえず会話を合わせた……リクの屋や敷しきは、王都郊こう外がいの小高い丘おかの頂上にあるのだが、丘おかはちょっとした林もあるとはいえ、決して大きなものではない。

　一体何い時つから走っていたかは知らないが、その程度の距きよ離りを走っただけで、体中から程ほどよく汗あせを垂れ流し、真っ白な肌はだが薄うす赤く染まる程ほど高こう揚ようしているということは……レシーロの体力は、はっきり言って並そのものであり、低くはないが決して高くもないと言わざるを得ない。

　加えて言えば、ジョギングの為ためか昨夜以上に軽装のレシーロは、体の殆ほとんどを晒さらしている状態なのだが、改めて見ても貧ひん相そうな体だとリクは内心溜ため息いきをついた。

　顔はともかく、ボディは女としての魅み力りよくでクローゼの圧勝……等などという話ではなく、余計な脂し肪ぼうがない代わりに、必要な筋力もほとんどついていないその体は、前衛職のステータスを満たしているとは言い難がたい。

　つまりクローゼ同様、それだけまだレシーロの魔力回路セフイロトは、前衛スキルに合わせて変化していない事になる。しかしそれも今だけの話だ。もし今のスタイルを貫つらぬいていけば、セフィロトの変化に合わせ、レシーロの体は今よりも多少は筋力や俊しゆん敏びんさが上がりやすくなっていくだろう……元々持っていた一流の魔ま力りよくや知力などを犠ぎ牲せいにして。

「何ジロジロ見てんだよ。あ！　もしかして、ジョギング誘さそって欲ほしかったのか？」

「んー、でも首輪とリード持ってないしなぁ」

「はぁ？　師し匠しよう、何言ってんだ？」

「じゃなかった。悪いが俺おれ体力ないから、シロについてくのは無理そうだな」

　ついついレシーロを犬扱あつかいしてしまうリク。教え子になったとはいえ、大貴族の娘むすめに対して失礼だと言うのは分かっているのだが、なんだかんだ自発的に話しかけてくるレシーロは、まるでかまえかまえと尻尾しつぽを振ふる犬にしか見えないのだからしょうがない。

　ちなみにクローゼは、放っておくとすぐいなくなってしまう猫ねこのように感じているのだが、やはり本人には言わぬが吉きちであろう。

「んだよ……そんなもん吸ってるから、体力落ちちまうんだよ」

「まーそうなんだけどな。吸わずにはいられないってやつなんだよ」

「ふーん……そういうもんなのか」

　リクの咥くわえる煙草たばこを見て、レシーロは露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をしたものの、同時にその裏に隠かくれた好こう奇き心しんを感じ取るリク。勿もち論ろん吸わせる気など更さら々さらないが。

「ま、シロも大人になれば分かるかもな」

「だから、その呼び方止めろっての！　いくら師し匠しようでも、いい加減にしないと怒おこるぞ」

　大きな瞳ひとみでキッと睨にらむレシーロが、今にもガルルルと唸うなりそうなもので、リクは笑うのを堪こらえる為ため新たな煙草たばこに火を付けなければならなかった。

「シロってあだ名そんな嫌いやか？　呼びやすくていいじゃないか。可愛かわいげもあるし」

「嫌いやっていうか……なんか、クローゼとセットにされてるみたいで、気に入らないんだよな」

　てっきり平民に気安く呼ばれるのが嫌いやなのかと思っていたが、考えてもみれば家同士がライバル関係にあるクローゼと似たような呼び方では、嫌いやがるのも仕方ないというものだろうか。

「そんなにクロと仲悪いのか？　パッと見あんまりそうは見えないんだけどな」

「シュヴァルツファング家じゃなくても、多分あたしはクローゼとは仲良くなれないな。向こうがどう思ってるか知らないけど、多分あっちもあたしの事嫌きらいだと思う」

「シロ……いじめはよくないぞ？　父さん悲しいなぁ」

「虐いじめって程ほどじゃねーよ！　……師し匠しようが父親ってのも悪くな──じゃなくて、父上だったらシュヴァルツファング家を虐いじめたって言えば、むしろ褒ほめそうだけどな」

「やっぱ学校でなんかあったのか？……まぁ、なんとなくそんな気はしてたけどさ」

　煙けむりを吐はき出だしたリクがやれやれと首を振ふると、口を滑すべらせた事に気付いたレシーロはハッと口に手を当てた。ついでに、二大貴族間の軋あつ轢れきを垣かい間ま見みて、抗こう争そうと縁えんのない平民に生まれてよかったとリクはしみじみと感じるのだった。

「……あたしがバラしたって言うなよ？　なんか陰かげ口ぐちみたいでかっこ悪いからな」

「勿もち論ろん言わないさ。言わないから、もうちょっとだけ詳くわしく教えてくれないか？」

「え、興味あるのか？　そんなんだから、平民は趣しゆ味みが悪いって言われるんだぞ」

「違ちがう違ちがう、学校で何があったか知っておいた方が、教えるのに色々役立つんだよ」

　目をジッと半円のように歪ゆがめ、リクの弁解を吟ぎん味みするレシーロ。クローゼと違ちがい、何を考えているのか丸わかりな点はやり易やすいが、やや反はん抗こう的なのは今後の躾しつけ……もとい指導次し第だいといったところか。そういう意味では、クローゼにはもう少し反骨心を持って欲ほしい所だが。

「な？　頼たのむよ。俺おれ兵へい役えき学校に知り合いとかいないからさ、シロだけが頼たよりなんだよ」

　勿もち論ろん実際は、理事長を務めるユーフェミア国王と知り合いどころか長い付き合いなので、調べようと思えば簡単ではあるのだが、出来れば生徒同士の目線でも事情を知りたかったのだ。

「ちっ、あたししかいないってなら仕方ねーな。でも、あたしもそんな詳くわしくは知らないぜ？」

「さっすがシロ、頼たよりになるなぁ！」

　予想通り、レシーロはおだてられるのに弱かったようで、内心ほくそ笑えむリク。

「別に大した事じゃねーよ……結構前の話なんだけど、実習中になんかクローゼがやらかしたらしくて、それ以来あいつ、卒業までずっとクラスの奴やつらと距きよ離り取るようになったんだよ」

「成なる程ほど。じゃあ本当に虐いじめって訳じゃないんだな」

「前から変な奴やつではあったけどな。何に使うんだか知らないけど、教室にネズミの死体持って来るような奴やつだし」

　レシーロの言葉に、耳と尻尾しつぽを生やして死んだネズミを咥くわえるクローゼの姿を想像してしまうリク。恐おそらくなんらかのマジックアイテム精製に必要だっただけなのだろうが、どうしてもクローゼ＝黒くろ猫ねこというイメージの方が先行してしまったのだ。

「根暗なのも元々だけど、あれ以来輪をかけて卑ひ屈くつになった気がするな。仮にも二大貴族の癖くせに、平民に遠えん慮りよなんてしやがって」

　それはそうと、まるで自分の事のようにクローゼの境きよう遇ぐうに憤いきどおるレシーロ。陰いん湿しつな事が嫌きらいなのか、同じ二大貴族として少なからず同族意識を感じていたのか。もしかしたら、その両方なのかもしれない。

「それによ、なにが気に入らないって……あいつ、それを当然の事のように受け入れてやがるんだぜ?!　何があったか知らないけどよ、そりゃ上に立つべき貴族がミスしたってなら、きちんと頭を下げるのが筋ってもんだけどさ、ずっとペコペコし続けるのは、なんか違ちがうだろ」

　面接の時から思っていたが、クローゼと違ちがいレシーロは、平民と貴族の違ちがいというのに殊こと更さら拘こだわっているようだ。リクには理解し難がたい感情ではあるが、レシーロの場合それで威い張ばり散らすだけでなく、生まれつき能力が高い家いえ柄がらだからこその責務と誇ほこりも気にしているようなので、これはこれで立派な長所なのかもしれない。

　こうしてクローゼについて教えてくれただけでなく、気付けばシロと呼んでも言い返さなくなった辺り、結構リクに心を開いてくれたのだろうか？

「成なる程ほどなぁ……話してくれてありがとな。助かったわ」

「だから別にいいって。ところでさ、今日は何すんだ？　また師し匠しようとバトるのか？」

　今にもブンブンと振ふる尻尾しつぽを幻げん視ししそうになる程ほど、瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせてリクの言葉を待つレシーロ。教わる気満々なのは結構だが、こうがっつかれては敵かなわない。

「そうさなぁ……俺おれの部屋に、魔力回路セフイロト関係の魔ま導どう書しよが何冊かあった筈はずだから、今日はそれ読みながら座学でもやるかな」

「えー、座学ぅ～？　てっきりまた、昨日みたいに模も擬ぎ戦せんやってくれんのかと思ってたのにぃ」

　まだ戦せん闘とうスタイルをどうするかも決めていないのに、これ以上模も擬ぎ戦せんをやる意味などないのだが、もしかして昨日リクがあれだけ忠告したのに、ちっとも頭に入っていないのだろうか？

「なーなー、実技にしようぜ～。クローゼは本とか好きだから、自習にしとけばいいじゃん」

「だめだめ、今日は部屋で読書だ。第一こんな寒いのに、実技なんてやってられっかよ」

「えー！　全然寒くないじゃん。体動かしてればすぐ温まるよ」

「だめったらだめだ。いいからほれ、さっさと屋や敷しきに戻もどらないと風か邪ぜ引くぞ」

「ちぇーっ……まぁいいか。とりあえず一風ふ呂ろ浴びてくるわ」

　レシーロはやや不満気だったが、ひとまず納なつ得とくしたのか汗あせで冷えてきた体を震ふるわせつつ、屋や敷しきへ歩いていく。

「あ、シロ！　今の話、クロにも伝えといてくれ」

「えー！　クローゼに？　っていうか、だからシロって呼ぶなっつの！」

　振ふり返かえったレシーロは、拳こぶしを振ふり上あげ露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をしたが、流石さすがに冷えてきたのかリクを追いかけようとはせず、フンっとそっぽを向くと再び屋や敷しきに向かっていった。

「仲良くしろよな～、二人っきりの生徒なんだからさ」

「あたしは生徒じゃなくて弟で子しだろ！」

「あ～そうだったそうだった。悪かったな」

「むうう、師し匠しようまでそん……くちゅん！　くそ、覚えとけよ！」

　いい加減湯浴みをしたいだろうに、よっぽど負まけず嫌ぎらいなのか律りち儀ぎに振ふり返かえるものの、くしゃみが決め手となったのか、捨すて台詞ぜりふを吠ほえたレシーロはそれ以上リクにからかわれる前に足早に屋や敷しきへ入っていった。

「ほんと勝気な奴やつだよなぁ。あんなんでヒーラーやってける……っていうか、そもそも自分がヒーラーになるって分かってるのか？」

　一通りレシーロをからかい倒たおし、満足気にニヤニヤと微ほほ笑えむリクだが、さっさと水やりを済ませてリクも身み支じ度たくをしなければ、また昨夜同様着き替がえている間に、二人が部屋に入って来かねない事に気付く。

　怒いかりのボルテージが溜たまり切っている今のレシーロが、半はん裸らのリクを目にしたら何をしてくるか分かったものではないので、急ぎ煙草たばこを吸い切ったリクは、焦あせるように残りの苗なえに水を与あたえるのだった。




「あ、やっと来た。おせーぞ、風ふ呂ろにどんだけ時間かけてんだよ」

　十数分後、出来るだけ早く身み支じ度たくを済ませたつもりだったが、リクが浴室から出た時には既すでに、レシーロもクローゼも部屋に到とう着ちやくしていた。やはり湯浴みの前にもう一本煙草たばこを吸い直したのが敗因だったか。

「悪い悪い……そーいや、お前らって一人で風ふ呂ろ入ったのか？」

「は？　何言ってんだ？」

「ごめんなさい、ちょっと…気持ち悪いです」

　ぴったり息を揃そろえてドン引きするレシーロとクローゼ。どうも共通の敵を得ると、途と端たんに息が合う傾けい向こうにあるようだ。

「なに誤解してんだよ。お前らみたいなガキに興味ないっつーの。そうじゃなくて、今まで家では全部使用人に任せてたんだろ？」

「そりゃ今まで自分で使った事はなかったし、そもそもうちの風ふ呂ろはここみたいに狭せまくなかったけどよ、子供じゃねーんだから、流石さすがにあんなん教えて貰もらわなくても分かるだろ」

「子こ供ども扱あつかい、しないで…下さい」

　ろくに冒ぼう険けんもした事がない十四歳さいが、子供でなくてなんなのだと言いたいところだが、むしろそんな年とし頃ごろだからこそ、子こ供ども扱あつかいされるのを嫌いやがる気持ちは分からなくもない。リクもかつて背せ伸のびしたがっていた昔の自分を思い返し、

「それもそうだな、馬ば鹿かにして悪かったよ。それじゃあ早さつ速そく始めるが、昨日の感じからして、お前ら魔力回路セフイロトについては全然知らないっぽいから、今日はその辺を重点的にやるか」

　リクは適当に詫わびを入れると、壁かべ一面を使った本ほん棚だなに収まる魔ま導どう書しよの中から、セフィロト関連の本を適当に見み繕つくろい、部屋の中央にある大きなテーブルにバサバサと放っていった。

「えと、あの…そんな雑に扱あつかって、大だい丈じよう夫ぶなんですか……？」

「魔ま導どう書しよって高級品なんだろ？　やっぱ平民って言っても、師し匠しようは別格なんだな」

　レシーロはともかくとして、クローゼの方から心配そうに声を掛かけてくるとは、本好きというのはどうやら本当だったらしい。

「お前らもその内分かるだろうけど、勇者なんてやってると、贈おくり物ものだなんだとばかすか無む駄だな高級品を送り付けられてくんだよ。一流の勇者たる者、これくらいの魔ま導どう書しよは揃そろえてなきゃーとかってな」

「へぇ、じゃあこれ全部紅ぐ蓮れんの勇者時代に貰もらったのか。すげー」

　リクが乱雑にテーブルに置いていく本を、クローゼが一冊一冊丁てい寧ねいに並べ直している間、レシーロは何もせずただ瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせ、リクの話に耳を傾かたむけていた。恐おそらく、魔ま導どう書しよその物にはそれ程ほど関心はなく、むしろ全ぜん盛せい期きのリクの武勇伝に興きよう味み津しん々しんなのだろう。

「あ、悪いなクロ。まぁ知ってる事が書いてある本なんて心底どうでもよかったんだけどよ、捨てる訳にもいかないんでこうやって埃ほこり被かぶってた訳だが……まさか今いま更さらになって役立つとはな」

　リクに言われ、漸ようやくクローゼが本を整せい頓とんしている事に気付いたレシーロは、負けてられるかと遅おくれて本を並べだす。しかしやはり本に対する関心の差か、同作者や同シリーズごとに順番に並べ直しているクローゼに対し、レシーロはただ並べているだけなのはご愛あい嬌きようか。

「あの、その…同じ兵へい役えき学校に通っていたのに、どうしてそんな、色々詳くわしいんですか？」

「お、クロから質問だなんて珍めずらしいな。まー俺おれも卒業したての頃ころは、今のお前らとそんな差はなかったんだけどさ、昔パーティ組んでた先せん輩ぱいが、色々教えてくれたんだよ」

「あれ？　紅ぐ蓮れんの勇者リクって、魔ま王おう城じようまで単ソ独ロで行ったって聞いてたんだけど……あれもでっちあげだったのか？」

「あー……まぁそいつ、魔ま王おうに殺されちまったからな。俺おれがボロ負けしたのと合わせて、最初からいなかった事にでもされたのかね……哀あわれだな」

　ユーフェミアも長く歴史のある国で、魔ま王おうの脅きよう威いにも怯ひるむ事なく年々国力を増してはいるが……だからこそ、王の力が及およぶ範はん囲いにも限りが出てくる。

　リクやその先せん輩ぱいの処しよ遇ぐうに対して、恐おそらくあの老ろう獪かいながらも温おん厚こうな王は色々と尽じん力りよくしてくれたのだろうが、それでもやはり、どうにもならない事もあるのだろう。

「レシーロ、馬ば鹿か」

「……悪い。あたしなんか、嫌いやな事思い出させたよな。ほんとごめん」

「気にしなくていいぞシロ……もう全部、終わった事だからな。クロも、気を遣つかってくれてありがとな……さて、魔ま導どう書しよはこんなもんでいいだろ。そんじゃまずは、基本的なところから改めて教えてくから……お前ら、いい加減ちょっと歩み寄ってくれねーか？」

　リクが本を見み繕つくろっている間、レシーロとクローゼはそれぞれソファーの端はしと椅い子すに座すわる事で、大きな長テーブルの対角線上に陣じん取どっていたのだが、本が一冊ずつしかない以上、そうやって距きよ離りを置かれると教えにくいったらありゃしないのだ。

「しょうがねーな」

「はい…ごめんなさい」

　テーブルに合わせたソファーは、三人で座すわってもまだスペースが余る程ほど大きいのだから、リクが中央に座すわり魔ま導どう書しよを広げるのが、一番合理的に決まっている。

「よし、じゃあ順々にやってくから、わかんない所あったらすぐ聞けよー」

　そうは言っても、恐おそらくレシーロは何度も言い聞かせなければ理解出来ないだろうし、クローゼはクローゼで分からなくても遠えん慮りよして質問してこないだろうから、二人の反応を逐ちく一いち観察しなければならないのだろう。

　──本当に面めん倒どうな仕事を引き受けたものだ。と内心辟へき易えきしながらも、早さつ速そく魔ま導どう書しよを捲めくっていくリクなのだった。




「──とまぁ、基本はこんなもんかな……クロ、なんか分からない事とかあったか？」

「あ…自分で、考えてみるので……大だい丈じよう夫ぶ、です…すみません」

　何な故ぜか謝あやまるクローゼは、恥はずかしいのか手に取った魔ま導どう書しよで、とんがり帽ぼう子しからかろうしてはみ出ていた顔の下半分まで隠かくしてしまった。するとその反対側から、途と中ちゆうからソファーに寝ね転ころび聞いていたレシーロが、のそりと近づくと魔ま導どう書しよを指差してきた。

「なぁ、ちょっとここ聞きたいんだけど」

「お、どこだ？」

　本当にレシーロはかまって貰もらいたがりだが、生徒としてはむしろこの方がやり易やすいのも確かである。レシーロが広げて見せた部分を覗のぞきこむリク。そこに書かれていたのは、魔ま法ほうの四大属性についてだった。

「活性の白、干かん渉しようの青、破は滅めつの黒、そして調和の赤の四色の事だな。おいシロ……さっき散々復唱させたじゃないか」

「四色が何かくらいもう分かったよ！　そうじゃなくて、黒くろ魔ま法ほうと白しろ魔ま法ほうはメジャーだからいいとして、残る二つって使ってるやつ全然見た事ないのに、なんで四大属性って言われてるんだ？　緑とかなら兵へい役えき学校でも使ってる奴やつ見た事あるけど、それじゃだめなのかよ」

「確かにな。青なら少しはいるが、実際赤あか魔ま法ほうなんて俺以外で使える奴なんて見た事ないし」

　四大属性などと呼ばれているが、赤あか魔ま法ほうは今や完全に絶ぜつ滅めつ間ま際ぎわの呪じゆ文もんである。白の派生呪じゆ文もんである緑や金、黒から派生した紫むらさきなどの方が、よっぽど人口は多いのだが、それでもユーフェミアにおいて四大魔ま法ほうと言えば、白青黒赤でなければならない理由があるのだ。

「そもそも魔力回路セフイロトを基準に考えるなら、赤あか魔ま法ほうは存在すら認められていない事になる。それなのに白青黒赤で四大属性って呼ばれるのは、初代勇者の影えい響きようが強かったからなんだ」

　レシーロに教えつつ、リクはちらりとクローゼの方を見てみると、クローゼも内心興味があったのか、とんがり帽ぼう子しと本の間から、チラチラとこちらの様子を窺うかがっていた。

　仕方がないと、リクは聞き耳を立てているクローゼにも聞こえるように、普ふ段だんの気け怠だるそうな声よりも、いくらかトーンを上げて説明し直す事にした。

「ユーフェミアを建国したのが、四人の勇者だって言うのは学校で習ったよな？　護国四神将ガーデイアンズも元々はそいつらにあやかって出来た制度な訳だが……ガーディアンズを襲しゆう名めいしたら貰もらえる二つ名って、どんなのかシロは知ってるか？」

「えーっと、一つだけなら知ってるぜ。ユーフェミア東の守護者・白き風だろ？」

「お、よく知ってたな。正解だ。じゃあクロはどうだ？」

　得意気に答えるレシーロを褒ほめつつ、それとなくクローゼに尋たずねるリク。急な質問に一いつ瞬しゆん戸と惑まどうクローゼだが、持っていた本をそっとテーブルに置くと、ぼそぼそと答えるのだった。

「えっ？　はい…あの、私も一つだけ……西の守護者、黒き砂…です」

「流石さすがに二人とも、自じ分ぶん達たちの御ご先せん祖ぞ様さまの通り名くらいは知ってたか」

「当ったり前だろ、ガキの頃ころから耳にタコが出来るくらい聞かされたっつーの」

　褒ほめられたのが余よ程ほど嬉うれしかったのか、レシーロは寝ねっ転ころがったまま満面のドヤ顔をする。

「そう、白き風と黒き砂。この称しよう号ごうはかつてユーフェミアを興おこし、シロとクロの家の初代当主様になった勇者達たちの通り名でもある訳だ」

　二人の血筋が建国の祖から続くものである以上、クローゼの父親が迷めい信しんにあやかりたくなるのも、多少は分からんでもないのかもしれないが、それでもやはり、折角の才能を潰つぶしてしまっては本ほん末まつ転てん倒とうもいいところだ。

「そんでもって残りが、北の青き雫しずくに南の赤き焰ほむらだな。ちなみに、赤き焰ほむらがリーダーだったらしいぜ」

　そして……かつてリクが襲しゆう名めいする筈はずだった称しよう号ごうも、最高位のガーディアンズの中でも、更さらに至高の称しよう号ごうである〝赤き焰ほむら〟だったのだが、今となっては終わってしまったどうでもいい話なので、二人には言う必要もないだろう。

「もう分かると思うが、こいつら四人が使っていたとされる魔ま法ほうが、白黒青赤の四色だったんだと。これが四大魔ま法ほうの起源って訳だ。分かったか？」

「へぇ。あ、でもさ……赤き焰ほむらも赤あか魔ま法ほうを使ってたってことは、二種類の魔ま法ほうを合わせてたんだろ？　何色と何色だったんだ？　やっぱり師し匠しようみたいに、白と黒だったりするのか？」

「さてなぁ。俺おれも昔調べてみたが、その辺の記述は全然残ってないんだよな。まぁ敢あえて赤みたいな面めん倒どう臭くさい魔ま法ほうを使うからには、実際白と黒の組み合わせが一番無難な気もするが」

　敵の呪じゆ文もんを打ち消したり、スキルや能力を奪うばったり出来る青あお魔ま法ほうは、使いこなせば強力である事は間ま違ちがいないのだろうが、その分専門的な色合いが強く、基本的に片手間で器き用よう貧びん乏ぼうな赤とは相あい性しようが悪いというのが、リクの個人的見解である。

　だからと言って、白と緑や黒と紫むらさきといった派生色では、魔ま法ほう陣じんを組み合わせようにも近しい色過ぎて混ざり合ってしまい、別の効果を生み出す事は出来ないのである。

　調和の赤の真しん髄ずいは、二つの色を天てん秤びんにかける事だとかつて教わった事がある。全く別種の異なる色を天てん秤びんにかけ、かつバランスを保つからこそ意味があるのだと。

「つって、その結果が落スちカこーぼ・れレのツ赤ドなんだから、結局あれも妄もう言げんだったって事かね」

「ん？　なんの話だ？」

「先生が、教わった人の…話ですか？」

　自分の失言に気付き、誤ご魔ま化かすように煙草たばこを咥くわえたリクは、柱時計に目を向ける。

「いや、なんでもねーよ……って、そろそろ昼飯の時間か。とりあえず今日の座学はここまでにしておくか」

「やったぁ！　終わった終わった。なぁ師し匠しよう、午後は何するんだ？　今度こそ模も擬ぎ戦せんか？」

　相変わらず尻尾しつぽを振ふりたがるレシーロの頭を押おさえつつ、リクは煙けむりと溜ため息いきを吐はき出だす。

「だから、まだ実習は当分やらないって。ま、とりあえず飯でも食いながら説明するよ。二人とも出かけるぞ、さっさと支し度たくしろ」




　兵へい役えき学校の卒業シーズンという事もあり、昼飯時のユーフェミア城下町は、普ふ段だん以上の賑にぎわいで溢あふれかえっていた。

　普ふ段だんなら通い慣れた定食屋に入り、さっさと飯を済ませるリクなのだが、今日ばかりは慎しん重ちように店を選ばねばならず、馴な染じみの店を素す通どおりし、辟へき易えきとしながら極力人ごみを避さけるように行動していた……何な故ぜならリクの後ろには、ギッチョンギッチョンとブカブカの鎧よろいを着こんだクローゼと、物もの珍めずらしそうに辺りをキョロキョロと見み渡わたすレシーロが付き従っていたからである。

「へぇー！　こんな大勢平民が集まってると、なんかサーカスに来たみたいだな！」

「あいたっ、ごめんなさい…あう、すみません……いたっ。ちょっとレシーロ、足踏ふまないで」

「はぁ……失敗したな。出前取ればよかった。せめて俺おれだけで行くとか……」

　無自覚に周囲のひんしゅくを買い続けるレシーロに、数歩ごとに通行人にぶつかり謝あやまるクローゼ。まるで見み世せ物もの小屋に入れられたような気分に陥おちいったリクは、一刻も早く屋や敷しきに帰る為ため、少しでも人ひと気けのない店を探しているのだが、時間帯からしてそんなもの見つかる筈はずがない。

　結局小一時間針のむしろに晒さらされ続けたリクは、城下町の外れにようやくいかにも流は行やっていなさそうな食事処どころを発見した。

「うーわ、ちっちゃな店だなぁ。平民はこんな所で食事するのか。すげー！」

　入店早々満面の笑えみで店をこき下ろすレシーロに、店主が露ろ骨こつに顔をしかめるものだから、リクの方がいたたまれなくなってくる。

「シロ、頼たのむからもーちょい音量下げてくれ……っていうかまさか、お前らが城下町初めてだったとはな。普ふ段だんは行かないにしたって、昼休みとか飯食いに来なかったのか？」

「貴族街以外は…あまり行った事ないです。お昼は、お弁当だし…通学は……馬車だったので」

「あたしもそんな感じだな。父上が下町には行くなってうるさかったし。ま、もう学生じゃないからそんなの関係ないけどな！」

　王都ユーフェミアは、大きく三段階に分かれた階段状の都となっている。一番高い断層にはレシーロやクローゼの実家もある貴族街があり、中段には王城を始め兵へい役えき学校や庶しよ民みんの住む城下町、そしてほとんど舗ほ装そうもされていない最下層は主に農場が広がり、その隙すき間まにぽつぽつと人が住んでいるという状態だ。

　リクの屋や敷しきは元々ある貴族の別べつ荘そうだったのだが、農場の管理の為ため最下層に屋や敷しきを用意している貴族はままいるが、リクの所のように常に人が住んでいる屋や敷しきはほとんどない為ため、夜の最下層にはほとんど人がいなくなる。

「貴族街に、下町ねぇ……」

　貴族達たちが中段以降を下町と呼んでいるのは知っていたが、あまりいい印象を持っていないのは明白だ。レシーロとクローゼも、大人になる頃ころには同じようになるのかと思うと、咥くわえた煙草たばこの煙けむりも不思議とまずくなる気がした。

「どうせ注文聞いても分からないよな？　適当に頼たのんじまうぞ」

　チクチクと刺ささる店主の視線を躱かわしつつ、適当なテーブルに座すわるリク達たち。この手の店にありがちな、ざっくりとしか書かれていないメニュー表の中から、箱はこ入いり娘むすめの舌にも合いそうな料理を見み繕つくろう。

「おう！　師し匠しようのセンスに任せるぜ」

「はい…私も、なんでもいいです。あ、でも──」

「おっちゃーん、この肉定食一つに魚料理一つ。あとお任せランチ一つ頼たのむわ」

　最も早はやメニュー表の意義が分からない料理を頼たのむと、ムスっとした店主は何も答えず店の奥おくへと消えていった。もしかしたら、不ぶ愛あい想そなのは元々だったのかもしれない。

「そういやクロ、今なんか言ったか？」

「あ、いえ…私魚、好きなので……大だい丈じよう夫ぶです」

「じゃああたし肉定食な！　適当に選んだ割に、あたしらの好みので良かったよ」

「そりゃ良かった。まぁ、教え子の好みくらい当てられなきゃな」

「へぇ～。流石さすが師し匠しよう、よく分かってんな！」

　うんうんと頷うなずき納なつ得とくするレシーロ。犬と猫ねこが好きそうなイメージで適当に選んだだけなのだが、この場はそういう事にしておいた方がいいだろう。

　程ほどなくして、先に現れたのはレシーロの肉定食だった。リクはてっきり魚が先に来ると思ったのだが、これだけ早く来たという事は、干し肉でも使っているのだろうか。

「やった！　あたし骨付き肉好きなんだよな……でもこれ、なんの肉だ？」

　無言の店主がドカッとテーブルに並べた肉定食を、まじまじと見つめるレシーロ。

　妙みように赤みが強く見るからに固そうな肉は、付近の棲せい息そくも加味して考えると、灰色熊ぐまかもしれないとリクは当たりをつけるものの……果たしてそれをレシーロに伝えるべきか否いなか。

「ま、なんでもいっか！　早く師し匠しよう達たちの料理もこねーかな。折角の料理が冷めちまうぜ」

「あれ、待てって言わなくても我が慢まん出来るんだな」

「は？　何言ってんだ師し匠しよう。いくらあたしでも、そんな行ぎよう儀ぎ悪い事する訳ないだろ」

「そりゃそうだよな。すまんすまん」

　ついつい犬扱あつかいして忘れてしまいしまいがちだが、席についたらきちんと帽ぼう子しを脱ぬいだクローゼ同様、レシーロだってこれでも貴族の娘むすめなのだ。ランチマナーくらい叩たたきこまれているのも当然だったか。もっとも「いくらあたしでも」とか言っている辺り、日ひ頃ごろの言動が淑しゆく女じよとは言い難がたい事は、レシーロも自覚しているようだが。

「あ、料理来ましたよ…多分、先生のじゃないですか」

「あれ、魚最後だったか。結局お任せランチってなんな……なんだこりゃ」

　こういう場末の店は来慣れているつもりだったが、置かれた料理を見て自分の認にん識しきがまだまだ一いつ般ぱん的だった事を思い知らされるリク。

　お任せランチの具材は……形容しがたきものとしか言いようがなかった。まず全体的に、本当にこれは食べ物なのかと疑いたくなる黄色みで覆おおわれ、一見すると水すい棲せい生物の触しよく手しゆのようにも見えるが、見る角度を変えると蔦つたや木の根にも見えない物で構成されたこの料理は、世界中を旅してきたリクでもなんの具材を使ったのか見当もつかなかった。

「……なんかグロイな。平民は日ひ頃ごろからこんなもん食ってるのか？」

「強しいて、言うなら…パスタ……ですかね？　それにしては、麵めんが…太いですけど」

「パスタって言うよりハスター……いや、止めておこう。これ以上食欲を無くしたくない」

　伝説に聞く邪じや神しんの名を一いつ瞬しゆん思おもい浮うかべたリクだが、必死に脳内に浮うかぶ黄色い衣ころもを振ふり払はらう。

　世界の果ての黒き湖にいるとされるそれが、まさかこんな店で食材にされている筈はずなど当然ないのだが、そう考えるともうそれにしか見えてこなくなってしまい、ほとんどゼロに近かった食欲が一周回って好こう奇き心しんに転てん換かんし、一口くらいなら食べてみたくなるから不思議である。

「つーか、クローゼの料理遅おそくね？　もう食っちまおうぜ」

「言ってる傍そばから〝待て〟出来てねー……じゃなくて、待ててないじゃないか」

「だっておせーんだもん。魚なんて焼くだけだろ？　なんで最後に来るんだよ」

「……お待たせしました。焼き魚じゃなくてすみませんね」

　ぶーぶーと文句を垂れるレシーロの背後から、ヌッと音も無く現れた店主が持ってきたのは、皿一杯ぱいに丸ごと置かれた煮に魚ざかなだった。

　正直リクも焼き魚が来ると予想していたのだが、そうならそうと最初からメニュー表に書いてくれてもいいだろうにとも思ってしまう。

「……まぁ揃そろったんならなんでもいいか。そんじゃま、いただき……そういやクロ、お前熱いもん苦手なんじゃないか？」

「えっ、はい…そうなんですが……私、先生に…猫ねこ舌じただって、言いましたっけ？」

「これも教師の勘かんってやつだ、気にするな。ほら、貸してみろ。冷ましてやるよ」

「い、いいですっ。そんな…子供じゃ、ないんですから。これくらい、一人で出来ます」

　リクが煮に魚ざかなを小皿によそい、ふぅふぅと冷ましてやろうとしたものの、恥はずかしがるクローゼは小皿を奪うばい取とると、小さな口で懸けん命めいに息を吹ふきかけ始めた。あれでは相当時間がかかるだろうが、断られてしまっては仕方がないと、リクも自分の〝黄色い何か〟に箸はしをつける。

「師し匠しようはほんとなんでも分かんだな。ところでそれ、美う味まいのか？」

　豪ごう快かいにガツガツと骨付き肉を頰ほお張ばるレシーロが、興味深げにリクの皿を覗のぞきこむ。先さき程ほど行ぎよう儀ぎについて何か言っていた気がするが、一口食べた〝黄色い何か〟のは、そんな些さ末まつな事忘れさせる程ほど珍ちん妙みようかつ激げき烈れつな味をリクの口いっぱいに広げてきた。

「なんだろう。ジャリジャリ、するような……ドロドロ、いやブヨブヨ？」

「うぇ、なんだそれ。食感は最悪として味は？　なんか見るからに臭くさそうだけど」

「いや、それが口に入れると案外臭くさくはないんだ……ただ、なんか違い和わ感かんが半はん端ぱないな」

　不思議そうにモグモグと首を傾かしげるリクを、好こう奇き心と恐きよう怖ふ心をない混ぜにしたような眼めで見つめるレシーロ。少しくらい心配してくれてもいい気がするが、それをレシーロに求めるのは高望みというものかもしれない。ちなみにクローゼは、こちらを気にすることなく一心不乱に小皿に息を吹ふきかけていた。勿もち論ろん煮に魚ざかなは、未いまだ一口も減ってはいない。

「食い物に違い和わ感かんって、中々使わない表現な気がすんだけど……で、結局美う味まいのかマズいのかどっちなんだ？」

「すまんシロ、俺おれにはこの味を表現する事が出来ない。一つだけ言えるのは、恐おそろしく新食感ってだけだ。気になるなら自分で食ってみるのが一番早いが……正直おすすめはしないな」

「……じゃあいい。なんか師し匠しよう見てたら、あたしまで食欲なくなってきそうだもん」

「ふーふー、ふーふー……あちっ。あれ？　二人とも…食べないん、ですか？」

　げっそりと箸はしを止めてしまったリクとレシーロを見て、何事かと両りよう脇わきを見み渡わたすクローゼ。

「あー、クロ……よかったこれと交こう換かんするか？　味については保証しないが、少なくとも熱くはない、気がする……かな」

「え、いいんですか？　じゃあ…先生と、その……取とり換かえっこ、ですね」

「なっ!?　おいクロ冗じよう談だん──」

　半ば冗じよう談だんというか、自分の味覚が信じられなくなり錯さく乱らんした上の提案だったのに、あろうことか嬉うれしそうにリクの皿を手元に寄せたクローゼは、驚おどろいたリクとレシーロが止めるまもなく黄色い何かを口に入れてしまった。しかし──、

「ん…これ…………結構、美お味いしい。なんて言うか、今まで食べた事ない美お味いしさです」
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「げ、まじかよ!?　……クローゼお前、なんともないのか？」

「なにかって…なにが？　あ……ふふ、レシーロもしかして…先生と取とり換かえっこしたご飯、羨うらやましいの？」

「ちっげーよ！　いや、違ちがわないけどちげーよ!!」

「変な、レシーロ…ふふふっ」

　珍めずらしくテンションの高いクローゼを心配しつつも、リクは丸テーブルの左側に座すわるレシーロの元へ、コソコソと椅い子すを近づけた。

「なぁ、一応聞くけど……クロって例のネズミのアレを、料理に使ったりしてねーよな？」

　リクがひそひそと尋たずねると、自然とレシーロも声を潜ひそめ、クローゼを遠巻きに眺ながめつつリクに肩かたを寄せる。

「多分違ちがった筈はずだけど……ちなみに、あいつの学生時代のあだ名、根暗マンサーっていうんだ」

　黒くろ魔ま法ほうの派生色、紫むらさきとは死し霊りようを使つかい魔まとして使し役えきする魔ま法ほうであり、紫むらさき魔ま導どう士しの事を別名死霊術師ネクロマンサーと言うのだが、おそらくそれにかけたニックネームなのだろう。

「ひっでぇあだ名だが、少なくとも食い物としては扱あつかってはなさそうだな」

「先生…どうしたんですか？　レシーロも、料理……食べないの？」

「いやっ、その……あれだ、シロの奴やつがクロから貰もらった魚を物もの欲ほしそうな眼めで見てくるもんで」

「んなっ!?　……だ、だって！　……師し匠しようが食ってるの見たら、魚も美う味まそうな気がして……っていうか、シロって呼ぶな！」

　しどろもどろになりつつも、リクの咄とつ嗟さの噓うそに懸けん命めいに合わせようとしてくれたレシーロに感謝しつつ、平然を装よそおい煮に魚ざかなに箸はしをつけるリク。折角の普ふ通つうの料理の筈はずなのに、口に入れた魚がなんの味もしない気がするのは、緊きん張ちようの所せ為いか黄色い何かの所せ為いか。

「ふーん…なんか、二人とも……変なの。ところでこれ…お代わりとか、ないですかね」

「やめてくれ頼たのむから」

　黄色い何かを平然と平らげるクローゼ。二つの巨きよ大だいなカルチャーショックを受け、普ふ通つうというもののありがたさを、一口ずつ嚙かみしめるリクなのだった。




「この後なんだが、俺おれちょっと王城に用があるから、二人は適当にぶらついててくれ」

「適当…ですか？」

「えー。じゃあなんの特訓もしないのかよー。師し匠しよう、職務怠たい慢まんだぞー」

「そんな顔するなって。すぐに戻もどってくるからさ」

　不満気に頰ほおを膨ふくらませる二人を適当にあしらったリクは、相変わらず不ぶ愛あい想そな店主に料金を払はらう為ため席を立つ。

「師し匠しようもしかして、あんま教える気ないのか？　……なーんてな♪」

「レシーロ…先生にだって、何か考えが…あるんだから……馬ば鹿かな事、言わないの」

「分かってるって冗じよう談だんだよ！　っていうかしれっとバカとか言うな」

　背後で繰くり広ひろげられる口くち喧げん嘩かに、内心ギクリとするリク。正直なところリクとしては、大して教える気がない事や何も考えてない事が、バレたらバレたで別に構わない気もするのだが、今折角二人のリクに対する尊敬度が高いのに、ここで幻げん滅めつされては今後の指導が面めん倒どうという気もしてしまう。

　仕方がないと、リクは財さい布ふの紐ひもを閉じる前に、更さらに銀貨を八枚取り出しテーブルに戻もどる。

「ほら、小こ遣づかいやるから。これでなんか好──」

「「…………」」

「──きな、ん？　二人ともどうかしたのか？　まさか銀貨なんて見た事ないから、使い方分からんとか言わないよな？」

　銀貨八枚で八百ゴート……煙草たばこ一箱が約四百ゴートなので、子供二人が数十分時間を潰つぶすには充じゆう分ぶん過ぎる額なのだが、この二人の事だから、生まれてこのかた一枚で一千ゴートもする金貨しか使った事がないと、言い出してもおかしくない。

　そして、返ってきた答えは大体リクの予想通りのものだった。

「えと、あの…すみません。二人で…八百ゴート、ですか？」

「なぁ師し匠しよう、八百ゴートじゃペットの餌えさも買えないと思うんだが……もし師し匠しようの財さい布ふ事情が苦しいなら、別に無理して渡わたさなくてもいいんだぜ？」

　──そうきたかと、あまりの価値観の違ちがいに目の前が真っ暗になるような錯さつ覚かくを覚えるリク。

　今しがた二人が食べた昼食が、どちらもそのペットの餌えさより安い約七百ゴートだったと知ったら、二人がどんな顔をするかは大変興味があるが、それよりもまずは、旅先で二人が一文無しにならないように、早さつ急きゆうに庶しよ民みん的価値観を二人に身に付けさせねばならないだろう。

「あ～……つまりだな。これも修しゆ行ぎようの一いつ環かんって事だよ。ここが旅先で辿たどり着ついた初めての町として、この八百ゴートが残金だとしたら、お前らなら何を買ってくるか知りたいんだ」

「なるほどな！　そういう事か。そうならそうと、早く言ってくれよな。八百ゴートとか、あたしの小こ遣づかいの何分の一って話だもんな」

「うん…貰もらっても、逆に……困っちゃう、よね」

　普ふ段だんは仲が悪い癖くせに、こんな時ばかり賛同し合う可愛かわいげのない教え子二人を苦々しく見つめつつ、とりあえずこの場は収める事が出来たと安心するリク。

「それじゃ、大体小一時間くらいで帰ってくるから、それまでに買っておくんだぞ。ものはなんでもいいから、とにかく無む駄だ遣づかいだけはしないこと。いいな？」

「任しとけ師し匠しよう！　一ゴートの無む駄だもなく使い切ってやるよ」

「あの、先生…八百ゴートを……半分ずつでも、いいんですか？」

「別に構わないぞ……じゃあ折角だから、どっちがより上う手まく買い物出来るか、競争でもしてみるか？　ルールは……そうだな、極力使い切る事。後ちゃんと役に立つ物を買う事」

　競争と聞き、途と端たんにやる気を見せるレシーロに対し、若じやつ干かん鬱うつ陶とうしそうな顔をするクローゼ。

「よっしゃー！　じゃあ勝った方が、師し匠しようからお駄だ賃ちん貰もらおうぜ」

「えー、別に……でもまぁ、先生からご褒ほう美びは…欲ほしい、かも」

「おいおい勝手に決め……まぁいいか。じゃあ行ってくるわ」

　金銭感覚がぶっ飛んでいる二人へのご褒ほう美びなど、いくらかかるか分かったものではないが、城下町のどの店でも、一度入れば二人の価値観が間ま違ちがっていたと気付くに違ちがいあるまい。

　別行動を取るとなると、クローゼはともかくレシーロが少々気がかりではあるものの、逆にたった四百ゴートだけなら、買える物などたかが知れているというものだ。

　最悪自じ分ぶん達たちの価値観がおかしいと気付けなかったとしても、これから国王に会うのだから、必要経費と言って請せい求きゆうすればいいだろう。

　その考えが甘あまかった事に気付かぬまま、意い気き揚よう々ようと王城へ向かうリクなのだった。




「はぁ……参ったなぁ。あいつらどーしてこう、次から次へと面めん倒どう事持ってくるのかねぇ」

　二時間後、予定を遥はるかにオーバーし王城を後にしたリクは、ユーフェミア王に取り寄せさせた二人の資料に視線を落としつつ、特大の溜ため息いきをついていた。城に向かう前と比べ、明らかに財さい布ふが膨ふくらんでいるのは言うまでもない。

「なんかもう、まじで面めん倒どう臭くさくなってきたな……報ほう酬しゆう上乗せするべきだろこれ」

　先さき程ほどたんまりせしめてきた事を記き憶おくの隅すみに押おしやりつつ、リクは二人の資料に頭を抱かかえ出す。卒業面接で出会った時は、まさかここまで二人の抱かかえている問題が根深いとは思ってもいなかった。まさか二人が……──。

「はぁ。さっさと帰って、二人から直接色々聞かないとな……大分待たせちまったが、あいつらどこで買い物してんだ？　まぁあの二人なら目立つだろうが……」

　資料の束を懐ふところに収め、代わりとばかりに取り出した煙草たばこを咥くわえたリクは、先さき程ほどよりも僅わずかに人が減った城下町を見み渡わたすと、案の定妙みように人だかりが出来ている店を二つ発見した。

「やっぱりか。まずは……武器屋だな。どうせシロがいるんだろうなぁ」

　呆あきれるように紫し煙えんを吐はき出だしたリクは、やれやれと溜ため息いきをつきつつ、早さつ速そく人だかりの元へと向かうのだった。




「やっぱシロだったか。もう買い物は終わったのか？」

　遠巻きに店内を見守る人ひと垣がきをかき分けると、予想通りそこには自分が悪目立ちしている事など全く気付いていないレシーロが、小さな包み片手に店内を物色していた。

「あ、師し匠しよう！　ったくおせーよ。買い物ならとっくに終わったぜ。ま！　間ま違ちがいなくあたしの勝ちだろうけどな!!」

　自信満々に貧ひん相そうな胸を一杯ぱいに張るレシーロ。この辺りの店で、四百ゴートで買える物と言えば精せい々ぜい消費アイテムがいくつかくらいの筈はずだが、一体武器屋で何を買ったのだろうか？　もっとも買い物は他で済ませ、武器屋はひやかしていただけの可能性も充じゆう分ぶんあるのだが。

「ほう、じゃあ早さつ速そく見せてみろよ。シロは何買ったんだ？」

「だからシロって言う……まぁいいや。ほら、これだよこれ。ぴったり四百ゴートだったんだぜ。すげーだろ！」

　じゃじゃーんと言いたげなドヤ顔で、レシーロが差し出して見せたのは……一本の粗そ末まつなナイフだった。

「あー……はいはいあれね。シロは新しい町に着いたら、とりあえず今買える一番高い武器買っちゃうタイプね」

「えっ!?　ダメなのか?!　言われた通りちゃんと、一ゴートも残さずきっちり使い切ったんだぞ。そりゃあたしだって、折角ならもっと強そうな武器欲ほしかったけど、たった四百ゴートじゃこんくらいしか買えないだろ」

「有効活用しろとは言ったけどよぉ……単ソ独ロ希望のシロに聞きたいんだが、このナイフは一体誰だれが使うんだ？」

「あっ」

　魔力回路セフイロトが縛しばるのはなにもスキル傾けい向こうだけではない。今朝リクが両手剣けんを扱あつかえなかったように、日ひ頃ごろ使わない武器で出来る事などほとんど無いに等しい。

「まさかあれだけ魔力回路セフイロトについて教えた後で、今いま更さらナイフ使うなんて言わないよな？」

「で、でも──」

「言い訳すんな……っていうかナイフじゃなくても、持ち金全部で武器買ったらどこに泊とまるんだ？　回復アイテムは？　そりゃシロは体力なら勝手に回復出来るけど、魔ま力りよく切れで倒たおれたらどうすんだ？」

　魔ま力りよくとは即すなわち精神力の結けつ晶しようである。純じゆん粋すいな戦士のように、初めから素養のない者ならいざ知らず魔ま力りよくを持つ者がそれを切らしてしまうと、枯かれ切った精神力は肉体に悪あく影えい響きようをもたらす。

「だって、あればっ、便利かなって。ぐすっ。思ったんだもん……うぅ、ううううう」

「あーもう泣くなって、ったくしょうがねぇなシロは。これで分かったろ？　旅に出たら、買い物一つとっても色々考えなきゃだめなんだよ……ま、本来なら学校でそういうのも教えろって話なんだけどさ」

　瞳ひとみに涙なみだが溜たまり始めるレシーロの頭を、クシャクシャっと撫なでて慰なぐさめるリク。

「まぁシロはある意味想像通りだったが……まさかクロまで変な買い物してねーよね？」

　グスンと鼻をかむレシーロの手を引き退店したリクは、一いち抹まつの不安を抱かかえながらも、クローゼがいると思われる薬屋へと向かって行った。




「流石さすがにこの店なら、とんちんかんな買い物はしてないだろうが……まず見た目からしてとんちんかんだからなぁ」

　客観視すると改めて思うが、リクが卒業を止めなければ、クローゼは本気であの格好で旅に出るつもりだったのだろうか。

　店の隅すみで置物のようにジッとしているクローゼ、所々床ゆかに散らばった薬やく剤ざいにそれを腹立たし気に拾い集める店主を見れば、今までこの店でどんなやり取りがあったかはおのずと想像出来るというものだ。

　あんな足元もろくに見えていない鎧よろい姿すがたで、クローゼが何日、いや何分生き残れるか想像するのも、それ程ほど難しくはない気がするリクなのだった。

「よぉクロ、待たせたな。結構買えたみたいだな、よしよし。何を──っと、あぶね」

「あ、先せ──あうう、すみません」

　リク達たちが来た事に気付き動こうとした途と端たん、近くの棚たなに置かれた小こ瓶びんを落としかけるクローゼ。軍資金はたっぷり補ほ充じゆうしてきたとはいえ、リクがキャッチし損そこねたら、危あやうく余計な出費をするところである。

「とりあえず店から出るか。俺おれが先導するから、シロは後ろから見てやってくれ」

「えー……折角師し匠しようと──ちぇっ、分かったよ」

　何やら不満気なレシーロがクローゼの背後に回った事を確かく認にんすると、リクはクローゼの手を引きそっと薬屋を後にする。道中不ふ機き嫌げんそうな店主に終始ジロジロと睨にらまれたが、弁べん償しようしろと言われなかっただけマシだったのかもしれない。

「はぁ、やれやれ……で、クロは何買ったんだ？」

　鎧よろい姿すがたについては置いておくとして、包み一つだったレシーロとは違ちがい、クローゼはパンパンに詰つまった手て提さげ袋ぶくろを握にぎっているので、少なくともナイフ一本というオチはないだろう。

「はい…えと、私が買ったのは……これです。お釣つりは、ありません」

「どれどれ。ん……ん、んー？　なぁクロ、悪いんだが……これ、何に使う気なんだ？　まさかクロは、とりあえず全部一個ずつ買いたがるタイプとか言い出さないよな？」

　序じよ盤ばんこそ薬草などリクの見知ったアイテムが出てきたが、後から出てくる物は何かの尻尾しつぽや骨、リクでも用よう途との分からない葉っぱなど、まるで先さき程ほどの黄色い何かの材料にでもなりそうなアイテムばかりだった。

「えと…こっちは、ポーションの材料で……この草を、煎せんじてポーションに混ぜれば…メガポーションになります。この骨は──」

「ちょ、ちょっと待ったクロ。クロがそっち方面も詳くわしいのは大したもんだが……それ一いち々いち精製しなくても、どれも町の道具屋で買えるだろ？　それにアイテム錬れん成せいって、それ用の鍋なべとか色々いるのも知ってるよな？　材料買っても錬れん成せい出来なきゃ意味なくないか？」

　そういえば先さき程ほど持ち帰った資料に、クローゼはアイテム作成のスキルも習得している記き載さいがあった事を思い出すリク。クローゼの多才さには舌を巻くが、旅向きのスキルとは言い難がたい。

「あ…でも、鍋なべとか秤はかりは…自前のがあるので……かまどさえ、貸して貰もらえれば」

「……それはどうやって持っていくつもりなんだ？　鎧よろい着るだけでそんな苦労してるのに」

「えと……えーっと、馬車を…使う、とか？」

「確かにそうやって旅してる奴やつらもいるが、そういうのは大たい抵ていパーティが大所帯になった連中だな。一人で馬車を使うのはちょっと無理だと思うぞ？　却かえって不便な時もあるし、いざって時馬車を守り切れないし」

「そうなん、ですね。下町は、材料が安かったから…揃そろえやすいと、思ったんですが」

　しょんぼりと肩かたを落とすクローゼ。今にして思えば、薬やく剤ざいについて説明する際は、昼に黄色い何かを食べていた時同様、普ふ段だんよりも黄色い瞳ひとみが輝かがやいていたように思える。もしかしたら元々、戦せん闘とうよりもそっちの方がクローゼは好きなのかもしれない。

「ふ～ん、よく分かんないけど、クローゼも買い物失敗って事？」

「シロと違ちがって考えて買ってはいるが、考え方が根本的に間ま違ちがってるから、そうなるかなぁ」

「じゃ、この勝負引き分けって事で！　いや～良かった。クローゼに負けるのだけは嫌いやだか──あいたっ。なにすんだ師し匠しよう！」

　さっきまで泣いていた癖くせに、勝負がドローと分かった途と端たんいつものドヤ顔に戻もどったレシーロの頭を軽くどつくリク。

「クロと張り合う前に、シロはもーちょい反省しろっての。どうせ引き分けなら、二人とも買い物成功してくれよな。ほら見ろ、折角ジジイからこんな貰もらってきたのに、意味ねーじゃんか」

　リクがジャラジャラと膨ふくらんだ財さい布ふを見せびらかすも、いまいちピンと来ていないレシーロとクローゼ。もしかしたら内心、この程度で何を言っているのだとか思っているのだろうか。

「……ごほん。まぁそれはもういいとして、二人にちょっと話があるから、帰ったらすぐまた俺おれの部屋に集合な」

「話、ですか？　今ここじゃ……だめなんですか？」

「そーだぜ師し匠しよう、何勿もつ体たいぶってんだよ」

「別に俺おれは構わないが……こんな往来で見せていいのか、これ？」

　そう言いリクが懐ふところから取り出したのは、兵へい役えき学校での学業を終えた時点での、二人の詳しよう細さいなステータス等を表した資料……つまり、二人の成績表である。

　本来なら卒業時に渡わたされるそれは、リクは卒業面接時に既すでに部分的に見ているものの、当の本人達たちは未いまだ卒業出来ていない為ため、当然の事ながらまだ目を通していない。

　内心ずっと気になっていたであろう成績表を目の前でちらつかされ、目に見えて狼ろう狽ばいし始めるレシーロとクローゼ。

「なんでそれ師し匠しようが持ってんだよ?!　っていうか見せ……いや、やっぱここじゃ嫌いや！」

「早く、帰りましょう…帰ってから、ゆっくり……誰だれもいないところで、見たいです」

「そんなビビんなくても、お前ら成績自体はいいじゃんか。別に誰だれに見られたって平気だろ？」

「嫌いやなもんは嫌いやなの！　ほらクローゼも、ダッシュダッシュ！　早く帰んぞ！」

「分かってる。先、行ってて…いいから」

　リクの手を引き、強ごう引いんに屋や敷しきへ走って行こうとするレシーロだが、相変わらずガチャンガチャンと重そうな鎧よろいを持て余すクローゼは、到とう底ていついていける筈はずがない。

「あーもう、しょうがねーな。ほらっ《速ア力ク強セ化ル》！　これで走れんだろ」

「う、うん……ありがと」

「いーから、さっさと走れって！」

　余よ程ほどさっさと帰って成績表が見たかったのか、嫌いや々いやながらも補助呪じゆ文もんを掛かけてまでクローゼの手を引くレシーロを、リクは感かん慨がい深ぶかげに見つめるのだった。

「へぇ……やっぱなんだかんだ息は合うんだな」

「おら師し匠しよう！　何ぼさっと突つっ立たってんだよ！　置いてくぞ!!」

「置いてくって、俺おれ置いてったら意味ないだろうに……分かった分かった、走ればいいんだろ」

　走りながらでは煙草たばこも吸えないが、ああもキャンキャンと吠ほえられては仕方がないかと、僅わずかに微ほほ笑えみながら二人の後を追い始めるリク。

　資料で明かされた二人の過去は、中々どうして絶望的ではあったものの、沈しずみ始めた夕日を背に、手を繫つなぎ駆かけ出だしていく二人の背中を見て、まだまだ可能性という名の希望は残っているかもしれないと、リクは今後の算段を考え始めるのだった。




　事の発ほつ端たんは、普ふ通つうに鍛きたえていれば得意分野ではかつてのリクに勝まさるとも劣おとらない才能を持つ二人が、何な故ぜか自分の才能を潰つぶすような鍛きたえ方を選んだ事にあった。

　最初から二人が一いつ般ぱん的な白しろ魔ま導どう士しと黒くろ魔ま導どう士しになっていれば、魔力回路セフイロトについて一から学び直す必要など生まれなかっただろうし、分不相応に単ソ独ロで旅をしようという気にもならなかっただろうし、そもそも勇者科の卒業試験でリクと出会ってすらいなかっただろう。

　その原因を探さぐる為ため、リクは二人の学生時代の資料を端はしから漁あさってみたのだが……、

「……さて、じゃあ二人とも揃そろったし始めるとするか」

「おせーよクローゼ、何やってたんだ？」

「ごめん。鎧よろい、脱ぬいでた」

　帰ってくるなり早々に上着を脱ぬぎ捨すてリクの部屋に現れたレシーロに対し、クローゼが全身に纏まとった鎧よろいを脱ぬぎ終えたのはそれから十数分後だった。ようやくこなれてきたリクの部屋での講義。口くち喧げん嘩かこそ絶えないが、流石さすがに今回は二人とも必要以上に距きよ離りを取らず、言われる前にリクの両りよう脇わきに腰こしかける。

「喧けん嘩かすんなって。じゃあさっきも少し見せたが、ここにお前らのステータス表がある。午前の講義で魔力回路セフイロトについてはもう分かっただろうから、これを見て今自じ分ぶん達たちがどういう状じよう況きようか確かく認にんして、今後どうやってセフィロトを鍛きたえていけばいいか考えるのが今夜の講義って訳だ」

　そう言うとリクは、先さき程ほど王城で受け取った封ふう筒とうから二人の成績表を取り出すと、順番にテーブルに並べていった。さっきからずっとそわそわしていた二人は、リクがテーブルに広げていった用紙を食い入るように覗のぞきこむ。




　レシーロ・アレイ＝ヴァイスフリューゲル　[image: れべる]14


　▼パラメーター　筋力：８　耐たい久きゆう：７　俊しゆん敏びん：12　知力：13　体力：12　魔ま力りよく：45

　▼ジョブ能力　白しろ魔ま法ほう：Ｄ　棍こん棒ぼう術：Ｅ　格かく闘とう術：Ｅ

　▼固有アビリティ　治ち癒ゆの心得：Ｃ　詠えい唱しよう破は棄き（白）：Ｂ






「スキルは置いておくとして……良く言えばバランスがいいが、悪く言うなら長所がないな」

「魔ま力りよくは高いだろ！　それに、そんだけ隙すきがないって事じゃねーか」

　リクがポツリと漏もらした感想に、すかさず嚙かみついてくるレシーロ。確かに良く纏まとまってはいるが、それは逆に言えば本来なら知力や魔ま力りよくに優すぐれている筈はずの魔力回路セフイロトが、若じやつ干かんとはいえ変化し始めてしまっているという事でもある。

「《治ち癒ゆの心得》？　あたしこんな呪じゆ文もん知らないぞ？」

「固有アビリティは個人差が激しいからな。生徒がそれに気を取られないように、卒業するまでは教えない決まりになってるんだよ」

「この…アビリティ、ですか？　は……どういう効果が、あるんですか？」

「《治ち癒ゆの心得》の効果は、確か白しろ魔ま法ほうの中でも回復呪じゆ文もんの威い力りよくを上げるだったかな。シロならもっと高くてもいい気がするが、Ｃ並になっているのは魔力回路セフイロトの影えい響きようかもな」

　ちなみに……レシーロはレアスキル《自己再生オートヒール》を覚えた所せ為いか、本来エルフや吸血種の固有アビリティである《不老》が、僅わずかＥ判定ながら発現していた。Ｅ判定では、老化や腐ふ敗はいといった状態異常を無効化は出来ず軽減する程度だが、人の身でありながら肉体のピークを長く維い持じ出来るのは、前衛志望のレシーロにとってはこの上なくありがたい話だろう。

　敢あえて成績表に載のせなかったのは、伝えればレシーロの性格上絶対調子に乗るとリクが判断したからなのだが……実は《不老》は、稀まれに副作用を伴ともなう場合があるのだ。

　老い難にくいという事は、裏を返せば成長し難にくいという事でもある。故ゆえに《不老》のスキルを持つ者は、身体からだつきも若く幼いままな傾けい向こうがあると……。

　──皆みんなが皆みんなそうって訳じゃないんだが、シロは絶対そっちのパターンだろうからなぁ。

　レシーロが、自分の身体からだつきを気にしているかどうかは定さだかではない。あの貧ひん相そうな体であれだけよく胸を張るのだから、もしかしたらリクが気に掛かける必要はないのかもしれないが、どの道調子に乗られては面めん倒どうなので、《不老》については黙だまっておいた方がいいだろう。

「ん？　どうした師し匠しよう。あたしの顔になんかついてるのか？」

　リクが視線に込こめた憐あわれみに気付かぬまま、今日も今日とて陽ひだまりのような能天気さを見せるレシーロ。世の中には、知らないで済むならそれでいいという事もあるのだろう。

「いや……なんでもない。お次はクロだな」




　クローゼ・フレイ＝シュヴァルツファング　[image: れべる]15


　▼パラメーター　筋力：６　耐たい久きゆう：７　俊しゆん敏びん：９　知力：22　体力：７　魔ま力りよく：50

　▼ジョブ能力　黒くろ魔ま法ほう：Ｃ　両手剣けん術じゆつ：Ｇ

　▼固有アビリティ　アイテム錬れん成せいＡ






「うーん、ピンキリが激しいな。Ｇ判定って……普ふ通つうこんな低かったら、わざわざ成績表に記き載さいしねーんだが」

「あぅ、そうです…よね。ごめんなさい」

　恐おそらく《魔法剣エンチヤント》を覚えているからなのだろうが、それにしたって卒業時点の成績で、最低評価のＧ判定を残すというのは、最も早はや一周回って嫌いやがらせなのではと思えてくる。

　ちなみにやはりと言うべきか、クローゼにも一つ隠かくしているアビリティがあった。食事での毒、麻ま痺ひを無効化。しかし時たま混乱を引き起こす場合もある固有アビリティ……その名は、

　──自分の成績表に、《悪あく食じき》Ｃなんて書いてあったら、俺おれなら絶対ショックだもんなぁ。

　もっとも、単に温情だけで成績表を改かい竄ざんした訳ではない。クローゼの《悪あく食じき》の場合、発動条件が無自覚である事だったからだ。つまりクローゼは、自分がゲテモノを食べていると認にん識しきしない限り、どんなものでも美お味いしく食べられるのだから、知らせない方がいいだろう。

　──昼飯の件がなければ、正直存在意義を疑うようなアビリティだよなぁ……。

「だっせぇ。Ｇだってさ。ぷぷ」

「シロの場合、白しろ魔ま法ほうがＤ判定なのを恥はずかしがるべきだと思うぞ」

「ぬぐぐ……はい」

　クローゼをからかうも、すぐにリクに咎とがめられシュンとするレシーロ。

　筋力や耐たい久きゆう、魔ま力りよくといったステータスが数値で評価されるのに対し、スキルは覚えた数やその質に応じ、Ｓ～Ｇの八段階に分けられる。

　卒業生ならＤで充じゆう分ぶん、低くてもＥというのが平均であり、そういう意味でレシーロは決して劣おとっているという訳ではないが、やはり白しろ魔ま法ほうの名家としてはＣくらいとって欲ほしい。

　クローゼは黒くろ魔ま法ほうこそＣ判定と優すぐれた成績を残しているが、最低評価を受けた両手剣けんもそうだし、全体的に高低差が激しい。それだけ魔力回路セフイロトがまだ変化していないという事になるが、《魔法剣エンチヤント》を使いたいのであれば、流石さすがにこれでは筋力等が低すぎる。

「あの、先生……この成績表、本当に…合ってるんですか？」

「えっ!?　あ、あぁ……勿もち論ろん合ってるに、決まってるじゃないか。なんでだ？」

「その……私が、《アイテム錬れん成せい》Ａ判定って…ちょっと、信じられなくて」

「もっと高い筈はずって事か？　そりゃその歳としで、メガポーションを一から錬れん成せい出来るのは確かにすごいが……流石さすがにＳ判定ってのは、中々つくもんじゃないぞ？」

　最高評価のＳ判定とは、言わばその道を究きわめた証あかしである。究きわめる方向性こそ多々あれど、卒業生レベルでＳ判定は、いくらなんでも望み過ぎというものだろう。

「いえ、えっと…私なら……多分、もっと低いと…思うんです」

「そうなのか？　まぁ卒業生でＡ判定は確かに高すぎるが……クロの実家ってそういうのも得意なんだろ？　《アイテム錬れん成せい》はほとんど知識とセンスで決まるから、クロならＡでも充じゆう分ぶん妥だ当とうだと思うんだが。っていうか、本当にこれは弄いじってないから安心していいぞ？」

「これは弄いじってないって、他になんか弄いじったのがあるのか？」

　講義の時もこれだけ耳みみ聡ざとければ楽なのにと、リクはレシーロの指し摘てきに内心歯は嚙がみする。

「ばっかシロ、これはあれだあれ。言葉の綾あやってやつ。とにかく、二人の実力は分かっただろうから、今後についてだが──ん？　どうしたクロ？　まだ何かあるのか？」

「あ、先生…すみません、その封ふう筒とう…まだ入ってるみたいですよ？」

　半ば誤ご魔ま化かすように話を進めようとしたところ、クローゼがチラチラと封ふう筒とうを覗のぞいていた事に気が付くリク。言われて封ふう筒とうを見てみると、確かにまだ資料が残されているようだ。

「あれ？　二人の成績はこれで全部の筈はずなんだけどな。ジジイからの伝言かなん──これは」

　首を傾かしげるリクは、残されていた用紙を取り出すと絶句してしまった……そこに書かれていたのはリクの全ぜん盛せい期きのステータスと、いつの間に調べたのか現時点のステータスだった。




　リク＝ウォーグライト　[image: れべる][image: 288]


　▼パラメーター　筋力：[image: 130]　耐たい久きゆう：[image: 122]　俊しゆん敏びん：[image: 278]　知力：[image: 450]　体力：[image: 144]　魔ま力りよく：[image: 666]

　▼ジョブ能力　黒くろ魔ま法ほう：Ｓ　白しろ魔ま法ほう：Ｓ　片手剣けん術じゆつ：Ｂ　※赤あか魔ま法ほう：Ex

　▼固有アビリティ　ジャグリング：Ｂ　詠えい唱しよう破は棄き（白）：Ｓ　詠えい唱しよう破は棄き（黒）：Ｓ






「すげぇ、まじでレベルそんなあったのか！　っていうか、全ステータス三さん桁けたなんて初めて見た……これが、紅ぐ蓮れんの勇者のステータスかー」

「あの、すいません…赤あか魔ま法ほうの、※は…どういう意味なんですか？　あと、えと…Ｓより上って、あったんですね……すごい」

　リクを褒ほめ称たたえる二人の瞳ひとみがあまりにも輝かがやくものだから、恥はずかしさのあまり目を逸そらしたくなるリク。称しよう賛さんし尊敬してくれるのは嬉うれしいが、アビリティ然しかり、これらはもう全すべて失ったものでしかなく、今の自分を見ると尚なお更さら惨みじめになってくるからだ。

「ステータスは一いつ般ぱん的には99が最高値だからな。俺おれも初めてステータスが三桁けたになった時は驚おどろいたもんだよ。測ってくれた神官なんて、信じられなくて倒たおれたくらいだ」

　ステータスを測るには、《計測スコープ》という白しろ魔ま法ほうが必要なのだが、これは本来モンスターのステータスを知る為ための呪じゆ文もんなので自分には使えないし、また固有アビリティなど詳しよう細さいには調べられない。故ゆえに自分のステータスが知りたければ、神官の中でも更さらにそれに特化した者に頼たのむのが通例となっている。

　リクのレベルが[image: 100]を超こえた時、驚おどろき目を丸くすると同時に、旧友と共に喜び合ったのが、今でもはっきりと思い出せた。

「そんで※だけど、昨日も言った通り、赤あか魔ま法ほうってのは元々魔力回路セフイロトに刻まれないから、当然ステータスにも反映されないんだ。でも俺おれが、赤あかの極大魔ま法ほうなんて編み出しちまったもんだから、何もないんじゃかっこがつかないって、お偉えらいさんが書き足したのさ。ちなみにEx判定ってのは、極大魔ま法ほうを覚えるとつけて貰もらえるんだ。滅めつ多たにいないんだけどな」

　二大貴族に名を連ねる二人なら、順調にいけばいずれ同じ境地達しただろうが……。

「なるほどなぁ……で、こっちが今の師し匠しようのステータスか」




　リク＝ウォーグライト　[image: れべる][image: 289]


　▼パラメーター　筋力：16　耐たい久きゆう：15　俊しゆん敏びん：27　知力：[image: 451]　体力：18　魔ま力りよく：22

　▼ジョブ能力　黒くろ魔ま法ほう：Ｃ　白しろ魔ま法ほう：Ｃ　片手剣けん術じゆつ：Ｃ

　▼固有アビリティ　ジャグリング：Ｃ　詠えい唱しよう破は棄き（白）：Ｓ　詠えい唱しよう破は棄き（黒）：Ｓ






「えっ……ステータスが、こんなに…下がるなんて」

「うそだろ、こりゃひでぇ……これも魔力回路セフイロトの影えい響きようってやつなのか？」

「いんや、どーも魔ま王おうに奪うばわれちまったみたいでな。知力は奪うばわないでおきながら、魔ま力りよくを殆ほとんど削けずるってのがなんともいやらしいよな」

　溜ため息いき混じりに苦く笑しようするリク。知力とはそのまま魔ま法ほうや敵に関する知識を示し、魔ま力りよくとは魔ま法ほうを使う際に消費する力を表す。そして魔ま法ほうの威い力りよくとは、知力と魔ま力りよくに左右される。

　これこそが、一度魔ま王おうに負けたくらいで、リクがリベンジをしようともせずに、安全な王都に引きこもらざるを得なくなった理由である。今のリクは知識こそ全ぜん盛せい期きから衰おとろえていないものの、強力な魔ま法ほうを行使するだけの魔ま力りよくがないのだ。知力があるので初歩的な魔ま法ほうでもそれなりに威い力りよくは出せるが、それでも魔ま力りよくの低さを補える程ほどではない。

「ステータスを、奪うばったって事は……魔ま王おうが使ったのは、青あお魔ま法ほう…なんですか？」

「んー……一時的じゃなくて、恒こう常じよう的にステータスを奪うばう青あお魔ま法ほうなんて聞いた事ないが、魔ま王おうならそんくらい出来てもおかしくないのかもな」

　真相を確かめようにも、大おお幅はばに弱体化した今のリクでは、どうあがいても魔ま王おう城じように辿たどり着つく事すら叶かなわないのでどうしようもない。

「あの、師し匠しよう。あたし……ごめんなさい！　そうとは……ぐすっ、知らずに、師し匠しようの事……ううぇええええ」

　恐おそらく初日に、何な故ぜ再び魔ま王おうに挑いどもうとしないのかと責めた事を言っているのだろう。

「こんな事で泣くなよシロ。別にいいって。それにほら、俺おれだって出来もしない事を頑がん張ばるなんてーとか言って、無自覚にシロ達たちの事傷つけただろ？　だからあいこって事で。な？」

「……うん、ありがと師し匠しよう」

　グシグシと、ローブの裾すそで涙なみだを拭ぬぐうレシーロ。レシーロを泣かせるのはこれで何度目か分からないが、やはりプライドが高い分一度折れると存外脆もろいようだ。

「それにしても…先生はもう、魔ま力りよくも空っぽ……なんですよね？　じゃあなんで、燃費の悪い、赤あか魔ま法ほうを…あんなに使えるんですか？」

　レシーロが泣なき止やむのを待ってたのか、再び質問を開始するクローゼ。帽ぼう子しと前まえ髪がみに隠かくれて読み難にくいが、表情が若じやつ干かん曇くもっているような気がするのは気のせいだろうか？

「あぁ、それならほら、これのおかげだよ」

「自家製、煙草たばこ……ですか？　それがなんで…」

　リクが懐ふところから得意気に取り出した煙草たばこを見るも、どういう意味か分からず不思議そうな顔をするクローゼ。

「実は俺おれが庭で育ててる苗なえ、イーサ草っていって、普ふ通つうは飲み薬として使う薬草なんだよ」

「そっか、煙草たばこにしては…変わった臭においだと、思ったけど……イーサ草って、ソーマの材料……ですよね？」

「ぐすっ。それ、なんの薬なんだ？」

「何っておいおい、魔ま力りよくを回復するソーマだよ……まぁその歳としでそんだけ魔ま力りよくがあれば、今まで使う機会なんてなかったか」

　付け加えるなら、市し販はんのソーマはどれも小こ瓶びんに入った液状の飲み薬であり、原料の葉っぱの状態で見る機会などまずないし、どこにでも売っているのでわざわざ作る必要もない為ため、ソーマの材料が葉っぱだと知らない者は多い。

「臭においで察しがつくだけでも大したもんなのに、クロよく知ってたな」

「前に家で…作ったこと、あった、ので……えへへ」

「ふーん、アイテムにも色々あるんだな……ところでさ、さっきから気になってたんだけど、師し匠しようってこれしか固有アビリティ持ってないの？」

「んな訳あるか。本当はもっと色々あるが、数えたら切りがないし、どうせもうほとんど使えないアビリティばっかだからな……って、もう俺おれの事はいいだろ。皆みんなで見せ合う為ために、わざわざ成績表取り寄せた訳じゃねーんだから……実は、用意したのは成績表だけじゃない」

「他にも…ですか？　なんだろう」

　キョトンと小首を傾かたむけるクローゼを見て、決意が鈍にぶりそうになってしまうリク。

　リクがこれを勝手に調べたのだと知ったら、二人から……特にクローゼは本気でリクを軽けい蔑べつするかもしれない。正直リクだって、面めん倒どう事ごとだと分かって首を突つっ込こむのは不本意だ。真しん摯しではないと分かっていても、調べて何も出なかったらこのまま黙だまっていたかったくらいだ。

「なんだ師し匠しよう、そんな険しい顔して……腹でも痛いのか？」

「二人には悪いと思っているが、学生時代にどんな事をしていたか調べさせて貰もらった」

　その言葉を聞いた途と端たん、クローゼは元よりレシーロの顔までパッと曇くもってしまう。

　クローゼが過去に実習で失敗した事は、既すでに聞いていたのである意味覚かく悟ごはしていたが、調べてみて驚おどろいたのは、問題を起こしていたのはレシーロも同様だったのだ。

　いや……それは最初から分かっていた事なのかもしれない。

　そもそも二人が真っ当な学生生活を送っていれば、きっとここまで強くなる事に遠回りをしようなど思わなかった筈はずだ。あらゆる結果には原因が伴ともなう。二人が真っ当な鍛きたえ方を選ばなかったからには、そうしようと思った訳があって然しかるべきなのだから。

「重ねて言うが、勝手に調べ回した事は本当に悪かったと思っている。すまなかった。だがお前らを勇者にして送り出す上で、この問題はどうしても避さけられないと思うから、たとえお前らに嫌きらわれる事になっても、きちんと話すべきなんだと思う」

　いっそ二人から三み行くだり半はんを叩たたきつけられれば、この厄やつ介かい事ごとからも解放されるのだろうが、こちらからそれを提案するのは、我ながら無責任で面めん倒どう臭くさがりなリクでも出来る筈はずがない。

「調べてみて驚おどろいたよ。まさかお前まえ達たち……白魔法と黒魔法が使えないなんてな」













　　　三章　　雲行きは、不安の灰色アツシユグレー







「リクはすごいな。まさか本当に、赤あか魔ま法ほうの極きよく致ちに達するなんて……これではもう、私が教えられる事などなにもないな」

　──まぁ俺おれならこれくらい当然だな。あんたの教え方が上う手まかったってのもあるだろうけど。

「聞いたぞリク！　陛下から〝紅ぐ蓮れん〟の二つ名を賜たまわるそうじゃないか！　紅ぐ蓮れんの勇者リクか……立派になったものだな」

　──まだまだこれからさ。神官が言うには、俺おれのレベルはまだまだ上がるみたいだしな。

「……リク、魔ま王おう討とう伐ばつに向かうというのは本当か？」

　──当然だろ。勇者の使命は魔ま王おうを倒たおす事だ。もう魔ま竜りゆうやら巨きよ人じんやらの相手は飽あきたしな。まさか、俺おれが魔ま王おうに負けるとでも？　止めるなんて言うなよ？

「…………いや、私も同行しよう。これが師として私に出来る、最後の事だろうから」




「夢……？　またか」

　重い瞼まぶたを開けると、そこには先さき程ほどまでいた旧友の姿はなく、代わりに小こ奇ぎ麗れいになった我わが家やの屋根が映っていた。

「なんだってまた……やっぱ、昨夜あんな話したからか？」

　のそのそと上体だけ起き上がったリクは、傍はたのテーブルまで気け怠だるく手を伸のばすと、常備してある煙草たばこを咥くわえて火を付けた。

「後こう悔かい、してるに決まってるよな……したってどうにもならねーってのに」

　紫し煙えんが寝ね起おきの脳にスッと清せい涼りよう感を刺さし込こむも、それがかえって余計な事を考える隙すき間まを生み、早々に一本吸い終えてしまったリクは、項うな垂だれるようにベッドに潜もぐり直そうと──、

「起きろ師し匠しよう、朝だぞ！」

　ヴァイスフリューゲル家ではドアの開け方を躾しつけないのか、いつぞやのようにバタンとドアを蹴け破やぶり、朝っぱらから元気いっぱいなレシーロが現れた。

　元来朝の弱いリクは返事をするのも億おつ劫くうだったので、頭から布ふ団とんを被かぶる事で抵てい抗こうしようとするものの、遠えん慮りよなく寝しん室しつに入ってきたレシーロはじゃれつく子犬のよう──もとい、獲え物ものに狙ねらいを定める獣けものの如ごとくリクにのしかかってきた。

「起ーきーろー！　もう飯も出来てんだぞー。早くしないと全部食っちまうぞ！」

「シロ～？　飯って……まだ六時じゃねーか」

　レシーロは歳としの割にかなり小こ柄がらなので、乗られたところで重くも痛くもないのだが、丁ちよう度どセンチメンタルになっていた所に、こうもやかましいのが来られては、ただでさえ悪かった気分が余計に悪化するというものだ。

「食いたきゃ食えよ。俺おれは朝飯いら……ん？　朝飯？　シロお前、料理なんて出来るのか？」

「料理って程ほどのもんじゃないけどな。サンドイッチなんて、誰だれでも作れるだろ？」

「まぁ確かに……でもシロだからなぁ。なんか不安だなぁ……」

　材料を切ってパンに挟はさむだけとは言え、レシーロの事だからまた何か失敗しているのではと思ってしまうのは、手間のかかる子程ほどなんとやらみたいなものなのだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶだって！　味見もしたよ。早く飯食って、一いつ緒しよにジョギング行こうぜ。気持ちいいぞ」

「え～……飯食ってすぐ動くのは、健康に良くないんだぞ」

「へーきへーき、そんなガッツリ運動する訳じゃないんだから。いいからほら、起きろよー！」

　依い然ぜんリクの背中の上で、ゆさゆさと体をゆすり起こそうとするレシーロ。鬱うつ陶とうしい事この上ないが、こんな起こし方をされては嫌いやでも目だって覚めてしあう。

「分かった。分かったって、起きるからどいてくれ」

「よーし、師し匠しようが一いつ緒しよなら、今日はもうちょい遠くまで走りにいくか」

「ジョギングまで決定してるのか……だりーなぁ。さみーなぁ」

「師し匠しよう弛たるみ過ぎ。今日から本格的に指導すんだろ？　ほーらー！　早くしろよな」

　だるそうに瞼まぶたをこするリクの手を、グイグイと引っ張り連れていこうとするレシーロ。どうやらすっかり懐なつかれてしまったらしい。

　──別に懐なついて欲ほしくてあんな話をした訳じゃ……まぁいっか。

　昨夜の出来事を思い返すリク……過去を暴かれた二人の顔は、窓の向こうに広がる風の強い春先の夜よりも、更さらに険しいものだった。




「ずっと疑問だったんだ。どうしてお前ら折角才能豊かなのに、その才能を活いかそうとしないのかってな。だが分かっちまえば簡単だ。シロが回復主体で鍛きたえなかったのも、クロが黒くろ魔ま法ほうメインで鍛きたえなかったのも、それが使えなかったからなんだろ？」

「「…………」」

　リクの問いに、二人は沈ちん黙もくをもって肯こう定ていする。正直なところ、この結論はリクが二人の過去を調べた上での予測に過ぎなかったのだが、どうやら最悪の予測は的中してしまったらしい。

「今から俺おれが話すのは、言っちまえばお前らのトラウマだ……最初は別々に面談しようかとも思ったが、敢あえてお互たがいがいる前で話させて貰もらう。だが強制する気はねぇ。退室するなら今のうちだぜ？」

「「…………」」

　二人は何も答えこそしなかったが、部屋を出ていく気もないようだ。最終確かく認にんを終えたリクは、懐ふところから新たな資料を取り出し、テーブルに並べていった。

「まずはクロからだな……一年生の時、実習中に事故を起こしたらしいな、クラスメイトが怪け我がをした。原因は……クロの魔ま法ほうが前衛を巻まき込こんだから」

「はい…でも、わざとじゃないんです。あれは──」

「分かってる。なまじ魔ま力りよくが強過ぎた所せ為いで、広こう範はん囲いに黒くろ魔ま法ほうが散らばっちまったんだろ？　だから《魔法剣エンチヤント》なんて難しいスキルを使おうと思った訳だ。あれなら、間ま違ちがえて味方を傷つける確率がグッと減るからな」

　魔ま力りよくを集中し威い力りよくを高める《魔法剣エンチヤント》は強力なスキルだが、クローゼの目的は強力なスキルを使う事ではなく、むしろ自身の強過ぎる魔ま力りよくを一カ所に集中させる事だったのだ。

「クローゼお前……だからって！　あんなペコペコすんのは間ま違ちがってんだろ！」

「それに関しては俺おれも同意見だな。失敗したのは事実だが、別に殺しちまった訳でもあるまいし……きちんと謝あやまれば済む話じゃなかったのか？」

「で、でも…私……またやっちゃったらどうしようって。もう二度と、失敗しないように……魔ま法ほうを小さく、小さくしようって思ってたら…《魔法剣エンチヤント》が使えるように、なったので……その、ごめんなさい」

　精せい一いつ杯ぱいの反論をしようとするも、すぐにもじもじと顔を落としていくクローゼ。やはりこの気の小ささがネックなようだ。

「……これは俺おれの想像なんだが、《魔法剣エンチヤント》を覚えるまでは、クロも普ふ通つうに杖つえを使ってたんだよな？　その杖つえって、今の魔ま剣けんと同じく実家で作って貰もらったんじゃないか？」

「はい…とびっきりの、魔ま石せきを……使って貰もらいました」

「でも事故の所せ為いで、クロは折角の杖つえを手放してまで、また魔ま剣けんを作り直して貰もらった訳だ……そりゃ今いま更さら、また杖つえを使いたいなんて言い出せないわな」

　──好きって言うより、やめるにやめれないもんって感じかなぁ。

　──じゃあ…私の剣けんと……一いつ緒しよ、ですね。

　朝のクローゼとの会話を思い返すリク。あの時は煙草たばこ同様自家製という意味だと捉とらえたが、その奥おくに隠かくれた真意は、最も早はや自分の気持ち一つではどうにもならないという事だったのか。

「なんだよそれ……それじゃあなんの解決にもなってねーじゃねぇか。お前勉強出来るのに、そんな馬ば鹿かな方法しか思いつかなかったのかよ」

「シロだって、クロの事を悪くは言えないだろ？」

「一いつ緒しよにしないでくれ！　あたしはこいつみたいに、一度の失敗でウジウジ悩なやんだりしねぇ。そうさ……どんな困難だって、今まで全部乗のり越こえてきたんだ」

　たしかにレシーロは、クローゼと違ちがい自信に満みち溢あふれているし、仮になにか失敗したとしても非を認めこそすれど、それをいつまでも悔くやむタイプではないだろう。

　実際リクが二人の過去を調べた際、レシーロは失敗と言えるような失敗はほとんどしていなかったし、万一なにかしくじっても必ず挽ばん回かいしてきた。

　性格はともかくとして、そんな自他ともに認める優等生だったレシーロだが、たった一つ……それも傍はたから見たら小さな失敗、しかしだからこそ取り除くのが難しい棘とげのような汚お点てんに、リクは気付いてしまったのだ。

「シロ二年生の時にさ、回復実習を一回だけミスった事あるよな？」

「あぁ……でも！　その後追試で、ちゃんと満点取ったんだからいいじゃんかよ！」

「そう、だから俺おれも最初は見過ごした。だが試験内容を見てピンと来たよ。この時の実習で、本当だったら中級回復呪文メガヒールを覚える筈はずだったんだろ？」

　スキルを習得する方法は二通りある。色にかかわらず大たい抵ていの初級呪じゆ文もんは、ステータスが必要値を満たしていれば、それ用の魔ま導どう書を読み解き理解するだけで習得できる。

　しかし中級以上の呪じゆ文もん、そして《自己再生オートヒール》や《魔法剣エンチヤント》といったレアスキルとなると話は違ちがってくる。ステータスとその根幹たる魔力回路セフイロトの適正に加え、それぞれのスキルに応じた儀式を行う必要があるのだ。

　儀ぎ式しきといっても大たい抵ていは、指定されたスキルを規定数使えば習得出来る等と、それ程ほど大おお仰ぎようなものはそうそうないし、《メガヒール》はカテゴリーこそ中級呪じゆ文もんだが習得はそれ程ほど難しくなく、それこそ回復呪じゆ文もんを使う上では本来必ひつ須す呪じゆ文もんとなっている。

　しかし……そんな覚えていて当たり前の呪じゆ文もんを、レシーロは何な故ぜか習得していない。

「まぁシロは、知力はともかく魔ま力りよくなら他の生徒と比べてずば抜ぬけてるし、固有アビリティ《治ち癒ゆの心得》があるからな。学生期間中は初級回復呪文ヒールだけでなんとかなったんだろうが」

「あの、すみません。でもレシーロは…結局、追試に受かったんですよね？　覚えなきゃいけない呪じゆ文もんを、覚えていないのに……合格したんですか？」

「別に……別に《メガヒール》なんかよりも、ずっとずっとすごい《自己再生オートヒール》を覚えたんだから、文句なんてないだろ！」

　そう……二年次の成績表には、より上等のレアスキル《自己再生オートヒール》を習得した為ため、追試を免めん除じよしたと書かれていたのだ。

　リクは最初、レシーロが名高きヴァイスフリューゲル家だから、本来覚える筈はずの呪じゆ文もんと別の呪じゆ文もんを覚えてきたのに、追試を合格させたのかと思ったが、それでは恐おそらく誰だれよりもレシーロ自身が納なつ得とくしない筈はずだ。

「実際シロも大したもんだよ。《自己再生オートヒール》は俺おれが覚えたくても覚えられなかった呪じゆ文もんだからな。それを学生の内から習得出来たんだから、ほんと文句なんてつけようがないさ」

　レアスキルの習得は、単純な努力や才能でどうこうなるものではない。レアスキルがレアスキルと呼ばれる所以ゆえんは、魔力回路セフイロトがどういった状態になっていればいいのか、またどのような儀ぎ式しきを行えば習得出来るか等が、はっきりとしていないからなのである。

　そういう意味では、《自己再生オートヒール》は間ま違ちがいなく《メガヒール》よりも高等な呪じゆ文もんだし、そんな呪じゆ文もんを覚えてきたのであれば、ヴァイスフリューゲル家でなくても合格にさせたくなる気持ちは分からなくもない。

「よりすげぇ呪じゆ文もんを覚える事で、失敗を乗のり越こえようとしたシロの気持ちは立派だと思う……だがシロが思っていた以上に、たった一度の落第判定は、シロの中でしこりとして残っちまったんだよな？　要はクロと一いつ緒しよだ。苦手意識を持った所せ為いで、それまで普ふ通つうに使えていた呪じゆ文もんが発動出来なくなったり、簡単な呪じゆ文もんの筈はずがどうしても覚えられなかったりってな」

　魔力回路セフイロトは時にその者の精神に左右され、呪じゆ文もんやレベルにまで影えい響きようを及およぼす。調子がいい時は日ひ頃ごろより飲のみ込こみが早くなったり、逆に絶不調だとどれだけ練習しても身につかなかったり、普ふ段だん出来る筈はずの事が出来なくなったりするのも、セフィロトの状態次し第だいという訳だ。

「じゃあ師し匠しようは……あたしが間ま違ちがってたって言うのかよ！　努力で失敗をなかった事にするのは、そんなに悪い事なのか!?」

「レシーロ…私に言ったばかりだよ……それじゃあ、なんの解決にもならないって」

「うぐっ。で、でも！」

「シロの努力自体は認めるが、心の傷が深くなる前に、さっさと追試をやり直すべきだったな」

　つけ加えるなら、貴族と平民の違ちがいに拘こだわっているレシーロにとって、《自己再生オートヒール》は優ゆう秀しゆうな自分が前に出ればいいという考えと酷ひどく嚙かみ合あっているものだから、余計に引ひっ込こみがつかなくなってしまったのだろう。

「だから！　だからシロって言うなって言ってんだろ！　なんだよなんだよ、クローゼだって偉えらそうに……そんな事言われたって、どうしても覚えられないんだから、ぐすっ。しょうがないじゃねーかよ!!」

「うん、私も……あれ以来、《魔法剣エンチヤント》以外…使えてない。それでいいって、思ってたけど……それじゃだめなんですよね、先生？」

　クローゼはレシーロのように涙なみだこそ流していないが、やはり間ま違ちがった道と分かっていても進む事しか出来ない今の状じよう況きようを憂うれいているのか、金色の瞳ひとみに昼間の輝かがやきはまるで見えなかった。

「お前らは、勇者として根本的に足りてない所があるって話したの、覚えてるか？」

「ぐすっ、なんだよ急に。あれだろ、くすん。魔力回路セフイロト以外のって、やつだろ？」

「いい機会だから今言っちまうが、あれな……他人を頼れない所なんだよ。自分一人でなんとかしようとして、実際ある程度なんとか出来ちまう……言っちまえばお前らのその才能とか強さこそが、勇者として一番だめな部分だと俺おれは思うんだ」

「あの、すみません。それ…先生が、言うんですか？」

　クローゼのもっともな指し摘てきに、リクは静かに微ほほ笑えみ返す。確かに赤あか魔ま法ほうを極きわめ、攻こう撃げきも回復も全すべて一人でこなしてきたリクに言われては、不可解に思えるのも同然だろう。

「そりゃそうだよな……じゃあちょっと昔話をしようか。自分一人でなんでも出来ると思い上がって、結果全すべてを失った間ま抜ぬけな勇者の話だ。そいつはどういう訳か、才能だけは誰だれよりもあってな。特に魔ま力りよくなんて圧あつ倒とう的てきで……たしか卒業時で60くらいだったか」

「60って…そんな、高かったんですね」

「だがどうしても、レアスキルは一つも覚えられなかったよ。他はなんだって出来たんだが」

　もしかしたら……リクが誰だれに言われるでもなく赤あか魔ま法ほうに手を出したのは、神童と称たたえられながらも結局レアスキルを習得出来なかった、コンプレックスの裏返しだったのかもしれない。

「師し匠しようにも、出来ない事があったんだな」

「まーな。だがまぁ、レアスキルなんて覚えられなくて当たり前っちゃ当たり前だし、そいつはそうやって大した挫ざ折せつも知らないまま、あっちこっちで活かつ躍やくしていって、益ます々ます増長していったんだ。パーティなんて、むしろ邪じや魔まなだけだと本気で思ってたよ」

「私は別に…邪じや魔まだなんて、思っては……」

「おいおい、これはただの昔話だぜ？　だがまぁそいつにも少しくらいは認めた奴やつがいてな、他にもうやる事もないからって、いよいよ魔ま王おうでも倒たおすかってなったんだが──」

「その人って、例の色々教えてくれた先せん輩ぱいの事か？　師し匠しようが認めたくらいだから、相当強かったんだろ？　それでどうなったんだ？　魔ま王おう倒たおしたのか？」

　先さき程ほどまで流していた涙なみだと一いつ緒しよに、目の前にいるのがどこの誰だれか忘れたのか、英えい雄ゆう譚たんを聞く子供そのまんまな顔で、グイグイと続きを促うながしてくるレシーロ。

「だからこれは昔ばな──まぁそうなんだけど。どうなったもなにも、落ちこぼれこうの赤になったに決まってるだろ？　仲間と思ってた奴やつに裏切られた所せ為いで、そいつは地位も名めい誉よも将来も……そしてたった一人の親友も、全部失っちまったのさ」

「酷ひどい、なんで……そんな事を」

「さてなぁ、理由は今でも分からん。よっぽどそいつは人望がなかったんだろうな」

　思い出したくもない、ゾッとするような魔ま王おうの青く冷たい瞳ひとみ。リクの最強魔ま法ほうである《輪廻天征ウロボロス》を奪うばわれて、それでも命があっただけマシだったのかもしれないが、こうして生いき地じ獄ごくを味わうくらいなら、あの時死んでいればよかったと思った事だってある。

「どうしてこうなったのか、何度も何度も考えたが……結局そいつは自分以外誰だれも信用していなかったから、逆に誰だれからも信用されてもいなかったんだと思う。もしそいつに心から信用し合える仲間がいたら、こんな事にはなってなかったかもな……これで昔話はおしまいだ」

　二人がかつてのリク程ほど独りよがりになっているとは思っていないが、二人とも自分の事は自分でなんとかしようとするタイプである以上、このままではリクと同じ結末を辿たどりかねない。

「お前らもそいつみたいにならないように、もっと人に頼たよる事を覚えなきゃな」

「でも先生…私、今いま更さらどうやって……他人に頼たよればいいか、わかりません。ごめんなさい」

「……それによ、師し匠しよう。そう簡単に頼たよれって言われても、周りが頼たよりがいのない奴やつばっかだったら、どうやって頼たよればいいんだ？　正直兵へい役えき学校の教師たちなんてよ、あたしらにおべっかばっか使ってくる奴やつばかりで、とてもじゃないが頼たよりになんてならなかったぜ？」

「なら話は簡単だ。お前らもっと、俺おれを頼たよっていいんだよ。一応俺おれは、その為ためにここにいるんだからな」

　相変わらずやる気はでないし、紅ぐ蓮れんの勇者と呼ばれた昔ならともかく、落スちカこーぼ・れレのツ赤ドと蔑さげすまれる今のリクに出来る事など、実際それ程ほど多くはないのだろうが、道を踏ふみ外はずしかけている後こう輩はい二人の面めん倒どうくらいならなんとかなるだろう。

「う……うぅ、じ師じょお匠～ああだたじし、うえぇぇええん」

「うおっ!?　おいシロ、お前何急に泣き出してんだ？」

「らだっつてて、だだっつでてあたし、ぐすっ。ずっとどうしようって、れでももがい回ふく復も出来ないなんて、し師じょお匠に知られたら、ひっぐ、もう教えても貰もらえなくなるって……えええええん」

「わーったわーった、分かったから泣くな。もう大だい丈じよう夫ぶだから、お前らが勇者になるまでは、ちゃんと面めん倒どうみてやっから。な？」

　泣きじゃくるレシーロをあやしながらも、リクはレシーロの頭を押おさえ必死に抱だき付つかれるのだけは阻そ止ししようとする。照てれ臭くさかったというのもあるが、涙なみだと鼻水でグシャグシャになったレシーロに、抱だき付つかれては敵かなわないという思いの方が強かったのは内ない緒しよである。

「先生……あの、ごめんなさい。昨日もお聞きしたんですが、どうしてそこまで…私わたし達たちに、よくしてくれるんですか？　先生、本当は……ちょっと面めん倒どう臭くさがってますよね？」

「うぉいおいクローゼ！　れてめめーー師し匠しように、ぐすっ。しちゅれー失礼だろ！　じ師じょお匠がああだたじしら──」

「何言ってるか、分かんないけど…だって先生、たまにそういう顔……してるし…あ、違ちがってたら…その、ごめんなさいなんですが」

「いや、大体クロの言う通りだよ。勿もち論ろん嫌いや々いややってる訳じゃないけどな？」

　紅ぐ蓮れんの勇者リクのファンだったレシーロならともかく、流石さすがにややドライなところがあるクローゼは騙だまし切れていなかったかようだ。

「やっぱり……じゃあ、なんで…こんな事を？」

「そうだなぁ、なんでかねぇ。俺おれにもよく分からん」

　理由を挙げるなら勿もち論ろん煙草たばこ畑を守る為ためなのだが、恐おそらくあの老ろう獪かいな王は、リクが本気で嫌いやがったら無む理り強じいはしないのではという気もする。

　国王が二人の事情をどこまで知っていたかは分からないが、二人の指導をリクに任せようと考えたのは、それが二人の為ためになるのと同時に、リクにとってもいい影えい響きようをもたらすと考えたからなのかもしれない。

　もしかしたら単に、引きこもりに働かせようと思っただけの可能性も否いなめないが。

「あれかもな。お前らに色々教えようとして気付いたけど、俺おれってその例の先せん輩ぱいに、ほんと色々良くして貰もらってたんだよ……当時は全然気にも留とめてなかったけどな」

　自らの功績が、全すべて自分一人の成果だと思っていたかつてのリクでは、どれだけその者に支えて貰もらっていたかなど、気付く由よしもなかった……それに気付けていたら、あるいは悲劇も回かい避ひ出来たのだろうか。

「だが恩返ししようにも、それはもう無理な訳だろ？　だったらその代わりに、お前らの面めん倒どうくらい見てやらねーとって思ったのかもな。これじゃ理由にならないか？」

「いえ、その…………今の先生なら…前より、頼たよりたいって……気がしてきました」

「そりゃ良かった……もうこんな時間か、今日のところはこれくらいにしておくか。とりあえず、シロはその顔どうにかしてこい。飯食いに行くのに、そんな顔じゃ外出れねーだろ」

　気付けばそろそろ夕食にしなければという時間だ。こう毎度毎度二人を引き連れ外食というのも面めん倒どうなので、これを期に食材も買っておいた方がいいのかもしれない。

「うん……ぐすっ。お風ふ呂ろ、入ってくる……師し匠しよう、覗のぞくなよ？」

「どっちかって言うと、いつも覗のぞかれてるのは…先生だと思う」

「確かに。シロはすぐ俺おれの体見ようとしてくるからなぁ」

「はぁ!?　見たくもないのに師し匠しようが見せつけてくんだろ！」

「でもレシーロ…勇者リクの写本…枕まくら元もとに……あ、ごめん。内ない緒しよだった」

　なにやら物ぶつ騒そうな言葉を聞き、食材をリストアップしようとしていたリクの指が固まる。

　そういえば、昔はよく魔ま法ほうで顔やら全身像やら、本に写し取られ売りさばかれていたが、身近にあれを持っている者がいただけでも驚おどろきなのに、まさか枕まくら元もとに置いている者がいようとは。

「クローゼ！　てめぇ、普ふ段だんなんも言わねー癖くせに、余計な事言ってんじゃねーよ！」

「ごめん、ほんとごめんねって…痛い、ぶたないで。先生、助けてー」

「えーっと……お前ら、喧けん嘩かすんなよー。あとレシーロ、その写本没ぼつ収しゆうな」

　あまりにショッキングな事実に、リクは助けを求める生徒の言葉を早さつ速そく聞き流してしまう。

　二日目にして、ようやく教官と教え子としてスタートラインに立った訳が、どうやらお互たがい知らなければならない事はまだまだたくさんあるようだと、改めて思い知るリクなのだった。




「おいシロ、そんなくっつくなよ。歩き難にくいだろ」

「いいじゃんかよ。あたしさ、あたしさ。昨日の話を聞いて、こりゃもう一生師し匠しようについて行くしかないなと思ったんだよなー」

「おいおい……俺おれに一生面めん倒どうみろってか？　勘かん弁べんしてくれ」

　どうやら昨夜の話を経て、レシーロの中でリクは再び尊敬する紅ぐ蓮れんの勇者と重なり合い、結果元々犬っぽかったのが、さらに犬のように懐なつくようになったらしい。ちなみに、昨夜クローゼの言っていたリクのブロマイドは、あの後すぐ没ぼつ収しゆうしたのは言うまでもない。

「なんだよー。あたしの何が不満だってんだよ」

「別に不満はないが……あれ、そういやクロは呼ばなくていいのか？」

「む……あいつはいいんだよ。学生の頃ころからいつも一人で飯食ってたし。あいつと一いつ緒しよに食ったって、また昨日みたいに食欲なくすのがオチだぜ？」

　クローゼの話が出て、露ろ骨こつに頰ほおを膨ふくらませるレシーロ。煙草たばこでもう目が覚めたつもりでいたが、ここでクローゼの話を出すとは、まだまだ寝ね惚ぼけていたようだと反省するリク。

「そーいや俺おれ、屋や敷しきが新しくなってからダイニング行った事ないな。どこで食うんだ？」

「は？　ったく師し匠しようはしょうがねーな！　自分の家の事も分からねーなんて。ほらこっちだよこっち……そんなんじゃどうせ、食器とかの位置も把は握あくしてねーんだろ？」

「全然分からん。そもそも、俺おれんちに食器がある事自体驚おどろきだ」

　リクが素す直なおに白状すると、レシーロは心底嬉うれしそうな笑えみを浮うかべ、リクをダイニングへと引っ張っていく。

「仕方ねーな！　そういう事なら、朝食はあたしがよそってやるよ。着いたぜ。ここが──あ」

　他の部屋よりやや大きい扉とびらを開けると、確かにそこにはやや広めの食堂が広がっていて、いつの間に作ったのかレシーロの言う通り、ずらりと朝食が並んでいた……ついでに言えば、同じく自分で作ったのか、同様にサンドイッチを並べた状態で、クローゼも待機していたのだが。

「クローゼおまっ、なんで?!　配はい膳ぜんは、あたしがやろうと──」

「え、そうなの？　ごめん…レシーロが、先生を起こしに行くの…見えたから……すぐ食べれるようにと、思って。それより先生、早くご飯…食べよ？」

「～～～～～～!!　フンっ。別にいいもん。ほら師し匠しよう、早くあたしと一緒に食べようぜ。その為ためにたくさん作ったんだからな！」

「あ、あぁ。おいシロちょっと……むむむむ」

　半ば強ごう引いんにレシーロの隣となりに座すわらされたリクは、眼前に並ぶサンドイッチを手に取り首を捻ひねる。本人は味見したと言っていたが、手て渡わたされたそれは一いつ般ぱん的なものと比べ妙みように湿しめっており、またボリュームが二回り程ほど盛られていた為ため、本当に問題ないのか怪あやしんだのだ。

「いっただきまーす！　んめぇんめぇ♪　ん？　どうした師し匠しよう、食わねーのか？」

「あ、あぁ。いただき、ます…………これは！」

　肉、肉肉、肉肉肉、肉脂あぶら肉肉……どれだけ食べても肉の味しかしてこない。それもその筈はず。レシーロ製のサンドイッチは、そういう宗教にでも属しているのか、パンに挟はさまれたのは脂あぶらぎった肉のみだったのだから。

　美う味まいか不ま味ずいかで言えば、ジューシーで柔やわらかな肉をこれでもかというくらい挟はさんでいるので、どちらかと言えば美お味いしいのだろうが、朝っぱらから一口で胸やけしそうなこの肉にく塊かいを……しかもこの後ジョギングを控ひかえているのに、果たして完食出来るのだろうかと、何やら嫌いやな汗あせが流れ始めるリクなのだった。

「どうだ師し匠しよう？　あたし特製のサンドイッチは！」

「あ、あぁ……この肉まじで柔やわらかくて、ほんと美う味まいと……思う」

「だろ？　昨夜の内に、実家から持ってこさせておいて、ほんとよかったぜ♪」

　問いかけはサンドイッチだったのに、肉の感想しか答えていないにもかかわらず、それがなんの違い和わ感かんも生まないのは何な故ぜなのか。

「あ、いっけね！　あたしとしたことが、大事な物忘れてた」

　げんなりとしているリクの隣となりで、ひょいひょいと肉を食べていたレシーロが、何を思い出したのか席を立つ。

「……まだなんかあるのか？　俺おれとしては、なんか味を変えるもんが欲ほしいんだが」

「さっすが師し匠しよう！　よく分かってんじゃねーか。マヨネーズ持ってくるの忘れてたわ」

　そう言い台所へ向かって行くレシーロの小さな背を、恨うらめしそうに見送るリク。これだけカロリーを過か剰じように摂せつ取しゆしているにもかかわらず、あれだけ貧ひん相そうな体を維い持じ出来るのだから、固有アビリティ《不老》の効果恐おそるべしといったところか。

「……レシーロのそれ、すごいですね」

「中々にやばいぞ。クロも食ってみるか？」

「結構です」

　どこか意地悪そうに微ほほ笑えんだクローゼは、黙もく々もくと自分のサンドイッチを食べていく……よくよく見てみれば、クローゼが並べた量は、明らかに一人で食べるには多くはないだろうか？

「なぁクロ、よかったらそれ貰もらっていいか？」

「えっ、でも……先生は、レシーロの…食べるんじゃ」

「勿もち論ろんシロのも食うけど、出来ればクロのも食べてみたいなーって……だめか？」

「別に、ダメとは……言ってないです。どうぞ」

　指先で、そっとリクの方へ皿を押おし出だすクローゼ。一口サイズに切り分けられたクローゼ製のサンドイッチは、サーモンと共に玉ねぎやレタスも挟はさまれていて、口内がギットギトになっていた今のリクには、この上なく求めて止やまないさっぱりとした味わいが見て取れた。

「美う味まそうだな。いや別に、シロのが不ま味ずかった訳じゃないが……いただきます」

　ここにはいないレシーロに言い訳しつつ、ひょいとサンドイッチを一気に入れたリクの口は……爆ばく発はつした。辛からかったとかしょっぱかったとか物の喩たとえではなく、文字通り口内でサンドイッチが爆ばく発はつしたのだ。

「ごほっ!!　なっ、え？　ゲホゲホッ。なんだ？　俺おれ今何食ったんだ？」

「先生!?　大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

「はぁ、はぁ……一体今のはなんだったんだ？」

　黒こく煙えんを吐はき出だすリクは、回復呪じゆ文もんを掛かけながら首を傾かしげる。一体自分の身に何が起こったのか。攻こう撃げきされた気配はなかったが、だとするならサンドイッチに何か不備があった事になる……しかしパンを外してみても、中に入っているのは相変わらずサーモンと野菜だけだった。

「あの、先生……私のは、食べない方がいいかも…しれません」

「ん？　どうしたクロ。別にサンドイッチにおかしな点なんてなかっただろ？」

　皿を自分の方へ引き寄せ、クローゼは申し訳なさそうに俯うつむいた。

「その、最初に言わなくてごめんなさい……実は、私が作った物って……私以外の人が…食べるとその……えと、何な故ぜか爆ばく発はつするんです」

「爆ばく発はつする？　……材料を間ま違ちがえちまうのか？」

「いいえ。ポーションとか…ソーマも……ちゃんとレシピ通りやってるし、私が飲めば……問題ないんですけど…他の人が飲むと…爆ばく発はつしちゃって……先生なら、もしかして平気かなって…思ったんですけど、ごめんなさい」

「そんな馬ば鹿かな。百歩譲ゆずって普ふ通つうに作ったのに爆ばく発はつするとして、なんでクロ──」

　レシーロにもてなされた肉にく塊かいのショックで忘れていたが、レシーロが《不老》でコレステロールの塊かたまりを無効化しているように、クローゼも《悪あく食じき》で爆ばく発はつを打ち消しているのではないだろうか？　しかし仮にそうだとして、そもそも何な故ぜ普ふ通つうの食材で作ったサンドイッチが爆ばく発はつしなければならないのか。

　──その……私が、《アイテム錬れん成せい》Ａ判定って…ちょっと、信じられなくて。

　そういえば、先日クローゼが妙みような事を口走っていた事を思い出すリク。あの時は特に気に留とめていなかったが、もしかしたらあれは……クローゼは攻撃アイテムを作る才能が、Ａ判定だったという事ではないのだろうか？

「な、なぁクロ？　クロが今まで作ったアイテムって、どんなのなんだ？」

「え？　はい、えと…メガポーションとかだったら……あまり失敗しません。自分で、飲めばだけど」

　冷静に考えてみれば、いくら実家で錬れん金きん術じゆつをかじっているとはいえ、卒業生レベルでＡ判定は高すぎる。Ａ判定もあれば、初歩的な回復アイテムであるポーションやソーマなど語るまでもなく、それらの上級アイテムであるテラポーションやテラソーマだって錬れん成せい可能な筈はずだ。

　しかしクローゼの《アイテム錬れん成せい》Ａが、従来のアイテムを生み出すアビリティではなく、どんな材料でも攻こう撃げきアイテムに変えられるものだったとするなら、たとえ作れるアイテムの効力が強大でなくても、Ａ判定がつくのも納なつ得とく出来る……かもしれない。

　──しかも《悪あく食じき》のアビリティの所せ為いで、自分が攻こう撃げきアイテムを飲んでいるって全然気付いてないのがまた凄すさまじいな。

「あの…先生？　やっぱり私、Ａ判定は変……ですよね？」

「ん、ん～……そうかも、そうかなぁ？」

　あまりに奇き異いな才能をどう評価すべきか分からず、リクは口を濁にごす事しか出来なかった。

　普ふ通つうのアイテムを作る才能がないとは言え、裏を返せば攻こう撃げきアイテムに限ればクローゼは鬼き才さいと言っても過言ではない。しかしそれを教えてしまうと、やはり限定的だが便利なアビリティである《悪あく食じき》が発揮出来なくなる恐おそれがある。

「師し匠しようー！　マヨネーズ持ってき……なんだこの空気？　なんかあったのか？」

「別に……レシーロには、関係ない」

「ちょっと昨日の講義の続きをな。もう終わったところだ」

　のけ者にされて拗すねかけるレシーロだったが、内容が講義と分かった途と端たん興味を無くす。

「飯の時もお勉強かよ。面めん倒どうくせーやつ」

「私、勉強…好きだもん。そうだ先生。燃費の悪い、赤あか魔ま法ほうを使う為ために…ソーマを使うってのは、分かるんですが……なんで、煙草たばこなんですか？」

「え？　あぁ、いい質問だなクロ。理由はいくつかあるが、一番の理由はソーマ煙草たばこなら徐じよ々じよに回復出来るからだな。まぁ俺おれも色々試ためしてはみたんだが、イーサ草って効き目が不安定でな。一番安定して魔ま力りよくを回復出来るのが市し販はんのソーマな訳だが、これだと融ゆう通ずうが利きかないんだ」

　ソーマは値段と比例して効き目も異なるのだが、おしなべて言える事は、どれも飲み干す事で、あらかじめ決められた値あたいの魔ま力りよくを回復するという点である。

「一番安いソーマを飲み干せば、回復する魔ま力りよくは約30だ。だがこれは俺おれの魔ま力りよく総量を上回っているから、全魔ま力りよくを使い切った状態で飲んだとしても、一本飲む毎ごとに７も浪ろう費ひする事になる」

　もっとも、魔ま力りよくが空からになれば魔ま力りよく切れで倒たおれてしまい、ソーマを飲むどころではなくなるので、実際の浪ろう費ひはそれ以上なのだが。

「初級魔ま法ほうの、消費量が、えと…大体２～４だから……７も無む駄だ遣づかいするのは、確かに勿もつ体たいない…ですね」

「だろ？　だがソーマ煙草たばこなら、吸い方にもよるがざっと一分で20、上手に吸えば[image: 100]の魔ま力りよくを無む駄だなく回復出来る計算になる。それにほら──」

　レシーロとクローゼが見ている前で、リクは煙草たばこに火を付けずに咥くわえると、空いた両手でパンと手合わせして見せた。

「──俺おれは赤あか魔ま法ほうを使う時、こうやって両手を合わせなきゃいけないんだが、煙草たばこならその邪じや魔まにもならないって訳だ。ま、ぶっちゃけそう何度も実戦で試ためした訳じゃないから、まだまだ安心して使えるもんでもないだけどな。所しよ詮せん素人しろうとの浅あさ知じ恵えレベルってところさ」

「そんな…！　そんなこと、ないと…思います。ソーマ煙草たばこなんて、今まで誰だれも…思いつかなかった、ですし。その……特許は申しん請せい、なさらないんですか？　特許を取って、ギルドに依い頼らいすれば…市し販はんされて、もっと出回るように、なるんじゃ」

「あー無理無理。まだ効き目が不安定でな、たまに効果がでない事があるんだよ。とてもじゃないが、商品化なんて出来ないだろうな。そもそも前提として、魔ま力りよくがこれ以上上がらない俺おれだから意味があるんであって、他の奴やつは普ふ通つうに飲んだ方が効果的だし」

　魔ま力りよく22というと、精せい々ぜい兵へい役えき学校の並の卒業生程度だ。素養がある者なら卒業時点で30近くになるし、レシーロやクローゼのような天才ならその数値を軽く上回る。

　卒業時点で20前後という事は、冒ぼう険けんを進め路ろ銀ぎんに余よ裕ゆうが出てくる頃ころには、魔ま力りよくも既すでに倍以上になっていてもおかしくない。そうなると、やはりソーマ煙草たばこに頼たよる必要などないだろう。

「あぅ……勝手な事言って…ごめんなさい」

「いいっていいって。こんな冗じよう談だん半分で作ったようなアイテムでも、クロに認めて貰もらえたなら、作って良かったと思えてくるよ」

　現時点は未完成のソーマ煙草たばこだが、国王が開発に乗り気という事もあり、改良の余地はまだいくらでもある。どうせリクはこの先一生、どれだけ鍛きたえようとも魔ま力りよくが上がる事はないのだ。ならばのんびり、ソーマ煙草たばこの精度を上げていく余生というのも悪くない。

「ぶ～……また師し匠しよう、クローゼとばっか仲良くなってる」

　先さき程ほどから放置され、すっかりふてくされてしまったレシーロは、折角持ってきたマヨネーズにも手を出さず、頰ほおを膨ふくらませこちらを睨にらんでいた。

「おいおい、シロはどうせこういうの興味ないだろ？」

「そうだよ。先生……後でまた、続きしようね。二人で」

「え、あっ……う～～～。いいもん！　クローゼのばーか！」

「意味、分からない…馬ば鹿かなのはレシーロ、でしょ」

　朝っぱらから元気な教え子二人は放っておき、リクは黙もく々もくと肉を処理する事にした。

　序じよ盤ばんから色々とあったが、丁ちよう度どよく二人と接する塩あん梅ばいは一向に見えてこない。

　こんな調子で後一カ月共に暮らせるのだろうかと考えると、レシーロ特製の肉にく塊かいも、ほとんど味を感じないまま片付けられるリクなのだった。

　朝食後、腹休めをしたリクはジョギングの為ため屋や敷しきを出ると、そこには既すでに走る気満々のレシーロが待ち構えていた。一体あの肉と脂あぶらは、どこへ消えてしまったのだろうか。

「遅おそーい！　ほら師し匠しよう、早く行こうぜ！」

　クリっと大きな瞳ひとみを輝かがやかせ、今か今かと急せかす様は、どう見ても散歩に連れていって貰もらいたがる犬そのものだ。首輪とリードがないのが惜おしまれるが、実際そんなものをつけて屋や敷しきを出たら、騒さわぎどころの話ではない。

「なぁシロ。昨日も言ったと思うが、実際今の俺おれはほとんど体力ないから、今日はちょっと様子を見ながら走ってくれるか？」

「えー！　……まぁしょうがねーな。じゃあ昨日と一いつ緒しよで、丘おかの周りだけにすっか」

　時刻はまだ七時過ぎ、普ふ段だんならまだまだ寝ねている時間だが、これも可愛かわいい弟で子しの為ためである。懐ふところに手を伸のばしたくなる衝しよう動どうを必死に堪たえたリクは、レシーロと共に丘おかを降っていくのだった。




「はぁ、はぁ……流石さすがに、はぁ。きつかったな」

　一時間後、屋や敷しきに戻もどってくるなり地べたに倒たおれ込こんだリクは、晴天を見上げつつ朝の空気を少しでも肺に入れようと、大口を開け呼吸を整えていた。

「なんだ師し匠しよう、結構ついてこれんじゃん。これなら、明日はもっと距きよ離り伸のばせんな」

「勘かん弁べん、してくれ……ついてくだけで、精せい一いつ杯ぱいだったよ。はぁ。っていうかシロ、もっとペース落とせって、言ったじゃないか」

「結構落としたつもりだったんだけどな。誰だれかと走るのって初めてだから、ペース合わせるのってよく分かんねーんだよな」

　恨うらみがましく頭上を見上げるリク。レシーロは汗あせこそかなりかいているが、体力的にはまだまだ余よ裕ゆうだったのか、ニカッと足元に横たわるリクに微ほほ笑えみかける。

「……やっぱリード欲ほしいなぁ」

「昨日から思ってたけど、それどういう意味なんだ？　犬でも飼うのか？　ちなみにあたし、犬結構好きだぜ！」

「そりゃーそうだろ──もとい。多分クロが裏庭で素す振ぶりしてると思うから、ちょっと呼んで来てくれないか？」

「えー、また？　なんか師し匠しよう、クローゼにばっか甘あまくないか？」

　そう返してくる事は分かり切っていたので、当初はリク自ら呼びにいくつもりだったのだが、いかんせんまだズキズキと脇わき腹ばらが痛み、立ち上がるのさえ困難なリクでは、とてもではないが裏庭まで行く気になれなかったのだ。

「別に贔屓ひいきしているつもりはないぞ？　ただクロは放っておくと、いつまでも一人でいようとするだろ？　頼たのむよシロ。この後はシロのやりたがってた模も擬ぎ戦せんの予定だからさ」

「ほんとか!?　っしゃぁ！　……でも師し匠しよう、そんなヘロヘロで動けるのか？」

「む……大だい丈じよう夫ぶ、すぐに良くなると、思う」

「師し匠しようはやっぱ体力が落ち過ぎだろ。こりゃ明日も、あたし特製の朝飯作らないとな！」

　何やら不ふ吉きつな台詞せりふを残し、レシーロは小走りに裏庭へと向かっていった。肉については考えない事にするとして、前衛としてはやや物足りないが、やはりクローゼや自分と比べると体力はあるようだ。鈍にぶったとはいえ教え子に体力で負け、無ぶ様ざまに寝ね転ころぶリクは煙草たばこを吸うと、感かん慨がい深ぶかげに空へ紫し煙えんを吐はき出だした。

「この程度でバテるなんて、分かっちゃいたが相当ヤバいな……鍛きたえ直なおすか」




「っしゃー！　模も擬ぎ戦せんだ模も擬ぎ戦せんだ♪」

　着き崩くずしたローブに革かわ鎧よろいを纏まとい、メイスを振ふり回まわしはしゃぐレシーロ。対して重じゆう厚こうな鎧よろいを着こんだクローゼは、とんがり兜かぶとの奥おくで心なしか不満そうな顔をしていた。

「実習がそんな嫌いやなのか？　あたしらは勇者になろうってんだぞ？」

「別に、不満って訳じゃ……ないけど」

　準備運動なのかせわしなく動きまくるレシーロは、心底理解出来ないという顔をクローゼに向ける。その理り屈くつで言うならば、座学だって勇者になる為ために必要な事の筈はずなのだが、能天気にストレッチをしているレシーロに、それを指し摘てきするべきか思おもい悩なやむリク。

「でも、なんでまた…模も擬ぎ戦せんやるんですか？」

「まぁ分かりやすく言うと、お前らが今後どういう鍛たん錬れんを積んで、どういうステータスを伸のばさなきゃいけないかを明確にする為ためだな」

　ステータスの推移は、トレーニングの内容で目まぐるしく変化する。敢あえて無む駄だな鍛きたえ方をしようとしている二人には、不必要な鍛たん錬れんでこれ以上余計なステータスを向上させる余よ裕ゆうなどないのだ。

　口頭で説明しても問題はないが、どうせしばらくはつきっきりで面めん倒どうを見るのだから、こうして実戦で教えていった方が手っ取り早いだろう。

「どういう鍛たん錬れんって……ガンガン強いスキルを覚えていけばいいんじゃねーのか？　そうすりゃ魔力回路セフイロトだって、それに合わせて変化すんだろ？」

「はい残念、不正解だ。いや～、シロはほんと期待を裏切らないな」

　ブンブンとメイスを振ふり回まわしていたレシーロは、小ばかにされ不満そうに頰ほおを膨ふくらませる。

　考え方そのものは間ま違ちがっていないし、これまでの授業を踏ふまえた回答はレシーロにしては頑がん張ばった方なのだが、残念ながら方向性が違ちがう。

「まずシロは、そのメイスを諦あきらめるとこから始めないとな」

「えっ!?　でも師し匠しよう、あたしは──！」

「分かってる分かってる。低い攻こう撃げき力を補う為ためのメイスなんだろうが、それを使う為ための補助呪じゆ文もん……なんてあれこれやってたら、セフィロトがいくらあっても足りないんだよ」

　レシーロの欠点はずばり中ちゆう途と半はん端ぱである。折角魔ま力りよくが抜ぬきんでているのに、その活いかし方が致ち命めい的に間ま違ちがっている所せ為いで、やられこそしないが何も出来ないという状態になっているのだ。

「正直シロはメイスも格かく闘とう術じゆつも大した事ないんだが、どっちかって言ったらまだ格かく闘とう術じゆつの方が未来はある。なんせメイスは完全に振ふり回まわされちまっているからな」

　レシーロのメイスも、よくよく見ればかなりの高級品で、法ほう儀ぎ礼れい済みの装そう飾しよくが施ほどこされたそれは、アンデット系モンスター相手であれば相当な威い力りよくを発するのだろうが、現時点でもっともレシーロのセフィロトを圧あつ迫ぱくしているのもまたメイスなのだ。

「うー……はぁい」

　なんだかんだ大人しく頷うなずいたという事は、自分がメイスを扱あつかい切れていない事は、レシーロ自身既すでに自覚があったのだろう。

「細かい所はこの後教えてくとして、お次はクロ──あ……いっけね。その前に、俺おれ二人に大事な事を聞くの忘れてたわ」

「大事な事、ですか……？」

「実はこれ、ステータス振ふりと同じくらい大事な話なんだ。まぁ面接の時からそうかなーとは思ってたんだけどさ、一応本人の確かく認にんも必要かなって」

「なんだよ師し匠しよう、勿もつ体たいぶらないで早く言えよ」

「お前らさ……学校に友達いる？」

　リクの言葉に、それまで漂ただよっていた昼下がりの陽気が凍こおりついてしまったのではと錯さつ覚かくする程ほど、ピタリと動かなくなるレシーロとクローゼ。それは言葉で語る以上に雄ゆう弁べんな、リクの問いに対する回答だった。

「やっぱいなかったか……そうだよなー、きっとそうなんだろうとは思ってたけどさ」

「あぅ…やっぱりって……そりゃ、いないですけど」

「ちょっと待てよ！　クローゼはともかく、あたしは普ふ通つうにいっから！」

「えっ？　でもレシーロ──」

「だああああ！　クローゼは余計な事言うな！　っていうか、それ今なんか関係あるのかよ？　いや、友達くらいいくらでもいるぜ？　ただ、追試とはなんも関係ないだろ？」

　何か言おうとするクローゼの口を塞ふさいでまで、必死に取とり繕つくろうとするレシーロ。猫ねこはともかくとして、犬は群れていそうなものだが、やはりあの性格では仕方がなかったか。

「いや、いいんだシロ。別にいなきゃいないで考えが──」

「だーかーら！　友達なんて吐はいて捨てる程ほどいるって言ってんだろ！　いいから、なんで今その話したか言えよ！」

「昨夜も軽く言ったけど、お前らが今後も今のスタンスでやってくなら、誰だれかとパーティ組むのが必要不可欠なんだ。つまり今日やるのは、連れん携けいを意識した模も擬ぎ戦せんって訳だ」

　パーティなら役割分担が出来るので、出来ない事を無理にする必要がなくなるし、失敗した時のリカバリーも容易になる。故ゆえに兵へい役えき学校では、他学科の生徒と連れん携けいを取らせる授業が、定期的に行われていた筈はずなのだが……。

「友達がいるってなら話が早いや。シロの友達で、まだパーティに空きがある奴やつらいるか？　理想としては、戦士科と魔ま導どう士し科の奴やつがいると助かるんだが」

　パーティの人数に上限はないのだが、新米冒ぼう険けん者は初代勇者に倣ならい、旅立ちまでは四人一組までというのが習わしになっている。

「そ、そういう事か！　なんだなんだ、パーティね。そんくらい余よ裕ゆうだぜ。選び切れないくらいいるよ」

「そりゃ良かった。じゃあちょっと急で悪いが、適当に見み繕つくろってここに呼んできて貰もらえるか？　卒業生は来月の出立式に出なきゃいけないから、どうせ皆みな王都にいるだろうし」

「えっ…………あ、あぁいいぜ！　あたしの友達に、師し匠しようを自じ慢まんするいい機会だしな！」

「おう、じゃあ頼たのんだぞ。これは今回の講義の肝きもだからな。絶対連れてきてくれよ。絶対だ」

　リクが念押おしすると、レシーロは生まれたての子犬のようにブルブルと震ふるえながらも、消え入りそうな声で「任せろ」と言うと、フラフラと屋や敷しきの外へ向かっていった。

「先生って、結構…その、ごめんなさい。いじわるですよね……レシーロも、友達いないって……分かってるんでしょ？」

　泣きそうな顔で出て行ったレシーロを見送りつつ、ジトッと責めるような目でこちらを見るクローゼ。言い分は至し極ごくもっともだが、それを分かっていて止めないクローゼも、中々いい性格をしていると思ったのは言うまでもない。

「シロって学校でもあんなだったのか？」

「ん。私は、嫌きらわれてるみたいだから…あんまり、関わらなかったんだけど……少なくとも、平民の子からは、嫌きらわれてた気がします」

「あー……そりゃまぁ、そうなるだろうな」

　犬という生き物は、集団の中で自分の立ち位置を強く意識するらしい。生まれながらにして、貴族という高い立ち位置を得ているレシーロからしてみれば、クラスメイトは勿もち論ろん教師でさえも、ついつい舐なめてしまうのだろう。

「よく、才能ばっかで偉えらそうにって…言われてました。レシーロは、ちゃんと努力もする子なんだけど……それを見せたがらないから」

「成なる程ほどね……ま、シロの事はとりあえず置いておいて、俺同様友達が全然いないクロの指導を先にやっちまうか」

　冗じよう談だんっぽくニヤけるリクにつられ、クスクスと微ほほ笑えんだクローゼの兜かぶとがずれ、例によって例の如ごとく被かぶり直す。

「ふふふ…はい。私は……どうすればいいんですか？」

「とりあえず、着てるもん全部外そうか」

「……先生、やっぱり、そういうお趣しゆ味みが？」

　笑え顔がおから一転、表情の曇くもったクローゼは後退あとずさりでリクから離はなれようとする。

「は？　何言って……おい待て誤解だ。いやすまん、俺おれも言い方が悪かった。だがやっぱりってなんだよやっぱりって。そりゃクロはシロと違ちがって出るとこ出てるけどさ……待て待て待て、冗じよう談だんだって」

　距きよ離りを取ったと思いきや、腰こしの魔ま剣けんを抜ぬき放はなち、今度はスタスタと近づいてくるクローゼに、ブンブンと手を振ふり慌あわてて謝あやまるリク。色々と大人っぽいのでつい忘れがちだが、まだクローゼも十四歳さい、言っていい冗じよう談だんと悪い冗じよう談だんがあるに決まっている。
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「外せってのはその鎧よろいだよ、鎧よろい。クロももう分かってんだろ？　クロの俊しゆん敏びん値じゃ、そんな重い鎧よろい着たって動き廻まわれないんだって」

「……冗じよう談だんですよ、冗じよう談だん」

「噓うそつけ、完全に眼めが据すわってたぞ」

　クローゼはニッコリと微ほほ笑えむと、リクの眼前につきつけていた魔ま剣けんを鞘さやに収めた。

　単純で裏表のないレシーロに対し、クローゼは平気な顔して噓うそをついてくるから侮あなどれない。

「でも、私の耐たい久きゆう値で、鎧よろいを脱ぬいだら……それこそ前衛なんて…出来ないんじゃ」

「逆だな。むしろクロが前衛をやってくには、その鎧よろいが邪じや魔まなんだ。まぁ全部脱ぬげって言うのは言い過ぎた。篭こ手てとか胸当てとか、最低限は残すか」

　クローゼはリクの言葉に首を傾かしげつつも、言われた通り装備過多となっていた鎧よろいを外していく。パーツの殆ほとんどを外したクローゼの鎧よろい姿は劇的に軽くなり、傍はたから見ても動きやすくなった事がよく分かる。

「なんだか…スースーします。本当に、こんな装備で…大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「大だい丈じよう夫ぶさ、問題ないって。すぐに慣れるよ」

　軽装な戦士は実は案外いるものだが、彼かれらに共通して言える事は、そもそも彼かれらは筋肉という堅けん牢ろうな肉の鎧よろいを身に纏まとっている点であり、それがないクローゼが軽装備になると、不安になる気持ちは分からないでもない。

「もしかして…今後はわざと、攻こう撃げきを受けて……耐たい久きゆう値ちを上げろって、事ですか？」

「それも逆だな。攻こう撃げきを受けてもいいように鍛きたえるんじゃなくて、一発も攻こう撃げきを食らわないように鍛きたえてく。クロの場合、今いま更さら耐たい久きゆうとか体力上げようとしたって無む駄だだからな」

「うう、無む駄だって…確かに、そうなんですけど」

　兜かぶとから取とり換かえたとんがり帽ぼう子しの鍔つばを握にぎり、シュンと落おち込こむクローゼ。レシーロ以上に純じゆん粋すいな魔ま導どう士し然ぜんとした能力値のクローゼは、こと打たれ弱さに関してはもう手の施ほどこしようがない。

　本来なら前衛に敵の注意を引きつけて貰もらい、パーティの後ろから魔ま法ほうを撃うっていればいいのだろうが、《魔法剣エンチヤント》をどうしても使いたいとなると、後はもう敵の攻こう撃げきを搔かい潜くぐり、一いち撃げきで仕留めるくらいしか戦法は残されていないのだ。

「そう落おち込こむなよ。幸い俊しゆん敏びんは低いがまだ救いがある。明日から日課に素す振ぶりの他に、走はしり込こみも追加だな。剣けん技わざは俺おれもちょっとはかじってるから、教えやす……なんだその眼めは」

「昨日、剣けん……ぶつけてたので、つい」

「ありゃ慣れない両手剣けんで、ちょっと調子乗ったからだっつーの。心配しなくても、明日から俺おれも一いつ緒しよに素す振ぶり付き合うから、すぐに勘かんも取とり戻もどすさ」

　などと強がってみせるリクだが、実のところ全ぜん盛せい期きに集めた武具の数々は、全てイーサ草の栽さい培ばいを始める為ために売うり払はらってしまったので、まず手て頃ごろな片手剣けんを買い直す所から始めなくてはならず、後で武具屋に行かなくてはと、内心焦あせっていた。

　そんな焦あせりがクローゼにも伝わったのか、クローゼは依い然ぜんとんがり帽ぼう子しの奥おくで、じとーっと疑わしい視線を向けていた。

「ゴホンッ……それにしてもシロの奴やつ、いい加減諦あきらめて帰ってくりゃいいのにな。まさか本当に王都中回ってるのか？」

　わざとらしい咳せき払ばらいをしたリクは、遠目に門の向こうを眺ながめるものの、レシーロの泣き顔が現れる気配は未いまだない。どうせすぐに諦あきらめると思っていたが、もしかしたら念ねん押おしが強過ぎただろうかと心配になってくるリク。

「実際、どうするつもり…なんですか？　私にもレシーロにも……パーティを組む相手なんて…いませんよ？」

「そんなの簡単じゃん。お前らで組めばいいんだよ」

「……正気、ですか？」

「心配なら《異常回復キユア》でもかけてみようか？」

　ヒラヒラと左手を見せるリクに、呆あきれたように溜ため息いきをつくクローゼ。

　クローゼは一見言われた事は素す直なおに聞き入れるようで、自分の中で納なつ得とくがいかなければ受け入れられない辺り、なんだかんだ言いつつ結局は言われた通りにやるレシーロと対たい照しよう的だ。

　教える側としては、時に疑問に思ってくれないと本当に理解しているか不安になるので、どっちが良くてどっちが悪いという話ではないのだが。

「私とレシーロ…仲悪いのは、知ってますよね？　パーティなんか組んだって──」

「師し匠しようぉ～……ひぐっ。ごめん、一人も見つからなかった……」

　その時、屋や敷しきの外に見覚えのある大きな馬車が現れたと思いきや、中から出てきたのは予想通り涙なみだぐむレシーロだった。

「おーシロ、やっと帰ってきたか。寒かったろー、よしよしー」

　泣きながら近づいてきたレシーロの頭を、まるで犬にやるようにグシャグシャと撫なでるリク。リクがちょっと手を上げるとすぐにレシーロの頭に届く為ため、撫なで易やすいったらありゃしない。

「あのな、本当に心当たりは全部回ったんだぞ。途と中ちゆうで実家に寄って馬車借りてさ、でも皆みなもうパーティ一杯ぱい──って師し匠しよう、もう撫なでるのやめ、ちょ、やめろっ。やーめーろーよー！」

　口では嫌いやがりつつも、終始大人しく撫なでられながら説明を続けるレシーロ。これがクローゼならすぐ逃にげ出だしそうなものだが、やはりイヌ科は撫なでられるのが好きなのだろう。

「それでな師し匠しよう、マジで友達はいるんだけど、パーティは組めなかったんだ。どうしよう……ごめんな、師し匠しようがあんな大事って言ってたのに」

　撫なで回まわされやっと泣なき止やんだレシーロだが、リクを見上げる薄うす紫むらさきの瞳ひとみが再びウルウルと滲にじみだす。そこまで気にするとは、やはり少々いじわるが過ぎたようだ。

「心配するなシロ。丁ちよう度ど今その話してたんだけどな」

「私とレシーロで、パーティ組めって…先生が」

　クローゼの言葉に、流石さすがのレシーロもリクの懐ふところで信じられないという顔つきをする。その反応は当然であり、リクの想像通りであり、だからこそリクは、この二人なら上う手まくやっていけると確信していた。

「は？　噓うそだろ師し匠しよう？　あたしとこいつが？　無理無理、こんな根暗な……っていうか、クローゼなんだよその格好。あたしの真ま似ねか？」

「そんな訳、ない…これも、先生の指示だから」

「おい師し匠しよう、一体どういうつもりだよ」

「まぁまぁ。どうせ他に組む相手いないんだし、だからって単ソ独ロでやってける筈はずもなし。騙だまされたと思って試ためしにやってみようぜ」

　レシーロもクローゼも、揃そろって懐かい疑ぎ的な視線を向けてくるが、リクはそれを全く気にすることなく、懐ふところからソーマ煙草たばこを取り出す。

「ほらほら二人とも、なにボサッとしてんだ？　模も擬ぎ戦せんやんぞ、模も擬ぎ戦せん。ルールは一昨日とほぼ一いつ緒しよ。二対一で、お前らは好きに攻こう撃げきしてくるといい。制限時間は煙こ草れ一本分な」

　リクがソーマ煙草たばこを咥くわえるも、互たがいに不安そうに目配せし合うレシーロとクローゼ。

「好きにしていいって言われてもな……」

「すみません……もうちょっと具体的な、指示とか…ないんですか？」

「今日は初回だし、そんな気にしなくていいぞ……それにお前ら、どうせ言ったって連れん携けいなんて出来ないだろ？」

「そりゃそーだけど、そんなんでパーティやってけんのかよ」

「まぁまぁ。言ったろ？　今日は初日なんだからって。習うより慣れろって言葉もあるだろ」

　リクに急せかされ、渋しぶ々しぶ構えを取るレシーロとクローゼ。しかし二人とも、ただでさえ使い慣れた武具を外されたのに、家がライバル関係で、互たがいに嫌きらい合っている者同士で組まされては、困こん惑わくするのも仕方ないか。

「火ぃ～付けるぞ～。よーい、スタート」

　右手の指先で着火した瞬しゆん間かん、一昨日同様加速呪じゆ文もんを掛かけ突つっ込こんでくるレシーロ。しかし一昨日と違ちがい、メイス重荷のなくなったレシーロのスピードは、各段に向上していた。

「流石さすがに速いな。おっと」

「ちっ。流石さすがにそう簡単に当たらねーか。ならこれならどうだ、《回まわし蹴げり》！」

　一昨日は見せなかったスキルを繰くり出だすレシーロだが、レシーロがスキルを放つ直前、既すでにリクも両手を合わせ、赤あか魔ま法ほうを発動していた。

「消えた……!?　どこに──」

「レシーロ、後ろ！」

　右手の《暗闇ブライン》と、左手の《防シ御ー強ル化ド》を合わせてリクが発動したのは、自身を見えなくさせる赤あか魔ま法ほう《迷ス彩テ付ル与ス》だった。

　詠えい唱しよう破は棄きした《迷ス彩テ付ル与ス》で、一いつ瞬しゆんだけ姿を消しレシーロの背後に回り込こむリク。そのまま反はん撃げきするつもりが、クローゼの声に反応したレシーロが裏うら拳けんを放ってきた為ため未み遂すいに終わる。

「このっ、このっ！　当たれ！」

　懐ふところに潜もぐり込こんだレシーロは、リクも反はん撃げき出来ない程ほど濃のう密みつな連打を続けるものの、拳こぶしも蹴けりも紙かみ一ひと重えでリクにいなされ、決定打を与あたえる事が出来ないでいた。

「んー、速くはあるんだが、まだまだ単調だな。それと……おーいクロ！　いつまでそうやって見てるつもりだ？　別に一いつ緒しよにかかってきていいんだぞ？」

「で、でも……レシーロが、その…邪じや魔まで」

　そもそもクローゼが《魔法剣エンチヤント》という特異なスキルに拘こだわり始めたのは、自分の魔ま法ほうで前衛を傷つけてしまったからだが、《魔法剣エンチヤント》で攻こう撃げき範はん囲いを極きよく端たんに絞しぼったとはいえ、それでもやはり、誤って味方を傷つけてしまう可能性はゼロにはならない。

「怖こわいなら、まずは《魔法剣エンチヤント》無しでいいからさ。このままじゃ鍛たん錬れんにならないぞ？」

「うぅ、でも……」

「だーもう鬱うつ陶とうしいな！　そんなに嫌いやならすっこんでろ。師し匠しようはあたし一人で倒たおす！」

「いーやシロ、それは無理だな」

「また消える気かっ」

　レシーロの拳こぶしを薄うす皮かわ一枚で躱かわしたリクが手を合わせると、再び姿が消える事を警けい戒かいしたレシーロは大きく後方へ後退あとずさる。しかし、リクが右手から発動したのはただの《火ブ炎レ呪イ文ズ》……そう、赤あか魔ま法ほうを発動すると見せかけて、本当の狙ねらいはレシーロと距きよ離りを取る事だったのだ。

「あっち、あ！　ずるいぞ師し匠しよう！」

「ちっちゃくてすばしっこいのが懐ふところにいると流石さすがに疲つかれるからな。それにずるいもなにも、シロが勝手に離はなれただけだろ？」

　再び懐ふところに潜もぐり込こもうと、チャンスを窺うかがうレシーロだが、リクとてそう何度も隙すきを見せる訳にはいかない。右手で《ブレイズ》をちらつかせ、一歩もレシーロを近づけさせなかった。

「ほらな、一人じゃ無理だろ？　シロは殴なぐる蹴けるしか出来ないんだから、距きよ離りを取られたら打つ手がなくなっちゃう訳だ」

「素手で戦えそうしろって言ったのは師し匠しようじゃねーか！　あたしだって、自分がその、チ……リーチがない事くらい分かってんだよ。だからメイスをと思ったのに」

「メイスを諦あきらめろとは言ったが、一人で戦えなんて言った覚えはないぞ。チビの前衛が、リーチを気にするのは正しいんだがな」

「チビって言うな！　発展途と上じようなんだよ！」

　レシーロは顔を真っ赤にして突とつ撃げきしようとするものの、すかさずリクが足元に《ブレイズ》を撃うつのでそれもかなわない。悔くやしそうに唸うなるレシーロを見ているのは楽しいが、それが目的で模も擬ぎ戦をしている訳ではない。

「ほーらクロー、クロもなんかしないと、そろそろ一本吸い終るぞ」

　これが一対一の勝負なら、このまま吸い終るまでレシーロを足止めしておけばいいだけだが、リクの側面には依い然ぜん棒立ち状態のクローゼもいるのだ。折角わざわざレシーロと距きよ離りを取ったのだから、いい加減クローゼにも参加して欲ほしいところなのだが。

「は、はい……《魔法剣エンチヤント・アイス》！」

　抜ばつ剣けんと同時に、刀身に冷気を纏まとわせるクローゼ。ようやくやる気を出し《魔法剣エンチヤント》を発動させたのは結構だが、これでは結局一対一を分けてやっているだけのような気もする。

「ま、好きにやれって言ったのは俺おれだしな。今日は色々武具も変わって勝手が違ちがうだろうし、しょうがねーか」

　リクは左手で一いつ旦たん煙草たばこを咥くわえ直し、尚なおも近づこうとするレシーロを警けい戒かいする。一対一と言っても、少なくとも右手はこうしてレシーロに釘くぎ付づけされているのだから、とりあえずリクの赤魔ま法ほうを封ふうじたという意味では、これも連れん携けいと言えるのかもしれない。

　リクの赤あか魔ま法ほうは、右手の黒くろ魔ま法ほうと左手の白しろ魔ま法ほうを溶とけ合わせ循じゆん環かんさせる事で発動する。故ゆえに両手の魔ま法ほうを詠えい唱しよう破は棄きする事は出来ても、どうしても両手を合わせるというプロセスだけは、省略できないという欠点を抱かかえている。その欠点を活いかし、先さき程ほどのように赤あか魔ま法ほうを発動すると見せかけるフェイントもあるのだが。

「クローゼ！　分かってんだろうな。師し匠しようが両手を動かしたら、その隙すきをつくからな！」

「分かってる…合わせれば、いいんでしょ」

　不敵に笑い合うレシーロとクローゼ。リクの思った通り、日ひ頃ごろは仲が悪い二人だが、やはりベクトルが嚙かみ合あうと、なんだかんだ息は合うようだ。

「お。思ってたより全然連れん携けい出来てんじゃん。じゃあ……お手並み拝見だ」

　紫し煙えんを吐はき出だし、ゆっくりと左手を離はなしていくリク。煙草たばこの長さからいって、おそらくこれが最後の打うち込こみとなるだろう。ピリつく空気の中、右側のレシーロと左側にいるクローゼがジリジリと間合いをつめようとする度たび、二人に合わせ両の手の指がピクリと動く。

　赤あか魔ま法ほうを使うべきか、それとも黒くろ魔ま法ほうと白しろ魔ま法ほうを撃うち分けるべきか……。

　赤あか魔ま法ほうなら、まだ二人の知らない組み合わせがあるので意表をつくにはもってこいなのだが、手を合わせるという致ち命めい的な隙すきが生まれる。撃うち分ければその隙すきもなくなるが、リクの魔ま力りよくで撃うてる程度の呪じゆ文もんでは、二人の進しん撃げきを止められないかもしれない。

　別段勝ち負けなどどうでもいいが、このまま煙草たばこを吸い終えるまで睨にらみ合あいというのも面おも白しろくない。やはり二人には、まだまだいい格好をしたいというか、教官としての威い厳げんを見せたくなってしまう。

　──さて、どうするか……。

　何か手はないか考えを巡めぐらせたリクは、やがて意を決すると両手を勢いよく合わせた。

「今だクローゼ、《正せい拳けん突づき》！」

「うん…《疾しつ風ぷう突づき》っ」

　それと同時に、左右から突とつ進しんしてくるクローゼとレシーロ。拳こぶしと剣けん、二種類の刺し突とつに対し、リクが選んだ赤あか魔ま法ほうは、

「赤あか魔ま法ほう《閃フ─…─…なっ」

　目くらましの赤あか魔ま法ほうを発動しようとした筈はずが、腰こしからカクンと崩くずれ落おちてしまうリク。視界がザラザラと歪ゆがみ、全身を酷ひどい虚きよ脱だつ感で包まれる。しかしこれは、二人の仕し業わざでは断じてない。

「魔ま力りよく切れか、こんな時に」

　レシーロへの牽けん制せいに詠えい唱しよう破は棄きしていたとはいえ《火ブ炎レ呪イ文ズ》を撃うち続け、更さらに赤あか魔ま法ほうを発動しようとした所で、ソーマ煙草たばこの供給が切れたのだろう。

「この不良品め、大人しく魔ま力りよくを寄よ越こせ」

　残り僅わずかな煙草たばこを嚙かみ潰つぶし、溺おぼれている者が少しでも空気を吸すい込こもうとするかの如ごとく煙けむりを吸うが、魔ま力りよくはほとんど回復せず、重い頭痛と痺しびれる手足がリクの動きを鈍にぶらせた。

「チャンス！　貰もらったああああああああああああ！」

「えっ、でも…ちょっ」

　崩くずれるリクを見て、更さらに勢いをつけるレシーロに攻こう撃げきをためらってしまうクローゼ。それだけなら良かったのだが、土ど壇たん場ばで全く息が合わなかった二人の選せん択たくは、リクの思考が麻ま痺ひしていた事も合わせ、思わぬ事態を引き寄せてしまう。

　咄とつ嗟さに攻こう撃げきを躊ちゆう躇ちよしたクローゼの魔ま剣けんは、持ち主が軽装に慣れていなかった事もあってかすっぽ抜ぬけてしまい、更さらに運の悪い事に、クローゼの予想以上に勢いをつけたレシーロが、飛来する魔ま剣けんの軌き道どう上に入ってしまったのだ。

「レシーロ避さけて！　危ない！」

「えっ」

　……自分でも何な故ぜそうしたのか、鈍にぶったリクの思考では判断出来なかった。予想外のトラブルとはいえ、冷静に考えればレシーロは《自己再生オートヒール》が使えるのだから、こんな事しなくても大事になどならなかったのに。

「師し匠しよう！」

「先生！」

「そう吠ほえんなって、こんなん……全然平気だから」

　レシーロに飛んできた黒い魔ま剣けんは、リクが咄とつ嗟さに捌さばいた事で、地面に刺ささる事さえなくストンと落ちる。これも今になって考えてみれば、クローゼだって魔ま剣けんを投げつけた訳ではないのだから、恐おそらく魔ま剣けんが当たったとしても、革かわ鎧よろいを貫つらぬくことさえなかっただろう。つまり……リクが手を怪け我がする必要など、まるでなかったのである。

「いてて……ちょっと、悪いけどどっちか、俺おれのポケットから煙草たばこ出してくれねぇか？　あと……一いつ緒しよにマッチも入ってるから、それも……取ってくれ」

「師し匠しよう、こんな時にも煙草たばこかよ！　死にそうなんだからじっとしてろよ！」

「違ちがうよレシーロ…先生の、魔ま力りよくが回復すれば…白しろ魔ま法ほう使えるでしょ。それに…これ、ただの魔ま力りよく切れ、だから」

　既すでに半泣きでリクにしがみつくレシーロに対し、クローゼは冷静に煙草たばこを取り出し、リクに咥くわえさせ火をつけた。

「なんで、なんでそんな平然としてられんだよ！　誰だれの所せ為いで師し匠しようが怪け我がしたと思ってんだ！」

「ごめん……私の所せ為いなのは、分かってる。でも…泣いたって先生の怪け我がは、治らない」

「てめぇ！　こんな時に喧けん嘩か売ってんのかよ！　……そもそも、そんな戦うのが怖こわいなら、勇者になんてなろうとすんじゃねーよ！」

　リクはレシーロの膝ひざ枕まくらから二人を見上げていたので、とんがり帽ぼう子しの奥おくから僅わずかに水すい滴てきが流れた事に気付いてしまう。クローゼが何な故ぜ臆おく病びようになってしまったか、レシーロだって把は握あくしている筈はずなのに、今のは些いささか言い過ぎだったのは否いなめない。

　多分レシーロもついカッとなって言ってしまったのだろうが、いくらクローゼが冷静沈ちん着ちやくでも、こればかりは聞き流せなかったに違ちがいない。

「……そっちこそ…先生の具合が悪くなった時点で、一いつ旦たん止まってれば、先生だって庇かばわずに済んだと、思う」

　──まずい事になった。トラブル自体は大した事ではないが、こんな状じよう況きようはリクとて望むところではない。しかしソーマ煙草たばこの魔ま力りよく供給は始まったばかり。ろくに指も動かないリクでは、二人を止める言葉を思いつくことさえ出来なかった。

「師し匠しようだって実戦同様やれって言ってただろ。あそこで手を抜ぬくのは、師し匠しようだって望まないと思ったから仕し掛かけたんだ！」

「だったら、怪け我がくらいでキャンキャン鳴かないで……それに、そんなに心配なら……レシーロが治してあげればいいじゃない」

　クローゼの暴言に、レシーロは眼下のリクを見つめるも、すぐに手が震ふるえだし目を逸そらしてしまう。もしかしてとは思ってはいたが、やはりレシーロのトラウマは相当深刻だったようだ。

　《メガヒール》が覚えられないだけならまだどうとでもなるが、どうやらレシーロはそもそも他人を回復させる事自体出来なくなってしまっていたらしい。

　今度は完全にクローゼが言い過ぎたが、そもそも先に失言したのはレシーロである。

　互たがいの問題発言に睨にらみ合あうレシーロとクローゼ。頭に血が登り切った今の二人では、これ以上何を言い出すか分かったものではない。

「二人とも……いい加減にしろ。失敗を指し摘てきするのと、ミスを責めるのは……全然違ちがう事だろうが。お前らは、パーティなんだぞ」

　漸ようやく起き上がれたリクだが、時既すでに遅おそかったのは言うまでもない。二人の間に広がった亀き裂れつは最も早はや手の施ほどこしようがなく、張はり裂さけた空気に肌はだがピリつく程ほどだった。

「わりぃ師し匠しよう、起き上がれたなら先戻もどるわ……それと、やっぱこんな奴やつとパーティなんて、組める筈はずなかったんだよ」

　リクから離はなれたレシーロは、そのまま振ふり返かえる事なく屋や敷しきに戻もどってしまった。今何を言っても、火に油を注ぐだけなのは分かり切っている。故ゆえにリクは去っていくレシーロを呼び止める事なく、その小さな背中を見送る事しか出来なかった。

「……ごめんなさい。その、色々私の所せ為いで」

「いや……俺おれも色々と見み込こみが甘あまかった」

　ソーマ煙草たばこの不発然しかり、肝かん心じんな所で嚙かみ合あわなかった二人然しかり、教官であるリクが気に掛かけるべき事は、もっとたくさんあった筈はずだ。

「先生は、悪くないと…思います……私わたし達たちが、仲悪いのは、元からですから。だから……やっぱりパーティは無理かなって……もう立てますか？」

「あぁ、大だい丈じよう夫ぶだ」

「じゃあ、私も…先帰りますね……汗あせ、えぐっ、流したいので。ぐすっ、失礼します」

　とんがり帽ぼう子しを深く被かぶり直したクローゼは、落とした魔ま剣けんと先さき程ほど外した鎧よろいを拾い集めると、トボトボと屋や敷しきに戻もどっていった。

「…………くそっ。そんなだから落ちこぼれなんて言われるんじゃねぇか」

　黒くろ魔ま法ほうに白しろ魔ま法ほう、そして二つを合わせた赤あか魔ま法ほう……三つの魔ま法ほうを使いこなしたかつてのリクは、なんだって出来る万ばん能のう感に満たされていたが失敗した。そして再び、なんだかんだ上う手まく教官をこなせていたつもりでも、こうして大失敗をやらかしてしまう。

「思い上がっていたあの頃ころから、俺おれは何も変わっていないじゃないか……何が紅ぐ蓮れんの勇者だ、何が教官だ……俺おれなんて、ただの落スちカこーぼ・れレのツ赤ドだ……」

　歯は嚙がみするリクが弱々しく項うな垂だれると、咥くわえていた煙草たばこの灰がポタリと落ちた。

　朱しゆに交われば赤くなるという言葉がある。人は関わる相手や環かん境きようで、存外簡単に変われるものなのだ。レシーロ白とクローゼ黒も互たがいに影えい響きようし合い混じり合う事で、いい方向に変わっていけばと思ったのだが……。

「……なんて落おち込こんでる場合じゃねーか。頼たよっていいって言ったのは俺おれなんだから」

　今までのリクだったら、ここで全すべて諦あきらめいじけてしまいそうなものだが……なんだかんだ言って、自分が一番レシーロとクローゼの影えい響きようを受け変化し始めている事にはまだ気付かぬまま、リクは二人の後を追い屋や敷しきに戻もどるのだった。




「まずはシロから行くか。クロは……きっとまだ泣いてるだろうし、落ち着いてからだな」

　日ひ頃ごろからクローゼは、謝あやまらなくていい所でもペコペコと頭を下げるので、一見隙すきだらけのようだが実は違ちがう。過去の失敗から病的に臆おく病びようになってしまったクローゼは、すぐ謝あやまる事で逆にそれ以上傷つかないように、自分の心を守っていたのだとリクは予想していた。

　それはまるで、落スちカこーぼ・れレのツ赤ドと呼ばれる事を受け入れ諦あきらめる事で、これ以上否定されなくて済むと現実逃とう避ひをしていた、今までのリクそのものだ。

　似たような心境のリクにはよく分かる。クローゼは実の所、他人に隙すきを見せるのを嫌いやがるタイプなのだ。そんなクローゼが、ああして人前で涙なみだを流したからには、恐おそらくショックも相当なものであり、きっと今はまだ誰だれとも会いたくないだろう。

　勿もち論ろんレシーロのメンタルを軽視している訳ではないが、プライドが相当高いレシーロは、一見他人に隙すきを見せないタイプに見えがちだが、意外に泣き虫な点もそうだが、気を許した相手には結構簡単に隙すきを見せる。むしろ、慰なぐさめろと言わんばかりに構って貰もらいたがる節もある。

「そんだけクロや俺おれには気を許してる……って思いたいもんだな。さて行くか」

　意を決したリクは、自室の傍そばにあるレシーロの部屋のドアをノックする。無視されても開けてくれるまで粘ねばるつもりだったのだが、幸いにも最初の数回で扉とびらは弱々しく開き、中から涙なみだ目めのレシーロが現れた。

「師し匠しよう……なんか用？」

「さっきの件で、ちょっと話があってな。今入っても大だい丈じよう夫ぶか？」

「……ぐすっ。うん、入れよ」

　レシーロは少しだけ迷ったが、グシグシと鼻をかむとすぐに入れてくれた。そういえば、レシーロの部屋に入るのはこれが初めてになる。それどころではないと分かっていつつも、年とし頃ごろの少女の部屋に入るというのは、なんだか妙みような気分だと緊きん張ちようするリク。

　レシーロの部屋は、日ひ頃ごろの粗そ暴ぼうな言動からは想像し難にくいが、物が多い割には案外きちんと片付けられているようだ。てっきり着き替がえの三つや四つ散らばっているのではと警けい戒かいしていたが、そういえば犬は物を仕し舞まうのが好きだったか。

「それで、話ってなに？」

　ベッドに腰こしかけたレシーロは、大泣きした後故ゆえかやや腫はれぼったくなった半はん眼がんで、キョロキョロと部屋を物色するリクを睨にらむ。

「あぁ悪い。さっきの実習だが……すまん、俺おれが悪かった」

　しかしリクが深々と頭を下げると、途と端たんに狼ろう狽ばいしだしたレシーロは、頭を下げているリクに心配そうに近づいてきた。

「え、ちょっと……なんで師し匠しようが謝あやまんだよ。あたしてっきり、クローゼの事かと思ったのに」

「いや、クロは悪く……そうだな、確かにちょっと言い過ぎだったが、それはお互たがい様さまだから、後で二人ともきちんと謝あやまり合った方がいいと思う。それはそれとして、俺おれが師し匠しようとして未熟だった所せ為いで、お前らにいらない気苦労をさせたから、ちゃんと謝あやまらなきゃと思ったんだ」

「別にあたしは、師し匠しようの所せ為いだなんて思ってないよ。確かに説明もなしにあいつと組めって言われた時は驚おどろいたけど、師し匠しようがする事なら何か意味があるんだろうなって思ったし」

　出会ってまだ数日だと言うのに、無む窮きゆうの信しん頼らいを寄せてくれているレシーロ。リクが憧あこがれていた紅ぐ蓮れんの勇者だからなのだろうが、それでもやはり、弟で子しが信じてついてきてくれるというのは、嬉うれしいに違ちがいない。

「そう言って貰もらえると、俺おれももっと頑がん張ばらないとなって思えてくるよ……シロ、ありがとな」

「なんだよ急に！　師し匠しようらしくないぞ。あたし今、師し匠しようならここで絶対いじわるな事言ってくると思ったもん」

「期待に応こたえられなくて悪かったな。ご要望とあらば、いくらでも言ってやるが？」

　リクが邪じや悪あくな笑えみを浮うかべると、手をバタバタと降り再びベッドに逃にげるレシーロ。

「いい！　いいって！　……むしろさ、あたしの方こそ、謝あやまらなくちゃと思ってたんだ。ごめんな師し匠しよう。師し匠しようが怪け我がしたってのに、あたしその……治してやれなくて」

　どうにかいつもの空気に戻もどせたと安あん堵どしかけたリクだが、レシーロは再びシュンと俯うつむいてしまった。

「……あたしさ、ガキの頃ころから平民には絶対負けるなって言われてきたんだ。それが当然だと思ってるし、実際ずっと一番だったんだけど……あの時の実習だけは、どうしても上う手まくいかなくて……すげー馬ば鹿かにもされたんだ。平民のクラスメイトにさ」

　リクは当時の状じよう況きようは資料の上でしか知らないので、はっきりとした事は分からないが、恐おそらくレシーロ本人も気付かぬ内に、当然の事だと思っていた貴族としてのプライドの高さが、徐じよ々じよに徐じよ々じよにプレッシャーとして蓄ちく積せきされてしまったのだろう。

　勝てて当然という事は、裏を返せば絶対に負けられないという事だ。しかも勝利が大前提ならば、達成したところでなんの満足感もなく、ただただ負けられないという重圧が増していくばかりである。

「そんな状じよう況きようで普ふ段だん見下してる連中に馬ば鹿かにされたら、そりゃ精神もグチャグチャになるか」

「父上にはすげー怒おこられたよ。試験に落ちたどころか、平民に馬ば鹿かにされるなんて、誇ほこり高たかきヴァイスフリューゲル家失格だーってな。もう絶対失敗出来ない……いや、失敗を塗ぬり替かえる程ほどの成果を見せなきゃって思ってたら、《自己再生オートヒール》を習得出来たんだ」

「だが、代わりに他人の回復が出来なくなった？」

　リクが静かに尋たずねると、レシーロはコクンと頭を下げ肯こう定ていした。

「……怖こわくなったんだ。もしまた失敗したら？　折角偶ぐう然ぜんにも《自己再生オートヒール》を覚えられたのに、それが全部台無しになったらどうしようって。追試も免めん除じよされちまって、いよいよ言い出す機会がなくなって……でも、誰だれにも相談出来なくて」

「単ソ独ロなら、《自己再生オートヒール》さえあれば困らないと思った訳だ」

　もしかしたら、この一件でレシーロの心に他者を……特に平民を拒きよ絶ぜつする壁かべが出来てしまい、それが他人の回復を妨さまたげ、自らはより孤こ高こうたらんという思考に傾かたむけてしまったのかもしれない。

「紅蓮の勇者師匠に憧あこがれたからってのもマジなんだぜ？　どうしようって悩なやんでた頃ころ、紅ぐ蓮れんの勇者っていうすげぇ強い先せん輩ぱいは、ソロで魔ま王おう城まで行ったって授業で聞いて、あたしもそれだけ強くなれればって……」

「まぁ白状すると、俺おれも最初はそのつもりだったんだ。昔の俺おれは、一人で何でも出来ると思い上がっていた、救いようのないガキだったからな」

　攻撃呪文黒魔法と回復呪文白魔法に優すぐれ、さらに圧あつ倒とう的てきな魔ま力りよくを誇ほこっていたリクは、実際のところパーティなど必要としていなかった。卒業後、様々な武ぶ勲くんを立て更さらに強さに磨みがきをかけていったリクは、自分一人で魔ま王おうさえ倒たおせると、本気で考えていたのである。

「まぁ結局単ソ独ロで行かなかったのは前も話したけど、結果は御ご覧らんの通り……大失敗なんてもんじゃねぇ。あの時思ったよ。人間一人で出来る事なんて、大してないんだってな」

「で、でも！　当時師し匠しようが最強だったのは間ま違ちがいないんだろ？　だったら、何人いたって結局負けてたんだから、師し匠しようが悪い訳じゃ──」

「仲間がいれば、魔ま王おうにステータスのほとんどを奪うばわれる前に、逃にげるなりなんなり出来たかもしれないだろ？　こんなこと今いま更さら言ったってしょうがないんだが、今でもたまに後こう悔かいするよ……友達の一人や二人、作っておくべきだったってな」

　リクがかつての自分を重ねている事にレシーロも気付いたのか、淋さみしそうに視線を逸そらし、窓の外を見上げるレシーロ。

「それを言うなら……あたしだって一いつ緒しよだよ。実はあたし……本当は友達なんていないんだ」

「いや、それはとっくに知ってたけどさ」

「えっ、なにそれ聞いてないんだけど?!　……流石さすが、師し匠しようはなんでもお見通しだな！」

　リクじゃなくても見れば分かると思うが、今それを言ってレシーロを泣かせたいという欲求を、必死に堪たえ話の続きを聞くリクなのだった。

「クラスの連中は皆みな平民で……クローゼあいつは貴族だけど昔から仲悪いしさ。でも父上は、貴族っていうのは孤こ高こうなもんだって言うし、紅ぐ蓮れんの勇者もきっと一人で頑がん張ばってたんだって思ったら、あたしも頑がん張ばらなくちゃって」

「そうやって突つっ張ぱってく内に、益ます々ますトラウマ治すタイミングを失ったと……昨日も言ったが、シロはもう少し、自分が頑がん張ばっている事を知っている人に頼たよるべきだったな」

「おいおい師し匠しよう、言っただろ？　そんな奴やつあたしにもいなかったって」

「そんな事ないぞ。少なくともクロはちゃんと知ってたみたいだし」

　リクの言葉に、レシーロは「なんでそこでそいつの名前が出てくるんだ」と言いたげな顔で訝いぶかしむ。まぁ確かに客観的に見ても、中々都合のいい話に見えなくもない。パーティを組ませる為ための方便と思われても仕方ないだろう。

「疑ってるようだが本当だぞ？　本人から聞いたんだから間ま違ちがいない」

「師し匠しようの言葉でも、流石さすがにこれは信じられないな。あたしらすげー仲悪いもん」

「そうは言うけどさ、シロだって結構クロの事見てたじゃん？　ならその逆だって充分ありえるんじゃないか？」

「は？　あたしが？　あいつに興味持った事なんてねーよ！」

「いやいや。俺おれが調べる前から、クロが実習で失敗した事知ってたし、それに……本当は、ずっとクロとも飯食ってみたかったんじゃないのか？」

　学生の頃ころ、クローゼがいつも一人で食事していた事を知っているという事は、レシーロはいつもそれを確かく認にんしていた事になる。そしてそれは、きっといつも食事に誘さそいたくても、誘さそえずただ見てるしかなかったからではないのだろうか。

「ち、ちちち……ちげーよ！　ぜんっぜん違ちがうね！　どうしてあたしが、あんな根暗な奴やつと一いつ緒しよに飯食わなくちゃなんねーんだよ。大体あいつの弁当、いっつも変な色でまずそうだったからな！　ったくこれだからシュヴァルツファングの連中は──」

「つまり、弁当の中身を覚える程ほど見ていたと」

「な、なな………な、な………」

　何を言っても失言になると判断したのか、それとも思考がショートして何も喋しやべれなかったのか、これでもかというくらい大きく目を見開いたレシーロは、口をパクパクさせたまま固まってしまった。とりあえず、レシーロの方はもう大だい丈じよう夫ぶだろうと判断するリク。

「俺おれこれから、クロにも謝あやまるついでに慰なぐさめに行くんだけど、シロも一いつ緒しよに来るか？」

「行かない！　絶対嫌いや！」

「そんな照れなくたっていいだろうに」

「だーもー、さっさと行けよ馬ば鹿か師し匠しよう！　でてけ！　でーてーけー！」

　普ふ段だんは透すき通とおるように真っ白な肌はだが、耳まで真っ赤になってしまったレシーロは、若じやつ干かん涙なみだ目めになりながらもポカポカとリクの背を叩たたくと、強ごう引いんに部屋の外へ押おし出だしていった。

「師し匠しようなんか入れるんじゃなかった！　ふんだ！」

　リクを締しめ出だすと、十四にもなってあかんべーと赤い舌を思いっきり伸のばしたレシーロは、バタンと強くドアを閉めてしまった。

「ちょっと調子乗り過ぎたか。シロいじってるとついつい楽しくなっちゃうな……さて、クロはもう落ち着いたかな？」

　レシーロの微ほほ笑えましい姿からいくらか元気を分けて貰もらうと、リクはレシーロの部屋の丁度真逆にある、クローゼの部屋へと向かって行った。




「いえ、先生には…なんの落ち度もないので……話す事は特にないかと」

　やんわりと告げられる拒きよ否ひの意思。リクはクローゼの部屋に入る事すら出来ず、先さき程ほどからこうして部屋の前で立たち尽つくしていた。

「やれやれ。やっぱもうちょっと時間を置くべきか？」

　どうしたものかと俯うつむき悩なやんでいると、扉とびらが開く音が聞こえ、ふと顔を上げるリク。しかし開いたのはクローゼの部屋ではなく、先さき程ほどまでいたレシーロの部屋だった。

「シロ……どうかしたか？　腹でも減ったなら、もうちょっと──」

「ちげーよ！　いや、確かに腹は減ったけど、それで出てきたんじゃ……クローゼの奴やつ、出てこねーのか？」

「見ての通りだ、取りつく島もなくて困ってる」

　リクは溜ため息いきをつきながら、背後の閉ざされた扉とびらを指差す。返事の様子からして、もう泣なき止やんではいるのだろうが、今はまだ誰だれとも会いたくないのだろうか。

「ふーん……」

　それを聞いたレシーロは、何やら思う所があったのかリクの隣となりまで来て、じっとクローゼの部屋を見つめると……突とつ如じよドアを蹴け破やぶった。

「シロ!?　ちょ、お前何を──」

「クローゼ！　あたしだ、レシーロだ。入んぞ」

　クローゼの返事も聞かず、ズカズカと奥おくへ入っていくレシーロ。部屋は施せ錠じようされていたとはいえ、リクだってやろうと思えば強引に入る事は出来たが、それを実じつ践せんしてしまう辺り、レシーロの行動力には驚おどろかされる。

　放っておく訳にもいかないかと、レシーロの後を追いリクも部屋に入ると、流石さすがのクローゼもこの乱入には驚おどろいたのか、部屋の隅すみで先さき程ほどのレシーロよろしく口を開けたまま固まっていた。

「んだよ、いるなら返事しろよな」

「な、なな……なんの、用？」

「大した用じゃねーんだけどよ、ちょっとさっきの事で一言言っておこうと思ってな」

　自分の部屋でもないのにふんぞり返るレシーロに、部屋の隅すみで縮こまっていたクローゼは、警けい戒かいするような視線で見上げる。

「…まだ、なにか……文句でもあるの？」

「文句ならたくさんあるけど、今言いたいのはそれじゃない…………お前と二人で師し匠しように挑いどもうとした時、ちょっとだけだけど、その……楽しかった。それだけ！」

　完全に予想外のレシーロの言葉に、背後で様子を見ていたリクは目を丸くし驚おどろいた。恐おそらくクローゼも、とんがり帽ぼう子しの奥おくで同じ事になっていただろう。

「あー腹減った！　あたし先食堂行って何か作っとくから、師し匠しよう達も早くこいよな！」

　自分で言っていて恥はずかしくなってきたのか、再び顔を真っ赤にしたレシーロは、逃にげるように部屋を出ていった。

「なんですか、あれ？」

「なんなんだろうな、あれ」

　春しゆん嵐らんの如ごとく過ぎ去ったレシーロを見送った二人は、どうしたものかと顔を見合わせる。

「レシーロのついでで悪いが、俺おれも話してっていいか？」

「ううぅ……なんかもう、好きにして下さい」

　レシーロに引っかき回された所せ為いか、半ば諦あきらめるように溜ため息いきをつくクローゼ。かなり強ごう引いんではあったが、こうしてクローゼと話す機会を作ってくれたレシーロに感謝するリクなのだった。

「さっきの実習、俺おれの所せ為いで色々と悪かった。嫌いやな思いさせてごめんな」

「いえ。本当に、先生が悪いとは…思ってないので」

「さっきシロにも同じ事言われたよ。シロもクロもあんまりにもいい子なもんだから、俺おれの立たつ瀬せがなくなるな」

「そんな、こと……ないです」

　リクが力なく微ほほ笑えむと、帽ぼう子しを深く被かぶり直しながら首を横に振ふるクローゼ。

「先生。やっぱり私、勇者に……向いてないんでしょうか？」

「どうしてそう思うんだ？」

「私、本当は…なりたくて勇者になろうと思った訳じゃ、ないんです」

　面接の時から、そうなのだろうとは思っていた。過去に失敗したとはいえ、クローゼはあまりにも戦う事に対して消極的だ。しかし本人にとっては不幸な事に、クローゼの周りの環かん境きようが、そしてなによりクローゼ自身の才能がそれを許さなかった。

「元々…シュヴァルツファング家の家か督とくを継つぐのは、私じゃなかったんです。私、次女なので」

「そうだったのか。確かにそういうのって、普ふ通つう第一子が継つぐイメージあるもんな」

「はい。家か督とくは、姉さんに任せて…私は子供の頃ころから、錬れん金きん術じゆつの修しゆ行ぎようをしてたんです。大きくなったら、姉さんの助けになれたらって、思って……」

　いくら実家に工こう房ぼうがあるとはいえ、妙みようにマジックアイテムの精製に食いつくとは思っていたが、そういう背景があったのかと納なつ得とくするリク。しかし、

「何を作っても爆ばく弾だんになっちまう、か……」

「私……そっちの才能は、ないんでしょうね。あ、ごめんなさい…剣けんの才能も、ないんですけど……それと、姉さんには、黒くろ魔ま法ほうの素質が、その……あまりなかったみたいで」

「それで、急きゆう遽きよクロが後あと継つぎに選ばれたと」

　確かにクローゼには、黒くろ魔ま法ほうだけならかつてのリクに迫せまる才能を感じさせる。多た彩さいなスキルにリクに勝まさるとも劣おとらない魔ま力りよく、そしてレアスキルを習得した事からも、黒くろ魔ま法ほうの名家の跡あと取とりには充じゆう分ぶん相応ふさわしいと言えるだろう。

「本当だったら、錬れん金きん術じゆつ師し科に入学する筈はずが…勇者科に入ったんですけど……あんまり上う手まく、いかなくて、実習で…クラスメイトに、怪け我がさせちゃって……」

「せめて魔ま導どう士し科に入ってたらな。実戦に慣れてないのは一いつ緒しよでも、あっちなら後衛に特化した授業をしてくれただろうに」

「そうですね、でも…うちの跡あと取とりは、勇者だって決まってるみたいで。私が勇者科に入った代わりに、姉さんは転学させられちゃったもので…その、辞やめたいなんて、言い出せなくて」

「成なる程ほどな……シロの話を聞いてた時も思ったが、貴族ってのも大変なんだな」

　天てん涯がい孤こ独どくの身だったとはいえ、やりたい事をやり好き放題生きてきたリクと、一族に囲まれながらも、自分の人生が他人の思おも惑わくで左右されるクローゼと、果たしてどちらが幸せなのか。

「でも…やっぱり辞やめたいって、言うべきだったんでしょうね。卒業、出来なかったし…多分このままじゃ、追試もだめそうだし」

「おいおい、合宿はまだ始まったばかりだぞ？」

「でも…今日だって、私の所せ為いで…先生にも、怪け我がさせちゃったし」

　とんがり帽ぼう子しの鍔つばを握にぎり、さらに縮こまっていくクローゼ。少し前までのリクならば、本人にやる気がないならとっとと辞やめろと言っていただろうが……きっとそれは、クローゼの将来に対しなんの責任もない者の言葉なのだろう。

　しかし今のリクは、クローゼの先生なのだ。嫌いやがるクローゼに無理やり教える訳にもいかないのだろうが、道に迷うクローゼを突つき放はなすのは、ただの無責任に他ならない。

「クロ、魔力回路セフイロトは言わばそいつの設計図だ。努力次し第だいで多少は変わるが、人間結局セフィロトの通りにしか、自分を作っていけないもんだ」

　クローゼの姉に黒くろ魔ま法ほうが極きわめられないように、またクローゼは錬れん金きん術じゆつが極きわめられないように。

「時々俺おれは、どうしてセフィロトは人の才能を縛しばるのか不思議に思うよ。皆みんなが皆みんな、なんだって出来るようになった方がいいに決まってるのに……でもな、これは俺おれの経験則だが、人間一人であれこれやろうとしたって無理なんだよ」

　万ばん能のうの紅ぐ蓮れんの勇者……そんなものは幻げん想そうに過ぎなかったように。

「人一人が出来る事なんて限られてる。だから人は誰かとパーティを組む一緒にいようとするんだ。剣けんを振ふり回まわすのが得意な奴やつ、回復するのが得意な奴やつ、人を守るのが得意な奴やつ……そして、黒くろ魔ま法ほうが得意な奴やつ。先に生まれた姉ちゃんじゃなくて、クロに黒くろ魔ま法ほうの才能が出たからには、きっとそれにも何か意味があるのかもしれないんじゃないか？」

「まさか、レシーロとパーティを組む為ため……なんて言わないですよね？」

「そこまで臭くさい台詞せりふは吐はけないな」

　それまで黙だまって話を聞いていたクローゼが、若じやつ干かん胡う散さん臭くさそうに反論すると、リクは肩かたを竦すくめて軽く微ほほ笑えみ返した。

「それでもクロがどうしても勇者になりたくないって言うなら、俺おれもクロの実家に行って、一いつ緒しよに頭を下げてやるよ……ただ、この先絶対シロとしか組ませないなんて言うつもりはないから、もう少しだけ一いつ緒しよにやってみないか？」

「でも私…レシーロに酷ひどい事、言っちゃったし……」

「それはお互たがい様さまだろ？　飯でも食いながら、ちゃんと謝あやまれば済む話さ。さて、じゃあそろそろ食堂に行かないか？　腹減ったやら寂さびしいやらで、またシロがドアを蹴け破やぶりかねないし」

　リクが冗じよう談だんっぽく笑うと、クローゼも帽ぼう子しの奥おくで微ほほ笑えみ返す。まだ全すべてに得心がいった訳ではないのだろうが、それでももう少しだけ頑がん張ばってみようと思ったのか、前まえ髪がみの奥おくに隠かくれた瞳ひとみは、ほんの少しだけ陰かげりが消えたように見えた。

「そう、ですね……今度こそ、ドアが壊こわされたら、たまったもんじゃ、ないですし」

「びっくりだよな、急にあんな事するんだから。ほんと粗そ暴ぼうというか乱暴というか」

　漸ようやく部屋の隅すみから立ち上がったクローゼは、ずれた帽ぼう子しを被かぶり直すとポツリと呟つぶやく。

「でも、ちょっとだけ…羨うらやましいです。私には、ないものだから」

「確かにな。俺おれも少しは見習わないといけないのかもしれない」

「えー……先生は、あんな凶きよう暴ぼうなのは、似合わないと…思いますよ」

「それちょっと酷ひどく──ん？　やれやれだな」

　クローゼの冗じよう談だんに噴ふき出だしかけたリクは、ふとドアの向こうに誰だれかいる事に気がついた。

　それがもしかしなくてもレシーロだと確信した二人は、クスクスと笑い合いながら部屋の外へと向かうのだった。













　　　四章　　戦慄は、凍てつく青アイスブルー







「なに？　ではこの二週間、ほとんど進展なしとな？」

「言わないでくれ。流石さすがに自信を無くしそうだ」

　夕暮れ時の王城、国王に途と中ちゆう経過を報告していたリクは、王の容よう赦しやないツッコミにガックリと項うな垂だれる。

「お主ぬしのなにやら臭くさい台詞せりふで、あの二人も少しは仲良くなったと聞いておったが、それなのに連れん携けいが上う手まくいかんのか？」

「臭くさいって言うな。最初会った時に比べたら、かなりマシにはなったんだが……連れん携けいがなぁ。ムラがあり過ぎて、とてもじゃないが一いつ緒しよに旅なんて無理だな」

　この二週間、全力でリクが二人の間を取り持った甲か斐いあってか、どうにか気まずい空気は脱だつ却きやくし始めていた。顔を合わせれば挨あい拶さつは交かわすし、互たがいの日課であるジョギングと素す振ぶりも、リクがいるからというのもあるが合同でやるようにもなった程ほどだ。

　講義中、居い眠ねむりしかけていたレシーロを、リクが叱しかる前にクローゼが起こそうと努力していたのに気付き、感動して思わず見み逃のがしてしまった事もある。

「今じゃ結構意見交こう換かんしたりもしてる……大たい抵てい最終的にはただの口くち喧げん嘩かになるんだけどな。まぁお互たがい腫はれ物もの扱あつかいだった前よりはずっとマシだよ」

「喧けん嘩かする程ほど仲が良いい……とはならなんだか。難しいものじゃのう。やはり、二人のトラウマをどうにかせん事には、根本的な解決にはならぬのではないか？」

「そうなんだよなぁ。最初は俺おれも、ある程度は二人のやりたいようにやらせて、その中で直すべき所はきっちりと直していこうと思ってたんだけど、まずはそっちを治さない事には、話は始まらないのかもしれないな」

　《自己再生オートヒール》以外の回復魔ま法ほうが使えず覚えられないレシーロ、《魔法剣エンチヤント》以外の攻こう撃げき呪じゆ文もんが使えずろくに攻こう撃げきも出来ないクローゼ。パーティを組むにしろ組まないにしろ、いずれにしても避さけては通れない問題ではあった。

「そもそも二人にパーティを組ませようと思ったのだって、それを見み越こしてだったんだがな」

「ほう？　レシーロ嬢じようにスピードで攪かく乱らんさせ、一いち撃げきの強いクローゼ嬢じように仕留めされるのが目的と思っとったが、そこまで考えておったのか」

「それは表向きの理由だな。その辺はあの二人も理解出来たみたいだけど」

　初めての共きよう闘とうは大失敗に終わったものの、あの後リクが一から丁てい寧ねいに説明し直した事で、次の実習からは互たがいの役割をきちんと把は握あくし臨のぞんでくれた。

「変に意識して欲ほしくないから、二人にはまだ言ってないんだが、クロのどんくささをシロの勢いでカバーして、シロの突つっ込こみたがる癖くせを慎しん重ちようなクロに合わせる事で抑おさえさせるのが、二人にパーティ組ませた本当の狙ねらいなんだが……あんま上う手まくいかないんだよな、これが」

　レシーロは相変わらずがむしゃらに接近したがるし、クローゼは依い然ぜん攻せめ切れず、ここ最近は半ば不毛な実習ばかりが続いていた。

「成なる程ほどのう。言うは易やすしというが、中々思い通りにはならぬか……そう言えば、煙草たばこの調子はどうなんじゃ？　最近は魔ま力りよく切れになってないと聞いておるが」

「魔力切れあれは煙草たばこの所せ為いって言うより、配分考えないで魔ま法ほうを使おうとした俺おれの不ふ手て際ぎわだからな。流石さすがに俺おれだってあれ以来、きっちり残り魔ま力りよくを考えながらやってるから心配いらねーよ」

　元々ソーマ煙草たばこの利点は、常時魔ま力りよくが回復する持続性にある。あの時はリクも調子に乗り、回復するよりも早く呪じゆ文もんを使いたがった所せ為いで、魔ま力りよく切れが起きてしまったのだ。

「ならばよい。それと、追試の準備はほぼ完かん了りようした。そろそろのんびりはしてられぬぞ？」

「分かってるよ……一応聞くけど、内容ってどんななんだ？　卒業試験とは違ちがうのか？」

「公平を期す為ため詳くわしくは言えぬが……レシーロ嬢じようとクローゼ嬢じようの欠点は、ワシももう把は握あくしてるでの。それをきちんと克こく服ふく出来ているかどうかを、確かく認にんさせて貰もらうとだけ言っておこうか」

「わりーなジジイ、恩に着るよ。それでなんだけど、明日はちょっと、近場のダンジョンに行ってみようと思うんだ。あんまり同じ環かん境きようでやってると、悪い意味で慣れちまうからな。あいつらまだ卒業してないけど、俺おれの引いん率そつって体ていなら問題ないよな？」

　ユーフェミア近きん郊こうの森や洞どう窟くつは、魔ま物もののレベルがそれ程ほど高くないので、時々演習場として利用されている。しかし安全対策として、兵へい役えき学校を卒業し外出許可を貰もらった者の引いん率そつがなければ、それら所謂いわゆるダンジョンには入ってはいけない事になっているのだ。

「お主ぬしは公式記録では勇者でなくなっとるのだが……まぁいいじゃろ。この辺りの魔ま物ものは所しよ詮せんレベル一ひと桁けた程度、あの二人だけでも楽勝の筈はずじゃしのう」

　勇者の資格を失効したリクでは、本来引いん率そつ者として認められないのだろうが、この時期の近場のダンジョンは、出しゆつ立たつ式しきを前にトレーニングに励はげむ卒業生がたむろしているので、ただでさえ徘はい徊かいする魔ま物ものが減少傾けい向こうにある。レシーロとクローゼのレベルが平均より高い事も考えれば、問題など起こらないだろう。

「それで、どのダンジョンに行くつもりなんじゃ？」

「北の古城に行こうと思ってる。あそこならルーキー達たち……ん、どうしたジジイ？」

　どうせならとリクが行った事のあるダンジョンを選んだのだが、古城と聞いた途と端たん国王の顔が若じやつ干かん曇くもった事に気が付くリク。

「これは城下の噂うわさなのじゃが……北の古城で、青い影かげを見たという者がおってな」

　青と聞いて思おもい浮うかべるものと言えば、リクから全すべてを奪うばい去さったあの冷たい青あお髪がみと青目だが……まさか魔ま王おうが、こんな王都の目と鼻の先に来ているとは考えにくい。

「それと関係あるかは分からんが、最近北の古城に妙みように強い魔ま物ものが出たらしい。まぁ強いと言ってもルーキーに任せられる程度らしいのじゃが……ちと気になってのう」

「考え過ぎ……って言いたいところだが、ジジイがそんな心配するなら、俺おれの方でも訓練ついでに調べてみるか」

「すまんのう、忙いそがしい時に」

「別に経験値稼かせぎたい訳じゃないからな。あくまで目的は連れん携けいを覚える事だから、そんな時間かからないかもしれないし」

　攻こう撃げきにしろ回復にしろ、実戦ならばいくらでも機会はある筈はずだ。いきなり大おお怪け我がを治させたり、大火力の呪じゆ文もんを使わせたりするのは、今の二人には難しいかもしれないが、相手が負ける心配のない雑ざ魚こならば、案外すんなり使えるようになる可能性は充じゆう分ぶんにある。

「ふむ、まぁお主ぬしがついておれば心配はないじゃろう。頼たのんだぞ紅ぐ蓮れんの」

「精せい々ぜい頑がん張ばるよ。俺おれだって、あいつらには立派な勇者になって欲ほしいしな。それじゃ、あいつら待たせてるから俺おれ帰るわ。一応自習しとけって言ってあるんだが、また喧けん嘩かしてそうだし」

「すっかり教官が板についてきたのう。どうじゃ？　これを期に、兵へい役えき学校の教師として社会復帰するというのは」

「勘かん弁べんしてくれ。ガキ二人でこんな疲つかれるのに、何十人も面めん倒どうみるなんて無理だよ。それに兵へい役えき学校は禁きん煙えんなんだろ？　俺おれにはきつ過ぎる。せめて喫きつ煙えん所でも設置してくれたらな」

　冗じよう談だん交じりに苦笑いしながら、王城を後にするリク。しかし自分で言って気が付いたが、二人と共同生活を始めてからというもの、目に見えて煙草たばこを吸う量が減っているのではないか？

「単純にぼけっと煙草たばこ吸ってる暇ひまがないのもあるが……俺おれも結構影えい響きようされやすいって事か」

　屋や敷しきへの帰り道に煙草たばこ屋の前を通りかかるも、リクは立ち止まる事なく帰っていった。別段すっぱり煙草たばこをやめた訳ではない。そもそもリクは、ソーマ煙草たばこ無しではあの二人とまともに戦う事すら出来ない程ほど弱いのだ。しかし、嗜し好こう品としての煙草たばこなら、少しくらい減らした方が、二人の健康の為ためになるのも確かである。

「あいつら今いま頃ごろ何してんのかねぇ……ま、どうせ喧けん嘩かか」

　口の寂さびしさを人恋こいしさで誤ご魔ま化かしながらも、どこか楽しそうに微ほほ笑えむリクは、我わが家やへと帰路を急ぐのだった。




「だーかーら！　もっとバンバン斬きりかかってこいって言ってんだろ！　クロの《魔法剣エンチヤント》は当たれば強いんだから、ブンブン大おお振ぶりにしなくても、小刻みに当ててけばいいんだって！」

「それは、分かってるけど…シロがうろちょろするから、狙ねらい難にくいんだよ？　シロのスピードは中々だけど、こっちの事も考えて動いて…くれないと、困る」

　案の定、屋や敷しきに戻もどったリクを出で迎むかえたのはおかえりという言葉ではなく、ギャーギャーと喚わめき合うレシーロとクローゼの怒ど号ごうだった。

　互たがいに罵ののしり合いながらも、若じやつ干かん相手を立てられるようになった辺り、やはり根っこでは二人とも気が合うのだと改めて確信するリクだが、では何な故ぜそれが成果に結びつかないのかがどうしても疑問である。

「シロだって、今自分で言ったよね？　《魔法剣エンチヤント》は…威い力りよくが強いんだから、だからこそ……慎しん重ちように、ならないと」

「だからこその《自己再生オートヒール》だろ？　あたしは傷ついても平気なんだから、気にせず──」

「シロ……それは違ちがうと思うぞ」

　確かにレシーロの《自己再生オートヒール》があれば、《魔法剣エンチヤント》どころかもっと範はん囲いの広い大だい魔ま法ほうも気き兼がねなく撃うてるかもしれないが、それは根本的な部分で間ま違ちがっている。

「そもそも、息の合ったパーティなら、前衛に誤ご爆ばくする事自体そんな起こらないんだよ。そりゃ勿もち論ろん絶対あり得ないとは言わないし、前衛を巻まき添ぞえにしてでも撃うたなきゃならない時だってあるが、回復出来るからいくらでも撃うっていいとはならないだろ」

「あ、師し匠しよう。お帰り！　なぁー、やっぱこいつとパーティ組むなんて無理だったんだよー。もう解散して、師し匠しようと組ませてくれよー」

「それなら、私だって解散したい……シロなんかより、先生と組んだ方が…ずっといいもん……先生、お帰りなさい」

「またそれか……あぁ二人ともただいま」

　このところ二人は、二言目には解散と言うのがマイブームらしい。勿もち論ろん本気ではないので、リクも適当に聞き流しているのだが、最近ではその流れから、リクとパーティを組みたいと繫つながるものだから頭が痛くなる。

「なぁ師し匠しよう、あたしと組んでくれよ～。師し匠しようが後衛にいてくれれば、あたしも安心して突つっ込こめるだろ」

「先生……先生が、守ってくれれば、私も、落ち着いて…攻こう撃げき、出来ると思う」

「あ、ずるい！　あたしだって師し匠しように守られたい！」

「シロは、怪け我がしても…平気なんでしょ？　だったら……一人で戦えば、いい」

「んだとクロてめぇ！」

　少なくともリクが帰ってきた時点では、まだ実のある討論だったように思えたが、これではただの子供の喧けん嘩かである。どうしてこうなったのか……もしかして、自分がいない方が上う手まく回るのではと、自信がなくなりかけてきたリクは、ついついネガティブな発想をしてしまう。

「お前らなぁ……前も言ったろ？　いくらソーマ煙草たばこがあったって、使える呪じゆ文もんが弱いのばっかなんだから、俺おれなんてすぐに役に立たなくなるって」

　今でこそまだ、攻こう撃げきに回復や補助、そして多た彩さいな赤あか魔ま法ほうに歴戦の経験則で、二人に教官面出来ているリクだが、所しよ詮せんリクは魔ま力りよく最高値である22を上回る魔ま法ほうは使えないのだ。

「俺おれの事はどうでもいいから、お前らで上う手まくやる方法を考えろよな」

「でもさぁ、師し匠しようにああ言われたからやってみたけど……やっぱ無理だよ。クロと仲良くなるとこなんて、想像すら出来ないもん。攻こう撃げきしろって言ってんのに全然しないし」

「なぁシロ、別に仲良しこよしになれって言ってる訳じゃないんだぞ？　もっと根本的な部分が大事なんだ。分かるだろ？」

　それは伝えるに易やすく、しかし感じ取るのが難しいものだ。リクが答えを言えば分かったつもりにはなれるだろうが、自分で気付かず知ってしまえば、理解するのはより難しくなる。

「でも、先生……シロは私が合わせようとしても、ぐんぐん勝手に…行っちゃうんです。何考えてるんだか、全然分からない……こんなパーティ、続ける意味…あるんでしょうか？」

「クロ、相手の事を一から十まで理解しなきゃ、パーティが組めない訳じゃないんだぞ？　それに、シロに合わせるのは大事だが、同調させる事が全すべてじゃないんだ。分かるか？」

　丁てい寧ねいに諭さとそうとするリクだが、二人はいまいち飲のみ込こめないのか、剣けん吞のんな視線をバチバチと交かわしながら、首を捻ひねるばかりである。

「ま、今日はもう遅おそいしこれで解散にしよう。あぁそれと、許可が貰もらえたから、明日は予定通り近場のダンジョンに行こうと思う」

「まじか、やったぜ！　魔ま物もの相手なら、自習の時よりも気き兼がねなく動けるもんな」

「これ以上、セーブしないで…連れん携けい出来るのかなぁ」

　まるでピクニックにでも行くかのようにはしゃぐレシーロに対し、クローゼは今から心配が尽つきないようだ。

「先に言っておくが、俺おれは極力手を出すつもりはない。レベル差を考えれば、お前らの敵じゃない筈はずだからな。だが……ただ魔ま物ものを倒たおせばいいって訳じゃない事は分るよな？　特にシロ」

「うっ、分かってるよ。連れん携けいだろ、連れん携けい」

「ほら、怒おこられた」

「うっせ、黙だまってろ」

　チクチクと喧けん嘩かし合うレシーロとクローゼ。互たがいに遠えん慮りよがなくなったのは結構だが、意見をぶつけ合えば意気投合出来る訳でもないので考え物だ。

「はぁ～……ま、その為ための実戦か。それじゃあ、明日の集合時間だが……──」




　解散後、リクは一人残った自室で、明日の準備をしていた。ソーマ煙草たばこは予備も合わせ三箱持ち、さらに先日買った片手剣けんを鞘さやから抜ぬき、刀身に異常がないか確かめる。

「ダンジョンなんて五年振ぶりだな……」

　魔ま王おうに負け、ほどなく勇者の資格を失ったリクは、この五年ユーフェミア王都から一歩も出た事がない。久方ぶりの実戦を前にして、想像していた程ほど緊きん張ちようしてこないのは、この二週間で大分勘かんを取とり戻もどせたおかげなのだろうか。

　リクはふぅと大きく息を吐はくと、片手剣けんを鞘さやにしまい、懐ふところから煙草たばこを取り出した。ジンと頭に響ひびく紫し煙えんは、リクの心を研とぎ澄すまし、何をすべきなのかはっきりと意識させてくれた。

「俺おれが戦う訳でもなし、最悪その辺にいる卒業生に頼たよればいいんだから、問題ない……よな？」

　今一度深呼吸したリクは、煙草たばこの火を消し寝ねる支し度たくを始めた。むしろ心配なのは、実戦を経ても二人の呼吸が合うか否いなかだ。

　──やっぱ無理だよ。クロと仲良くなるとこなんて、想像すら出来ないもん。

　──何考えてるんだか、全然分からない。

　ベッドに潜もぐったリクの脳内で、二人の言葉がグルグルと反はん芻すうされる。

　今の二人は、互たがいの事を思っているようで、まだ自分の気持ちを押おし付つけているに過ぎない。それではまだ目標の半分だ。パーティを組む上で大事なのは、無理に相手を理解しようとする事ではなく、互たがいの感覚を認め合い、信じ合う事なのだ。

　──まぁもっとも……心の底から信しん頼らいし合い、互たがいに深く理解し合えていたとしても……上う手まくいかない事もあるんだがな。

　レシーロとクローゼを上うわ塗ぬりし、リクの脳内を青く凍いてつく風が吹ふき荒あれ始める。痛ましい記き憶おくにベッドの中でうなされていく内に、リクの意識は眠ねむりに落ちていくのだった。




「許可証を拝はいけ……お前、ウォーグライトじゃないか！　なんでお前みたいなのが外出許可証を？　まさかお前、勇者に戻もどったのか？」

「いーや、仮許可証だよ。言っておくが本物だぞ？　心配なら気の済むまで確かめてみろよ」

　翌朝、城門をくぐりダンジョンに向かおうとしていた三人は、いかにも古参の老兵に呼び止められた。リクに見覚えはないが、口ぶりからしてリクが勇者の資格を失っている事くらいは知っているらしい。許可証の検分をする間、リクが不ふ機き嫌げんそうに煙草たばこを吸っていると、ほどなくして怪け訝げんな顔で老兵が戻もどってきた。

「むう、確かに陛下の証印だ……落スちカこーぼ・れレのツ赤ドが一体どこで何をするつもりだ？　そっちの二人は学生のようだが」

「どこで何も……そこに書いてあんだろ。北の古城でこいつらの実戦演習だよ」

　老兵の傲ごう慢まんな態度に気を悪くしたリクは、煙草たばこの煙けむりでも吹ふきかけてやろうかと思ってしまうが、こんなろくに仕事も出来ていない奴やつを相手にして、二人の実習時間を減らす訳にもいかなかと、ぐっと堪こらえるのだった。

「ふんっ。どうやって証印を騙だまし取とったか知らないが、精せい々ぜい陛下のお顔に泥どろを塗ぬるような真ま似ねはしない事だな。よし行け」

「言われなくても、こんな所長居する気ねーよ。二人共、行くぞ」

　老兵から許可証をぶん取り返したリクは、不ふ機き嫌げんそうに城門から離はなれていく。

　恐おそる恐おそるついてきた二人は、城門が見えなくなったところで漸ようやくリクに話しかけてきた。

「なぁ……師し匠しようが魔ま王おうに負けて、先せん輩ぱいが殺されちまったのは、その裏切り者の所せ為いなんだろ？　だったらなんで、その事を皆みんなに言わないんだ？」

「先生が、頑がん張ばってる事……皆みんなも知ったら、その…落スちカこーぼ・れレのツ赤ドなんて、言わないと」

　教え子に気を遣つかわれている事に気付き、リクは恥はずかしそうに頭を搔かく。以前ならいくら罵ののしられようと馬ば耳じ東とう風ふうだったのだが、どうも二人の前で馬ば鹿かにされたのが癇かんに障さわったようだ。

「怖こわがらせて悪かったな。気にするな、言いたい奴やつには言わせておけばいいんだよ。俺おれの何が損する訳でもないし」

「「でも──」」

「いいんだよ。俺おれが魔ま王おうに負けたのは確かだし、魔ま力りよくのない俺おれがなんの役に立たないのも事実だ。そんな事よりほら、そろそろ魔ま物ものが出始めるぞ。いつでも戦えるように準備しとけよ」

　そう、全てはもう終わった事だし、もうどうにもならないのだ。ならばリクが周りにどう思われようと、最も早はやどうでもいい事に違ちがいない。

　レシーロもクローゼもどこか不満そうだったが、リクが有う無むを言わさず古城へ向かっていってしまったので、黙だまってついてくるしかないのだった。




「うぅう……前も実習で来た事あるけど、あたしここ苦手なんだよな」

「ガンスラッド城……無念の内に、死んだ…裏切りの騎き士しの鎧よろいは……今も玉ぎよく座ざに…串くし刺ざしになったまま、ユーフェミアへ復ふく讐しゆうを、したがってる…らしい」

「ちょっ、やめろよクロ。あたしそういう話苦手なんだって」

　レシーロが尻尾しつぽを丸めた子犬のように震ふるえているのに対し、クローゼの瞳ひとみが日ひ頃ごろの数倍は活いき活いきと輝かがやいているのは、レシーロを怖こわがらせるのが楽しいのか、単に怪かい談だんが好きなのか……間違いなく両方だろう。

「噂うわさじゃ…ガンスラッドの鎧よろいに刺ささった剣けんを、抜ぬこうとすると……死んでも、死にきれない、ガンスラッドの体が……う～ご～き～だ～──」

「ぎゃああああああああああああっ！　やめろっつってんだろ！　しまいにゃ殴なぐんぞ！」

「……そういうのは、殴なぐる前に…言うべきだと思う」

「お前らなぁ、ほどほどにしておけよ～」

　泣きながら拳こぶしを震ふるわせるレシーロをあやしつつ、リクは久しぶりに訪おとずれた古城を見み渡わたした。

　王都の北に位置する古びた廃はい城じよう、今でこそ学生や新米冒ぼう険けん者の修しゆ業ぎよう場ばとして使われているが、昔は王城に負けず劣おとらず大きなこの城が、こんな荒あれ果はててしまったのにも勿もち論ろん理由がある。

「懐なつかしいなぁ～、裏切りの騎き士しガンスラッド。昔は立派な人だったらしいが……俺おれが倒たおした時には、もうほとんど人間辞やめちまっててさ。なんか角とか生えてたし」

「だから！　師し匠しようもそういう話すん……角？　え、今師し匠しようなんて言った？」

「あれ、学校で習わなかったのか？　ガンスラッド倒たおしたの、学生の頃ころの俺おれだぞ」

「城一つ、落としただけでも…すごいのに……学生の、頃ころだったんですね」

　感動で目を丸くしているレシーロと、若じやつ干かん呆あきれているクローゼの視線を受け流しつつ、かつて自らの手で焼きはらった城を、懐なつかしげに見み渡わたすリク。

「ちなみに、玉ぎよく座ざに串くし刺ざしになってる鎧よろいはその辺で買ったレプリカな。まぁぶっ刺ささった片手剣けんは、当時俺おれが使ってた本物だけど」

「まじかよ！　じゃあ引ひっこ抜ぬいたら、あたしが貰もらってっていいの!?」

「いいわけ、ないと思う……どうして、わざわざ…そんな事、したんですか？」

「そりゃー勿もち論ろん、後の世の後こう輩はいたちにビビッて貰もらう為ためさ。実際クロも楽しめたろ？　ま、そういう訳だから、俺おれこの城はちょっとばかし詳くわしいから、安心して戦うといいぞ」

　などとリクが吞のん気きに笑っていると、早さつ速そく荒あれ城の奥おくから無数のモンスターが襲しゆう来らいするも…………リクの顔を見るなり、モンスター達たちは皆みな一目散に逃にげていってしまった。

「うーわ、見たか今の魔ま物もの？　涙なみだ目めになってたぜ。やっぱあたしらの師し匠しようはすげーんだな!!」

「でもこれ…すみません、特訓に……ならないんじゃ」

「今も昔も変わらず接してくれるのなんて魔ま物ものくらいってか？　……はぁ」

　リクは少し寂さびしそうに溜ため息いきをつくと、両手を合わせ《迷ス彩テ付ル与ス》を発動するのだった。




「うーん……ちょっと休きゆう憩けいするか」

　数時間後、《迷ス彩テ付ル与ス》を解除し二人の前に姿を現したリクは、溜ため息いき混じりに周囲を見み渡わたす。

　古城の中腹にある広場に、円を描えがくように散らばる魔ま物ものの死体。その中央には、背中合わせで構え合うレシーロとクローゼの姿があった。

「まだ全然いけるぜ？　体力も魔ま力りよくもちっとも減ってないし」

「俺おれが腹減ったんだよ。ほら、行くぞ」

　本当は、このまま間ま違ちがったやり方を続けても無意味だと思ったから止めたのだが、朝からの連戦で少なからず高こう揚ようしている今の二人には、頭ごなしに説明するよりも一いつ旦たん流れを切るべきと判断したのである。

　リクは半ば強ごう引いんに、適当に見つけた空き部屋へ二人を連れていくと、荷物の中から人数分の握にぎり飯めしを取り出す……勿もち論ろん、作ったのはリクである。二人に食事を任せていては、とてもではないが追試までリクの体がもたないので、健康管理も教官の仕事だと必死に説得したのである。

「いただきまーす。師し匠しようのご飯って、なんか薄うす味あじなんだよなぁ」

　などと言いつつ、大量に作ってきた握にぎり飯めしを次々と平らげていくレシーロ。その勢いたるや、クローゼが一口食べるごとに、握にぎり飯めしが一つなくなる程ほどである。

「シロのが濃こすぎるだけだっての。ちゃんと栄養バランス考えてやってんだから、黙だまって食え」

「いただき、ます…私は、先生の味付け……好きですよ」

「あー！　クロはすぐそうやっていい子ちゃんぶりやがって！　違ちがうからな師し匠しよう、別にまずいなんて言ってないぞ。あたしだって美う味まいと思ってるんだから！」

「はいはい、分かったからはよ食えって」

　リクに適当にあしらわれただけでなく、とんがり帽ぼう子しの奥おくでクローゼに鼻で笑われたものだから、心底悔くやしそうに握にぎり飯めしを頰ほお張ばるレシーロなのだった。

「そんな事より、さっきの戦せん闘とう……もしかして、どこか…変でしたか？」

「ん、そうだなー…………お前らさ、さっきの戦せん闘とうを自己採点するとしたら、何点つける？」

　二人が相手していたのは、バンピーという蝙蝠こうもり型の魔ま物もので、常に群れで行動するので囲まれると少々厄やつ介かいだが、背中を合わせに戦った二人は互たがいの正面の敵をきっちり倒たおしきり、数の不利を個々の強さで補っていた。

「もち、[image: 100]点だろ！」

「えーっと…60点、くらいですか？」

　それぞれの自信が窺うかがえる点数。何な故ぜこうも嚙かみ合あわないのかと、二人の採点基準を問とい詰つめてみたい衝しよう動どうに駆かられるリクなのだった。

「俺おれなら30点ってとこだな」

「はぁ!?　なんでだよ、師し匠しよう厳しくね？」

「あうぅ……そんな、低いんですか」

「だってお前ら、バラバラに戦ってただけじゃん」

　リクが指し摘てきするも、二人は納なつ得とくいかないのか思い思いに抗こう議ぎしてきた。

「バラバラって言うけどさ、背中を預けて戦うってのが、師し匠しようの言う連れん携けいじゃねーの？」

「数が多い魔ま物ものは、分担して倒たおすのが……セオリーだと、思います。すみません」

「そりゃ一体一体が強いなら、あたしらだって一いつ緒しよに戦ったかもしれないけどさ」

「一人で、倒たおせる…相手なら、効率いい方が……いいんじゃないでしょうか？」

　次々に重ね合わせてくる黄色い抗こう議ぎに、呆あきれればいいのか感心すればいいのか迷うリク。やはり二人してリクに反はん抗こうする時は、それなりに息が合うようだが、それを実戦に転てん換かんするにはどうすればいいのだろうか。

「お前ら、こんな時ばっか息合わせてもな……まぁそれはさておき、分担して倒たおす事自体は間ま違ちがってねーよ？　ただお前らのは、たくさんいる魔ま物ものを各個撃げき破はしてるだけなんだよな。そうじゃなくて、魔ま物ものの群れっていう相手に二人で挑いどむんだよ」

「それ…どう違ちがうんですか？」

「なんか師し匠しよう、最近教え方アバウトじゃね？」

「そりゃーいつまでも、俺おれの指示に従うだけじゃだめだろ？　少しは自分で考えないと、耐たい性せいがある相手に、いつまでも即そく死し呪じゆ文もんかけようとするダメ神官みたいになるぞ？」

　ステータスには表記されないが、人にも魔ま物ものにも弱点や耐たい性せいが存在し、常に適切な呪じゆ文もん選せん択たくを心がける必要がある。単純な話、火ブ炎レ呪イ文ズをかけるなら火を吐はく竜りゆうより樹きの魔ま人じん、反対に水すい棲せい系の魔ま物ものには効き難にくい氷や水の呪じゆ文もんも、竜りゆうの炎ほのおを消すには効果的といった具合である。

「あたし、別に黒くろ魔ま法ほう使わないから、属性関係ないし」

「いや、そういう事言ってるんじゃなくてだな……」

「でも先生、その例で言うなら…回復して欲ほしい時に限って、弱体呪じゆ文もんをかけたがる拳けん闘とう士しとか……弱体呪じゆ文もんと強化呪文ばっかり、使ってくる女剣けん士しみたいに…むしろ指示をしない所せ為いで、困った事する人も……いるんじゃないでしょうか」

「いやまぁ、そういう事例もあるにはあるんだが……」

　歴代の勇者の中から、教科書に載のるような悪例をチョイスしてみたリクだが、どうやらクローゼの方がその手の失敗談に詳くわしかったらしい。

「そうだよなー。あたしらだって、師し匠しようの指示があった方が、今よりもっと上う手まく動けると思うんだよな」

「シロにしては……いい事、言う」

「えへへ、そうだろそうだろー。もっと褒ほめてもいいんだぞ」

「お前らなぁ……ん？　ちょっと待て」

　ここにきてリクは、漸ようやく二人が上う手まく立ち回れない原因に思い当たるも、近づく足音に気付き武器を構えると、そっと壁かべ際ぎわから部屋の外を確かく認にんした。

「あれは……例のルーキー達たちか」

「先生？　どうか、したんですか？」

「ちょっと様子を見てくる。お前らは大人しくここで待ってろよ」

　広場に現れたのが魔ま物ものではなく、噂うわさに聞く強い魔ま物ものを倒たおしに来たと思われる一団だと当たりを付けたリクは、教え子二人を空き部屋に残し新米グループに近づいていった。

「ちょっと聞きたいんだが、お前らも噂うわさになってる青い魔ま物ものを倒たおしにきたのか？」

　リクが声を掛かけたグループの先せん陣じんを切る三人組は、装備からしてルーキーで間ま違ちがいないのだろうが、全員余よ裕ゆうがありこなれた雰ふん囲い気きからして、この古城には既すでに何度も訪おとずれているのであろうことが予想出来た。

「ん、誰だれあんた？　どっかで見たような顔だけど……この城は初めてなの？　誰だれだか知らないけど、随ずい分ぶん貧ひん相そうな装備だね。レベルいくつ？」

　リクの質問に答えもせず、挑ちよう発はつしながら聞き返してくるのは腹立たしいが、子供相手にムキになっても仕方がないので、リクはとりあえずこの場は適当に合わせる事にした。

「レベル９だ。ギルドで依い頼らいを受けたはいいが、お察しの通り他所から流れてきたばかりなもんで、ここの勝手がよく分からないんだ……思っていたより人数が少ないみたいだが、討とう伐ばつ隊はこれで全員なのか？」

「９？　んー、まぁギリギリだけど合格ラインか。話してやれよカーチス。今日この城にいていいのは、ルーキーの中でも選ばれた者だけだってな」

　どうやら戦士風の少年は、少なくともレベル二ふた桁けたらしく、リクのでっちあげたレベルを聞き更さらに態度が居い丈たけ高だかになる。背後に控ひかえる僧そう侶りよ風の少年も、何も言わないが明らかにこちらを見下すような視線を向けてくるので、おそらく同様のレベルなのだろう。

「セルラント、折角外国から来てくれた冒ぼう険けん者に、あんまり失礼な態度はよくないと思うよ」

　戦士風の少年セルラントが声をかけた礼れい儀ぎ正ただしい少年は、リクもどこかで聞いたような名前だった。恐おそらく面接した勇者科の卒業生なのだろう。もっともこちらもリクの顔を覚えていなかったようで、謙けん虚きよながらもやんわりと帰った方がいいという雰ふん囲い気きを醸かもし出だす。

「……連れがすみません。ただ、この古城はちょっと今日危ないので、失礼ながら９レベルでしたら、暗くなる前に王都に行った方がいいと思いますよ。どうも妙みようにレベルの高い魔ま物ものが徘はい徊かいしているらしく、挑ちよう戦せんする冒ぼう険けん者のレベルも制限がかかっているんです」

「レベルの高い魔ま物もの？　どれくらい強いんだ？」

「馬ば鹿かだなぁ、それを今から確かめようってんだよ」

「セルラント……！　すみません。以前その魔ま物ものにやられて帰ったパーティが、平均レベル７だったので、少なくてもそれよりは強いんだろうって事しか。今日集まった面子メンツは、全員レベル10以上なので、大だい丈じよう夫ぶだとは思うんですが」

　兵へい役えき学校の卒業生達たちは、三月の卒業式を終えた後も、四月の出立式までは旅に出られない決まりになっている。勿もち論ろん中には出立式まで遊んで回る者もいるが、大たい抵ていの卒業生は本格的な冒ぼう険けんが始まる前に、近場のダンジョンで簡単な依い頼らいをこなし鍛たん錬れんを積んでおくのが通例だ。

　噂うわさになっている魔ま物ものの正体が分からない以上はっきりした事は言えないが、この時期卒業生が粗あら方かた魔ま物ものを狩かり尽つくしている中で、突とつ如じよ湧わいた妙みように強い魔ま物ものというのは国王の言う通り確かに妙みような話である。

　先さき程ほどから戦っているバンピーも、元々群れで行動するタイプとはいえ、普ふ段だんと数が変わらないような気もするし、例年とは違ちがう奇き妙みような雰ふん囲い気きが、古城に漂ただよっているのは確かなようだ。

　この五年でユーフェミア近きん郊こうの生態系が変わった可能性もあるが、魔ま物ものの出現率とは大たい抵ていその地域の荒こう廃はい度に比例する。王都から離はなれればいざ知れず、国王が長く良く治めるこのユーフェミアで、魔ま物ものが突とつ如じよ増えるとはとても思えない。

　この状じよう況きよう下でどう動くべきか、頭を悩なやませるリク。国王との約束もあるし、正直その妙みように強い魔ま物ものは気になって仕方ない。タイプにもよるが、その辺にはびこる雑ざ魚こと戦うよりも、レシーロとクローゼにとってもいい経験になる可能性が高い。しかしはたして、今の二人にそれ程ほどの魔ま物ものを倒たおせるのだろうか？

　鍛たん錬れんや戦せん闘とうをこなす事で上じよう昇しようするレベルは、この上なく分かりやすい強さの目安である事には違ちがいない。そういう意味で、レベル10前後でどうこうしようという相手に、それを優に上回るレベルの二人なら、苦戦さえあり得ないと思うのが普ふ通つうである。

　しかしリクの様なベテランからしてみれば、レベルは分かりやすい目安であっても、絶対の基準にはなり得ない。数や戦術、スキル構成やチームワーク。その時のモチベーションや残り魔ま力りよくを加味すれば、たかだか数レベルの差など容易に覆くつがえされる。

　レシーロとクローゼは、まだまだパーティと呼ぶのも憚はばかられるチームワークだ。うっかり負けて省かえりみるならまだ可愛かわいげがあるが、今のあの二人なら増ます々ます互たがいの所せ為いだと言い出しかねない。

　とは言ったものの、ここにいるのはリク以外全員ルーキー。実際のところ、イレギュラーな魔ま物ものの相手を安心して丸投げ出来るとも思えない。

　まだ戦術もへったくれもないごり押おし戦法だろうし、単調なスキル構成に手て探さぐりのチームワーク。レベルも高いと言ったところで、クローゼより高い者さえいないだろう。

「おいセルラント、周り見てみろよ。すげー数の死体だぜ？」

「どうしたドルビー……うわマジじゃん。まさかあんた一人やった訳じゃないよな？　パーティはどこにいんの？」

「ん？　あぁ……今ちょっと向こうで休ませてるんだ。長旅で疲つかれたみたいでな。それじゃあ俺おれはもう行くよ。情報ありがとさん」

　悩なやんだ結果、リクは噂うわさの強敵はルーキー達たちに任せる事にした。

　討とう伐ばつするとなると、リク達たちもこのグループとある程度行動を共にする事になるが、リクの教え子二人はこのルーキー達たちに良く思われていないのだ。ただでさえ二人の連れん携けいが上う手まくいっていないところに、藪やぶをつついて更さらに厄やつ介かい事ごとを引き寄せては面めん倒どう極きわまりない。

「まぁそう慌あわてんなって。どうせあんたみたいな弱そうな奴やつのパーティなんだから、連れのレベルも大した事ないんだろ？　なんなら俺おれらと一いつ緒しよに──」

「ちょっと待て！　お前ら雑ざ魚この癖くせに、あたしらの師し匠しようを馬ば鹿かにすんじゃねぇー！」

「んだと？　俺おれらを雑ざ魚こ……って、あー！　お前ら、お嬢じように根暗マンサーじゃん！　え、なんで卒業出来なかったお前らが、こんな所にいるんだ？」

　怒いかり心しん頭とうで近づいてくるレシーロと、無言のままだがやはりレシーロの隣となりで顔をしかめるクローゼを見て、リクはやれやれと溜ため息いきをつく。自分の為ために怒おこってくれたのは素す直なおに嬉うれしいが、どうしてこう次々とトラブルが舞まい込こんでくるのだろうか。

　セルラント少年の嬉き々きとした声で、それまでピリつきながらも静かだった新米グループ全体に、ざわざわと嫌いやな活気が満ち始める。それらが二人を嘲あざ笑わらうものだという事は、耳を澄すませなくても明白だった。

「セルラント、よせ──」

「なんだよ、カーチスだってお嬢じように散さん々ざん馬ば鹿かにされたクチだろ？　それにドルビーの彼かの女じよなんて、根暗マンサーの所せ為いで昔大おお怪け我がしたんだぞ？」

「まぁあの時俺おれが、毎日治ち療りように通ったから付き合うようになったんだけどな」

　庇かばうような発言をするも、僧侶風の少年ドルビーもクローゼを見下している事は、ねちっこい視線からして間ま違ちがいないだろう。人がいいのかカーチスは止めようとしてくれたが、一度堰せきが切れた人の口に戸を立てられる筈はずもなく、ルーキー達たちは次々にレシーロとクローゼを中傷し始める。

「なんだあいつら、いつの間にあんな仲良くなったんだ？　あんだけお家うちがどうこう言ってたのに、いくら友達いないからって惨みじめだなー」

「うわ、まじであの二人じゃん。なんでここにいんの？」

「どうせ親のコネだろ。他に何があるんだよ」

「卒業もしないでダンジョン来れるなんて、流石さすが二大貴族様だわー」

　二人の精神衛生上、これ以上ここにいるのは得策ではないと、二人を連れカーチス少年達たちのグループから離はなれるリク。彼かれらの情報は有益だったが、礼を言う必要はないだろう。

「二人とも、もう行くぞ」

　リクがレシーロの手を引くと、予想通りレシーロは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんでいで、手に持った握にぎり飯めしは既すでに涙なみだで湿しめってしまっていた。

「うぅ、でも……ししょぉ」

「ほら、行こうシロ」

　クローゼは平然と自分の帽ぼう子しをレシーロに被かぶせると、庇かばうようにレシーロの小さな肩かたに手を乗せ、足早にルーキー達たちから離はなれていく。レシーロを挟はさみ去っていくリクは、背中から容よう赦しやなく浴びせられる罵ば倒とうに、肩かたを震ふるわせるしかないのだった。
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「全く……あーなる事は分かってただろ？　待ってろって言ったのに、なんで顔出したんだ？」

　荒あれ城じろのさらに奥おく、より一層人ひと気けのなくなった広間についた一行は、魔ま物ものの気配がないのを確かく認にんすると、誰だれが言い出すでもなく瓦が礫れきに腰こしかける。

「らだっつてて、し師ひょう匠……ぐすっ。お腹なかふすいいたたって、言ってたのに……すん。いつまでも、帰って、ここらないいから」

「先生にも、食べさせてあげないとって…言ってたら……丁度、先生が…馬ば鹿かにされてたので」

　移動中も、レシーロが後生大事に握にぎり飯めしをたくさん抱かかえていたのには気付いていたが、まさかリクの為ためだったとは驚おどろきだった。

　最悪の出会いから始まり、決して幸さい先さきのいいスタートとも言えない共同生活だったが、二人の中でそこまでリクが大きな存在になっていたとは……いや、リクがあまり意識してこなかっただけで、それは最も早はやお互たがい様さまだったではないか。

「……あー、二人とも、心配してくれてありがとうな。あんなガキ共に何言われたって気にならないと思ったが、冷静になってみれば、俺おれも二人を馬ば鹿かにされて結構イラッときてたわ」

　この五年間、落スちカこーぼ・れレのツ赤ドと蔑さげすまれるか、そうでなくても今までの功績を全すべてなかったことにされ、まるでリクなど最初からいなかったかのように扱あつかわれ続け、リク本人もそれを完全に受け入れてしまっていた。

　しかしこの二人は、リクがもう紅ぐ蓮れんの勇者としての力を失っていると分かっていても、変わらず慕したい続けてくれた上に、諦あきらめてしまったリクの代わりに怒おこってもくれたのだ。

「いいんです。別に…私は、慣れてるので」

「……すん。平民に、何言われても……平気だっつーの」

「いいもんか。俺おれの大事な教え子を馬ば鹿かにしやがって……追試なんてちゃっちゃと合格して、はっきりと分からせてやらないとな。お前らがどれだけ立派な勇者かって」

　もっとも現状では、とてもではないが二人のコンビネーションはお披ひ露ろ目めには至らないのだが、リクもここにきてようやくやる気が出てきたので、残る二週間で必ずものにしてみせると改めて自身に誓ちかうのだった。

「ところでさ、そのお握にぎり貰もらっていいのか？」

「え、でも……あたしの涙なみだついて、その──」

「いーからいーから。俺おれいい加減腹減ってたんだよ」

　湿しめってふやけた握にぎり飯めしを、リクは返事も聞かず口に入れる。

「……やっぱシロの言う通りだったな」

「えっ？」

「俺おれの味付け、ちょっと薄うす味あじだったみたいだ。これくらいのしょっぱさで丁度いいわ」

「先生……よかったね、シロ」

「べっ！　別に……嬉うれしくなんか、ねーし。あたしが作った訳じゃ、ねーもん」

　照てれ臭くさいのか、先さき程ほどから被かぶったままのクローゼの帽ぼう子しを、ギュッと深く被かぶり直すレシーロ。そんなレシーロを見て、珍めずらしく頭部を晒さらした状態のクローゼは、愛いとおしそうに微ほほ笑えむのだった。

「うふふ……それで…何か、分かったんですか？」

「あぁ……どうも普ふ通つうより強い魔ま物ものが徘はい徊かいしてるらしい。卒業生で討とう伐ばつ隊たいを組んだらしいが、参加するにはレベルが二ふた桁けたないとダメなんだと」

「んだよそれ……あたしらよりレベル低い癖くせに。偉えらそうに」

　とんがり帽ぼう子しを深々と被かぶったまま、若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやくレシーロを尻しり目めに、どうしたものかと顎あごに指を当てるリク。

「先生…どうするんですか？」

「うーん……そうだなぁ。ま、出くわしたら勿もち論ろん倒たおすが、積極的に探す必要はないんじゃないか？　聞いた感じじゃ、お前らが倒たおしても経験値はそれ程ほど入らないだろうし」

　レベルが上がる条件は多々あるが、基本的に当人にとってどれだけ困難だったかが問われるので、演習ばかりや雑ざ魚こ退治では当然上がりにくく、強敵であればある程ほど上がりやすくなる。

　この二週間で、レシーロとクローゼのレベルが全く上がっていないのに対し、カーチス少年を始めとした他の卒業生のレベルが二ふた桁けたを突とつ破ぱしたのはそれ故ゆえだ。

　もっとも、この城の魔ま物ものはイレギュラーを除けばそれ程ほど強くないので、ここらが彼かれらの頭打ちであるのと同時に、学生の時点でそこから頭一つ抜ぬけた二人の努力と才能が、どれほど優すぐれているかが分かるというものなのだが。

「そういえば、あたしら師し匠しようとあんな戦ったのに、ちっともレベル上がらないんだな」

「戦せん闘とうって言っても、あんな模も擬ぎ戦せんじゃな。しかも俺おれ、一回も負けてないし。やっぱり強敵を倒たおさない事にはな」

　少しだけ機き嫌げんが元通りになったレシーロが、帽ぼう子しの裾すそからこちらを見上げてきたので、からかうようにクシャクシャッと帽ぼう子しごと撫なでるリク。

　しかしレシーロが嫌いやがる以上に、帽ぼう子しが皺しわだらけになるのを嫌きらったクローゼが、早々に帽ぼう子しを取り返してきたものだから、なんだかおかしくなり三人で笑い合うリク達たちなのだった。

「さて、じゃあシロも泣なき止やんだところで、午後の特訓といきますか」

「はぁ?!　泣いてねーし、あたしがいつ泣いたってんだよ！」

「帽ぼう子し、少し…濡ぬれてる」

「え、うそっ!?」

「噓うそ……それで先生、午後はなにやるんですか？」

　クローゼにまでからかわれ、顔を真っ赤にしたレシーロは、ワナワナと肩かたを震ふるわせる。リクは噴ふき出だすのを我が慢まんする為ため煙草たばこを咥くわえたが、煙草たばこがプルプルと揺ゆれてしまっているのでバレバレだろうと観念して逃にげ出だす。

「クロ……てめぇ！　師し匠しようも！　なに笑ってんだよ！　おい、ちょっと待てよ！」

　昼下がりの古城、誇ほこりっぽい廃はい墟きよはどこか不ふ穏おんな空気が漂ただようも、レシーロの怒ど号ごうがそれを吹ふき飛とばすかの如ごとく、城内に響ひびき渡わたるのだった。




「それで、さっきは話しそびれたけど、午後からは二人にちょっとノルマを課そうと思う」

　ルーキー達たちを避さける為ため、意図せず地下に向かっていた所せ為いか、まるで洞どう窟くつのように暗くなり始めた一角で立ち止まったリクは、教え子二人に指示を出す。

　二人が自主的に欠点に気付くのが理想だが、このまま間ま違ちがったやり方で訓練を続けるのも不毛なので、少々修正を入れたかったのだ。

「ノルマ？　日が暮れるまでに何体倒たおせーとか？」

「戦う魔ま物ものを、指定する……とかですか？」

「そういうのとはちょっと違ちがうな。まずシロは、今日はもうとどめ指すのは禁止だ。とどめは全部クロに任せる事」

　リクの指示に、レシーロは大口を開けて抗こう議ぎしようとするも、構わず説明を続けるリク。

「文句はなしな、俺おれの指示には従うんだろ？　そんでクロだけど、常に必ず《魔法剣エンチヤント》を維い持じする事。それと、属性は出来るだけ相手の弱点をつくようにするんだ」

「常に…ですか？　ずっとだと、いくら私でも……長くはもたない、ですよ？」

「普ふ通つうのソーマもたくさん持ってきてあるから、魔ま力りよく切れの心配はしなくていい。まぁシロもそうだけど、お前ら今後も魔ま力りよくの鍛たん錬れんは欠かせないんだから、こういう時は惜おしみなくガンガン呪じゆ文もんを使ってった方がいいぞ。どうせ他にソーマ使う機会なんてないだろ？」

「ふ～ん……やっぱ師し匠しようも、昔はアイテムなんか鍛たん錬れんでしか使わなかったのか？」

「そりゃーな。俺おれは一応前衛も後衛も出来るけど、どっちかって言うと下がり気味の鍛きたえ方だったし。ちょっと活かつ躍やくすれば金なんてポンポン入るから、数えきれないくらいソーマ買って、魔ま力りよく切れギリギリまで何度も何度も呪じゆ文もん撃うちまくったもんだよ」

「先生、私より……魔ま力りよく高かったですもんね」

　とんがり帽ぼう子しと前まえ髪がみの奥おくで、若じやつ干かん悔くやしそうに拗すねるクローゼ。話してみると分かるが、クローゼは一見引ひっ込こみ思じ案あんで弱気なようで、実は張り合える所では結構負まけず嫌ぎらいな面がある。勝てないと思ったらすぐに譲ゆずるので、何かと突つっかかってくるレシーロとは、若じやつ干かん負まけず嫌ぎらいのニュアンスが違ちがうようだが。

　普ふ段だんはそっけない態度を取りつつも、途と端たんにムキになる事もあるクローゼは、やはり猫ねこのような気質を備えている気がした。

「クロには鈴すずが似合いそうだよな、それも大きいやつ。赤いチョーカーとセットで」

「え、鈴すず……ですか？　すみません。ちょっと、何言ってるか…よく分からないです」

「師し匠しようってちょいちょい訳分かんない事言ってくるよな。リードがどうたらとかさ」

「あ……なんでもない、こっちの話だ。それよりノルマだけど、俺おれちゃんと見張ってるからな？　どうせここの魔ま物ものなんて雑ざ魚こばっかなんだから、絶対守るんだぞ」

　不安そうに目配せするレシーロとクローゼ。ソーマの小こ瓶びんは各自それなりに持ち合わせているので、不安は魔ま力りよく切れというよりリクの指示そのものなのだろう。

　リクとしても、このまま二人がなんの疑問も抱いだかず指示に従われては困るので、むしろもっともっと不安がり、リクがどういう意図でこの指示を出したか考えて欲ほしいくらいである。

「効率が落ちる分、午後からは俺おれもサポートするから安心しな。二人は背中を気にしなくていい分、目の前の敵に集中するんだ」

「目の前の敵にって……とどめ刺させないんじゃ、つまんないな」

「つまんないとか面おも白しろいじゃないだろ。ほら、行くぞ……《迷ス彩テ付ル与ス》」

　ぶーぶーと不満そうに口を尖とがらせるレシーロを引きずりつつ、再び姿を消すリク。サポートするとは言っても、リクがいてはそもそも戦せん闘とうが発生しなくなってしまうので、面めん倒どうだがこればかりは仕方がないだろう。

「うわ、なんか透とう明めい人間に引っ張られるって気持ちわるっ……それにしても、ほんと師し匠しようの赤あか魔ま法ほうって便利だよな。なんでも出来んじゃん」

「なんでもって……シロお前、俺おれの授業本当に聞いてたのか？　……そうだな。まぁ実際、勇者科に入るには前衛も後衛も出来なきゃいけねーから、勇者＝なんでも出来るって認にん識しきはまぁ間ま違ちがっちゃいねぇ」

　中にはクローゼのように、大して適正もないまま勇者科に入ってしまう者もいるが、基本的に勇者とはオールマイティに動けるというのが通説である。

「だが力なら戦士の方が上だし、魔ま導どう士しの方が魔ま法ほうは強い。回復なら僧そう侶りよに任せた方が確実だ。なら勇者の役割って、なんだと思う？」

「え…えと……だから、なんでも出来るところじゃ…ないんですか？　どんな状じよう況きようでも……対応、出来る…万ばん能のうさ、というか」

「その理り屈くつでいくと、攻こう撃げきも回復も出来るシロはともかくとして、攻こう撃げき特化のクロは勇者じゃないって事に……おいおい、そんな目するなって。別にクロを責めてる訳じゃないんだから」

　とんがり帽ぼう子しの奥おくで、黄色い瞳ひとみがシュンとなった事に気付き、リクは慌あわててクローゼを慰なぐさめる。もっとも透とう明めいなままなので、傍はたから見たらかなりシュールな光景にはなったが。

「ばっかだなークロ。あたし知ってるもんね。そんなんずばり、勇気に決まってんだろ」

「……シロ、英えい雄ゆう譚たんの…読み過ぎ」

「んだとー！　なんでだよ、勇気ある者だから勇者だろ！　ちげーのかよ！」

「だから喧けん嘩かすんなって……まぁそういうノリも嫌きらいじゃないが、もっと現実的な話だよ」

　透とう明めいのままリクが仲ちゆう裁さいに入ったので、どういう事かと首を傾かしげるレシーロとクローゼは、誰だれもいない空間を見つめる絵え面づらになってしまう。このままではなんだか間ま抜ぬけな光景なので、一いつ旦たん《迷ス彩テ付ル与ス》を解いたリクは、教え子二人の間に立ち微ほほ笑えみかけた。

「現実的な、話…ですか？　でも、なんだろう」

「考えてもみろよ。勇者より力があるからって、パーティ全員戦士にするか？　勇者より魔ま力りよくがあるからって、魔ま導どう士しだけのパーティなんて誰だれも作らないだろ？」

「そりゃーそうだけど……じゃあさ、結局勇者の役割ってなんなんだよ」

　もっともユーフェミアの場合だと、パーティに必ず勇者がいなければならないという決まりがあるのだが、最初にそのルールを作った者だって、きっとリクと同じ結論に達したのだろうという確信があった。

「自力でなんでも出来る反面、一人じゃなんにも出来ない勇者がいるから、パーティは助け合おうとするんだ。つまり勇者の役割は、パーティを繫つなぐ事なんだよ」

「「パーティを、繫つなぐ……」」

「お前らお互たがい勇者なんだからさ、もうちょっと手を取り合った方がいいと思うぞ。前にも言ったろ？　もっと他人を頼たよれ、それが勇者として大事な事なんだぞって。あれは別に俺おれだけを頼たよれってことじゃなくて、お互たがい頼たより合えって意味でもあるんだからな？」

　以前は反発し合うだけだったが、リクの言葉に神しん妙みような顔で見つめ合うレシーロとクローゼ。

　リク自身、以前は周りにどう思われようと構わないと諦あきらめていたが、今ではこの可愛かわいい教え子二人が、リクだけでもなく周囲にも立派な勇者として認められるようになって欲ほしいと、切に願わずにはいられないのだった。




「先生……魔ま物ものって、どうやって、レベルを…上げているんですか？」

　漏もれ出る陽光も減りつつある薄うす暗ぐらい荒あれ城を歩き回る事数十分後、先さき程ほどまで数歩ごとに現れていた魔ま物ものが途と端たんに出なくなった所せ為いか、周囲を警けい戒かいしつつ透とう明めいのリクに尋たずねてくるクローゼ。

「あ、確かに気になる。やっぱ魔ま物ものも鍛きたえてんのかな？　あーでも、魔ま物もの同士が戦ってる所、見た事あるやつなんているのか？　どうなんだ師し匠しよう？」

「さてなぁ。魔ま物ものを襲おそう魔ま物ものなら見た事はあるが、あれでレベルが上がってるかは分からんな。同じ地域の魔ま物ものは大体同じくらいの強さだから、なんかしらの法則があると思うんだが」

「師し匠しようでも分からない事ってあるんだな」

　リクが答えられないのがそんなに嬉うれしいのか、ニンマリと笑うレシーロは、ちょっかいを出そうとリクの声がした方をつっつこうとしてくるも、生あい憎にく見けん当とう違ちがいの方向だったのでリクのしっぺ返しを食くらうのだった。

「あいたっ。くっそー、そっちだったか」

「シロ、お前俺おれをなんだと思ってるんだ？」

「それじゃあ、今回の件も…原因は……分からないんですか？」

　ニヤニヤとじゃれついてくるレシーロに対し、声のトーンが結構本気で残念そうに下がるクローゼ。クローゼの期待を裏切るようで悪いが、いくら昔強かったといっても、学者でもないリクが知っている事などたかが知れている。

「うーん。そのダンジョンの主ヌシとかだったら、他より多少は強いもんだが……主っていうのは大たい抵てい、人の手が全然入ってないダンジョンにいるもんなんだよ。単純な話、他の個体より長生きした魔ま物ものが主になるもんだからな。だがガンスラッドこの城の主は俺おれが倒たおしたからなぁ」

　数年前リクが裏切りの騎き士しを倒たおして以来、この城も付近の森同様卒業生の修しゆ行ぎよう場ばになっている以上、そう易やす々やすと主クラスの魔ま物ものが発生するとは思えない。

　仮に主が出たとしても、こんな卒業生の腕うで試だめしとして利用される前に、国王の耳に必ず入っていた筈はずだ。しかし昨日話した時、国王はそんな事一言も言わなかった。

「ふーん……結局さ、じゃあなんでそんなイレギュラーがこの古城にいるんだ？　実際強い魔ま物ものがいるのは確かなんだろ？」

「だからー、それが分からないから気になってるんだろ。ってほら、やっと魔ま物ものが出たぞ。お前らは余計な事気にしなくていいから、さっき言った事をきちんと意識しろよ」

　レシーロの吞のん気きな質問に頭を痛ませるリク達たちの前に、再びバンピーの群れが現れた。世間話から即そく座ざに意識を切きり替かえ、各自戦せん闘とう体勢に入る。

「おっし、行くぞクロ！　まずは手前のこいつからだ！」

　颯さつ爽そうと近くに舞まう蝙蝠こうもりに拳こぶしを刺さし込こむレシーロ。詠えい唱しよう破は棄きで補助呪じゆ文もんを掛かけていたようで、目にも留とまらぬ速さで撃うちこまれた拳こぶしは……バンピーを一いち撃げきで倒たおしてしまった。

「あ、やば──いってええええっ」

　しまったと舌を出すレシーロに、先さき程ほどよろしく見えない拳げん骨こつを入れるリク。恐おそらく舌を猛もう烈れつに嚙かんでしまっただろうが、犬の躾しつけは最初が肝かん心じんというから、ここは厳しくいくべきだろう。

「シロ！　倒たおすなっつったろ！」

「いはい痛いいはい痛い！　でも師し匠しようー！　なんで魔ま物もの相手に手加減しなきゃなんねーんだよ！　大体、クロがさっさと来ない所せ為いだろ！」

「私…そんなに早く、動けない」

「ちっ、じゃあこれでどうよ。《速ア力ク強セ化ル》！」

　じれったそうに舌打ちをしたレシーロが、クローゼに手をかざし補助魔ま法ほうを掛かける。ここまでかなりかかったが、やっと少しだけリクの理想とするパーティの形に近づいたようだ。

「……自分に補助呪じゆ文もん掛かけるのは止めておくか。また師し匠しように殴なぐられたくねーしな。おら！　今度こそ行くぞクロ！」

「待って…《魔法剣エンチヤント・アイス》」

　心なしか日ひ頃ごろより軽かろやかに魔ま剣けんを抜ぬいたクローゼが、刀身に氷の黒くろ魔ま法ほうを付ふ与よする。流石さすが勉強熱心のクローゼは、バンピーの弱点をきちんと把は握あくしていたようだ。もっともリクが弱点を指定した訳は、それ以外にも理由があるのだが。

　二人に襲おそいかかろうとする他のバンピーを蹴け散ちらしつつ、周囲を観察するリク。バンピー以外の魔ま物もの……それも出来れば、バンピーと弱点が異なる魔ま物ものが来てくれると、リクとしてはとても都合がいいのだが……。

「いきなりそんな上う手まくいかないか。まぁまずは、シロのお手並み拝見だな」

　心配そうにリクが見ている中、再びバンピーに急接近しようとするレシーロ。しかしレシーロにかけた補助呪じゆ文もんが切れた上に、今度はクローゼに《速ア力ク強セ化ル》が掛かかっているので、二人の接近はほとんど同時、いやむしろクローゼが若じやつ干かん先となった。

「んにゃろ！　じゃない。あたしはとどめ刺さしちゃだめなんだから……えーっと、こうだ！」

　普ふ段だん通り力いっぱい振ふりかぶろうとした拳こぶしをギュッと堪たえたレシーロは、咄とつ嗟さにダメージよりもまずは当てる事を重視した軽い掌しよう底ていを放ち、バンピーの体勢を崩くずしにかかった。

　それはスキルと呼べる程ほどのものではなかったが、レシーロのジャブにふらついたバンピーに、慎しん重ちように黒い魔ま剣けんを突つき刺さすクローゼ。

「っしゃー！　いいぞクロ！」

　刺さし込こまれた魔ま剣けんから霜しも柱ばしらが広がり、小型の蝙蝠こうもりモンスターは大口を開けたまま墜つい落らくしていく。おっかなびっくり剣けんを突つき刺さす様は、お世辞にもまだまだ合格点には満たないが、レシーロに引っ張られる形だったとはいえ、迷いなく攻こう撃げき出来ただけ一歩前進といったところか。

「シロの…おかげ」

「ったりめーだろ！　次行くぞ次！」

「うんっ」

　意外にもあっさりと連れん携けいを決める二人を見て、リクは喜んでいいのやら驚おどろけばいいのやらで眼めを丸くする。思えばレシーロは、察しこそ致ち命めい的に悪いがその分飲のみ込こみが早かった。これほどすんなり上う手まくいくのであれば、もっと早くこうしておくべきだったのかもしれない。

　あるいは……先さき程ほど言った勇者の役割について、二人が真しん剣けんに考え始めた結果なのだろうか。

「やっぱ犬は、芸仕し込こんでなんぼってことか」

「んー？　師し匠しよう、なんか言ったー？　師し匠しようもあたしの事、もっと褒ほめていいんだぞ」

「あー偉えらい偉えらい。よくやったよ。偉えらいから次もその調子で頼たのむぞ」

「おう！　任せておけ！」

　コツを摑つかんだというより、自分の役割をきちんと認にん識しき出来たのか、レシーロはその後も魔ま物ものの体勢を崩くずす事に徹てつし、また執しつ拗ように追つい撃げきしようとしなくなった事で、クローゼもレシーロに当たる事を気にする事なく魔ま剣けんを振ふるえているようだ。

　しかし、相変わらず少々先せん行こう気味なようで、しかも以前と違ちがい撃げき破はではなく体勢を崩くずしているだけなので、すぐに体勢を立て直した魔ま物ものが、クローゼを囲もうとしてきた。

「シロ、待ってー」

「あ？　あ、いっけね。もう補助呪じゆ文もんが切れたのか。《速ア力ク強セ化ル》っておい、ここ怪け我がしてんじゃねーか……《防シ御ー強ル化ド》！　ほら、お前どんくさいから、これならくらっても平気だろ」

「うん…ありがと」

「別に……いいか、あたしの傍そば離はなれんじゃねーぞ」

　──いい傾けい向こうだな。

　レシーロの動きが、段々とクローゼの傍そばを離はなれ過ぎず、さりとてクローゼの邪じや魔まをしないように変化し始めたのを見て、満足そうに頷うなずくリク。遂ついにレシーロが、立ち回りにクローゼの存在を意識し出したのだ。

　結局リクのサポートなどないまま、ひとまずバンピーを倒たおしきった二人は、周囲にこれ以上危険がないか確かく認にんしつつ、一カ所に集まり直す。レシーロもクローゼも、今回の戦せん闘とうには確かな手て応ごたえを感じたのか、どこか嬉うれしそうに目を合わせていた。

「シロ、今回はかなり良かったじゃないか」

「だろだろ！　これなら流石さすがの師し匠しようも、百点満点をつけるしかねーよな」

「んー、二人で65点ってところだな」

「えぇー!?　なんでなんでー?!」

　35点も上げてやったと言うのに、ブンブンと握にぎりこぶしを振ふり抗こう議ぎするレシーロ。一方クローゼは、思う所があるのかやや肩かたを落としシュンとしていた。

「ごめんシロ…多分、私の所せ為い」

「え、そうなのか師し匠しよう？」

「言っただろ、二人で65点だって。どっちの所せ為いとかどっちのおかげとかじゃないから、どうやったらもっと上う手まくいくかだけ考えてみるんだ」

「はい…頑がん張ばります」

　実のところ、65点の内訳はレシーロが35点にクローゼが30点だったので、クローゼが気に病やむのは間ま違ちがいではないのだが、別段レシーロが文句なしという訳でもないので、やはりどちらの所せ為いだと言うべきではないのだろう。

「バンピーばっかじゃなぁ……お、丁ちよう度どいい。二人とも、次はあの群れと戦うぞ」

　周囲を探さぐってみると、亡もう者じや型の魔ま物ものと羽虫の魔ま物ものが、ひび割れた床ゆか下したから這はい出でてきた。都合がいい事に、それぞれ弱点の異なるモンスターだ。

「それとな、連れん携けいの特訓だからって、別に声掛かけ合っちゃダメって訳じゃないんだぞ？　さっきクロが待てって言ったみたいに、むしろきちんと要求するのもコンビネーションってもんだ」

「え、そうなの？　あたしてっきり、クロの意図を酌くむのも修しゆ行ぎようの内だと思ってた」

「私も…上う手まく動きを、合わせなきゃって……思ってました」

「やっぱりか。あのなぁ、長年パーティ組んでたって分からない事だってあるし、誰だれだって判断ミスもするもんだろ？　だから、して欲ほしいことはきちんと言った方が良いんだよ」

　──そもそも、他人が何を考えているかなんて、魔ま法ほうを使ったって分からないんだから。

「……じゃあ行くぞ。特にクロはきちんと意思表示すんだぞ。とどめ刺さすのはクロなんだから」

　言いかけた言葉を胸に秘め、魔ま物ものの元へ向かうリク。そう……他人の腹の内など誰だれにも分からない。分かれば、苦労はしないのだ。




「シロっ、先に羽虫をやっつけて！　まだ、《魔法剣エンチヤント》が…切れてない」

「なんで？　別にクロならどっちも一いち撃げきで倒たおせるだろ？」

「そうだけど、こいつら…弱点、違ちがうの……先生が、言ったでしょ？」

　まだ虫型を全ぜん滅めつさせてないにもかかわらず、近くにいた亡もう者じやに向かおうとするレシーロを諌いさめるクローゼ。これまで意識していなかったので仕方がないのだろうが、羽虫型は氷結、亡もう者じや型は火か炎えんと弱点が違ちがうので、まだ氷結の《魔法剣エンチヤント》が切れていないのに、虫型から攻こう撃げきを移すのは得策とは言えない。

「そうなのか。わりっ、気を付けるわ」

　レシーロはクローゼの指し摘てきに素す直なおに納なつ得とくすると、持ち前の身軽さで引き続き羽虫の動きを止めにかかる。しかしスピードでモンスターを翻ほん弄ろうしようにも、拳こぶししかないレシーロでは、空を舞まう魔ま物ものが高度を上げてしまえば、攻こう撃げきが全く届かなくなってしまう。こういう時こそ、クローゼの黒くろ魔ま法ほうが使えるといいのだが……しかし、

「クロ！　足場作ってくれ！」

「えっ？　う…うんっ」

　跳ちよう躍やくしても攻こう撃げきが届かない事を確かく認にんしたレシーロは、どうした事か今度はクローゼに向かい全速力で駆かけてきた。流石さすがに数が数なので、遠巻きで魔ま物ものを減らしつつ、どうするつもりなのかとリクが様子を見ていると、なんと事前の打ち合わせもないのに、クローゼは刀身に残る氷の魔ま力りよくを解き放ち、足元に大きな氷柱を作り出したではないか。

「いっくぞおおおおおお！」

　氷柱に飛び乗ったレシーロは、そのまま逃にげ惑まどうモンスターの背に跳とび移うつっていき、次々と魔ま物ものの高度を下げていく。その隙すきに、再び《魔法剣エンチヤント》を発動したクローゼが、バランスを崩くずしたモンスターを蹴け散ちらしていくのだった。

「やるなぁあいつら。声を掛かけ合あえとは言ったが、まさかいきなりあそこまで意思疎そ通つうするとはな……気が合わない癖くせに、どうしてああも息がぴったり合うのかね」

　完全に出番を失い、感心したリクはもういいだろうと煙草たばこを吸い始める。

　勢いと補助呪じゆ文もんに秀ひいでるレシーロを、知識と攻こう撃げき力で優すぐれるクローゼが、抑おさえつけるのではなく上う手まく誘ゆう導どうし、またレシーロもクローゼに全すべて任せるのではなく、時に引っ張っていく事で互たがいの長所と短所を補い合う。

　どうやらリクが予想していた以上に、嚙かみ合あった二人の連れん携けいは強力だったようだ。

　これで後は、パーティが傷ついたらレシーロが回復し、数の不利をクローゼの強力な攻こう撃げき呪じゆ文もんでカバー出来れば、増ます々ますもって向かう所敵なしになるのだが、流石さすがに今そこまで要求するのは贅ぜい沢たくというものだろう。

「ほんと、こんな事なら最初に説明すればよかったか。まぁこれなら追試も余よ裕ゆうだろ……これで安心して送り出せるな」

　クローゼの背後を狙ねらう亡もう者じやを適当に倒たおし、リクが安心そうに呟つぶやくと、それまで活いき活いきと魔ま物ものを撃げき退たいしていた二人が、途と端たんに辛つらそうに俯うつむいてしまった。

「……どうした二人とも？　そんな顔しなくても、点数なら文句無しの95点だ。流石さすがに満点はやれな──」

　リクは冗じよう談だん交じりに笑う事で、この場を誤ご魔ま化かそうとしたものの、どうやらそうはいかないようだ。

「なぁ師し匠しよう……どうしても、ついてきてくれないのか？」

「勇者の、資格が…なくても……卒業生なら、パーティは組める筈はずじゃ」

　魔ま物ものを倒たおし終えた二人が寂さびしそうに近づいてくると、リクもついつい二人についていってやりたくなる。感情では輝かがやきを秘ひめる原石のような二人のすぐ傍そばで、これから先も二人を見守ってやりたいのだが、理性がそれはどうあっても不可能なのだと厳しい現実を告げる。

「まだ言うか。もう散々勉強したろ？　魔力回路セフイロトが成長し切った俺おれは、これ以上強くは絶対になれないんだ。そりゃ今はまだ、お前らの力になってやれるさ。だがどこまでお前らの冒ぼう険けんに付き合えると思う？　北の始まりの神しん殿でんか？　あの程度のダンジョンなら、成なる程ほど確かに俺おれでも役に立つだろうな。それとも東の水すい魔まの岬みさきか？　まぁ魚人程度、今の俺おれでもそう苦労はしないだろう。でなきゃ南のエルフの町まで行ってやろうか？　そろそろお前らも気付くだろう。黒くろ魔ま法ほうにしろ白しろ魔ま法ほうにしろ、とっくに俺おれより強くなってる事に。じゃあ西のドワーフの洞どう窟くつまでついて行ったらどうなる？　その頃ころには、俺おれなんか完全にお荷物になってるだろうがな……それでもお前らは、俺おれについてこいだなんて言うつもりか？」

　かつてリクが巡めぐった世界……そして、もうリクが行くことの出来ない世界。

　この世界は弱者に厳しい。王都ユーフェミアから離はなれれば離はなれる程ほど、棲せい息そくする魔ま物もののレベルは各段に上がっていく。最果ての町では、生しよう涯がい町から出ない者だっていると聞く。

「俺おれは所しよ詮せん負け犬、ソこーんマな煙も草のに頼たよらないと、ろくに戦う事も出来ない落スちカこーぼ・れレのツ赤ドだ……だがお前らは違ちがう。これからいくらでも広がっていくお前らの冒ぼう険けんに、俺おれみたいな出で涸がらしは相応ふさわしくないのさ」

「で、でも……あたし達たち、師し匠しようがいてくれないと──」

　尚なおも食い下がろうとするレシーロの声を、突とつ如じよ上階から聞こえてきた悲鳴が遮さえぎった。

「──師し匠しよう、今の声！」

「あいつら偉えらそうな事言ってたが、やられちまったみたいだな。どうする？」

　リクの返答に、既すでに体が悲鳴の方に向きかかっていた二人は、目を丸くして立ち止まる。

「え、どうするって……」

「強い魔ま物ものって言っても、何グループもいたんだから全ぜん滅めつする心配はまずないだろう。そりゃ何人か重傷は負うだろうが、あいつらだってそれを覚かく悟ごで低レベルのパーティに来るなって言ったんだ。自己責任だろ」

　いかにも「別にあいつらがどうなろうと知った事ではない」とでも言いたげに、煙草たばこを吹ふかし敢あえて冷たく言い放つリク。勿もち論ろん二人の反応が知りたくてわざとこんな態度を取っているのだが、正直ここで二人が見捨てる選せん択たくを選んだとしても、仕方がないという思いもある。

「俺おれはどっちでもいいぞ？　特訓も今日のところはもう充じゆう分ぶんだから、寄り道したっていいし……このまま帰ったっていい。どうする？」

「じゃあ行こう！　このまま見過ごせねーよ」

「とりあえず…様子だけでも、見てみませんか？」

　しかし、意外にも即そく答とうするレシーロとクローゼ。最終的には助けに行こうと言うのだろうとは思っていたが、流石さすがのリクもまさか即そつ決けつするとは思っていなかったので、煙草たばこを挟はさんだ指を固めたまま二人を凝ぎよう視ししてしまった。

「……いいのか？　お前らをバカにした奴やつらなんだぞ？」

「それでも行きたい。あいつらじゃ勝てない魔ま物ものでも、きっとあたしらなら勝てる。だったら、行くしかないだろ。あたしは貴族なんだ。平民を守る義務がある」

「貴族とか、どうでもいいけど…私が、人より強い力を持った理由……きっと、ある筈はずだから。ですよね？」

　見捨てるかもしれないと、少しでも考えてしまった自分を恥はじるリク。

　プライドの高さを捨てる事なく、真まっ直すぐぶれないまま成長したレシーロ。そしてまだ消極的ながらも、自分の力と向き合い始めたクローゼ。

　──強くなった……心も体も。生徒二人の成長を心から喜んだリクは、満面の笑えみを浮うかべながら二人の頭を優やさしく撫なでた。たとえまだ卒業出来ず、資格を貰もらっていないのだとしても、今の二人は間ま違ちがいなく立派な勇者そのものだ。

「いじわる言って悪かったな。お前らが俺おれの教え子で、本当に良かったよ」

「うわ、なんか師し匠しようが急に優やさしくなった。気持ち悪っ」

「あの、煙草たばこの臭におい…帽ぼう子しにつくので、やめて下さい」

「……あ、はい」

　しかし即そく座ざに両手を払はらわれ、厳しく接し過ぎただろうかと落おち込こむリク。

「冗じよう談だんだよ師し匠しよう、じょーだん。もう一回やって！」

「すみません、帽ぼう子し…脱ぬいだので……撫なで直して、貰もらえませんか？」

　一いつ瞬しゆん遅おくれからかわれた事に気付き、払はらわれた両手をプルプルと震ふるわせるものの、ここで撫なで直すのは何か負けたような気がしてしまい、リクは伸のばしかけた両手を引ひっ込こめた。

「……お、大人をからかうんじゃないっての。ほら、いつまでも遊んでないで、さっさと助けに行くぞ！」

「ちぇー、大人しく撫なでられとくんだった」

「残念。続きは…全部終わらせて、からだね」

「もう撫なでてやんねーよ。残念だったな、俺おれの甘あまさは安くねーんだ」

　意地を張るリクは、走りながら両手を組む。最も早はや大人とはなんなのかという話である。

「あ、そうだ。相手がどんなのかにもよるが、さっきまでのノルマ、もう解消でいいわ。二人に任せるから、上う手まく戦え」

「分かりました…シロ、上手くだよ？　分かってる？」

「分かってるよ！　あんま馬ば鹿かにすんなよな」

　いつも通りレシーロいじりで笑い合った三人は、尚なおも断続的に悲鳴が上がる古城の上の方へと駆かけていくのだった。




「懐なつかしいな、そろそろ玉ぎよく座ざの間だ……見つけた、あそこだ。あーあー、随ずい分ぶんとまぁやられちまってるなぁ」

　崩くずれかけた階段を上へ上へと走っていったリクの眼めに、崩ほう落らくした瓦が礫れきと共に横たわる卒業生達たちが映り出す。息絶えてこそいないものの、一目で重傷だと分かる程ほど、卒業生達たちは皆みな痛みにもだえ苦しんでいた。

「シロ、クロ、怪け我が人にんを運んできてくれ。ひとまず応急処置しないと……分かってると思うが、魔ま物ものと出くわしたら交戦しないでここまで戻もどってこいよ？」

「はい先生……シロ、一いつ緒しよに行こう。手伝って」

「あぁ……分かった」

　怪け我が人にんに息を吞のむレシーロを、クローゼが気き遣づかうように連れていく。レシーロが万ばん全ぜんであれば、二人して治ち療りように当たれるのだが、それを今言っても仕方がないだろう。

「むしろ無理矢理にでもやらせてみるべきだったか？　俺おれもまだまだ甘あまい……いや、シロに拒きよ絶ぜつされるのが怖こわいのか」

　余計な思念が邪じや魔ましてくるも、リクはソーマ煙草たばこを吸う事でそれを断たち切きった。

　今はルーキー達たちの治ち療りように専念するべきだ。魔ま力りよくの弱った今のリクでも《メガヒール》ならなんとか使えるが、瀕ひん死しになった者を蘇よみがえらせる蘇そ生せい呪じゆ文もんまでは使えない。

「……それにしても、思った以上にてこずってるみたいだな。仮にも卒業生の中でも精せい鋭えいの筈はずなのに、一体どんな魔ま物ものなんだ？」

　ちょっとしたホール程ほどの広さを持つ廊ろう下かがこれだけ崩くずれているという事は、それなりに大型のモンスターである事は想像がつくが、まさか本当に誰だれにも気付かれぬ内に、主クラスの魔ま物ものがこの古城に住み着いたとでもいうのだろうか。

「ちっ、煙草たばこじゃ埒らちが明かないな。仕方がない、ちゃっちゃと治すか。せめて軽傷者に僧そう侶りよがいれば、手伝って貰もらえるんだがな」

　ソーマ煙草たばこは持続性こそ高いが、やはりこういう一度に大量の魔ま力りよくを消費する場面ではあまり役に立たない。怪け我がしたルーキー達たちの中には、どうにか自力で動けそうな者もポツポツとはいるが、それらは全員回復呪じゆ文もんの使えない職業の者ばかりだった。

「ま、後衛の方が耐たい久きゆう力は低いんだから、パーティが全ぜん滅めつしかければ自然とこうなるわな」

　治ち療りようとソーマの服用を交こう互ごに繰くり返かえし、ひとまず急を要する怪け我が人にんの面めん倒どうを見たところで、《筋ブ力レ強イ化ヴ》を掛かけそれぞれ両りよう脇わきに重傷者を担かついだレシーロとクローゼが戻もどってきた。

「師し匠しよう！　連れてきたぞ。この辺りにいた重傷者は、これで全員だ」

「でも、魔ま物ものと戦ってた人……あのままじゃ、負けちゃう」

　そう言えば、カーチス少年とその仲間達たちが怪け我が人にんの中にいない事に気付くリク。恐おそらく善戦しているのは彼かれらだろう。

「分かった、すぐ治す……って悪い、俺おれのソーマ切らしちまった。煙草たばこじゃ時間がかかるから、どっちか分けてくれないか？」

「ごめんなさい、私…もう残ってないです。訓練中に、使い切っちゃいました……自分で作ったやつなら、まだ…あるんで──」

「いや、それはとっておいてくれ。シロはどうだ？」

　クローゼ製のソーマは、クローゼ以外が使えばただの爆ばく薬やくだ。リクが飲んでも余計に魔ま力りよくを消費するだけである。何のことが分からないレシーロは、不思議そうな顔で自身のバックパックを探さぐっていた。

「えーっと、あたしもほとんど……あ、あと一本だけ残ってた」

「一本か……」

　リクが《メガヒール》を唱えるのに必要な魔ま力りよく量は10、総魔ま力りよく量が22しかないリクでは、ソーマを使っても二発分しか回復出来ない。一方魔ま力りよくが45もあるレシーロであれば、ソーマの回復量を余す事なく使い切れるのだが……。

「シロ……お願いがある。分かるな？」

「し、師し匠しよう……でも、あたし」

　リクに見つめられたレシーロはグッと一いつ旦たん息を吞のむと、それきり呼吸の仕方を忘れてしまったかのように、息苦しそうに口をパクパクとし始める。

「無む理り強じいはしたくない。だが、今は少しでも早く現場に向かいたい。煙草たばこ頼たのみじゃ時間がかかるんだ。だから……シロの力を貸してくれないか？」

「でも、でも……回復呪じゆ文もんの修しゆ行ぎようなんて、してないし」

　いつもの自信満々な笑えみは面おも影かげもなく、ワナワナと両手を震ふるわせ過呼吸になるレシーロ。土ど壇たん場ばに追おい込こまれればあるいはと思ったが、そう上う手まくはいかないようだ。

「すまん、そうだよな……俺おれがさっさと治すから、二人はちょっと休んでおいてくれ」

「はい。シロ…大だい丈じよう夫ぶ？」

「大だい丈じよう夫ぶ……ごめん師し匠しよう、ほんとごめん」

「いや、俺おれも無理言って悪かった」

　がっくりと項うな垂だれ、両手で顔を覆おおうレシーロ。大事な弟で子しが落おち込こんでいるのに、掛かけるべき言葉も思おもい浮うかばず、リクもまた無力感に打ちひしがれるのだった。




「こんなもんか。シロ、もう落ち着いたか？」

「もう平気、いけるよ師し匠しよう」

　残る重傷者の面めん倒どうを見終えるのと前後し、レシーロの呼吸もどうにか落ち着き、腕うでの振ふるえも治まっていた。最悪レシーロはここに置いていかなければと思っていたが、この分なら下へ手たに刺し激げきしなければ連れていっても平気だろう。

「よし、じゃあ急いで救きゆう援えんに行こう。クロ、案内してくれるか」

「はい。こっちです」

　クローゼを先頭に、まだ具合の悪そうな顔のレシーロを庇かばいつつ、未いまだ戦せん闘とう音おんの響ひびく廃はい墟きよの奥おくへと進んでいくリク達たち。古城にどれだけのルーキーが集まっていたか知らないが、これまでに治した人数を考えると、継けい戦せん中のルーキーはそれ程ほど残っていないとみるべきだろう。

「見えて、きました。あそこです」

　クローゼが指差した先に、廃はい墟きよの中で更さらに開けたスペースが見えてくる。かつてリクが裏切りの騎き士しを屠ほふった玉ぎよく座ざの間には、想像通りカーチス少年とそのパーティがいた。

　しかし肝かん心じんの魔ま物ものの姿はどこにも見受けられず、また戦士風の少年セルラントと僧侶風の少年ドルビーは既すでにやられていて、玉座の間に立っているのは二人を庇かばうように立たち塞ふさがるカーチス少年だけだった。

「あのガキ、結構やるみたいだな。結局無事のは一人だけか」

「カーチスは平民の癖くせに、あたしの次にレベル高かったからな。ま、師し匠しようには敵かなわないけど」

　漸ようやく調子を取とり戻もどしてきたのか、自分の事でもないのに偉えらそうな感想を漏もらすレシーロ。

「はいはい。まぁ今はそれより、あいつの助すけ太だ刀ちが先決だ……魔ま物ものはどこだ？」

「いた師し匠しよう！　あそこだ、天てん井じようのシャンデリア！」

「あれは……バンピー、じゃないよな？　なんだあのでかさは」

　接近するリク達たちを頭上から観察していたのは、先さき程ほどまで散々相手をしていた蝙蝠こうもりモンスターに似ていなくもないが……手のひら程度の大きさのバンピーに対し、シャンデリアにぶら下がっている蝙蝠こうもりは、体の大半を占しめるぱっくりと広げた大口が、子犬くらいなら丸まる吞のみできそうな程ほど大きく、巨きよ体たいを支える脚あしが妙みように小さいものだから、まるで口から翼つばさや脚あしが生えただけのように見えてしまう。

「うええ、なんかベロ出してる……気持ちわるっ。そもそもあれ、本当に蝙蝠こうもりなのか？」

「そう、かな？　ちょっと……可愛かわいいと、思うけど」

「えっ……なぁ師し匠しよう、あれなんていう魔ま物ものなんだ？」

「分からん、俺おれも見た事ないモンスターだ」

　聞き流されたクローゼが帽ぼう子しの奥おくで少々いじけるが、今はそれどころではないだろう。

　戦せん闘とう体勢に入ったのか、シャンデリアから離はなれた大おお蝙蝠こうもりは、バサバサと巨きよ体たいに不ふ釣つり合あいな翼つばさで旋せん回かいし始める。青白い毛並みの大おお蝙蝠こうもりが舞まう様は、遠目で見ると青い人ひと魂だまがふわふわと浮ういているようだった。

「やっぱりこいつが、噂うわさの青い影かげだったのか……？」

「先生、カーチス君……もう倒たおれる」

　大おお蝙蝠こうもりに警けい戒かいしつつ、広場のカーチス少年の方を向くリク。孤こ軍ぐん奮ふん闘とうだったカーチス少年は、いよいよ気力の限界だったのかリク達たちが来たのに気が付くと、後は任せたとでも言うかの如ごとく、がっくりと倒たおれてしまった。

「ちっ。まだなんか引ひっ掛かかるが……《計測スコープ》！」

　左手で指差す事で、リクの脳のう裏りに簡略化された大おお蝙蝠こうもりのステータスが流ながれ込こんでくる。

　まさかこんな所で新種の魔ま物ものに出会うとは夢にも思っていなかったが、知らない敵にはまずは《計測スコープ》という、旅の鉄則は未まだ体に染しみついていたようだ。
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「レベル20か。確かにルーキーにはちと荷が重いが……シロ、クロ。こいつらの治ち療りようは俺おれがする。だからあの魔ま物ものは……お前ら二人で倒たおすんだ。二人が上う手まく戦えば、きっと勝てる筈はずだ」

「師し匠しよう!?　でも、レベル20って……」

「私わたし達たちより、ずっと…強いじゃないですか……せめて、なにか…もっと指示してくれないと」

　緊きん張ちようしてきたのか、不安そうに魔ま剣けんのグリップを何度も握にぎり直すクローゼ。

「お前まえ達たち……俺おれを頼たよるのと俺おれに甘あまえるのは全然違ちがう事なんだぞ。５や６程度のレベル差、これから先いくらでも戦う事になる。仮に俺おれが旅についていったとして、お前らその度たびに俺おれに丸投げするつもりか？」

「で、でも……そんな急に」

　しかし大蝙蝠ブルーブバツトもそう待ってはくれず、ターゲットをこちらに定めたのか、こちらの様子を窺うかがいながら徐じよ々じよに高度を下げ始める。

「来るぞ！　シロ、クロ……不安なのは分かるが、もっと信用してやれ」

「信用って……そりゃクロの事は信じてるけど、でもあたし……何かあっても回復が」

「違ちがう。信じてやるのは自分自身もだ。今日までずっと練習してきたろ。二人とも、もっと自分に自信を持っていいんだ」

「信じろって……クロはどう思う？」

　先さき程ほど回復出来なかった所せ為いか、二人の中でも特に不安がっていたのは、いつもなら自信満々のレシーロの方だった。

「私…信じてみる……シロを」

「クロ！　今師し匠しようが言ってんのはそうじゃな──」

「後、シロが信じてくれた…私を……だめ、かな？」

　ここにきてまだ消極的なのかと思ったリクだが、どうやら子供というのは、ほんの僅わずかなきっかげでグイグイと成長していくものらしい。隙すきあらばスクスクと成長していく二人は、伸のびしろの残っていないリクからしていれば、眩まぶしくも羨うらやましくさえなってくる。

　クローゼとて未いまだ《魔法剣エンチヤント》以外の黒くろ魔ま法ほうは使えないが、それでもこの二週間、《魔法剣エンチヤント》だけはずっと特訓してきたのだ。それに何より、レシーロがなんの疑いもなく自分を信じてくれたという事実が、クローゼの心をより成長させたのかもしれない。

「……ったく、しょうがねーな！　師し匠しようとクロにそこまで言われたら、あたしだって本気出すしかねーじゃんかよ！」

　消しよう沈ちんしかけていたレシーロの薄うす紫むらさきの瞳ひとみに、眩まばゆい闘とう志しの炎ほのおが燃え始める。その輝かがやきを見て、リクも二人の勝利を確信するのだった。

「よし、行ってこい！　大口叩たたいておいて、あっさりと負けたら承知しないからな！」

「おう、任せておけ！」

「はいっ、頑がん張ばります」

　滑かつ空くうする大蝙蝠ブルーブバツトに向かっていく二人を見送ったリクは、とりあえず二人の邪じや魔まをしないよう警けい戒かいだけは怠おこたらず、一番重じゆう症しようの僧侶風の少年ドルビーから治し始めた。

「やっぱりここも僧そう侶りよが先に狙ねらわれたのか……しかし酷ひどい傷だな。二人共！　そいつは素す早ばやいが力も強い。食らわないように気を付けるんだぞ！」

「オッケーオッケー、心配するなよ師し匠しよう。要は、クロが当たらなきゃいいんだろ」

　ブルーブバットの大おお牙きばを軽快なステップで巧たくみに躱かわすレシーロは、体勢を崩くずさんと攻こう撃げきを放っていく。しかし《速ア力ク強セ化ル》を掛かけているとは言え、敵の俊しゆん敏びん値はレシーロを大きく上回る37。闇やみ雲くもに拳こぶしを振ふったところで、そう簡単に当たる筈はずがない。

「くっそー、流石さすがに速いな。師し匠しよう以外で、自分より速い奴やつとか初めてだ」

　更さらに、ブルーブバットが耳みみ障ざわりな雄お叫たけびを上げると、地面から何本もの氷柱が現れレシーロを串くし刺ざしにしようと襲おそいかかってくるが、レシーロはそれらを紙かみ一ひと重えで避さけ続けた。

「《炎ほのおよ、我わが敵を焼やき尽つくせ。魔法剣エンチヤント・メガブレイズ》！」

　その傍かたわらで詠えい唱しようを済ませチャンスを窺うかがうクローゼは、魔ま剣けんにありったけの炎ほのおを纏まとい始めた。

　先さき程ほどまでは常に《魔法剣エンチヤント》を掛かけろというノルマがあったので、魔力消費の少ブレイズない下位呪文やアイスを纏まとわせていたが、一工程シングルスペルで発動する下位呪じゆ文もんと違ちがい、より長い詠えい唱しようを要する中級呪文メガブレイズなら、段だん違ちがいの威い力りよくを発する。

「よしよし、ちゃんと相手の弱点にも当たりをつけられてるな……しっかし青い毛皮に氷とか、ほんと嫌いやな奴やつを思い出させやがるぜ」

　一人目の治ち療りようを終えたところで、一いつ旦たん魔ま力りよくを蓄たくわえる為ため深く煙けむりを吸すい込こむリク。苦い煙けむりと共に脳のう裏りをよぎったのは、自分をこんな状態に追おい込こんだ、凍いてつくような青い瞳ひとみだった。

「シロ下がって……えーいっ」

　丁ちよう度どその時、レシーロに摑つかみ掛かかってきた細ほそ腕うでを、横から割って入ったクローゼがスパッと焼き切り、大蝙蝠ブルーブバツトにとびきりの悲鳴を上げさせた。

「わりークロ、助かった！」

「シロ、一気にいこう」

「おう！　どりゃあああああああああああああああああ!!」

　リクの考えていた二人の攻こう撃げきパターンは、レシーロが攪かく乱らんしクローゼがとどめを刺さすというものだったが、あの二人は今やそれを完全にマスターしたばかりか、レシーロに攻こう撃げきさせた隙すきをクローゼがつくといった風に、応用までこなし始めている。

　更さらにクローゼの攻こう撃げきで動きを止めた蝙蝠こうもりの大口を、《筋ブ力レ強イ化ヴ》を施ほどこしたレシーロの拳こぶしが打うち抜ぬく。火力で大きく劣おとるレシーロでも、ああして上手く隙すきをつけば、有効打を与あたえるのは決して不可能ではないと気が付いたのだ。

「こりゃいよいよ、俺おれが教えられる事がなくなってきたな……残りの二週間は、二人のトラウマ克こく服ふくメニューでも考えるか」

　二人目の治ち療りようも終えたリクは、最も早はや吞のん気きに煙草たばこを味わい始めていた。カーチス少年はただ気を失っているだけなので、放っておけば目覚めるだろう。

「っしゃあああ！　勝ったぞ師し匠しよう！　見てたか?!」

　見事体を抉えぐり抜ぬき、ボロ雑ぞう巾きんのように墜つい落らくした魔ま物ものの上で高笑いするレシーロ。

「シロの奴やつ……自分がゆくゆくはヒーラーにならなきゃいけないの分かってるのか？　いっそこいつらの治ち療りよう、シロに押おし付つけた方がよかったかな？」

「う、うぅ……あ、あなたはレシーロの……逃にげて！　早く！」

「お、目を覚ましたか。心配しなくても、あのでかい蝙蝠こうもりならもう倒たおしたぞ」

「ちがっ。蝙蝠こうもりは、まだ……早く、逃にげないと！」

　怯おびえるカーチス少年に、どういう事かとリクが尋たずねようとしたその時……不意にどこか覚えのある薄うすら寒さむさが、リクの肌はだをゾワリとつつく。弾はじかれるように見上げた先には、かつてリクが悪戯いたずら半分に置いた空っぽの黒い鎧よろいが、今も半はん壊かいした玉ぎよく座ざに腰こしかけていた。

「この感じ、裏ガ切ンりスのラ騎ツ士ド？　いや違ちがう……でも、どこかで──」

「師し匠しよう！　あれ見て！」

　記き憶おくを探さぐろうとするリクを遮さえぎったのは、今しがたレシーロとクローゼが倒たおした個体よりも、さらに一回り大きなブルーブバットだった。

「そんな…やっと倒たおした、のに……」

「怯ひるむなクロ！　一体倒たおせたんだ。何体来ようと一いつ緒しよだぜ」

「いや、二人とも下がってろ。ここは俺おれがやる」

　不気味に沈ちん黙もくし続ける鎧よろいに未いまだ視線が釘くぎ付づけになるものの、教え子二人の特訓も無事完かん了りようした今、最も早はやこの蝙蝠こうもりに手間暇ひまを掛かける必要などない。

「でも師し匠しよう、こいつ師し匠しよう見ても逃にげ出ださないぞ。一人で相手すんのはきついって」

「私わたし達たち…微び力りよくながら、お手伝い……しますので」

　リクはやる気満々の教え子二人の頭を撫なでると、吸い終えた煙草たばこを吐はき出だし踏ふみ潰つぶす。

「まー見てろって。俺おれも少しはかっこいいところ見せねーとな。右手に《騒音ノイズ》、左手に《強ブ化レ呪イ文ヴ》で……赤あか魔ま法ほう《超音──ソニツク……」

　リクが両手を合わせた瞬しゆん間かん、馴な染じみのパンという音が鳴るよりも前に……突とつ如じよストンとブルーブバッドの眉み間けんから、黒ずくめの片手剣けんが生えてきた。

「なっ、え……師し匠しようがやったの？」

「違ちがう、俺おれはまだなにも……」

　プシュッと静かに青い血を撒まき散ちらし、頭部を貫つらぬかれた蝙蝠こうもりは音もなく墜つい落らくしていく。

　その動作が余りにも鮮あざやかだった為ため、リクでさえその光景の変化に気付くのに時間がかかってしまった……玉ぎよく座ざに座すわる鎧よろいの右手が虚こ空くうに掲かかげられ、その身を縫ぬい付つけていた筈はずの片手剣けんが蝙蝠こうもりの頭部に移った瞬しゆん間かんを、この場にいた全員が気付けなかったのだ。

「噓うそ……本当に、動いた？」

「まじかよ……だってあの鎧よろい、師し匠しようが冗じよう談だんで置いたやつなんだろ？　それがなんで……」

「なんであの鎧よろいが動きだしたかは分からん。だが一つだけはっきりと分かる事は……あの鎧よろいは、ブルーブバットを一いち撃げきで倒たおせるくらい強いって事だ」

　戦せん慄りつする一行の見ている前で、ふらふらと立ち上がった鎧よろいは仕留めたブルーブバットの元へ向かっていくと……突とつ如じよその死体にかぶりつき始めた。

　無論鎧よろいに肉を嚙かみ切きる口などなければ、血で潤うるおす喉のどだって存在しない。にもかかわらず、思わずかぶりつくという表現が脳のう裏りに浮うかぶ程ほど、黒い鎧よろいは獣けものの如ごとく蝙蝠こうもりの死体に兜かぶとを突つっ込こむ。

「うええ。死体を食ってやがるのか？」

「いや、肉じゃない。あれが取とり込こんでいるのは……」

　ゴキュッゴキュと喉のどを鳴らして黒くろ鎧よろいが啜すすっていたのは、大おお蝙蝠こうもりの死肉でなければ真っ青な血でさえなく、その身に残った魔ま力りよくの残ざん滓しだった。

　魔ま力りよくを奪うばわれたブルーブバットは見る見る内にその身がやつれていき、満足気に立ち上がった黒くろ鎧よろいが、レシーロとクローゼが仕留めた方の死体に向かっていった頃ころには、最初の死体は見慣れたバンピーの姿へと変へん貌ぼうしていた。

「あれは……じゃあ、あの大きな蝙蝠こうもりは…バンピーが、変化してたって……事？」

「まじかよ。でもなんで急に同どう士し討うちを？」

　二度にわたる食事を終えた黒くろ鎧よろいは、尚なおもふらふらと立たち尽つくし黙だまってこちらを見つめていた。全身から漏もれ出ている青い魔ま力りよくは、まるで殺気を宿した陽炎かげろうのようだ。

「……もしかしたら、魔ま力りよくの維い持じが出来ないのかもしれない。放っておくとどんどん魔ま力りよくが溢あふれて、勝手に他の魔ま物ものを強くしちまうから、ああして奪うばい返かえしてい──」

　──待て。今俺おれは、どうして奪うばい返かえすって言ったんだ？

　鎧よろいが勝手に動き出す事自体は、実はそう珍めずらしい事ではない。長く放置された鎧よろいが、リビングアーマーという亡ぼう霊れい系の魔ま物ものに変へん貌ぼうする場合があるからだ。

　その例で言えば、たとえ自身の魔ま力りよくが維い持じ出来ないのだとしても、その魔ま力りよくはリビングアーマー自身のものなのだから、奪うばい返かえすではなく普ふ通つうに取り返すという表現が正しい筈はずだ。

「もしかして……そんな」

　しかしリクは何な故ぜか、直感的にあの黒くろ鎧よろいが発する青い魔ま力りよくは、元々他人から奪うばい取とったものだと心の中で断じていた……いや違ちがう、リクはきっと最初から気付いていたのだ。モンスターを進化させる程ほど高純度のあの魔ま力りよくは、かつて自分が奪われたものである事に。

「そんなに、そんなにも俺おれの事を殺したいのか……カイリいいいいいいい！」

　その直感に応こたえるかの如ごとく、カシャりと黒くろ鎧よろいのフェイスガードがずれ落ち、本来顔など存在しないリビングアーマーの兜かぶとの奥おくで光ったのは……凍いてつくような青い視線だった。













　　　終章　　可能性は、紅蓮に燃える緋色スカーレツト







「師し匠しよう？　おい師し匠しよう、どうかしたのか？　結局こいつ、魔ま物ものって事なんだよな？」

「先生、今度はどれくらいの…強さ、なんですか？　……先生？」

「逃にげろ」

「「えっ」」

　リクが精せい一いつ杯ぱい絞しぼり出だした一言を二人とも聞きき逃のがし、リクの中で焦しよう燥そうが増ます々ます膨ふくらんでいくのを感じた……《計測スコープ》など使わずとも分かる。これは、戦ってはいけない相手だ。

　死体から片手剣けんを抜ぬき取とった黒くろ鎧よろいは、ゆらゆらとこちらに近づいてくるものの、絶望的な戦力差を本能で察したのはリクだけで、教え子二人にカーチス少年は、状じよう況きようを飲のみ込こめずぼんやりと首を傾かしげるばかりだった。

　どうしてリクの魔ま力りよくを持った魔ま物ものがこんな所にいるのか。一体何が狙ねらいなのか。そんな事一いつ切さいがどうでもよくなる程ほど、重苦しいプレッシャーに押おし潰つぶされそうになるリク。

「いいから怪け我が人にん連れてさっさと逃にげろ！　ここにいられても邪じや魔まだ!!」

　一いつ切さい余よ裕ゆうのないリクが怒ど鳴なりつけるも、仲間を連れ一目散に逃にげていったのはカーチス少年だけだった。

「お前ら何してる！　お前らも早く逃にげろって！」

「水みず臭くさい事言うなよ師し匠しよう。あたしらも一いつ緒しよに戦わせろよ」

「私わたし達たちでも…いないより、マシだと思います」

「生意気言ってんじゃねぇ！　いいからとっとと──」

　せめて少しでも時間を稼かせぐ為ため、リクが片手剣けんを鞘さやから抜ぬいたまさにその瞬しゆん間かん……急加速した黒くろ鎧よろいが、レシーロのすぐ傍そばで剣けんを振ふり上あげていた。

「シロ危ない！」

　リクが咄とつ嗟さに剣けんで受けたので、レシーロが斬きられるのは回かい避ひ出来たが、早々に出鼻をくじかれ体勢を崩くずしたレシーロに、黒くろ鎧よろいはさらに追つい撃げきをかけてきた。

　──こいつ、やはり補助呪じゆ文もんが使えるのか……なら、

　再び加速した黒くろ鎧よろいが倒たおれたレシーロに斬きりかかろうとするも、それを見み越こしていたクローゼが、モンスターの隙すきを突つき斬ざん撃げきを繰くり出だす。リクもこうなっては仕方がないと、クローゼに合わせる形で両側から挟はさみ込こむように斬ざん撃げきを繰くり出だした。

「《魔法剣エンチヤント・メガブレイズ》…い、《一文字斬ぎり》っ」

「合わせるぞクロ！　《Ｘクロス斬ぎり》！」

　猛もう火かを纏まとったクローゼの《一文字斬ぎり》、そして同じ場所を一いつ瞬しゆんで二度斬きりつけるリクの《Ｘクロス斬ぎり》が、黒くろ鎧よろいの退路を奪うばうように襲おそいかかる……しかし、




　パンっ




「うそ!?　…そんな、これって」

「指で、真しん剣けん白しら刃は取りだと……いや、それよりも」

　両側から斬きりかかってきた刃やいばに対し、黒くろ鎧よろいは咄とつ嗟さに自らの武器を手放し、あろうことか片手でそれぞれの刃はを摑つかんでみせた。それだけでも驚おどろくべき神かみ業わざなのだが、問題はそれだけではない。黒くろ鎧よろいは、摑つかめない筈はずの《魔法剣エンチヤント》を摑つかんでみせたのだ。

　そんな事が出来るのは……そして、摑つかむ直前に聞こえた、あの耳慣れた音が示すのは……、

「やっぱり！　こいつ……赤あか魔ま法ほうを使いやがった！」

　直感は予感に、そして黒くろ鎧よろいの両手に輝かがやく赤い魔ま法ほう陣じんを見て、今や予感は確信に変わっていた。黒くろ鎧よろいが宿している魔ま力りよくは、かつてリクが魔ま王おうに奪うばわれたもので間ま違ちがいない。リクしか使えない筈はずの赤あか魔ま法ほうを、こうも易やす々やすと使いこなしているのがその何よりの証しよう拠こである。

　皮肉なことに黒くろ鎧よろいとの一連の戦せん闘とうは、リクが初めてレシーロとクローゼと戦った時と瓜うり二ふたつだった。それはつまりこの黒くろ鎧よろいの思考パターンが、自分とほぼ一いつ緒しよである事を意味している。

　──思考パターンが一いつ緒しよなら、魔ま力りよくの高いこいつの方が遥はるかに強いに決まってる。

　紅ぐ蓮れん地じ獄ごくという言葉がある……死後そこに墜おちた者は、余りの寒さに皮ひ膚ふが裂さけて流血し、紅色の蓮れん華げのようになるのだそうだ。紅ぐ蓮れんの勇者から奪うばい取とった魔ま力りよくと共に、凍こごえるような青い殺気を撒まき散ちらす黒くろ鎧よろいは、まさにその地じ獄ごくを体現しているかのようだった。

　──勝てるか？　いや無理だ。なら俺おれに出来ることは……絶対に勝てない強敵を前に、取れる行動などたかが知れている。リクは震ふるえる心を押おし殺ころし自らも武器を手放すと、クローゼの魔ま剣けんを狙ねらい右手を掲かかげた。

「クロ！　《魔法剣エンチヤント》を解放しろ！」

　リクの狙ねらいに気付いてくれたのか、ハッとしたクローゼは即そく座ざに魔ま剣けんに宿る猛もう火かを解き放つ。それと同時に、リクも詠えい唱しよう破は棄きした《メガブレイズ》を打うち込こむと、互たがいに燃え合う業ごう火かが黒くろ鎧よろいを包つつみ込こんだ。

「うわっ…いたた」

　《メガブレイズ》を解放した反動で、クローゼも黒くろ鎧よろいから離り脱だつ出来たので、首しゆ尾びよく魔ま物ものだけを丸焼きにする事に成功した。遅おくれて起き上がったレシーロは、遠巻きに燃もえ盛さかる黒くろ鎧よろいを警けい戒かいしつつ、クローゼの元へ近寄った。

「やったのか？」

「いや、こんなんで倒たおせるとは思えない。今の内に、さっさと逃にげ──」

　その時不意に、リクの脇わき腹ばらに何か熱い物が触ふれた……そう錯さつ覚かくしてしまう程ほど、先さき程ほどのブルーブバット宜よろしく鮮あざやかかつ一いつ瞬しゆんで、リクが先さき程ほど手放した片手剣けんが刺さし込こまれていたのだ。
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「くそっ。乱暴な返し方しやがって……」

　消え去る業ごう火かの中から現れたのは、予想通り片手剣けんを放ったモーションのまま固まっていた黒くろ鎧よろいだった。

「師し匠しようおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「先生っ…いや、いやああああああああああああ」

　二人の声が、酷ひどく遠くから反はん響きようしたような気がした。

　せめて最初からリク一人であったなら、勝てなくてももう少し粘ねばるくらいは出来たのかもしれないが、固まったままの右手からダメ押おしとばかりに黒くろ魔ま法ほうを打うち込こまれ、いよいよもってリクの精神も肉体も熱で侵おかされ始める。

　咄とつ嗟さに《ヒール》を自分にかけるも、下位呪じゆ文もんで回復出来る範はん囲いはとうに超こえていたようで、痛みは引く以上に増ます々ます勢いをつけてリクの気力を奪うばっていった。

「師し匠しよう、師し匠しよう？　おい目を開けてくれよ！　師し匠しようおおおおお！」

「シロ、早く煙草たばこをっ。あぁあ、先生…薬草じゃ傷が塞ふさがらない…早くシロ！　煙草たばこを出して！」

　ジクジクと黒く視界が蝕むしばまれていく中で、周りで響ひびき渡わたる声が状じよう況きようを知らせてくれるも、焼け付いたリクの思考では、それを理解する事がどうしても出来ない。

　だからリクには、煙草たばこは燃やしただけじゃ火が付かないのだとクローゼに教えてやる事も出来ないし、レシーロに泣いてないで早く逃にげろと言ってやる事も出来なかった。

「シロお願い、先生を治して。そうじゃなきゃ、先生が死んじゃう……！　お願い、シロ！」

　襲おそいかかる黒くろ鎧よろいに、煙草たばこをレシーロに託たくしたクローゼが果か敢かんに挑いどんでいくも、魔ま力りよくも技量もその差はどうしようもない程ほど決定的で、勝敗はまさに火を見るよりも明らかだった。

「はっ、はっ、はっ、はっ……やらなきゃ。あたしがやらなきゃ……師し匠しようが死んじゃう」

　その間も、見るからに苦しそうに呼吸を刻むレシーロは、リクを治そうと必死に震ふるえる手をかざそうとするが、白い魔ま法ほう陣じんが発現する事はなく、代わりに薄うす紫むらさきの瞳ひとみから涙なみだだけが流れ落ちるのだった。

「出ろ！　出ろよ！　自分を治すのなら簡単なのに……頼たのむ、出てくれよ！」

　最も早はや下位呪文ヒールでは治せない事はレシーロも理解しているようで、懸けん命めいに体内の魔ま力りよくをかき集めている事が見て取れるが、どうしても《メガヒール》は発動せず、行き場を無くした魔ま力りよくは術者の身体からだを痛めつけ、レシーロの涙なみだにうっすらと血が混じり始めた。

　──シロ、無理しなくていい。さっきも散々呪じゆ文もんを使ったんだ。これ以上やると魔ま力りよく切れでお前が倒たおれるぞ。

　しかも最悪な事に、易やす々やすとクローゼを突とつ破ぱした黒くろ鎧よろいが、今やレシーロのすぐ傍そばまで近づいてきているではないか。倒たおせないならせめて危機だけでも知らせようとするリクだが、体内を巡めぐる高熱はリクの指一本さえ動かさず、また声の一つさえ出させなかった。

　もうダメだとリクが思ったまさにその瞬しゆん間かん、《魔法剣エンチヤント》を宿した魔ま剣けんが黒くろ鎧よろいの進路を阻はばまんと放り投げられた。

「だめっ…させない。二人を傷つけるのは…だめっ！」

　黒くろ鎧よろいが振ふり返かえった先には、遂ついに武器さえ手放したクローゼが……空っぽの右手を掲かかげていた。

　──まさか、クローゼ。

　それを見た黒くろ鎧よろいは、目前で隙すきだらけとなっていたレシーロを放置すると、即そく座ざにクローゼへ標的を切きり替かえた。黒くろ鎧よろいも気付いたのだ、その動作の意味……そして、その脅きよう威いに。

「《風よ、我わが敵を吹ふき飛とばせ……メガブロウ》!!」

　猛たけ々だけしい疾しつ風ぷうが、黒くろ鎧よろいを壁かべの奥おくまで吹ふき飛とばす。トラウマを克こく服ふくし攻こう撃げき呪じゆ文もんを放っただけでも驚おどろきなのに、魔ま石せきの補助もなくこれだけの威い力りよくを出したクローゼを見て、リクの薄うすれかかっていた意識が呼よび戻もどされる。

　杖つえや魔ま石せきはあくまで術者の魔ま力りよくを上げる為ためのものであり、極論魔ま力りよくが高い者は武器などなくても呪じゆ文もんを発動出来るのは道理だが……もしかしたらクローゼの場合、わざわざ親に作って貰もらったのだというプレッシャーが、よりトラウマに拍はく車しやをかけていたのかもしれない。

「クロ、お前黒くろ魔ま法ほうを……あたしも、あたし、あたしもやらなきゃ……」

　──クロ、黒くろ魔ま法ほうを使えたのか、おめでとう……だが、もういいから逃にげてくれ。どの道《ヒール》しか使えないシロじゃ、俺おれの傷は治せない。俺おれはもう……いいから──。

　再び混こん濁だくし始める意識の中、せめてもの言葉を教え子達たちに届けようとするも、当然それは叶かなわない。

　先さき程ほどまでは傷口を起点に全身が焼けるように熱かったが、今は足元から徐じよ々じよに凍こおり付ついていくかの如ごとく、刻一刻と体温が消えていくのが実感出来た。

　──俺おれ、死ぬのか……そっか、死にたいと思った事もあったけど、いざ死ぬとなるとあっけないもんだな。

　体の隅すみ々ずみは既すでに氷の塊かたまりになったかの如ごとく冷たく重く、そして苦しかった。どうする事も出来ないという現実の前に、リクは案外あっさりと死を受け入れられた気がしてくる。

　──そーいや、あの時のあいつの瞳ひとみも、こんくらい冷たかったっけか。

　思い返してみてみれば、死を実感したのはこれが初めてではなかった。五年前、魔ま王おう城じようの玉ぎよく座ざの間で、リクは死んだ筈はずだったのだ。

　赤の極大魔ま法ほう《輪廻天征ウロボロス》。相手の弱点も耐たい性せいも防ぼう御ぎよ力もおかまいなしに、問答無用でこの世から消しよう滅めつさせるリクの最強呪じゆ文もん……あれを食らった筈はずなのに、何な故ぜリクが生き延びたのか、この五年疑問に思わなかった事はない。

　──そうか、きっと俺おれは……あの時既すでに死んでたんだな。この五年間は、神様が俺おれに見せてくれた夢とか幻まぼろしだったんだ。

　だからきっと、リクが夢から覚めたその瞬しゆん間かん、再び赤い魔ま力りよくの暴風雨の前に晒さらされるのだろう。そして今度こそリクの肉体も魂たましいも、この世から欠片かけらも残さず消しよう滅めつするに違ちがいない。

　──神様が用意した割には、あんま面おも白しろくない夢だったな……何が落スちカこーぼ・れレのツ赤ドだよ、大きなお世話だってーの……だがまぁ、最後の二週間は…………悪くなかった、かな。

　氷の様な冷たさが、いよいよ全身を包つつみ込こむ。思い起こされるのは、それと同じくらい冷たかった彼女の青い瞳……。

　──なぁカイリ、あんたに教えて貰った通りに教えたらさ、俺おれも少しは教官気取りが出来たんだぜ？　あんな最後だったが、やっぱ俺おれ……あんたには感謝してたんだ。だからせめて……なんであんたが俺を裏切って、魔王なんかになっちまったか、知りたかったな……。

　涙なみだが流れた気がしたが、全身凍こおり付ついた自分にそんな事出来る筈はずないかと自じ嘲ちようするリク。いや最も早はや、笑う事すら出来ず、今や思考すら凍とう結けつし始めているのだが。

　──あーあ、未練なんてないと思ったのに、やっぱ死にたくねーなぁ。あんたの事なんて、思い出すんじゃなかったよ……それにやっぱ、シロとクロを置いて、死にたくなんて──、




「ならさっさと戻もどってこい！　この馬ば鹿か師し匠しようおおおおおおおお!!」

「先生、目を覚まして！　お願い!!」




　再び涙なみだを感じるリク。しかし、同時にやはり自分は泣いてなどいないとも確信する。ではこの雫しずくはどこからと、凍こおり付ついた首をリクが必死に持ち上げると……それは、どこからかリクの胸に滴したたっていたのだと気付いた。

「あ、なんか……あったけぇ」

「師し匠しよう！」

「先生！　よかった。起きた……よかった」

　たった二粒つぶの涙なみだが、リクの全身に行き届いていた氷を瞬またたく間まに溶とかしていった……そう感じたと思ったら、気付いたらリクはどこかの部屋で、レシーロとクローゼに抱だき付つかれていた。

「ここどこだ、あれ？　お前ら何してんの？　俺おれ……死んだんじゃなかったっけ？」

「馬ば鹿かな事言うなよ！　この馬ば鹿か！　馬ば鹿か、ばかばかばかばかばーか！」

「先生の傷、もうダメだと思ったんです…でも、シロが……治してくれたんですよ？」

　泣きじゃくるレシーロに代わり、冷静に状じよう況きようを説明するクローゼ。もっともクローゼも、いつもより帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶっているという事は、泣いていたに違ちがいないだろうと判断出来る程度には、リクの精神は落ち着きを取とり戻もどしてきていた。

「シロが？　回復呪じゆ文もんを使えたのはめでたいが、《ヒール》じゃあの怪け我がは治せないだろ？」

「うっせぇ！　治ったんだからいいだろ……よかった、ほんとよかったよ。師し匠しようおおおお」

「多分ですけど、ブルーブバットを倒たおして…レベルが、上がったんだと……思います。元々シロは、私よりレベル、低かったから……少しだけ、上がり易やすかった、ですし」

　顔を涙なみだでグッチャグチャにして、リクの胸に顔を埋うずめるレシーロの頭を撫なでつつ、クローゼの説明を聞き入るリク。

「成なる程ほどな。あ、そういえば……クロお前、もしかして普ふ通つうに呪じゆ文もん使えた？　なんかそんな夢みた気がしたんだが」

「え、あ…はい。なんか、無む我が夢む中ちゆうで……撃うてました。敵の周りに、誰だれもいなかったから……だと思います」

「そうなんだよ！　クロが魔ま物ものを吹ふき飛とばしてくれたから、あたしら逃にげられたんだぜ」

　レシーロが我わが事のように顔を輝かがやかせると、反対に顔を真っ赤にしたクローゼは、ギュっととんがり帽ぼう子しを深く被かぶってしまった。リクが帽ぼう子しを潰つぶさないよう改めて優やさしく撫なでると、帽ぼう子しの下で嬉うれしそうに微ほほ笑えむクローゼ。

「二人とも、俺おれなんかの予想を超こえて、どんどん立派になっていっちまうな。もう二人とも、俺おれにとっては立派な勇者だよ」

「先生の、教え方が…良いいから、だと思います」

「まじで?!　じゃあもう追試受けなくていいの？」

「それはそれ、これはこれだろ。まぁ今いま更さら追試なんて、お前らなら楽勝だろうけど」

　何はともあれ、こうしてリクはギリギリ死なずに済み、レシーロとクローゼもトラウマを克こく服ふく出来たのは幸いだったが、まだ問題が解決した訳ではない。

「それで……あの鎧よろいはどうなったんだ？」

「隠かくれてから、随ずい分ぶん経たちますが……見つかった気配は…ない、みたいです」

　確かにいくら耳を澄すませてみても、聞こえてくるのは崩くずれた穴から吹ふき込こむ風の音くらいで、周囲から鎧よろいの軋きしむ音は聞こえてこなかった。

「なぁ師し匠しよう、あいつ一体何者なんだ？」

「分からん。リビングアーマーの一種なんだろうが……どういう訳か、あの鎧よろいの中には全ぜん盛せい期きの俺おれの魔ま力りよくが込こめられているみたいなんだ」

「先生の!?　そうか、やっぱりあれ…赤あか魔ま法ほうだったんですね。じゃあ、先生と…同じくらい……強いんですか？」

「紅ぐ蓮れんの勇者と呼ばれた昔の俺おれと同じくらい……って訳でもなさそうだが、今の俺おれよりも遥はるかに強い事だけは確かだな。はっきり言って、まともにやって勝てる相手じゃない」

「なんでだよ。あんな猿さる真ま似ね野や郎ろうの方が、師し匠しようより強いってのかよ！　師し匠しようなら、あいつの手の内くらい全部分かるんだろ！」

「まぁ大体はな。だが俺おれとあいつのスキル構成がほぼ一いつ緒しよだとしても、魔ま力りよく量が全然違ちがうんじゃ勝負にならない。俺おれの全ぜん盛せい期きにしては少ない気がするが……それでも、今の俺おれやお前らよりは圧あつ倒とう的てきに多いみたいだ」

　全ぜん盛せい期きのリクの魔ま力りよくをそのまま移したのであれば、スキルの一つ一つがもっと威い力りよくがあっていいような気もする。先さき程ほどの動きからして、恐おそらくあの黒くろ鎧よろいはスキル内容もリクと酷こく似じしているのは間違いないだろうが、衰おとろえた自分でも少しくらいなら斬きり合えた点といい、リクの魔ま力りよくを完全に使いこなしているという印象は薄うすい。

　青あお魔ま法ほうはリクもそれ程ほど詳くわしくないのではっきりとした事は分からないが、あの鎧よろいに込こめられた魔ま力りよくは、リクから奪うばったほんの一部なのだろう。もっともそれでも、絶望的な戦力差がある事には違ちがいないのだが。

「私わたし達たちが、あの…お手伝いしても……その、さっきと違ちがって…白しろ魔ま法ほうも黒くろ魔ま法ほうも使えますし…それでも、勝てないんでしょうか？」

「無理だな。剣けん技ぎがほぼ互ご角かくだとしても、あいつと俺おれらじゃ魔ま力りよくに差がありすぎるから、あいつにダメージを与あたえる事が出来ない」

　そういう敵にこそ、強制的に消しよう滅めつさせる《輪廻天征ウロボロス》が有効なのだが、使えない呪じゆ文もんをねだったところで、それこそ時間の無む駄だである。

　もっとも、リクがあの鎧よろいから感じたプレッシャーはそういった理り屈くつ的な恐きよう怖ふではなく、あの鎧よろいには絶対に勝てないのだという本能的な確信なのだが。

　その時、部屋のすぐ近くでガチャンガチャンと特とく徴ちよう的な足音が聞こえ、三人は咄とつ嗟さに息を潜ひそませる。今見つかったら確実に全ぜん滅めつする……濃のう密みつな質量を伴ともなった死の足音を前に、リク達たちは神にも縋すがる想おもいで息を殺していると、やがて足音はゆっくりと遠ざかっていくのだった。

「ふぅ。助かった……って言いたいところだが、見つかるのは時間の問題だな。もう分かっただろ？　あれには絶対勝てないが……時じ間かん稼かせぎくらいなら、今の俺おれにだって出来る筈はずだ。お前らはここに隠かくれてろ。俺おれが囮おとりになるから、その間に逃にげるんだ」

「そんな！　でも、師し匠しよう……また刺さされたら」

「心配すんなって。俺おれ一人なら、粘ねばるくらい……つっ」

「まだ、傷が塞ふさがってないですし…一人じゃ……すみません。死んじゃうと、思います」

　レシーロは左手を、クローゼは右手をギュッと握にぎり、自分たちもつれていけとジッと視線で訴うつたえかけてくる。

「なぁ師し匠しよう、囮おとりならあたしの方がうってつけなんじゃないか？　ソーマはまだ一本残ってるし、いくらあいつが強くたって、《自己再生オートヒール》で粘ねばって《速ア力ク強セ化ル》で逃にげ──」

「赤あか魔ま法ほうには、相手の補助を打ち消す呪じゆ文もんがあるんだ。当然奴やつも使えるだろう……《自己再生オートヒール》で粘ねばったとして、あいつだって《速ア力ク強セ化ル》を使えるのに補助呪じゆ文もんを打ち消されたら、シロはどうやって逃にげるつもりなんだ？」

　リクに指し摘てきされ、魔ま力りよくが切れるまで自分が嬲なぶられ続ける光景でも思おもい浮うかべたのか、レシーロはうっと言葉を詰つまらせてしまう。クローゼも何か他に手はないかと考えを巡めぐらせているようだが、結局行きつく先はリクが囮おとりになるしかないという現実だ。

「勇気と無む謀ぼうは違ちがう。勇者だって負ける時は負けるし、逃にげるしかない時だってある。世の中、どうにもならない事ってのがあるもんなんだ」

　どんな勇者でも、一度は挫ざ折せつを経験するものだ。だが中には、初めての挫ざ折せつでそのまま立ち上がれなくなる者もいる……リクがそうだったように。

　リクのような例以外にも、ここまで順調だったルーキーが、初めての大敗で自信を喪そう失しつし、そのまま勇者を辞やめてしまうという話はよく聞く。

　そんな中で、勇者として旅立つ前から歳とし不相応の挫ざ折せつを味わい、それを強きよう靭じんな意志で乗のり越こえトラウマを克こく服ふくした二人の心は本当に大したものだが、だからといって蛮ばん勇ゆうを奮い起こし、みすみす死にに行くのを認める訳にはいかない。

　通路を当てもなくうろつくだけだった先さき程ほどと違ちがい、殺気を解き放ったかの如ごとく炎ほのおを撒まき散ちらす黒くろ鎧よろいは、糸に吊つられるように足取り悪く、しかし確実にこちらに近づいてきていた。

「頼たのむ二人共……俺おれはもう、大事なものを失いたくないんだ」

　魔ま王おうに敗れ、抜ぬけ殻がらのように生きてきた五年間。これまでのリクは、全てがどうでもよく何もかもが面めん倒どうで、別にいつ死んだって構わないし、そもそも今生きている実感がなかった。

「正直言うと、最初お前まえ達たちの世話をしてやれって言われた時、すげー面めん倒どう臭くさくてそんなやる気もなかったんだ。落第させたのは俺おれなんだし、最低限の責任を果たせばいいかくらいに」

　煙草たばこ畑ばたけを手放すのが惜おしくて始めた教官ごっこも、気付けば二人について考えない日など一日もなかった。

「でも……お前らと毎日ジョギングして素す振ぶりして、一いつ緒しよに飯食って講義して実習やって……なんか俺おれ、すげー楽しくなってきちゃってさ」

　自分が落スちカこーぼ・れレのツ赤ドと蔑さげすまれるよりも、何も知らないルーキーに見下されるよりも、レシーロとクローゼが馬ば鹿かにされた事の方が、ずっとずっと腹が立った。

「さっきなんて、走そう馬ま灯とうの最後にお前らが出てきてさ、俺おれの事呼よび戻もどしてきたんだぜ？　びっくりしたよ。知らぬ間に、俺おれの中でお前らの存在が、こんなにも大きくなってたんだなって」

　ステータスを奪うばわれ魔力回路セフイロトが育ち切り、未来になんの展望もなくなったリクだが、この身一つで大事な教え子二人を救えるのであれば、こんなに嬉うれしい事は他にないだろう。

「心配するな。何も俺おれが絶対死ぬと決まった訳じゃないんだ。お前らが逃にげ切きれたら、俺おれもさっさととんずらするからさ」

　しかしリクが精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを向けるものの、レシーロもクローゼもそれに応えることはなく、辛つらそうな顔で尋たずね返す。

「先生……あいつは、補助呪じゆ文もんを…消せるんですよね？　シロと大して、俊しゆん敏びん値ちが…変わらない先生が……どうやって逃にげる、つもりなんですか？」

「……俺おれには赤あか魔ま法ほうがある。不意をつく方法ならまだいくらでもあるさ」

「だけどよぉ師し匠しよう、あたし馬ば鹿かだからよく分かんねーけど、あいつは呪じゆ文もんを打ち消す呪じゆ文もんが使えるんだろ？　なら師し匠しようの赤あか魔ま法ほうだって消せるんじゃねーのか？」

　自分が言った言葉をそのまま返され、押おし黙だまってしまうリク。二人に言われるまでもなく、リクが生き残れる可能性が限りなくゼロに近い事など、重々承知していたからだ。

「……仕方ないだろう。他に手がない、逃にげる事も倒たおす事も出来ないんだ。三人の内、誰だれかが犠ぎ牲せいになる必要があるなら、俺おれが行くしかないじゃないか！　まだいくらでも未来のあるお前らの為ために、俺おれは──」

「なんで諦あきらめちゃうんだよ！　師し匠しようなら……あたしの大好きな師し匠しようなら、三人とも助かる方法の一つや二つ、思いついてみせろよ！　師し匠しよう一人残っても駄だ目めなら、あたしも一いつ緒しよに戦うからさ、いつもみたいにスパっと指示してくれよ、師し匠しようぉ……」

「シロ……」

「……あたしさ、一度実習で失敗してその結果から目を背そむけたら、回復呪じゆ文もんを使うのが怖こわくなっちゃっただろ？　今ここで師し匠しようを見捨てて、戦う事から目を背そむけたら、きっとあたし……今度は戦う事そのものが、怖こわくなっちゃうと思うんだ」

　確かに責任感の強いレシーロなら、その可能性は充じゆう分ぶんにあり得る。たとえ誰だれが許しても、レシーロはきっと自分を一生許せないだろう。

「師し匠しようがそんだけ言うんだから、あたしだってあれに勝てるとは思ってないよ？　でも頑がん張ばって粘ねばって、その間に王都からの救きゆう援えんが間に合えば、全員ハッピーで終わるじゃん」

「シロ一人じゃ、難しいと思う……ごめんさい、私も…残りたいです」

「……それはクロ自身の意思だと思っていいのか？　シロが残るから自分もって言うなら、それは結局シロに依い存ぞんしているだけだぞ」

「きっかけは…確かにシロです。でも…皆みんなと一いつ緒しよだと…私、色んな事が…出来る気がしてくるんです。黒くろ魔ま法ほうだって、また使えたし……ここで私が、先生と…シロを信じて…あげられなかったら、私はもう……二度と、自分を信じられなくなる」

　真まっ直すぐリクの瞳ひとみを見つめるレシーロとクローゼ。こうなると、もう何を言っても二人を止められない事は、リクはよく分かっている。

「……はぁ。分かった、分かったよ。俺おれ、お前らと口くち喧げん嘩かして勝った事ない気がするな」

「なんだかんだ言って、師し匠しようあたしらに甘あま甘あまだからな」

「ごめんなさい、必ず…救きゆう援えんが来るまで、生き延び、ましょう」

「いや、こうなったら仕方がない……かなり分ぶが悪い賭かけだが、あいつを倒たおすっきゃないな」

　リクがやれやれと溜ため息いきをつくと、二人は最初こそ目を丸くしたものの、次の瞬しゆん間かんには大喜びでリクに抱だき付ついてきた。

「師し匠しようー！　なんだよ、倒たおせるなら倒たおせるって最初から言えよな！」

「また、私わたし達たちを……試ためしてたんですか？　意地悪です」

「だーもう！　こんな時にひっついてくんじゃねぇ！　俺おれも……そろそろ昔の挫ざ折せつと向き合って、乗のり越こえたくなったんだよ。落スちカこーぼ・れレのツ赤ドなんて呼ばれる俺おれの事を、俺おれ以上に信じてくれる生徒が二人もいるもんだからな」

　リクは抱だき付つく二人を引ひき剝はがし、ソーマ煙草たばこを咥くわえる事で魔ま力りよくと平静さを取とり戻もどそうと試みる。今からでも遅おそくないから、二人を力ずくで押おし留とどめるべきだと理性が必死に訴うつたえるも、残念ながらリクの感情は二人と共に立ち向かう選せん択たく肢しを選んでしまったようだ。

「先生…！」

「そーこなくっちゃ！」

「だが勘かん違ちがいするなよ？　まともに戦うつもりは毛頭ない。もうアイテムもほとんど残ってないし、勝てないと分かってる手段で挑いどんだってただの自殺だからな」

　煙草たばこのストックがあるリクと、お手製ソーマがあるクローゼはともかく、疲ひ労ろう困こん憊ぱいのところにリクの治ち療りようも行ったレシーロは、魔ま力りよくがほとんど残っていない筈はずだ。

「あ、それならさ！　あたしちょっと師し匠しようの煙草たばこ吸ってみた──いってぇ！」

「煙草たばこは大人になって……っていうか、こんなもん吸う必要がなきゃ吸わなくていいんだよ」

「シロ、馬ば鹿か…」

　いつの間に抜ぬき取とっていたのか、ソーマ煙草たばこを得意気に咥くわえたレシーロに拳げん骨こつを食らわせるリク。頭を押おさえ悶もだえるレシーロを見て、リクとクローゼは呆あきれ切った声で溜ため息いきをつくのだった。

「はぁ……だがまともじゃない手段なら、俺おれに一つだけ考えがある」

「まともじゃない手段？」

「勝てないけど…倒たおせるんですか？」

「そんな期待しないでくれよ？　これは起死回生の必勝法って程ほど大層なもんじゃない。だがこのまま三人で正面から挑いどむよりは、ほんの少しだけマシって程度だ。出来るかどうか分からないし、出来たとして上う手まくいくかも分からん。失敗したら三人とも死ぬ……それでもやるか？」

「あったりまえだろ。あたしら三人が失敗する訳ないね！」

「私、信じてます…シロと私と、先生を」

　リクが脅おどしつけるも、二人の瞳ひとみから光が消える事はないようだ。ここまで言われては、リクだって何が何でもやってやろうと言う気になるというものだ。

「よし、じゃあまず二人には……ちょっと手を繫つないで貰もらう」

「は？　手？　手を繫つなぐって……え、クロと？」

「クロと俺おれとだな。三人でこう、輪を作る感じで」

　右手でクローゼの手を握にぎったリクは、空いた左手をレシーロに差し出す。されるがまま手を握にぎられたクローゼが、何か言いたげにこちらを見つめるがリクは無視する事にした。

　しかし、残るレシーロは顔を真っ赤にするだけでなく、絶対に嫌いやだと言わんばかりに両手をブンブンと振ふってくる。非常時とはいえ、流石さすがに年とし頃ごろの女子にこれはきつかったか。

「いい歳としして何やってんだよ！　あたしは嫌いやだぞ、絶対手なんか繫つながないからな！」

「そんな嫌いやか？　お前ら最近すげー仲良いじゃん」

「その、私……まだ心の準備が……いえ、すみません…なんでも、ないです」

「ほら、クロはいいって言ってんだから、早くしろよ」

　左手を差し出すリクに続き、クローゼも嫌いや々いやそうというか恥はずかしそうに自分の右手をレシーロに向けるも、耳まで真っ赤になったレシーロは、まるで暴漢に襲おそわれている少女の如ごとく、両手をぎゅっと胸の前で握にぎりしめ否定する。

「い・や・だ！　パーティとは認めたが、クロと仲良くなった覚えなんてないね！　だ、だだだだって、手なんか、握にぎったら……師し匠しようと……けけけ結けつ婚こんしなきゃいけないだろ！」

「は？　おいおい、こんな時に何冗じよう談だんなんか言ってんだ？　なぁク……クロ？　どうした？」

　訳の分からない事を口走るレシーロを、クローゼと共に笑い飛ばそうとしたリクだが、同意を求めたクローゼは、レシーロに負けず劣おとらず顔を真っ赤にし視線を逸そらしてしまった。

「あの…私は……先生なら、いいかなって」

「あー！　ずりーぞクロ！　そういうのはきちんと父上に話してから……って、そうじゃなくて！　大体、なんで手なんか繫つながなきゃいけないんだよ！」

　どうやらリクが思っていた以上に、大貴族というのは別次元の生き物だったらしい。しかし今はそんな事言っている場合ではないし、手を握にぎるのはどうしても必要な事なのだ。

「あー、結けつ婚こん云うん々ぬんは置いておくとして、あいつを倒たおすのに、どうしても二人の魔ま力りよくが必要なんだ。今の俺おれの魔ま力りよくじゃ、発動させる事も出来ない大だい魔ま法ほうだからな」

「私わたし達たちの、魔ま力りよく…ですか？」

「そうだ。まず《魔シ力ン共ク有ロ》っていう赤あか魔ま法ほうで、二人の魔ま力りよくを俺おれの魔ま力りよくと同期したいんだ。そうすれば俺おれの最強呪じゆ文もんの《輪廻天征ウロボロス》が撃うてる筈はずだから、あいつを倒たおせるって訳だ」

「魔ま力りよくを共有するのに、手を握にぎらないとだめって事か？　……だったら、別にあたしとだけ握にぎ──じゃなくて、別に三人で手を繫つながなくてもいいだろ！」

　どさくさに紛まぎれレシーロが更さらに素すっ頓とん狂きような事を言った気がするが、そこを追つい及きゆうすると話がこじれる気がしたので、リクは気付かなかったふりをして説明を続行した。

「悪いがどっちかだけじゃ足りないんだ。まず《魔シ力ン共ク有ロ》を使うのに必要な魔ま力りよくが20、これで俺おれの魔ま力りよくがほぼ空になる。だが《輪廻天征ウロボロス》は撃うつのに[image: 100]の魔ま力りよくを消費する。だからシロには、まず最後のソーマを飲んで貰もらう」

「待って、下さい。[image: 100]って……私わたし達たちの、合計値より…多いですよね？」

　そう……卒業時の記録では、クローゼの魔ま力りよくが50あるのに対し、レシーロの魔ま力りよくは少々劣おとる45なので、リクの余った２を出しても、ウロボロス発動に必要な[image: 100]に届かない。

「あの、まさか……途と中ちゆうで…これ、使うって事ですか？」

　クローゼがおずおずと手荷物の中から特製ソーマ劇薬の小こ瓶びんを取り出すも、リクはブンブンと力強く首を振ふる。

「いや、《魔シ力ン共ク有ロ》から《輪廻天征ウロボロス》を発動するまでの間、手を離はなす訳にはいかないからソーマは飲めないんだ。煙草たばこなら両手が塞ふさがっていても問題ないが、煙草たばこで回復するまで待ってる訳にもいかねぇ」

「そう、ですよね…話の、邪じや魔まして……すみません」

　残念そうに小こ瓶びんを床ゆかに置くクローゼ。気持ちはありがたいが、どの道特製ソーマ劇薬を飲んで魔ま力りよくが回復出来るのはクローゼだけなので、この案を採用する訳にはいかないのだ。

「そんで、結局どうするの？」

「ま、そこが最初の賭かけなんだが、さっきの戦せん闘とうでシロのレベルが上がっただろ？　ステータスは基本的に魔力回路セフイロトに応じて上がるってのは、もう耳にタコが出来るくらい言ったと思うが、散々呪じゆ文もんを使ってたシロなら、多分魔ま力りよくが最低でも１は上がってる筈はずなんだ」

「多分って……もし上がってなかったら？」

「《輪廻天征ウロボロス》は不発、無む駄だに魔ま力りよくを空にするだけだ。かなり派手な呪じゆ文もんだから、黒くろ鎧よろいも確実に気付くだろうし、魔ま力りよく切れの俺おれらは反はん撃げきする術すべもない」

　事実上の死し刑けい宣告に、ごくりと息を飲むレシーロとクローゼ。リクだって一いちか八ばちかに生徒二人と自分の命を賭かけるのは不本意だが、レシーロの提案に乗っていつ来るか分からない救きゆう援えんを待つよりは、僅わずかに確率は高い筈はずだ。

「あの、さっき最初のって……まだ何か、あるんですか？」

「そうそれそれ。《魔シ力ン共ク有ロ》を使う為ために、接せつ触しよくしてなきゃいけないってのもあるんだけど、それだけなら俺おれが二人の手を繫つなぐだけでいい。シロとクロにも手を繫つないで欲ほしいのは、赤あか魔ま法ほうを使うには魔ま力りよくを循じゆん環かんさせ溶とけ合わせる必要があるからなんだ」

　日ひ頃ごろ、リクが赤あか魔ま法ほうを発動する際両手を合わせているのは、両手を合わせ腕うでで円を作る事で、右手の黒くろ魔ま法ほうと左手の白しろ魔ま法ほうを循じゆん環かんさせるのが目的なのだ。

「俺おれ一人の魔ま力りよくなら、手を合わせるだけでコントロール出来るけど、今回はお前ら二人と自分の魔ま力りよくを、１％の誤差もなく調整しなきゃいけない。はっきり言ってやった事ないから、俺おれでも出来るかどうか分からん。これが第二関門だな。だから二人には、しっかりと手を繫つないで欲ほしいって訳……そんで、最後の関門だが──」

「まだなんかあるのかよ」

「だから言ってるだろ、まともな手段じゃないって。《輪廻天征ウロボロス》はどんな呪じゆ文もんでも打ち消されない究極呪じゆ文もんだが、狙ねらって撃うてるような呪じゆ文もんでもないんだ。ただ真まっ直すぐ、消しよう滅めつの力をぶつけるだけの呪じゆ文もん。つまり──」

「黒くろ鎧よろいを…目視出来てなきゃ、いけない……それに、外したらおしまい…って事ですか？」

「そういう事だな……もう一度言うが、分ぶの悪い賭かけである事には変わらない。それでもお前ら、俺おれに命を預けてくれるか？」

「……分かった。あたしの全部、師し匠しように預けるよ」

　意を決したレシーロが、力強くリクの左手を握にぎる。そういえば前もって確かく認にんしたとはいえ、命を賭かけるかどうか聞く前に、クローゼの手を握にぎってしまっていた。

「クロも、本当にいいんだな？」

「はい、信じてますから」

「考えてもみれば、あたしら勇者って〝繫つなぐ者〟なんだろ？　だったら手の一つや二つ、繫つなげなくってどうすんだって話だよな」

　にっこりと微ほほ笑えんだクローゼは、レシーロと目を合わせ互たがいに頷うなずき合うと、その小さな手を握にぎり合った。

「じゃあいくぞ……赤あか魔ま法ほう《魔シ力ン共ク有ロ》！」

　一いつ旦たん離はなした両手を合わせ、呪じゆ文もんの発動と共に再び両手を教え子と握にぎり合うと、両手から滾たぎる魔ま力りよくが流ながれ込こんできた。日差しのように温かいレシーロの魔ま力りよく、そして夜風のように清せい涼りようなクローゼの魔ま力りよく。二つの魔ま力りよくがリクを介かいして溶とけ合あい、部屋一いつ杯ぱいに赤い光が零こぼれ始める。

　──さぁ来い。カイリ……俺おれは、ここにいる！

　走そう馬ま灯とうのように次々と駆かけて行く、在りし日の友の顔。懐なつかしき笑え顔がおは青い風と共に過ぎ去っていき、最後の想おもい出でである凍いてつく視線が脳のう裏りに浮うかんだその瞬しゆん間かん、想おもい出での中の視線とシンクロするかの如ごとく、兜かぶとの中の視線がこちらを向いた事をリクは確信した。

　──来た！

　確信出来たのは、その身に宿す魔ま力りよくと鎧よろいの魔ま力りよくが同じものだったからなのだろうか……ともあれ、リクが魔力回路セフイロトから極大呪じゆ文もんを抽ちゆう出しゆつし始めたのと、通路の奥おくからガチャンガチャンと耳みみ障ざわりな音が近づいてきたのは全くの同時だった。

　角から現れた黒くろ鎧よろいは、先さき程ほどのクローゼの攻こう撃げきが少なからず効いていたのか、あちこち欠けた鎧よろいからマリオネットの糸の如ごとく、青い炎ほのおを撒まき散ちらしていた。

　同じ魔ま力りよくを宿す以上、リクが何をしようとしているのかすぐさま気付いたのか、ゾッとする程ほど凍いてつくような青い視線を向ける黒くろ鎧よろいは、一目散にこちらに駆かけ寄よってくる。

　これでひとまず条件は揃そろったと、リクが《輪廻天征ウロボロス》発動を試みると、三人の魔ま力りよくが無事溶とけ合あった影えい響きようか、大だい魔ま術じゆつ発動の為ための詠えい唱しようを知らない筈はずのレシーロがその言葉を紡つむぎ始める。

　──よし、やっぱりシロの魔ま力りよくは上がっていたの……何!?

「《その鱗うろこ、紅ぐ蓮れんの刃やいばにして赤の極限──」

　──どういう事だ？　詠えい唱しようが《輪廻天征ウロボロス》と違ちがうぞ!?

　しかし、リクが散々唱えてきた《輪廻天征ウロボロス》の発動キーと、レシーロが口にする言葉はまるで違ちがい、危あやうく魔ま力りよくのコントロールを乱しかけるリク。どうにか調整したものの、一度発動した呪じゆ文もんは途と中ちゆうで止める事など出来ない。そんな事をしては、それこそ不発に終わってしまう。

「──蛇へびの顎アギトを、喰くらいて……自らを否定し…消し去る者よ──」
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　クローゼの詠えい唱しようが終わると、レシーロから放たれた白い魔ま法ほう陣じん、そしてクローゼから染しみ出でた黒い魔ま法ほう陣じんが、リクの元で合わさり溶とけ合あい、紅ぐ蓮れんに燃える赤い魔ま法ほう陣じんへと変容する。

　そもそも詠えい唱しようとは、自身の魔ま力りよくを世界に繫つなぎ合あわせ、魔ま法ほうに変へん換かんする為ための道みち標しるべである。

　世界との契けい約やくの証あかしでもある詠えい唱しようは自然と脳のう裏りに浮うかぶもので、自分で勝手に考えるものではない以上、間ま違ちがった詠えい唱しようなど存在しないのだが、詠えい唱しようは一つの呪じゆ文もんにつき一種類しかない。

　つまり、今から発動する赤あか魔ま法ほうがなんなのかは出してみない事にはリクにも分からないが、少なくとも《輪廻天征ウロボロス》でない事だけは確かなのだ。

　──どうする?!　どんな効果かも分からないのに、本当に発動させていいのか？

　今ならまだ不発で止められる。先さき程ほどはレシーロにああ言ったが、もしレシーロの魔ま力りよくが２以上上じよう昇しようしていたのなら、リクの魔ま力りよくが僅わずかに残り魔ま力りよく切れは起きない筈はずだ。ソーマ煙草たばこはまだあるし、今ならまだ二人を抱かかえて逃にげだせるのでは……、

　──馬ば鹿かが。生徒二人が俺おれを信じてくれているんだ。俺おれが俺おれを信じないでどうする！

「──くらえ！　火蛇闘龍ヨルムンガンド》!!」

　リクが詠えい唱しようを締しめると、転輪する赤い魔ま法ほう陣じんから緋ひ色いろの蛇へびが現れる。紅ぐ蓮れんに燃える炎ほのおを纏まとい、射線上の通路を食い破っていく緋ひ色いろの蛇へびは、突とつ撃げきしてきた黒くろ鎧よろいに一直線に向かっていった。

「っしゃあああ！　いっけええええええ！」

「お願い…届いてっ」

　魔ま力りよくが足りるか否いなかの第一関門、三人分の魔ま力りよくを正確にコントロール出来るかどうかの第二関門、そして真まっ直すぐにしか飛ばせない極大呪じゆ文もんを黒くろ鎧よろいに向けられるかの第三関門……《輪廻天征ウロボロス》ではなく《火蛇闘龍ヨルムンガンド》という未知の呪じゆ文もんが発動するという予想外の展開もあったが、三つの難題をクリアし発現したのはどうやら同じ消しよう滅めつ呪じゆ文もんだったようだ。

　──《火蛇闘龍ヨルムンガンド》が《輪廻天征ウロボロス》と同系統の呪じゆ文もんなら、防ぐ事も打ち消す事も出来やしない。これで勝った筈はずなのに……どうしてだ、何な故ぜ俺おれはまだどこか不安なんだ？

　通路いっぱいに燃え広がる緋あかい蛇へびを前に、黒くろ鎧よろいの逃にげる隙すきなどどこにもない。最も早はや勝利は約束されたようなものなのに、むしろリクの胸中は不安ばかりが膨ふくらんでいった。

　──《輪廻天征ウロボロス》は俺おれの最強呪じゆ文もん、今までどんな相手にだって……いや、待てよ。

　あらゆる耐たい性せいを持つ敵、そしてあらゆる対たい抗こう呪じゆ文もんを問答無用で消し去ってきた消しよう滅めつ呪じゆ文もんだが……はたして、同じ消滅呪文をぶつけた場合はどうなるのだろうか？

　これまで《輪廻天征ウロボロス》が世界で唯ゆい一いつの消しよう滅めつ呪じゆ文もんであり、またリク以外使える者が誰だれもいなかったので、起こりえないと想像すらしなかったパターンだが、《火蛇闘龍ヨルムンガンド》という新たな消しよう滅めつ呪じゆ文もんが生まれ……今目の前にいる敵は、リクと同じ魔力と呪文を持っているのだ。

「やばい……かも」

「師し匠しよう？」

「どうしたん、ですか？」

　襲おそいかかる《火蛇闘龍ヨルムンガンド》を前に両手を合わせる黒くろ鎧よろいを見て、リクの不安は増ます々ます膨ふくらんでいった……間ま違ちがいない、黒くろ鎧よろいは《輪廻天征ウロボロス》を発動するつもりなのだ。

「《全ての、魂たましいが……帰する場所、輪りん廻ねの……輪より、出いでし蛇へびよ……全すべてを、無にする顎アギトを…我わが前に示せ……輪廻天征ウロボロス》」

　耳から体温を奪うばってくるような、黒くろ鎧よろいの不気味な詠えい唱しよう。同じ消しよう滅めつ呪じゆ文もんでも、《輪廻天征ウロボロス》と《火蛇闘龍ヨルムンガンド》ではどちらが強いのだろうか？　ぶつかり合った場合、強い方の呪じゆ文もんだけが残るのか、はたまたどちらも消えてしまうのか……しかし退路などどこにもなく、魔ま力りよくのほとんど使い切りろくに動けないリクは、赤い蛇が現れるのを黙だまって見ている事しか出来なかった。

「なんだあれ……あたしらと、同じ呪じゆ文もんなのか？」

　ぶつかり合う赤と緋ひの蛇へびは、その身を喰くらい合う中で身に纏まとう炎ほのおを膨ふくらませ、周囲の壁かべや天てん井じようを次々と消し去っていく。

「違ちがうみたい。でも……強さは、互ご角かく…かも」

　クローゼの言う通り、絡からみ合あう二匹ひきの蛇へびは互たがいに一歩も譲ゆずる事なく消しよう滅めつの炎ほのおを撒まき散ちらし、やがて競きそい合あうように空へと消えていってしまった。

　壁かべや天てん井じようが粗あら方かた消え去り、吹ふき曝さらしになった古城の通路にリク達たちと黒くろ鎧よろいが取り残される。ぶつかり合った炎ほのおは四方を無む軌き道どうに消し去ったが、幸いにもリク達たちは三人とも無傷で済んだ……もっとも、黒くろ鎧よろいも身体からだの左半分こそ巻まき込こまれ消しよう滅めつしたものの、未いまだ兜かぶとに灯ともる凍いてつく視線は健在で、むしろ消し飛んだ部分からより勢いを増した青い殺気の炎ほのおを撒まき散ちらしていた。

「仕留め、られなかったか……」

　黒くろ鎧よろいは左半身こそ失ったが、魔ま力りよく切れ寸前のリク達たちでは依い然ぜん勝てる相手ではない。黒くろ鎧よろいも勝利を確信したのか、一部消し飛んでずれ落ちかけたフェイスガードは、どこか歪いびつな笑え顔がおにさえ見えた気がした。万ばん策さく尽つきたリクは、少しでも教え子達たちが生き残る時間を稼かせごうと、庇かばうように二人の前に出ようとする。しかし……、

「まだだ！　信じろ師し匠しよう、あたしらを！」

「そして、先生自身を！」

　両手を力強く握にぎられ、リクはそれまで一方的に庇ひ護ごしているつもりだった存在に、むしろこの上なく支えられていた事に気付く。そうだ、まだ終わりではない。彼かの女じよ達たちがリクの事を信じている限り、リクも信じる事を諦あきらめる訳にはいかないのだ。

「そんなの……当たり前だあああああああ！」

　リク達たちの想おもいが届いたのか、あるいは最初からそういう呪じゆ文もんだったのかは分からない。しかし、二匹ひきの蛇へびがその身を喰くらい合い飛んでいってしまった古城の上空から……比べものにならない程ほど大きく膨ふくれ上あがった緋あかい龍りゆうが現れ、再び黒鎧よろいを飲のみ込こまんと大口を開け飛来してきた。

　紅ぐ蓮れんの龍りゆうの雄お叫たけびは、まるで稲いな妻ずまの如ごとくビリビリと周囲の空気を震ふるわせ、大空を雄ゆう大だいに舞まう龍りゆうの体たい軀くは、雲から僅わずかに覗のぞける体が万ばん里りの先までどこまでも続き、ただの魔ま法ほうとは思えないような圧あつ倒とう的てきな畏い怖ふを纏まとっていた。

　絶対的なプレッシャーを放つ紅ぐ蓮れんの龍りゆうが降りてくるも、先さき程ほどの激げき突とつで黒くろ鎧よろいは左半身を失うしなったのだ。つまり……

「もう終わりだ。繫つなぐ手を持たない今のお前……いや、手の繫つなぎ方も知らないで、一人で戦うしかなかったかつての俺おれの、そこが限界なんだ」

　赤あか魔ま法ほうが使えなくなった黒くろ鎧よろいは、せめて一いつ矢し報むくいようと考えたのか、あえて緋あかい龍りゆうに見向きもせずに、再びリク達たちのいる部屋へ突とつ撃げきしてきた。

　今や風ふう前ぜんの灯ともし火びとなった青き殺意の炎ほのおが近づいてくる。龍りゆうが黒くろ鎧よろいを喰くらうのが先か、黒くろ鎧よろいの最後の攻こう撃げきがリクに届くのが先か……普ふ通つうに考えれば、少しでも黒くろ鎧よろいの攻こう撃げきを遅おくらせようと身構えるものなのだろうが、リクは敢あえてギュッと握にぎった両手を離はなす事なく、真正面から迫せまる青い炎ほのおを微び動どうだにせず正視した。

「消え去れ過去の亡ぼう霊れい！　俺おれはもうかつての俺お前とは違ちがう！」

「＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝!!」

　言葉では言い表せられないような怨おん念ねんめいた雄お叫たけびを上げ、黒くろ鎧よろいの右手が獣けものの如ごとく突つきつけられるも……その爪つめがリクの眼前にまで迫せまったところで、ほんの僅わずかな差で紅ぐ蓮れんの炎ほのおを纏まとった龍りゆうの顎アギトが黒くろ鎧よろいを食い破り、リクにとって懐なつかしくも辛つらい想おもい出でのある鎧よろいは、今度こそ跡あと形かたもなくこの世から消しよう滅めつしたのだった。

　──悪いなカイリ……俺おれはまだ死んでやる訳にはいかないんだ。

　黒くろ鎧よろいが消え去る最後の一いつ瞬しゆん、兜かぶとの奥おくに灯ともる青い視線を通じて、リクは旧友と眼めが合ったように感じた。ほんの少し前までのリクだったら、仮に抗あらがいようのない強敵と出くわしたら、あっさりとその命を諦あきらめていただろう。

　しかし今のリクには、リクが死にそうになってもリクを信じる事を諦あきらめない者が二人もいるのだ。ならば最後の一いつ瞬しゆん……いや、たとえ命を失う事になったとしても、リクもその信に報むくいなければならない。

「や、やった！　やったやった！　やったよ師し匠しよう！　……師し匠しよう？」

「すごい…これが、極大魔ま法ほう……先生、本当にすごい……先生？」

　黒くろ鎧よろいの消しよう滅めつを見届けたリクは、振ふり返かえり二人の笑え顔がおに応こたえてやりたかったのだが、全身にのしかかる虚きよ脱だつ感が、それより先に体を崩くずしてしまった。

「良かった……上う手まくいって、本当に、良かったよ」

「師し匠しよう！　どうしたんだよおい！　傷が痛むのか？　今治すからじっとしてろ」

　すぐに涙なみだぐむレシーロを、リクは安心させようと頭を撫なでる。クローゼも取り乱しこそしていないが、目を見れば狼ろう狽ばいしているのがはっきり分かったので、クローゼのその細い頰ほおにそっと手を差さし伸のべるリク。

「心配すんな。ただの魔ま力りよく切れだ……言い忘れたけど、発動しようと不発になろうと、魔ま力りよく切れにはなるんだよ」

「でも、それならなんで…私わたし達たちは平気なんですか？」

「丁ちよう度ど、魔ま力りよく……２、残ってたみたいだから、《魔シ力ン共ク有ロ》で、お前らに１ずつ渡わたしたんだ」

　言われずとも、リクの懐ふところからソーマ煙草たばこを取り出すクローゼ。きっとこうしてくれると思ったので、上う手まくいった場合は最初からクローゼに魔ま力りよくを残そうと思っていたのだが、嬉うれしい事に魔ま力りよくが２も残ってくれたので、レシーロも気絶させずに済んだのは幸いだったか。

「わり、ちょっと……寝ねるわ。後は、任せた」

　返事を聞く前に、根こそぎ魔ま力りよくを使い切ったリクの意識は落ちていく。回復薬があるとはいえ、ダンジョンのど真ん中で負傷者を多数抱かかえ、救きゆう援えんがいつ来るかも分からない。そんな状じよう況きようで教え子二人に丸投げしたのに、リクは不思議と心配や恐おそれをまるで感じなかった。

　──ま、二人なら……平気だろ。

　なんの根こん拠きよも勝算もない……だがこの二人なら信じられる。そんなリクに、懸け念ねんなどある筈はずがない。折角出して貰もらった煙草たばこをポトリと落としたリクは、満足げに眠ねむりにつくのだった。













　　　転章　　共に旅立つは……、







「さらばだ、紅ぐ蓮れんの勇者リク……今まで楽しかった」

　──なぁカイリ、なんで最後にあんな事言ったんだ？　何な故ぜ俺おれを裏切った？　……どうして、魔ま王おうなんかになっちまったんだ？




「な、ぜ……カイ……リ」

「む？　目覚めたか紅ぐ蓮れんの。まったく、随ずい分ぶん吞のん気きな奴やつじゃのう。いい加減起きんか！　これ！　紅ぐ蓮れんの！　リク＝ウォーグライト！」

「ん……？　ジジイ？　あれ、俺おれいつの間に酔よい潰つぶれてた？」

　またいつもの夢を見て、ズキズキと痛む頭を押おさえたリクは、挨あい拶さつ代わりの冗じよう談だんを国王に言い、少しでも頭痛を和やわらげようとする。

「まーだ寝ね惚ぼけておるのか。ここはユーフェミア城で──」

　あんな鎧よろいと戦った所せ為いか、それとも五年ぶりに赤の極大呪じゆ文もんを発動した所せ為いか。いい加減慣れたと思っていたが、カイリの青い瞳ひとみと髪かみを思い出す度たび襲おそわれる頭痛は、何度味わってもやはりリクの心と体を容よう赦しやなく蝕むしばんだ。

「──今はレシーロ嬢じようとクローゼ嬢じようの卒業式の真っ最中じゃ」

「はぁ!?　卒業式?!」

　しかしそんな苦しみも吹ふき飛とばす程ほど、リクの耳に聞き捨てならない言葉が届く。

　てっきりただの魔ま力りよく切れだと思っていたが、一体自分はどれだけ寝ね込こんでいたのか。

　どうやら無事ユーフェミアまで帰れたようだが、卒業式という事は、追試はもう終わってしまったのだろうか。だとすればリクは二週間近く昏こん睡すいしていた事になる。

　二人なら合格は間ま違ちがいないと確信していたが、残る二週間まだまだ気がかりな事は山ほどあったし、もっともっと二人の成長を助けたかった。

　試験前の緊きん張ちようを二人と共有したかったし、合格の瞬しゆん間かんを共に祝いたかった。それになにより……二人との共同生活が知らぬ間に終わってしまったとは、これが残念でなくてなんなのか。

「そうか、もう……卒業式だったか」

「いや、冗じよう談だんじゃよ、冗じよう談だん……まさかそんなにがっかりするとは思わなんだ。すまぬ」

　……今日ほどこの老人の首根っこをへし折りたいと思った事はないが、流石さすがにまだ魔ま力りよく切れの倦けん怠たい感が胸むな元もとでグルグルと渦うず巻まいていたし、リクの大事な生徒が国王の後ろで心配そうにこちらを見ていたので、ここは大人の対応を取るべきだと拳こぶしを収める事にしたリク。

「はぁ……まぁジジイから茶目っ気取ったら、なーんも残らないからな」

「流石さすが紅ぐ蓮れんの勇者、器うつわが大きいのう。あぁちなみに、卒業式と言うのは噓うそじゃが、二人が卒業というのは本当じゃぞ？」

　溜ため息いきをつきながらベッドに体を預けようとしていたリクは、国王の戯たわ言ごとに再び上体を起き上がらせる。次また噓うそだと言ったら容よう赦しやはしないとばかりに睨にらみつけるも、どうやら今度は本当だったらしい。

「そうか。本当なのか……そうか」

「師し匠しようったら心配性しようだなぁ～。あたしらが追試でミスるとでも思ったのか？」

「楽勝、でしたよ」

　国王の背後でクスクスと笑い合う二人を見て、二人が無事だった事に安あん堵どしつつも、追試が本当に終わってしまっていた事に落らく胆たんしてしまうリク。

「なにが楽勝だよ。あの時あたしが回復してやらなきゃ、クロなんてとっくにリタイアしてたじゃねーか」

「でも、私がいなきゃ……シロは、どうやって…あの魔ま物もの倒たおしてたの？」

「んぐっ……で、でも！　その前のトラップは、あたしがいなきゃ突とつ破ぱ出来なかっただろ！」

「そうかな。そもそも……そのトラップ、シロのドジで…作動しなかったっけ？」

「ぬぐぐ。じゃあなんだよ！　クロはあたしがいなくても、一人で合格出来たってのか！」

「そんな訳ない。二人の、力で…合格したんだよ。ありがと、シロ♡」

　クローゼの言葉に、ボッと音を立てて頰ほおを染めるレシーロ。これくらいの喧けん嘩かなら、リクとて最初から心配などしていなかったが、クローゼもクローゼでレシーロのコントロールが上う手まくなったものである。

「それにしてもジジイ、追試のメニューが随ずい分ぶん豪ごう勢せいだったみたいだな」

「うむ。正直に言うと、先日あれだけの活かつ躍やくを見せた以上、今いま更さら追試などせずとも勇者と認めてよかったのじゃが、それではこの二人が納なつ得とくせぬと思ってな。二人がきちんと力を合わせねば突とつ破ぱ出来ぬように、色々と用意させて貰もらったのじゃよ」

「なるほどな……」

　確かに国王の言い分には納なつ得とく出来るし、事の発ほつ端たんが自分なだけに、二人が無事卒業出来たのは嬉うれしい。だがやはり、自分の寝ねている間に全すべて終わってしまっていたとなっては、どうしても疎そ外がい感を感じずにはいられなかった。

「さっきから解げせぬのう。折角教え子が卒業したというに、何なに故ゆえそうもがっかりするのじゃ？」

「え、だって……卒業って事は、もう……合宿、終わりじゃねーか」

「なんだ師し匠しよう、そんな事で落おち込こんでたのか？」

「先生……意外に…可愛かわいいところ、あるんですね」

　大人げないとは分かっていつつも、二人にまで笑われてしまっては、ついついムッとしてしまうリク。そりゃ二人は最初からそれが目的でリクの屋や敷しきに来ていたのだし、念願の卒業が叶かなったのだから嬉うれしくなるのも当然だが、予定より一足早く、あの寂さびれた屋や敷しきでまた一人、水やりくらいしかやる事のなくなるリクの気持ちも考えて欲ほしいというものだ。

「それより師し匠しよう！　聞いたぜ、カイリって奴やつの事」

「先生を、裏切るなんて…許せません」

「あたしらもこれで勇者になったからさ、いつか絶対……師し匠しようの元カノの無念を晴らしてみせるからな」

「先生と、昔の恋こい人びとの想おもいは……決して…無む駄だにしませんから」

　何やら教え子二人が妙みような事を口走るものだから、すっかり萎なえていた気持ちが再び揺ゆれ動うごく。それはそれとして、妙みように一部分を強調している気がするのは気のせいだろうか？

「ちょっと待て。なんだその元カノだの恋こい人びとだのってのは」

「まぁまぁ、今日のところは二人ともまず実家に帰るとよかろう。追って使いを出す故ゆえ、ご両親には宜よろしく伝えておいてくれぬか？」

「はい陛下！」

「謹つつしんで…承うけたまわりました」

　クローゼはともかくとして、リクが聞いたこともないような言こと葉ば遣づかいをするレシーロ。犬はグループ内で順位付けをすると言うが、どうやら今まで面めん倒どうを見てきたリクよりも、国王の方が上だったらしい。所しよ詮せんリクの存在などその程度ということか。

「じゃあな師し匠しよう、早く元気になれよ！」

「失礼します。先生…お大事に」

「おいちょっと……行っちまいやがった」

　国王が強ごう引いんに話を遮さえぎった上に、リクが呼び止めるのも聞かず二人は何やら目配せをすると、再びクスクスと笑い合いながら意い気き揚よう々ようと退室してしまった。結局のところリクの事などどうでもよく、念願の勇者になれた事の方が大きいのだろうか。

「ふむ……ヴァイスフリューゲル家の娘むすめとシュヴァルツファング家の娘むすめが、手を繫つないでいる所を拝めるとは、長生きはしてみるもんじゃのう」

「ま、お互たがい初めて出来た友達だろうしな……っていうか、なんだその末まつ期ごの言葉みたいな台詞せりふ。ジジイがくたばったら色々面めん倒どうなんだから、もうしばらくは勘かん弁べんしてくれよな」

　二人が退室したのを確かく認にんし、ベッドの脇わきにある小こ棚たなから、灰皿を取り出した国王が煙草たばこを差し出してくるも、今度こそぐったりと寝ね転ころんだリクはぷいっとそっぽを向く。

「まーだいじけとるのか。ほんに見た目ばっかり大きくなって、中身はいつまでも変わらんな」

「別にいじけてなんかねーよ……それで、あの後どうなったんだ？」

　リクに断られた煙草たばこを自分で咥くわえた国王は、ぷはーっと一息入れると深刻な顔になる。

「うむ。怪け我が人にんはそなたらの活かつ躍やくで全員無事じゃった。まずはユーフェミアを代表して礼を言いたい。本当に……本当によくやってくれた。まさにお主ぬしこそ真の勇者じゃ」

「よせよ、やりたい事をやっただけだよ。で？　他になんか動きあったのか？」

「動きというにはちと違ちがうが……お主らが発動したという極大魔ま法ほう、昔聞いた《輪廻天征ウロボロス》と特とく徴ちようが若じやつ干かん違ちがうように思えるのじゃが、何かあったのか？」

　新たなる赤の極大魔ま法ほう《火蛇闘龍ヨルムンガンド》。対象に向かい真まっ直すぐ消し去るだけの《輪廻天征ウロボロス》と違ちがい、たとえ一度は消えたとしても、より強くなり敵をどこまでも追いかける《火蛇闘龍ヨルムンガンド》は完全に上位互ご換かんと言えるだろう。

「あーそれか。あの時は俺おれも無む我が夢む中ちゆうだったからよく分からないけど……実はさ、今だから言うんだけど俺おれ、昔は黒くろ魔ま法ほうがちょい苦手だったんだよな」

　悪戯いたずらっぽく笑うリクだが、話の流れが見えぬ国王は、困こん惑わくしながらも答えてきた。

「そうじゃったのか？　たしかステータス表ではどちらもＳ判定だったと思ったが？」

「まぁほとんど気持ちの問題くらいの差なんだが、赤あか魔ま法ほうは二色のバランスが大事だからさ、昔の俺おれは若じやつ干かん白しろ魔ま法ほうを抑おさえ気味で混ぜてたんだよ。でも……今はどっちも弱いから、その必要がなくなった訳だ」

「そうか、故ゆえにバランスが取りやすくなり、赤あか魔ま法ほうを使う為ための無む駄だがなくなったと？」

「ただの推測なんだがな……あるいは、あの時点でのシロとクロの魔ま力りよくが、ぴったり同じだったからバランスが取れたのかもしれないし」

　極大魔ま法ほう発動に必要な魔ま力りよくは[image: 100]、あの時点でのクローゼの魔ま力りよくが50で、極大呪じゆ文もん発動後リクに残っていた魔ま力りよくが２だったという事は、レシーロの魔ま力りよくも同じ50の筈はずなので計算は合う。

「まぁ、黒くろ鎧よろい倒たおして二人ともレベル上がっただろうから、もう確かめようもねーか……それより、あの魔ま物ものについて、なんか分かった事あるか？」

「それについては、むしろこちら尋たずねたいと思っておったのじゃよ。なんせ跡あと形かたもなく消えてしまったからのう。そのお主ぬしの魔ま力りよくで動いていたという鎧よろい……どう思うのじゃ？」

「どーもこーも、やっぱカイリの仕し業わざなんだろうなぁ。俺おれの魔ま力りよく持ってるのはあいつだけなんだし……っていうかジジイ、あいつらに何吹ふき込こんだんだ？」

　リクの師にしてリクが最後に共に冒ぼう険けんし……そしてリクを裏切り魔ま力りよくを奪うばい、その力で魔ま王おうに取ってかわった元もと深しん蒼そうの勇者・カイリ＝オーガンド。勇者が裏切り魔ま王おうになったというユーフェミア史上最大のスキャンダルは、当時の政治的判断で当事者であるリク以外は、極一部の者にしか知らされていない。

　何な故ぜリクが最も信しん頼らいしていた勇者が、リクを裏切ったばかりか魔ま王おうになったのか……真相は本人しか分からないのだが、当時ユーフェミア最強の勇者だったリクの魔ま力りよくが奪うばい取とられたとあっては、もうユーフェミアにはカイリに勝てる者がいないので、確かめようがないのである。

　いかんせん最近までリクも色々と投げやりだったので、ついつい二人にはぽろぽろとカイリの事を話してしまったが、流石さすがにリクの師し匠しよう＝カイリ＝裏切り者＝魔ま王おうとまでは話していなかった筈はずだ。

「何を言うか、元はと言えばお主ぬしがポロポロと昔の事を話すのがいけないのじゃろう。取とり繕つくろうのに苦労したわい……カイリという裏切り者の所せ為いで、お主ぬしの想おもい人びとが命を落としたと説明しておいた。二人とも察しが良い子じゃて、信じてくれたかどうかは怪あやしいところだが」

「いや、だからその想おもい人びとってのはなんなんだっつーの！　人の過去を、ジジイの勝手な妄もう想そうで脚きやく色しよくすんなよな。俺おれとカイリがそういうんじゃなかった事くらい、ジジイが一番よく分かってんだろ？」

　カイリの青あお髪がみと瞳ひとみを思おもい浮うかべても、蘇よみがえる記き憶おくに甘あま酸ずっぱい想おもい出でなど何一つとして存在しない。一番鮮せん明めいなのが殺されかけた最後の瞬しゆん間かんで、その次はリクの特訓が天国に思える程ほど、ハードなトレーニングの日々くらいというものだ。

「仕方なかろうて。年とし頃ごろの女子というのは、惚ほれた相手に女の影かげがちらつけば、すぐにそういうものだと決めつけるんじゃよ……それに、お主ぬしがカイリに惚ほれておったのは事実じゃろ？」

「ジジイの癖くせに知った風な事言うんじゃねーよ。気持ち悪い」

「既き婚こん者に向かってなんじゃその言い草は！　失礼な奴やつじゃのう」

「あいつらが俺おれに惚ほれてるとか言い出す年寄りの戯たわ言ごとなんて、信じろって方が無理だね」

　国王と罵ののしり合っている内に、なんだか調子の戻もどってきたリクは、置いてあった煙草たばこを咥くわえ笑い飛ばすも、同調するどころかニヤニヤとこちらを見つめてくる国王を見て、そういえば何か大事な事を忘れているような気がしてきた。

「お主ぬしも隅すみに置けんのう。まさかダンジョンでプロポーズとは……それも二人同時に。残念じゃがユーフェミアで重じゆう婚こんは認めておらん。どうしてもと言うなら駆かけ落おちでもする事じゃの」

「お、おいおいジジイ、冗じよう談だんきついぜ……まさか、まさか本当に手を繫つないだだけで、結けつ婚こんだーなんて言う気はないよな？　あ！　それにほら、あれだよあれ。カイリだって結構いいところのお嬢じようだった筈はずだけど、そんな話聞いた事ないぜ？」

　リクが今住んでいる屋や敷しきも、元々はカイリの実家の持ち物だったのだが、カイリが裏切った事でオーガンド家はユーフェミア国を去ってしまったので、なし崩くずしにリクが拝借したという経けい緯いがある。

「オーガンド家も遡さかのぼれば、かの〝青き雫しずく〟の遠とお縁えんと聞くが……やはり直系の大貴族とは、比べるべくもないじゃろうて。なにせ二人とも筋金入りの箱はこ入いり娘むすめだからのう。先さき程ほどもワシの話もろくに聞かんで、結けつ婚こん式しきで何を着ようかなど話しておったぞ？」

「勘かん弁べんしてくれ……ま、よく考えたらあいつらとは今日でお別れだしな。あいつらなんの挨あい拶さつもしてこなかったし、旅に出ればすぐ俺おれの事なんて忘れるさ」

「旅に出たら、のう」

　何やら含ふくみ笑わらいをする国王が気になるが、そう言えばリクも一つ思い立った事があったのだったと、強ごう引いんに話を戻もどしにかかる。

「話が逸それたけど、俺おれ……ちょっとまた旅に出ようと思うんだ。だからジジイには、あの屋や敷しきと煙草たばこの面めん倒どう任せるわ」

「ほう、また急じゃのう。何か思う所でもあったのか？」

「いやさ、ちゃんと調べてみないと分からないんだけど……なんか、目が覚めてから妙みように調子がいい気がするんだよな。もしかしたら俺おれのステータス、ちょっと戻もどったのかもしれねぇ」

「何、まことか!?　あれだけ手を尽つくして戻もどらなかったのに……そうか、よかったのう」

　まるで孫でも出来たかの如ごとく、満面の笑えみを浮うかべるユーフェミア王。レシーロよろしく感かん涙るいしだすものだから、いつもと勝手が違ちがい過ぎて困こん惑わくしてしまうリクなのだった。

「そ、そんな喜ぶ事かよ。で、やっぱ原因はあの黒くろ鎧よろいを倒たおしたからだと思うのが自然だろ？　それに……あの執しゆう念ねん深ぶかいカイリが、これで諦あきらめるとも思えねーんだよな。だからまぁ、どんだけ魔ま力りよくが戻もどったかにもよるんだが、こっちから出向いてやってもいいかなって」

「そうか、そうじゃのう……是ぜ非ひそうするべきじゃと思う。出来ればワシの親衛隊を全員お供につけてやりたいのじゃが、生あい憎にくあ奴やつらはワシの勝手で国から動かせぬ。すまんのう」

「仕方ねーよ。なんの根こん拠きよもない話だし、それにまだ回復したって決まった訳じゃねーしな」

　口ではこう言いつつも、リクの中でステータスの回復は最も早はや確信に近かった。

　魔ま力りよく切れの倦けん怠たい感が、今までと違ちがい中々治らなかったのも、リクの魔ま力りよくの上限が上がった所せ為いと思えば納なつ得とく出来るし、それになにより……この五年間感じられなかった、自分に対する自信とも言うべき躍やく動どう感が、今はひしひしと感じられるのだ。

　もっともこれは、レシーロとクローゼと共に、リクのトラウマの象しよう徴ちようとも言うべきカイリの亡ぼう霊れいを倒たおしたからというのもあるのだろうが。

「お主、良い目をするようになったのう……理由が理由じゃて仕方がないとは思っていたが、この五年ついぞ、いや……紅ぐ蓮れんの勇者と呼ばれていた昔よりずっと良いい目になった」

「そうか？　まぁなんだかんだ、色々あったからな」

「ふむ。良き師は弟で子しを育て、また良き弟で子しから師は学ぶという。そういう意味では、お主らは理想の師し弟てい関係だったのやもしれぬな」

　もしかしたら、この老ろう獪かいな国王は最初からそれも狙ねらいで、リクにレシーロとクローゼの面めん倒どうを任せたのかもしれない。カイリに裏切られてからの五年間、抜ぬけ殻がらのようにただ生きているだけだったリクを傍そばで見続け、国王も思う所があったということか。

「……まぁなんでもいいか。あいつらに世話になったのは確かだしな。お互たがい旅に出ちまったら、もうそう簡単に会えなくなるだろうし、最後になんか礼でもしておくか」

「それについてじゃが、お主のステータスでは流石さすがに単ソ独ロで旅など出来まい？　パーティはどうするつもりなのじゃ？」

「まだ考えてねーけど、卒業生に空きがないのは知ってるし……まぁ冒ぼう険けん者ギルドにでも行って、適当に探すとするよ」

「……リクよ、親衛隊にはちと劣おとるが、お主ぬしと組みたがっているパーティに、一つ心当たりがあるぞ」

　国王の言葉に首を傾かしげるリク。リクが紅ぐ蓮れんの勇者だという事は、カーチス少年を始めとした古城にいたルーキーには知しれ渡わたってしまっただろうが、いくらなんでもそんなすぐにパーティ申しん請せいをしてくる程ほど、神経が図太い者などいただろうか？

「あーもしかして、カーチスとかって言うガキか？　そーいやあそこは三人だったし、バランスも悪くないが」

「んむ？　あぁ、大工のチューピッドの倅せがれか。あの少年も中々見所があるが、生あい憎にく違ちがうのう」

「ま、組ませてくれんなら誰だれでもいいけどさ、そのパーティバランスとかは大丈夫なのか？　戦士ばっかとか魔ま導どう士しばっかみたいな、そういう色々失敗してんのはもうこりごりだぜ？」

「心配するでない。ワシのお墨すみ付つきじゃ。まだ荒あら削けずりな面も目立つが、将来性で言えばかなりのものじゃな」

　なんだか国王が自信たっぷりに勧すすめてくると、却かえって不安な気もしてくるが、実際問題引退して久しい上に、勇者の資格も持っていないリクと組んでくれると言うのであれば、願ったり叶かなったりなのも確かだ。

「うーん……そいつらのステータス表とかないの？　いや、別に文句がある訳じゃないけど、色々と把は握あくしておいた方がやりやすいからさ」

「おぉ、それなら丁度ここにあるぞ。ほれ、自分の眼めで確かく認にんするがよかろう」

　なんだか益ます々ます胡う散さん臭くさくなってきたリクは、国王の差し出した二枚の資料を恐おそる恐おそる手に取ってみる。この幼よう稚ちな年寄りの事だから、めくった途と端たん「うっそぴょーん」とか書いてあってもおかしくないと思ったのだ。

　そして……そのステータス表を見た途と端たん、リクは驚おどろきのあまり声を失ってしまった。もっとも予想していたのとはまるで違ちがったが。

「どうする？　お主ぬしがいいと言うなら、ワシの方から伝えておくが」

「いや……俺おれが直接言うよ。多分またすぐうちに来るだろうし」

「それもそうじゃのう。ではな紅ぐ蓮れんの。今日のところはゆっくり休むとよかろう。何かあったら、適当に声をかけるとよい」

「あぁ、ありがとなじーさん」

　吸っていた煙草たばこは半分以上残っていたが、ゆっくりとステータス表を見たかったリクは、まだ長さの残る煙草たばこを灰皿に押おし付つける。そんなリクを見て、年老いた王がにこやかに部屋を後にしていった事にも気付かずに、喜び勇むリクは何度も何度も二枚の紙を見下ろすのだった。
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あとがき







　ご無沙汰しております、石いし川かわ湊みなとでございます。前作から実に八カ月も空いてしまいましたが、どうにかまた皆さんの元に戻ってくる事が出来ました。今作は可愛い機械人形オートマタが登場しない完全新シリーズでございます。

　一年前の丁度今日、主人公がさして活躍もしなければ、女の子に惚れられるという展開もない珍妙な作品で作家デビューした石川ですが、皆様の応援のおかげでどうにか作家二年生になりました。今度は主人公が活躍するしヒロインらしいヒロインがいる作品をお届けしますので、今後もどうぞ石川湊をよろしくお願い致します。

　ロボットが好きで好きでたまらない石川ですが、今回は同じくらい好きなテレビゲーム……特に国民的ＲＰＧである某最終幻想や某竜の冒険を意識した物語を拵えさせて頂きました。

　過去二作も先人の作品におんぶ抱っこ状態でしたが、今作はより明確に元ネタを連想する表現を多々盛り込んだので、石川は相変わらずパクってばかりだと呆れるついでに、今まで石川を虜にしてきた数多のゲーム等を知って頂ければ幸いであります。

　ちなみに今のところ、『ポンコツ勇者』の登場人物たちは全員あるゲームから名前の発想を頂いています。お気づきになられた方はハガキに住所氏名となんのゲームかを書いて、ゴミ箱にでも捨てましょう。電撃文庫に送っても、石川が怒られるだけなので絶対ダメですよ、絶対。

　冗談はさておき、参考にさせて貰った数々のゲームは、どれも自信を持って薦められる名作ばかりなので、もしまだプレイした事がなかったら、これを期に是非遊んでみて下さい。面白さは保証します。

　それはそうと、石川の楽しみをより多くの人と共有しようと、二十Ｘ歳にて今更ながらついったぁなるものを始めてみました。皆さまのふぉろ～を心よりお待ちしております。このあとがきを書いている頃、丁度ふぉろわ～が百人を超えて喜んだのは内緒です。

　最後となりますが、担当の小お野の寺でらさん阿あ南なんさん、今作は今までで一番話し合って作った感が……石川とこの作品をここまで引っ張って頂き誠にありがとうございます。石川の我わが儘ままに付き合って下さった町まち村むらさん、かっこいい主人公と可愛いヒロインをありがとうございます。そしていつもながら、本書を手に取って頂いた読者の皆々様に心よりお礼申し上げます。

　ポンコツ勇者たちを新たに家族に迎え入れ、石川の楽しみをより広げていけるよう今後も頑張りますので、どうぞ皆さんも頑張って付き合って頂けたらとってもありがたいです。それではまた、いつかどこかで。








二○一六年　某月某日　　　石川湊
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石いし川かわ 湊みなと

作者の代わりにそっと心配する同居リスの図。好きな蛇はソリッド＝スネーク、好きな豚はポルコ＝ロッソ、好きな諜報員はノーベンバー11、好きなガンマンは次元大介ですが、石川は別に煙草は吸いません。
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イラスト／町まち村むらこもり

長野県出身。都内に住み始めて早３年。

そろそろ森が恋しいこの頃です。

夏は山で涼みたい！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「石川 湊先生」係

「町村こもり先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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ステ振ふり失しっ敗ぱい!ポンコツ勇ゆう者しゃのシロとクロ




～赤あか魔ま法ほう教きょう官かんの育いく成せい計けい画かく～








石いし川かわ 湊みなと
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※2016年6月10日発行の電撃文庫『ステ振り失敗!ポンコツ勇者のシロとクロ ～赤魔法教官の育成計画～』初版に基づき制作
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